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    プロローグ　　十二月二十一日──夜


    



    「いらっ、しゃい……ませ──」


    　言葉の途中で、店員は笑顔を凍りつかせた。


    　自動ドアを潜くぐって入ってきたのは、鳥のような仮面をつけた大男だった。黒のハットに黒の外がい套とう。ファーストフード店の中で異質な存在感を放つその客は、レジカウンターを無視して真まっ直すぐに、店の奥へと足を進めた。


    　騒がしかった店内が瞬時に静まり返り、陽気なＢＧＭが浮き立つ。


    　客たちは自然と道を空け、男の動きを注視した。テーブルの女子高生は口元に運んだパンケーキを落とし、またレジ前の主婦はぐずりだした赤子の口を塞ふさぐ。


    　誰かが小さく呟つぶやいた。──〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの笛吹き男〟だ──。


    　笛吹き男は音もなく進み、あるテーブルの前で足を止めた。


    　座っていたのは一人の少年。銀髪をボブカットに切り揃そろえたエルモ・ストーンヘブンは、液晶タブレットでニュースを閲えつ覧らんしながら、遅めの夕食をとっているところだった。


    　──ふしゅう。


    「……」


    　仮面の隙すき間まから吐き散らされた白煙と、立ち込める香辛料の匂においに、エルモは齧かじりかけのベーグルサンドを平皿へ放る。それから、嫌けん悪お感たっぷりに尋ねた。


    「……普通はよ、もっと忍ぶもんじゃねえのか？　なあ」


    　エルモの不機嫌な顔を、笛吹き男はじっとりと見下ろしている。仄ほの暗ぐらい二つの眼がん窩かに紅あかく灯ともる瞳。その姿はあまりに非日常的で、不気味であった。


    　表情の読めない仮面の奥から、柔らかな声が響く。


    「『──まさか、こんなところで』そう思わせる場所でないと、私の能力を警戒するあなたとお話しすることはできないでしょうからね、エルモ。座っても？」


    　エルモの対面の椅い子すを引き、笛吹き男が腰かけると、隣の席に座っていた若いカップルがそそくさと席を離れる。


    「おい。誰が座っていいって言ったよ、この鳥野郎」


    「つれないですね。あなただって、私に会いたがっていたのでしょう？」


    「悪目立ちするのは勘かん弁べんなんだよ、クソが。人ひと攫さらいの仲間だと思われたくねえ。ニュース見てねえのか？　貴様は今、この町で一番ホットな〝重要参考人〟だぜ」


    　エルモはタッチパネルを手早く操作し、ある記事を表示して見せた。


    　夕陽ヶ丘で多発する連続失しつ踪そう事件。その現場で、数多く目撃されている仮面の男。数々の目撃証言を元に描かれた似顔絵は、黒いハットに黒い外がい套とう。そして尖とがったクチバシの仮面。


    「世間は今、誰もが貴様に怯おびえている。自覚してんのか？　──〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの笛吹き男〟よ」


    　──ふしゅう。笛吹き男は白煙を散らし、じっとエルモを見つめ続ける。


    「自覚していますよ。人々から忌いみ嫌われていることも。──この私が出没すると、子供たちが消える。それはまるで童話『ハーメルンの笛吹き男』のように……。しかし真相は違う。子供を攫さらっているのはあなたたち、〝ピース・オブ・マインド〟の方でしょう」


    「おいおい、社名を出すんじゃねえよ」


    「私が絵本を渡した子供たちを、あなたたちが連れ去っている。連れ去り、籠ろう絡らくして、私を捕まえるための囮おとりとして使っている。彼らはまた、人体実験の材料として使われるのでしょうね。七年前の工場火災で死んだ、哀れな子供たちのように」


    「ああ、哀れだぜ。おまえが読み手になんかしなければ、無関係でいられたのにな」


    『不思議の国のアリス』の読み手、如月きさらぎシェリーも含め、〝ピース・オブ・マインド〟──ＰＯＭはすでに四名もの読み手を捕獲していた。


    　笛吹き男が絵本を渡すたびに、どこからか情報を聞きつけたＰＯＭが現れ、少年少女たちを絵本ごと、〝保護〟してしまう。さらにＰＯＭは子供たちを囮にし、笛吹き男までも取っ捕まえようとするのだから、彼が立腹するのも無理からぬことだった。


    　エルモはテーブルに肘ひじをつき、仮面にあいた穴を凝視する。そして声を潜ひそめた。


    「……俺たちが真に欲しいのは、貴様だよ、先生。ちょろちょろと逃げ回りやがって」


    「……ＰＯＭにとって私は、過去の膿うみといったところでしょうか。人体実験の真相を知る人間は、早く消した方がよいと？」


    「……ノーコメントだ」


    「……エルモ。先生はあなたを、都合が悪くなると口を噤つぐむような卑ひ怯きような大人に育てた覚えはありませんよ」


    「育てられた覚えもねえよ。八歳当時の記憶なんざ、露つゆほども覚えちゃいねえ」


    　エルモが言うと笛吹き男は脱力し、背もたれに体を預けた。


    「おや。それは寂しい。まあ覚えていないからこそ、あなたを実験対象として扱ったＰＯＭに未いまだ在籍するのでしょうか。……小こ日向ひなた製薬からＰＯＭへと名を変えて早五年。やっていることはあの頃と同じ、人体実験。素晴らしい悪徳企業っぷりですね、あの会社は」


    「……クレームならうちの社長に直接言えよ。連れてってやるからよ」


    「いいえ結構。私は二度と、あの会社と関わりたくはない。だから小日向社長にはどうぞご安心を、とお伝えください。製薬工場で行われていた悪事を告発するつもりなどありません。あなたたちの物語に興味はない。ですからただ、こう願うのです──〝邪魔をするな〟」


    　エルモを見つめる紅あかい瞳が、僅わずかに揺らいだ。


    「──私が子供たちに絵本を渡したのは、私と月つき夜よの物語のため。用意した悪役たちを根こそぎ横から奪うような真ま似ねは、許せない」


    「……わからねえな。どうしてそう月つき夜よにこだわるんだ。あいつは貴様にとってそこまで大切な教え子だったのか？」


    「ええ。とても大切な、生徒の一人でした」


    「……ふん」


    　エルモは唇くちびるを結び、鼻を鳴らした。


    「オーケーなるほど。関与してくるなと、わざわざそう言いに来たんだな。答えは今くれてやるぜ。〝舐なめんな、バーカ〟」


    　クチバシの先に中指を立て、エルモは続ける。


    「〝過去は晒さらさないでくれるんですね、ああよかった〟なんつって引き下がれるわけねえよな。危険因子は全て攫さらってく。それが俺の仕事だ。ワーストエンド・シリーズに関わる者は全て。もちろん、貴様もな。貴様の持つ残りの絵本も、全部出してもらうぜ」


    「……わかっていただけませんか」


    「貴様が、異常なほど月夜に固こ執しつしていることはわかったぜ。つまり要は月夜だな。あいつを俺たちが〝保護〟してやれば、貴様が絵本を配り歩く理由もなくなる」


    　──ふしゅう。


    　まるで深い溜ため息をつくように、笛吹き男は白煙を散らす。


    　笛吹き男とエルモはテーブルを挟んで、お互いを牽けん制せいし合っていた。


    「……これ以上、私の物語を壊してほしくないのですが」


    「ああ？　知るか、貴様の物語なんざ。くせえんだよ、鳥が」


    　笛吹き男を見つめるエルモの瞳が、翠みどり色いろへと変化してゆく。その指先は、タブレットの液晶パネルに添えられていた。


    　しん、と張り詰めた空気に、店内が震ふるえた。


    　辺りの客も、店員も、固かた唾ずを呑のんで状況を見守る。店の外からはパトカーのサイレン。笛吹き男の出現に、誰かが通報したのだろう。


    　店員の腕から零こぼれ落ちたトレーがタイルを叩たたき、ガシャン、と音を響かせた。


    「──しっ、失礼しましたっ！」


    「ちっ……」


    　エルモは小さく舌打ちした。


    「場所を変えようぜ、先生。ここのコーヒーは気に入ってんだ。出入り禁止なんかになって飲めなくなるのは惜しい」


    　エルモはコーヒーを飲み干そうと、カップに手を伸ばした。


    「……へえ、コーヒーが？　そんな色鮮やかなイモムシの入ったコーヒーが、ですか？」


    「……あ？」


    　笛吹き男の指差した先、エルモの持つコーヒーカップの中に、紫色したイモムシが浸っている。さっきまでは入っていなかったはずの、毒々しいイモムシが──。


    「うえっ──」


    　エルモは反射的に手を離し、カップを落とした。テーブルの上で倒れたカップからイモムシが零こぼれ、うねうねと体をくねらせる。


    「ふふ。あなたは忘れてしまっていても、私はちゃあんと覚えていますよ、エルモ。あなたは今でも、イモムシが苦手なのですねえ」


    　笛吹き男は立ち上がり、悠々と自動ドアへと歩いていく。


    「警告はしました。私の邪魔をするのなら、あなたの目に映る全てをイモムシにしたって構わない。今、体感したこの恐怖を、忘れることなどなきよう」


    「ふっざけんな。待て──」


    　立ち上がったエルモの視界に、すでに笛吹き男の姿はなかった。


    　残されたのは霧散してゆく白煙と、独特の強い香りだけ。


    「……クソがっ」


    　エルモは動揺を隠して舌打ちする。


    「やりにくいぜ、幻覚使いってのはよ……」


    　見下ろしたテーブルの上に、イモムシの姿はなくなっていた。

  


  
    第一話　〝夕陽ヶ丘の笛吹き男〟


    



    〝止まらない少年少女の連続失しつ踪そう──笛吹き男の目的とは──〟


    　テレビ画面の右上に小さく、そんなテロップが出されていた。


    　帯おび刀なた家に居い候そうろうするようになってから、生い駒こま千ち鳥どりは放課後になると決まって文芸部部室にやってくる。そして会議テーブルの定位置に座り、読書をしたり勉強したり、持ち込んだ液晶テレビを眺めたりする。


    　千鳥は今日もテーブルの上で、頰ほお杖づえをついていた。


    「……あいつさ、姿を隠すつもりはないのかしら」


    「〝笛吹き男〟が現れたってことは、また行方不明者ですか……？」


    　笠かさ木ぎ兼かね亮すけはテレビ画面を見ながら、千鳥の前にマグカップを置いた。


    「ありがと」と千鳥はマグカップを両手で包み込み、立ち上る湯気をふぅふぅと散らす。


    　机上では千鳥のフェレット、スノーホワイトがチーズを齧かじっていた。


    「出たみたいね、行方不明者。これで今月に入って四件目だわ」


    　言って千鳥は、忌いま忌ましげに目を細めた。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかの町では現在、クリスマス間近のお祝いムードに影を落とす異常事態が発生していた。少年少女の連続失しつ踪そう。今月に入って四名もの高校生が、立て続けに姿を消している。


    　その失踪現場でたびたび目撃される不審人物──それが〝笛吹き男〟だった。


    　テレビ画面に映し出された似顔絵を見れば、その奇異な姿を知ることができる。


    　黒いハットに黒い外がい套とう、そして顔を覆おおうクチバシ付きのマスク。そのイラストはあまりにフィクション色が強すぎて滑こつ稽けいだが、「この姿の人物には決して近づかないでください」と警戒を促すニュースキャスターの表情は、いたって真面目だった。


    「……一躍有名人ですね。あいつのせいで、夕陽ヶ丘が危険な町みたいに見える」


    　顔を顰しかめて、兼かね亮すけが呟つぶやく。すると部室の入り口付近に立つ村むら瀬せ一いち郎ろうが、静かに笑った。


    「危険な町であることに違いはない。〝噓うそつきオオカミ〟による連続殺人だって、世間的にはまだ解決していないしね」


    　三か月前、ワーストエンド・シリーズの悪役ヴイランズに取り憑つかれた煮に雪ゆき瞑つむりが引き起こした一連の事件も合わせれば、この短期間で七人もの少年少女が消えていることになる。


    「いくら年間、万を超える行方不明者がいるとはいえ、こんな小さな町で立て続けに人が消えてゆくのだから、否いやが応にも目立ってしまうさ」


    　海と山に挟まれたここ夕陽ヶ丘は、今や〝少年少女の消える町〟として全国に広く知れ渡ってしまっていた。メディアはこぞって事件を取り上げ、関係性も不確かなままに、ただ目撃されたにすぎない笛吹き男を、子供を誘ゆう拐かいして惨ざん殺さつする殺人鬼であるかのように報道している。


    　テレビ画面に映る〝笛吹き男〟のイラストはいかにもおどろおどろしく、見る者に恐怖を植えつける。彼の大きな特徴であるクチバシ付きのマスクは、かつてヨーロッパで猛威を振るった伝染病、ペストを専門に治す医者が着用していたものだという。兼亮はそれを、ニュース番組の解説で知った。


    　病気の流は行やった村には必ず、この不気味なマスクを被かぶった医者が現れる。そして多くの人間が病死する。村人たちにはこの仮面の男が、大切な者を連れ去ってしまう死に神のように見えたのかもしれない。そうやって広まった伝承が、笛の音と共に多くの子供たちを連れ去った男の物語となり、童話『ハーメルンの笛吹き男』になったという一説がある。


    　人ひと攫さらいの象徴としてテレビに映る〝夕陽ヶ丘の笛吹き男〟。兼亮たちにとっても彼は、ワーストエンド・シリーズを配り歩く、倒すべき元凶である。


    「──げ。なんかこの胸、見覚えあるんだけど」


    　千ち鳥どりの声に、兼亮は顔を上げた。テレビ画面では、マイクを向けられた女子生徒の、首から下が映し出されていた。顔は切れており、名前は伏せられてあったが、羽は織おったストールでは隠しきれない大きな胸には確かに覚えがある。


    〝失踪した如月きさらぎシェリーさんの後輩〟そう紹介された女子生徒へ質問が投げかけられる。


    『──今どういったお気持ちでしょうか』


    『そーですねー。心配ですー。生きてるかなー』


    　ちっとも心配そうでない明るい声で、後輩なる人物は答えた。


    『そして彼女自身も、あの〝笛吹き男〟を目撃してしまったという──』不穏な音楽と共にナレーションが流れ、レポーターが再び心痛さを声に含ませる。


    『〝笛吹き男〟に対しては、どういった印象を持ちましたでしょうか？』


    　しかしそんな重々しい空気を、後輩の跳ねた声が台なしにする。


    『え？　印象？　やー、超格好いいなーって！』


    『何かこう、恐ろしさみたいなものは、感じましたか？』


    『えー、全然？　あ。なんかね、飛びそうではあるかな？　鳥みたいな顔してるし』


    　千ち鳥どりがぽかん、として呟つぶやいた。


    「……飛び、そう……？」


    『……なんか〝先生〟と話してると、ポーッとしちゃうんですよねえ。だって〝先せ──あ、笛吹き男のことね？　笛吹き男はさ、神がかってるの。ただ者じゃあないですよお、あの人は、ホント』


    『──つまり、ただ者ではない、畏い怖ふのようなものを感じたと？』


    『畏怖っていうかあ、尊敬っていうか。〝先生〟と出会って、きいろも変わったんですよねえ。卵が産めるようになって……あ、やってみる？　欲しいもの、ある？」


    　レポーターの誘ゆう導どう尋じん問もんをするりとかわし、女子生徒はスカートのポケットから、ペンと付ふ箋せんを取り出した。


    「……自分で名前言っちゃってますね。きいろって」


    　兼かね亮すけもまた、目を丸くして呟いた。


    　後輩改め、萩はぎ原わらきいろは、笛吹き男から絵本『金の卵を産むガチョウ』を借りた読み手である。目撃者どころじゃない。きいろは、笛吹き男の手先のような存在だ。


    　画面が切り替わり、きいろが胸元に手を当て悶もだえていた。映像には映っていないが、もう片方の手は、太ももの間へと挟まれているのだろう。


    『っ──。あ、ん……。やだ……！　だめっ。もう、産まれ──』


    　言葉の途中で映像はフェードアウトしていき、暗転した画面に浮かぶテロップと共に、緊迫したナレーションが入る。


    『──そうして〝笛吹き男〟は少女の心に深い傷跡を残し、立ち去っていったという──』


    「……」


    　唐突に流された卑ひ猥わいな映像のせいで、部室内に気まずさが満ちる。


    「……信じられない。全国放送で産んだの……？　あんた」


    　そう言って千鳥は、侮ぶ蔑べつ的てきな視線を壁際に向けた。


    　その先に座っているのは、今しがたテレビに映っていた萩原きいろ、その人だ。


    「……だってえ。やって見せた方がテレビ的にいいかなって……。なんか張り切っちゃうよね、つい。カメラの前だと」


    　椅い子すの背もたれに後ろ手で縛られ、身動きのとれないきいろは、千ち鳥どりの視線から逃のがれるようにもじもじと目を伏せる。


    「羞しゆう恥ち心しんとかないの、あんたは」


    　千鳥が立ち上がり、きいろはその接近に怯おびえてじたばたと暴れた。


    「きゃああ。やめてっ。暴力反対っ」


    「別にさ、好きこのんで暴力振るおうってわけじゃないわ。ただ、あたしたちの要求に応えてくれなきゃ……あいつが、何するかわかんないけど」


    　千鳥はきいろの鼻先に呟つぶやいて、そっと視線を滑らせる。部室の入り口には、逃亡経路を塞ふさぐ一いち郎ろうの姿。無言のまま見返され、きいろは「ひっ」と目を逸そらした。


    「ほーらほら、拷ごう問もんなんてされたくないでしょーう？」


    　千鳥は、きいろの柔らかなほっぺをつついて脅おどす。


    「だったら、言うことを聞いて。あたしたちのために卵を産んでほしいの。ワーストエンド・シリーズの、貸出カードを」


    「……ええ？　欲張りですねえ。千鳥さんたちは持ってるでしょ？　貸出カード、たくさん」


    「持ってないわ。今は」
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    「奪われたんだ。ピース・オブ・マインドに」


    　千ち鳥どりの背後で、兼かね亮すけが補足した。


    「貸出カードの作成に必要な〝プリンターの血液〟は、〝返却用ハンコ〟ごと持ってかれてしまったんだよ。だから俺たちは現状、延長も返却もできない。今使ってる貸出カードの空欄が全部埋まった時点で、悪役ヴイランズに取り憑つかれちゃうんだ」


    「……へえ。ピンチですねえ。じゃあさ、誰かに又貸しして擦なすりつけちゃえば？」


    「嫌いやよ」


    　唇くちびるを尖とがらせる千鳥をからかうように、きいろはニマニマと笑みを浮かべる。


    「えぇ？　誰かを犠牲にするのは嫌、なんて言っちゃう系ですかあ？　さっすが千鳥さんは優しいですねー。ワーストエンドに魅せられた、悪玉のくせにさ」


    「ふん。自分の尻しり拭ぬぐいを他人に押しつけるような、ダサい真ま似ねなんかしたくないってだけよ。だからあんたの〝誰かの望みを産む能力〟を使って、貸出カードをストックしておきたいの」


    　戦闘には全く役に立たないきいろの能力だが、延長する手段を失った今の兼亮たちにとっては、どうしても必要な力だった。


    「兼亮、絵本を」


    　千鳥の合図で、兼亮は『赤ずきん』を取り出しテーブルの上に広げる。


    　添付されている貸出カードには、〝笠かさ木ぎ兼亮〟の名前が連ねられている。その空欄は、あと一か所しかない。早急に新たな貸出カードを補充しなければ、〝噓つきオオカミライアー・フアング〟に取り憑かれてしまうだろう。


    　千鳥は肩にスノーホワイトを乗せたまま、きいろの顔を覗のぞき込んだ。


    「〝返却用ハンコ〟は必ず取り返すわ。でもその前に、延長しなきゃいけない。無理やりにでも、産んでもらうから」


    「ええぇ？　無理やりぃ？　きいろたちがカード欲しいってときは、くれなかったのにぃ？」


    「あれはっ、あんたたちが月つき夜よを誘ゆう拐かいするから、敵対することになっちゃったんでしょ」


    「どーしよっかなあ。きいろが別に千鳥さんたちを助ける義理なんてないしぃ」


    　ここぞとばかりに語尾を伸ばす。千鳥を焦じらし、その反応を楽しんでいるかのように。


    「……こいつ、やっぱむかつくわっ」


    　千鳥にほっぺたを引っ張られ、きいろは涙を浮かべた。


    「いたたた、痛いっ、ひどいっ。産まない！　こんな乱暴な人のためには絶対産まないです！」


    「頼むよ、萩はぎ原わらさん」見かねて兼亮が懇願する。


    「俺は、帯おび刀なたさんの絵本集めを助けるために読み手になったんだ。このまま悪役ヴイランズに取り憑かれてしまったら、逆にあの人を困らせてしまうことになる。それだけは絶対に、避けたいんだ」


    「……んむぅ」


    　兼亮の真しん摯しな態度に、きいろは唇を結んだ。


    「……まあ、そんなにお願いするなら……？　考えてあげても……いいかな」


    「よかった。ありがとう、萩はぎ原わらさん」


    「〝きいろ〟って、名前で呼んでってば。でも今は無理だからね！　朝にテレビで一回産んじゃったんだから！　卵は一日一個なんだから！」


    「……なんだ、意外と素直に言うこと聞いてくれんのね」


    　きいろが要求を呑のんでくれて、千ち鳥どりは「ふう」と肩の力を抜いた。


    「月つき夜よ呼ぶまでもなかったかな」


    「え！　月夜さん、来るの？」


    　声を上げたきいろに、千鳥はさっきのお返しとばかりに意地悪な笑みを向ける。


    「来るよーう？　あんたの頭ん中覗のぞかせて、交渉の材料見つけるつもりだったんだもの」


    「でも産むもん！　やめてよね、そんなこと」


    「どーうしよっかなあ？　あんたの弱点、興味あるなあ」


    「やだやだ！　意地悪！　ロリばばあ！」


    「は!?　どの口がそんなひどいことを!?　この口かっ。この口かあっ」


    　千鳥が、きいろの両頰ほおを鷲わし摑づかみにして引っ張る。


    　兼かね亮すけの携帯電話が鳴ったのは、きいろがいよいよ泣き出したそんなときだった。


    　電話の相手は、クラスメイト。曰いわく、「おまえにお客さんが来てるけど」。


    「……？　帯おび刀なたさんかな」


    『人形みたいな子だよ。全然喋しやべんねえんだけど』


    　艶つややかな黒髪と透き通る肌、それから煌きらめく蒼あおい瞳を持つ帯刀月夜は、たしかに〝お人形さん〟と称するにふさわしい。しかしなぜ自分のクラスに？　文芸部部室に集まっていることは伝えているはずなのに。


    　兼亮は小首を傾かしげながら、「すぐ行く」と伝えて電話を切った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　四階に位置する文芸部部室から一階へ下り、兼亮は一年生校舎へと向かう。


    　吹きさらしの渡り廊下に差しかかって、肌に触れる寒気に身を震ふるわせた。


    　曇り空から、いつの間にかしめやかに雨が降りだしている。


    



    「すごい細ーい！」「肌、白っ！」「青い目、いいなあ！」


    　黄色い声が飛び交う教室を、兼亮は入り口から覗うかがった。教室の中央には、人ひと集だかりができていた。人垣によって話題の人物は見えないが、青い目と聞けば連想する人物は一人しかいない。


    　上級生が自分を尋ねてくるというのは、級友たちに対してどこか誇らしさを覚える。それも訪問者は、絶世の美少女と謳うたって過言ではないあの月つき夜よだ。現在進行形で、クラスにおける自分の株は鰻うなぎ登のぼりに上がっているだろう。


    　さっそく男子生徒の一人が兼かね亮すけに気づき、声を上げた。


    「お、来てんじゃねえか笠かさ木ぎ。あの可愛かわいい子誰だよ、紹介しろよ」


    　馴なれ馴れしく兼亮の肩に手を回し、人垣へと誘う。たいして仲良くなかった奴でさえ、こうして近寄ってくる。これが月夜効果か、と兼亮は鼻を鳴らす。


    「誰でもないよ」


    「お。冷たっ！　まさか彼女とかじゃないだろうな」


    　彼女、などと恐れ多い。眼鏡めがねを掛けていなければ、自分は認識さえされないというのに。


    「そんなんじゃないって。あの人は、なんていうか──」


    　割れた人垣からその中心に座る人物を見て、兼亮は足を止めた。


    　一瞬にして、背筋が凍る。


    「──なんていうか……敵だ」


    　訪問者は行儀悪く勉強机に座り、ショートパンツから伸びた白すぎる足を、椅い子すの上で組んでいた。帯おび刀なた月夜ではない。性別もまた〝彼女〟ではない。肩までずり落ちたニットセーターからは線の細い鎖骨が覗のぞき、それはどこか妖よう艶えんで色気があるが、男である。


    「遅えよ。〝噓つきオオカミライアー・フアング〟」


    　退屈そうに伏せた青い瞳を滑らせて、訪問者は笑みを浮かべた。


    　村むら瀬せ家から〝返却用ハンコ〟を奪った企業、ＰＯＭに属する危険人物。


    　ワーストエンド・シリーズの作り手の一人、〝イラストレーター〟だ。


    「……エルモ・ストーンヘブン。何考えてんだ。ここ学校だぞ」


    「知ってるよ、バーカ。そして知るか、貴様らの事情なんざ」


    　エルモは「よっ」と勉強机から下り、一歩、足を踏み出す。


    　耳元まで覆おおうゴーグルつきのパイロットキャップからは、銀色の髪が覗いていた。小柄で華きや奢しやな立ち姿。それもまた少女のようにか細いが、兼亮はその接近を恐れて踵かかとを下げる。


    「マジかよ。ここで……やる気か」


    「貴様次第だな。遊んでほしいなら、応えてやってもいいぜ？」


    　言ってエルモは肩に掛けた鞄かばんから、タブレットを取り出した。


    　エルモのたったそれだけの行動に兼亮は動揺し、身構える。


    「待てよ……！　学校は、まずいだろ」


    　エルモの戦闘スタイルは、召しよう喚かん術。タブレットに描いた絵を使役させて武器とする。


    　能力が始動すると同時に、その青い瞳は翠みどり色いろに煌きらめく。つまりそれが、戦闘開始の合図となる。兼亮はエルモの目の色の変化を見逃さないよう、注視する。


    　兼亮の緊張は、二人を囲むクラスメイトたちにも伝わってゆく。「笠木、おまえどうした？」と男子生徒がその肩に触れようとしたが、殺気立つ兼かね亮すけに戸惑い、手を引いた。


    　しん、と静まり返った教室に、雨音が満ち始めた。


    　その中で、エルモの笑い声は浮き立って響く。


    「くっはは。だよな。普通、人前での能力戦は避さけたいとこだよな」


    「……？」


    「貴様は笛吹き男と違って話のわかる奴だろ、ってことだ。安心しろよ。俺がここに来た理由は、貴様らを〝保護〟するためさ。おとなしくついてくるんなら、戦闘は行わない」


    「〝保護〟……？」


    「巷ちまたで噂うわさの少年少女連続失しつ踪そう事件は知ってるだろう。笛吹き男が攫さらってるって話になってるが、それは違う。あれはな──」


    　言葉の途中、エルモは兼亮との距離をすっと縮めた。


    　警戒して身を引いた兼亮の懐ふところに滑り込み、耳元でささめく。


    「……俺たちＰＯＭが、〝保護〟してんだよ」


    　エルモの急接近に、クラスメイトたちが場違いな歓声を上げた。


    　エルモは周囲の声を無視して、続けた。


    「〝保護〟の対象は、笛吹き男から絵本を借りた読み手たちだ。『雪女』『眠りの森の美女』『不思議の国のアリス』に『鏡の国のアリス』。これらは俺たちがすでに回収している」


    「……知ってる。って言うか、察しはついてる。如月きさらぎ──」


    　如月シェリー──そう言おうとして、兼亮は口を噤つぐむ。何も知らないクラスメイトたちの前で、失踪中である人物の名前を出すのは躊躇ためらわれる。


    　代わりに、シェリーに能力を貸し与えた悪役ヴイランズの名を出した。


    「……〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟があんたの魚に食われるのを、見ていたから。次々と読み手を攫ってるのはあの男じゃない、あんたたちだ。それくらいは気づいてる」


    「攫った、なんて言うなよ、人聞きが悪いな。〝保護〟だっつったろ」


    「なにが〝保護〟だ。読み手を囮おとりに使ってるんだろ？　笛吹き男を捕まえるための」


    　如月シェリーのときと、同じように。


    　だから行方不明者の失踪現場付近で、笛吹き男が目撃される。


    「けどうまくはいってないみたいだな。あの男は、そんなにすばしっこいか？」


    　エルモは兼亮の表情から微かすかな愉ゆ悦えつを読み取り、眉まゆ根ねを寄せた。


    「……嬉うれしそうだな。貴様はあいつの味方か？」


    「まさか。あいつの味方でも、あんたの味方でもない。俺は帯おび刀なたさんの──」


    「弁わきまえろ弱者が。月つき夜よの味方？　ほざけよ。貴様ら読み手はいずれ取り憑つかれ、月夜を襲おそう。明らかな敵だろうが。返却も延長もできない時点で、貴様らはすでに詰んでんだよ」


    「それは、おまえたちが〝返却用ハンコ〟を奪ってったから──！」


    「そうだ。デパートでの戦闘が俺の陽動だとも気づかずに、拠点である村むら瀬せ家をガラ空きにした貴様らの失策だ」


    　エルモは言って、人差し指を兼かね亮すけの鼻先に立てる。


    「負けた貴様らにできることは何もねえよ。月つき夜よの味方だと吠ほえんなら、せめて取り憑つかれる前にその絵本、俺に返却させろ」


    「……断る。俺たちがいなくなったら、おまえは今度は、帯おび刀なたさんを狙ねらうんだろ？」


    「狙うさ。貴様たちがいようが、いまいがな。あいつの〝保護〟は最優先。しかし勘違いするなよ。これはあいつのためでもある。月夜にしてみれば、研究所内が最も安全だ」


    「安全……？」


    「笛吹き男は、ワーストエンドの読み手たちを、月夜にぶつける気でいた。しかしその手札をことごとく俺に奪われ、いよいよ自ら動きだすぜ。あの男がすばしっこいか、と訊きいたな」


    　兼亮の返事を待たず、エルモは忌いま忌ましげに続けた。


    「すばしっこいわけじゃねえが、容易に捕獲できない程度には厄やつ介かいだ。七年前に焼け死んだはずのあの男は、まるで亡霊。〝笛吹き男パイド・パイパー〟は幻覚を扱う。貴様らの敵かなう相手じゃねえよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「いい？　逃げないでよね。信じるからねっ」


    　千ち鳥どりは、きいろの鼻先でハサミをシャキシャキ鳴らして念を押した。


    「もちろん、もちろんですとも！」


    　きいろはぶんぶんと頭を縦に振り、締まりのない笑顔を見せる。


    　千鳥はきいろの背後に回り、その親指同士を結びつけている結束バンドを切り離した。


    「意外にも協力的だったから拘こう束そくは解いてあげるけど、月夜にあんたを読ませて、笛吹き男の情報を聞き出す作戦に変更はないんだからね」


    「わかってます。逃げませんよーう。逃げません、けど……」


    　拘束の解かれた指先をにぎにぎと動かしながら、きいろは声のトーンを下げた。


    「……逃げないと、まずいと思うんだけどなあ……」


    「まずい、とは？」


    　一いち郎ろうに問われて、きいろはハッと手の平を開いて一郎に見せる。逃げはしない、と降伏のポーズをとりながら、恐る恐る説明を始めた。


    「だって〝先生〟は、きいろが月夜さんたちチームの味方になること、許してくれないと思うし……。協力したら、きいろ、怒られちゃうよ……」


    「あんたね、いつまであの男の駒でいるつもりなのよ。『あなたたちの織り成す美しい物語が見たい』──なんてさ、そんな気持ち悪い奴のどこがいいの」


    「気持ち悪くなんかないもん！　〝先生〟は格好いいよ！　きいろの存在理由を示してくれた、大恩人なんだから！」


    　食ってかかるきいろの威勢に、千ち鳥どりは思わず身を引いた。


    「な、なによ。本当のことでしょ？　気持ち悪いじゃない、だって！」


    「〝先生〟を悪く言うなら、もう産んであげないから！」


    「それとこれとは話が別だわ。一度産むって言ったんだから産みなさいよ」


    「じゃ謝あやまって！　〝先生〟に謝って！　謝らないと産みませんもーんだ」


    　再び始まった言い争いをしばし眺め、一いち郎ろうが溜ため息をつく。


    「二人とも、少し黙れ」


    　それから穏やかな表情のまま、続けた。


    「萩はぎ原わらきいろ。味方になれとは言っていないよ。〝卵は無理やり産まされた〟〝情報は無理やり読み取られた〟あの男にはそう伝えればいい。それなら、見捨てられることもないだろう」


    　千鳥は手を腰に当てて、面白くなさそうに唇くちびるを尖とがらせた。


    「ふん。あんたにしちゃ、優しいじゃない」


    「あの男との繫つながりは、保持させておいた方が好ましい。その子を通して、奴の行動を把握できるかもしれない」


    　きいろは眉まゆ根ねを寄せて、一郎を睨にらみつける。


    「……きいろに、スパイになれって、ことですか？」


    「本当に無理やり、産まされたくないならね」


    「……やっぱり青あお髭ひげさんはひどい人です……。大嫌い」


    「そうかい。僕は君に興味があるけどな。主に、そのスカートの中に」


    「えっち！」


    　きいろはスカートの裾すそを押さえて、再び座り直した。そうして千鳥を見上げる。


    「じゃあ早く、もっかい縛ってください」


    「え？　今解いたばっかじゃない」


    「けど縛らなきゃ。……だってきいろ、実はもう、呼んじゃったんですよね」


    「呼んじゃった、って……笛吹き男を？」


    　きいろが小さく頷うなずいて、千鳥と一郎は顔を見合わせる。


    「だってだって！　普通、捕まったら、助けてーって応援呼ぶじゃないですか。たぶんそろそろ……現れてもいい頃……かなって……」


    　千鳥の肩でスノーホワイトが鼻先をひくつかせ、辺りを見渡しているのを見て、きいろの言葉尻じりは小さく弱くなってゆく。


    「……やばい。来たかも」


    　きいろもくんくんと鼻を動かし、呟つぶやいた。


    　気がつけば文芸部部室内に、独特の強い香りが漂っている。


    「……この匂におい。あいつのものだわ」


    「これは……香辛料か……？」


    　一いち郎ろうはブレザーのボタンを外し、武器の取り出し口であるポケットに手を忍ばせる。


    　きいろは両腕を背もたれの後ろへ回して、千ち鳥どりを呼んだ。


    「はっ、早く、縛ってくださいよう！　きいろ裏切ったって思われちゃう！」


    「待ってよ。来るって、今ここに？　そんな急に──」


    「〝先生〟に常識は通用しないよ！　いつだって、どこにだって現れるんだ。その本棚の陰からとか、ロッカーの中からとか！　磨すりガラスの向こうに人影が立ってたら、それはもう絶対に〝先生〟なんだから！」


    「な、なによそれ……。そんな、幽霊みたいな……」


    　千鳥は、自然と磨りガラス越しに廊下を見み遣やる。ガラスの向こうに人影は見えないが、今にも現れそうな、気味の悪さは確かに感じる。


    　部室に満ちるこの異様な匂いに、空気は一変したように思えた。かつて千鳥が笛吹き男から『白雪姫』を渡されたときにも、同じような匂いが漂っていた。鼻び腔こうをくすぐり、思考を鈍らせる嫌いやな香り。心なしか、雨足が強くなっているように感じた。


    　降り続く雨音に、いまだ流れるニュース番組の音声が混じる。


    「きゃあっ！」


    　突然きいろの上げた悲鳴に、二人は振り返った。


    「窓が開いてるじゃないですか……！」


    　きいろの視線を追った先、開きっぱなしの窓の側そばで、黒い外がい套とうが翻ひるがえる。


    「……で、出たっ！　現れたわね、笛吹き男」


    　千鳥は窓際の人影に指を突き出し、勇ましく声を上げた。


    「き、きいろはあたしたちが預かったわ！　無理やりっ、卵を産ませてやるんだから！」


    　きいろを庇かばうべく、〝無理やり〟を強調する千鳥。しかし笛吹き男は千鳥の言葉に反応を見せず、ただじっと開いた窓の側に屹きつ立りつし、外套を風になびかせている。


    「……？　なによ……。なんか言ったらどうなの？」


    「落ち着け、生い駒こま千鳥。よく見ろ」


    　一郎に促され、千鳥は目を凝らした。すると風になびく外套がぼんやりと揺らぎ、ただのカーテンへと姿を変えてゆく。


    「……え」


    　笛吹き男を恐れるあまり、見間違えてしまったのか。カーテンに見栄を切っていたのかと思うと恥ずかしさが込み上げ、千鳥は顔を赤くした。


    　しかしすぐに、照れている場合ではないことに気づく。


    「……待って。誰が、窓を開けたのよ」


    　今は冬。閉まっていたはずだ。つい、さっきまでは。


    



    　──もちろん、私です。


    



    　脳内に直接響くようなその柔らかな声は、一いち郎ろうと千ち鳥どりのすぐ後ろから聞こえた。


    　クチバシを持つ仮面の奥に、紅あかい瞳がぼんやりと灯ともる。つい今しがたまでいたはずのきいろの代わりに、黒ずくめの笛吹き男が、座っていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　──〝幻覚を見せる能力〟。


    　それが『ハーメルンの笛吹き男』の悪役ヴイランズの力だと、エルモは告げた。


    「意識を麻ま痺ひさせ幻覚を見せて、子供たちを攫さらっていく。それが、俺の描いた〝笛吹き男パイド・パイパー〟の力だ。能力発動のルールがわからなきゃ攻略は難しい。おとなしく月つき夜よは俺に預けろ」


    「……嫌いやだ」


    　要求を断れば、戦闘になる。それを知ってなお、兼かね亮すけはエルモの言葉をはねのける。


    「帯おび刀なたさんは、再び実験対象にされることを望んでいない。なら俺はその意志を護まもるよ。俺の力じゃ敵かなわないからっておまえたちに引き渡すような、そんな自分にはなりたくない」


    　クラスメイトたちの見守る中、兼亮は静かに両腕を構えた。この場での戦闘は避けたい。しかし月夜を、エルモに渡すわけにはいかない。


    「ほう。……キャンキャン吠ほえるじゃねえか、犬野郎が」


    「……逃げるのはもう、嫌なんだよ……！」


    　しかしエルモは踵きびすを返し、いきり立つ兼亮に背を向けた。そのまま悠々と進み、人垣を割る。


    「……？」


    　そうして教室の窓を開け、再び兼亮へと視線を戻す。


    「……だ、そうだ。遊んでやれ──百ひやく六ろく」


    「あいあいっ」


    　エルモの合図で、窓の上部から逆さに笑顔が覗のぞいた。ひょっこり頭を出した少女は、エルモの部下、百六。食事中であったのか、プレーンドーナツを摘つまんでいた。


    　そのドーナツを口に咥くわえた次の瞬間、兼亮に向かって、巨大な手の平が発射される。


    　百六は、両腕に装着した鋼鉄のグローブを武器として扱う。五本の鉤かぎ爪づめのついた掌てのひら形アンカーは兼亮の体を鷲わし摑づかみにし、鋭い爪先が胴に食い込んだ。


    「……っ！」


    　クラスメイトたちがざわめいたときにはもう、兼かね亮すけは百ひやく六ろくの手首に繫つながるワイヤーで釣つられ、窓を割って外へと放り出されていた。


    　雨の降り続く、濡ぬれた赤土に転がる。


    　校舎の壁に張りついていた百六は地面に着地し、咥くわえていたドーナツを、その大きなグローブの指先で器用に持ち直した。


    「んっふふー。能力を使った初めての実戦、それなりに緊張するの」


    　そう言って大きくを息を吸い、止める。


    　雨の中、立ち上がった兼亮は、百六に起こる変化を目の当たりにした。


    　肩まで伸びた黒髪の毛先が白く染まり始め、またその瞳までもが白んでゆく。冷えゆく空気を纏まとい、百六のグローブに霜が降り始めた。


    「なんだ……？　ワーストエンドの能力？」


    　百六の頭上に降る雨が瞬間的に凍り、その足元に到達する頃には、小さな氷柱となって赤土に突き刺さる。百六を中心に水溜たまりや赤土が、氷に覆おおわれてゆく──。


    「ふうっ──！」


    　その吐息に乗って、冷気が兼亮を襲おそった。雨に濡れた体が、ミシミシと瞬時に凍りつく。


    「くっ……。あんた、読み手だったのか」
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    「読み手になったんだよ。〝雪女スノー・レデイ〟の〝吹雪ふぶきを纏う能力〟は、周りのもの全てを凍らせてしまうの。……凍らせすぎちゃうのが、玉に瑕きずだけど」


    　百ひやく六ろくは白い溜ため息をつき、指先で完全に凍ってしまったドーナツを放り捨てた。


    　──やるしかない。


    　凍った両腕を構え直す兼かね亮すけ。しかし直後に、百六の背後から幾つもの視線を感じて動きを止めた。教室の窓辺から、クラスメイトたちがこちらを見つめている。


    　ふと、教室と外とを隔へだてるあの窓枠が、日常との境界線に思われた。


    　窓枠から向こうが、今まで自分が過ごしていた日常。ここで能力を使用し〝オオカミの腕〟を纏まとえば、もう二度とあの教室へは帰れなくなるような、そんな気がする。


    「んー？　どしたの？　固まっちゃって。寒い？」


    　動きを止めた兼亮を見て、百六は小首を傾かしげた。


    　その後ろでエルモが教室の窓を乗り越えて、タブレットに描いた傘かさを取り出す。その瞳は、翠みどり色いろに灯ともっている。


    「吠ほえるんだからもちろん、それ相応の覚悟は持ち合わせてんだろうな？　楽しませてくれよ、〝噓つきオオカミライアー・フアング〟、貴様の力を──おぉ？　なんだ、その傘は」


    　言葉の途中で、エルモは兼亮の後ろに視線を移す。


    　振り返った兼亮はそこに、ウサギの顔の描かれた、白い傘を見つけた。


    　蒼あおい瞳を煌きらめかせたまま、帯おび刀なた月つき夜よは平板な調子で尋ねた。


    「何をしているの。笠かさ木ぎくん」


    「……帯刀さん」


    　ようやく登校してきたのだろう。しかし最悪のタイミングだ。


    　月夜はどこか眠たげな瞳で兼亮と百六を見比べ、それからエルモへと視線を滑らせて、人を文字の塊かたまりとしてしか認識できないが故ゆえの質問をした。


    「あれは、誰？」


    「〝イラストレーター〟です」


    　兼亮が答えた次の瞬間、エルモが前に出る。


    「おまえを迎えに来たんだよ、月夜っ！」


    　言ってタブレットの液晶に指先を滑らせ、真っ白なアロワナを召しよう喚かんした。


    「下がって、帯刀さん……！」


    　アロワナが宙を泳ぎだしたのと、兼亮が両腕を広げたのは、ほぼ同時。構えながら反射的に、オオカミの姿を思い描いていた。何度も繰り返し練習してきた。変身に時間はかからない。


    　一直線に月夜へと泳ぎ、大口を開けるアロワナ。その口が、月夜へと届く前に。


    　白い鱗うろこが、湾曲した鋭い鉤かぎ爪づめによって切り裂さかれる。光の粒子をちりばめて、アロワナは霧散した。


    　その直後。教室から、クラスメイトたちのどよめきが湧き上がった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　笛吹き男は、決して素早いわけではなかった。


    　駆ければすぐに距離は詰まる。まして大柄な男は的として充分、なのに一いち郎ろうの振るう剣は、当たらない。捉えたと思えば刃先の向こう。踏み込めばまたその向こうと、男は緩かん慢まんな動きで一郎を翻ほん弄ろうする。


    　部室に充満するナツメグの匂においのせいなのか、意識が朦もう朧ろうとして距離感が摑つかめない。


    　一郎は、武器を機動性に優れたレイピアに替え、手数を増やした。


    　敵を黒板前に追い詰め、レイピアを構えた次の瞬間、男が両手を突き出し悲鳴を上げる。


    「待って待ってちょっとたんま、あたし！　どこ見てんの、あたしだってば！」


    　声を聞き、一郎は笛吹き男の胸元で刃先を止めた。


    　すると男の纏まとう外がい套とうが揺らぎ、顔を青くした千ち鳥どりの顔に変化する。


    「……うろちょろするな。隠れていろ」


    　一郎は眉まゆ根ねを寄せた。一〇歳児の体をした千鳥と、大柄な笛吹き男を見間違えるはずがない。


    「……幻術か」呟つぶやき、忌いま忌ましげに振り返る。


    　立ち並ぶ本棚を背景に、男は悠々と立っていた。仮面で表情は覗うかがえないが、両腕を広げて小首を傾かしげるその仕草には、幾分も余力を残しているように感じられる。


    　まるで、遊ばれているようだ。


    「……その妙な能力で、萩はぎ原わらきいろも消してしまったのかな」


    「きいろは、返してもらいました。私の大切な教え子ですから。あなたたちには差し上げられませんねえ」


    「あなたの目的はなんだ？　どうして絵本を配り歩く」


    「物語が読みたいから、では理由になりませんか？　悪に魅せられた子供たちと、蒼あおい瞳の少女の物語。悪に抗あらがう彼女はきっと、素敵な物語を紡つむいでくれる。好奇心を搔かき立てられるではありませんか。美しく成長したあの子は一体、どんな顔で泣くのでしょう──」


    「さあね」


    　言下に一郎は、レイピアを投とう擲てきした。


    　笛吹き男は、液晶テレビの裏に身を隠す。


    　スコン、と小気味いい音を上げ、レイピアはテレビ横の本棚に突き刺さる。


    「帯おび刀なた月つき夜よ──彼女の物語を盛り上げるには、悪役が必要でしょう？　──ワーストエンド・シリーズの悪役に心奪われた読み手たち。悲劇に抗あらがう彼らもまた、実に興味深い。あなたもそのひとりだ──村むら瀬せ一郎」


    　姿を隠した笛吹き男は、テレビの裏から一郎に話しかけ続けた。


    「あなたはかつて、生きる意味を失った哀れな子供だった。鬼の子に見る面影は、いつか愛した護まもるべき人──」


    　テレビの縁に、手が置かれる。しかしそれは、黒の手袋を嵌はめた笛吹き男のものではなかった。滑なめらかな白肌に細い指先。それは、若い女性の手。


    「一いち郎ろうくん。自身で紡つむいだ物語をまだ、覚えていますか？　大切だったあの人の顔を。声を。仕草を。想いを。その全てを失ったときの悲しみを。覚えている？　ねえ──」


    



    　──一郎くん。


    



    　聞こえてくる声もまた、女性のものに変化してゆく。一郎にとって聞き覚えのある、優しい声に。テレビ裏から現れたその人は、かつて幼き一郎が、死んでも護ると誓った人。腰まで届く長い黒髪に、清せい楚そ可か憐れんな佇たたずまい。白のスカートが百ゆ合りの花びらのように翻ひるがえるその姿は間違いなく、村むら瀬せ綾あや詠うたのものだった。


    「っ……」


    　驚きよう愕がくする一郎の顔を、隣で千ち鳥どりが見上げた。


    「ちょっとあんた、大丈夫？」


    「……生い駒こま千鳥、君にはあれが何に見える」


    「え、笛吹き男でしょ？　違うの？」


    「……やはり、これは幻術か。七年前に死んだ人間を、奴が知る由よしもない。ならば、あれは僕の記憶が作り出したものなのか……？」


    　ゆっくりと、綾詠は足を踏み出した。


    　一歩、また一歩と一郎に近づくに連れ、文芸部部室の様相が変化してゆく。電気の消えた薄暗いフロアに、緑に灯ともる非常灯。窓から差し込む月明かりと、階段の踊り場。


    　銃声に驚き振り返った先で、警備員の男がぐしゃりと潰つぶれ、肉塊と化す。病院に充満する薬品の匂においに、血なまぐささが混じった。七年前に起きた、あの惨劇をなぞって。


    「──怖がらないで、一郎くん」


    　綾詠はいつの間にか、マタニティドレスを身に纏まとっていた。膨ふくらんだ腹部が見て取れる。〝赤鬼レツド・オーガー〟に取り憑つかれたせいでその体はひと回りも大きく肥大化し、額ひたいには、二本のツノがそそり立っていた。


    「おまえは……誰だ」


    　一郎はポケットから新たな剣を取り出し、綾詠へと構えた。


    　綾詠はそれでも、歩みを止めることはなかった。ただ悲しそうに、表情を歪ゆがめる。その瞳から、ひと筋の涙が零こぼれ落ちた。


    「後悔しているの。あの絵本に名前さえ書かなかったら、私は君に、こうして恐れられることもなかった。剣を向けられることもなかった。殺されることなんか、なかったのにって──」


    　綾あや詠うたが、一いち郎ろうの構える刀身にそっと触れる。一郎はされるがままに、剣先を下ろした。


    「君は、普通の高校生でいるべきだったのよ。私は君に、人を傷つけるような人間になってほしくはなかった──。私にこんなもの、向けないで」


    　柄つかを握る一郎の両手に、綾詠の細い指先が重なる。


    　一郎を見つめるその瞳が、紅あかく灯ともっていた。


    「──〝私は、一郎くんが武器を握ることを、許さない〟」


    　綾詠が囁ささやいたその直後、一郎の握るショートソードが、自然と粉々に崩れていく。形を失った武器の欠片かけらが、二人の足元に砂山を作った。


    「ああ、ごめんなさい、一郎くん。私が君の人生を、変えてしまったのね。後悔しているわ。ごめんなさい。ごめんなさい……！」


    「……っ」


    　綾詠は一郎の頰ほおに手を触れ、「ごめんなさい」を繰り返す。


    　真紅に染まった瞳の色に、一郎が連想したのは鬼だった。赤い着物を着た、小さな鬼の子。自分の名を呼ぶ、花はな詠よみの姿。


    「……謝あやまるな、綾あや姉ねえ。そんなもの、必要ない」


    　言ってポケットから取り出したダガーナイフを、綾詠の腹部へと刺し入れる。


    「……普通の高校生でいるべきだって？　嫌いやだね。そんなの、つまらないじゃないか」


    「──うあ」


    　綾詠が呻うめいた、次の瞬間。辺りの空間に亀き裂れつが入り、夜の病院は崩れ始めた。


    　綾詠の苦しむ姿に少々の罪悪感を覚えて、一郎は薄く笑った。


    「勘違いするなよ、笛吹き男。これは僕の物語だ。僕が一番、楽しんでいる」


    　ダガーナイフはショートソードと同じように、ぱらぱらと砂状になって崩壊した。しかしダメージを与えることはできたのか、後あと退ずさりした綾詠の姿は、笛吹き男へと戻ってゆく。


    「村むら瀬せっ！　あんた、大丈夫なの？」


    　元いた部室に千ち鳥どりの声が響く。


    　千鳥は一郎のブレザーを引っ張り、心配そうにその顔を覗うかがっていた。


    「……ああ。僕は、どんな様子だった？」


    「どんなって……！　あいつに摑つかまれて、ぼーっとしちゃって……なんなの!?　死んじゃったのかと思ったじゃない！　あたし一人じゃ戦えないからね!?」


    　腹部に手を添えた笛吹き男は、ゆっくりと顔を上げた。


    「……なるほど。あなたの物語は、見所を過ぎてしまったようですね。……ならば今回は彼に、期待するとしましょうか」


    　そうして会議用テーブルを指先でなぞり、そこに置かれた絵本に触れる。笠かさ木ぎ兼かね亮すけが借りている、『赤ずきん』の絵本を。


    「ちょ、ちょっと……それっ！」


    　笛吹き男は、絵本から貸出カードを抜き出した。


    「──少女のために能力を手にした少年は、果たしてその力で、少女を傷つけるのか。〝それだけは絶対に避けたい〟と言った彼の悲劇に、救いは、あるのか」


    「待って……！　やめてよ、バカ！」


    　駆け出した千ち鳥どりの手が届くその前に、笛吹き男は、カードを破った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　兼かね亮すけが両腕に纏まとう巨大な腕は、教室から眺めるクラスメイトたちに〝怪物〟を連想させるのに充分な禍まが々まがしさを帯びていた。ざわめきは一層大きくなり、兼亮の身に起きた異変を訝いぶかる。


    　兼亮は鉤かぎ爪づめをがむしゃらに振るい、月つき夜よを護まもる。エルモによって召しよう喚かんされたアロワナをことごとく切り裂さき、霧散させていく。


    「ちっ。鬱うつ陶とうしいな、あの野郎……」


    「室長！　あいつは、〝事故死〟？」


    「〝保護〟だ。だがあくまで優先は〝帯刀月夜ライター〟。邪魔であれば、致命傷くらいはいい」


    「あいあいっ」


    　百ひやく六ろくが飛び出したのを見た兼亮は、月夜の壁となるべく前に出る。


    「帯おび刀なたさんは後ろへ！　村むら瀬せさんが部室にいます。呼べますか？」


    「……うんっ」


    　二対一では分が悪いが、せめて応援が来るまでは、持ちこたえなくてはならない。駆けた足元で水溜たまりが跳ねた。


    　百六との接近戦。兼亮の振るった爪先が、鋼鉄のグローブに当たって弾ける。すぐに二手目を繰り出して、相手の動きを制する。


    　力で押し切る。駆け出したときにはすでに決めていた作戦だ。戦闘技術や経験量では恐らく負けている。だから、オオカミへの変身によって向上した身体能力に賭かける。これが、兼亮の最大の武器だった。


    「んなっ、なんだか怖いのっ……！」


    　気迫で押し負けた百六はバックステップで距離を作り、掌てのひら形アンカーを飛ばす。


    　兼亮はそれを紙一重で避よけ、すかさず距離を詰める。右腕を伸ばし、正拳を繰り出すように鉤爪を振るった。


    「うあっ！」


    　百六の肩口に、兼亮の鉤爪が食い込む。血飛沫しぶきを上げて、百六が声を漏らした──と、同時に、百六は食い込んだ兼亮の腕をがっちりと摑つかんだ。


    　ミシミシと、百ひやく六ろくに触れられた腕を中心に、兼かね亮すけの体に氷が纏まとわりついていく。


    「……!?」


    「……捕まえたよ、オオカミさん」


    　百六は言って、兼亮の頰ほおをぺろりと舐なめた。


    　刺すような痛みが頰をなぞる。百六が息を吸い込んだのに気づき、兼亮は怖おぞ気け立つ。


    　──やばい。そう思ったときにはもう、至近距離からの息吹いぶきに、体の自由が奪われていた。


    　息吹を浴びた上半身が凍りつき、かじかんだ兼亮の頭上を飛び越えて、百六は宙へ跳ねる。そうして空中で掌てのひら形アンカーを発射し、凍りついた兼亮の、首の後ろへと食い込ませた。


    「そーれ、一丁上がりぃ！」


    　百六が着地すると同時に、兼亮の体はアンカーで釣つられ宙を舞う。空で待ち構えていたのは、エルモのアロワナだった。口を開き、まるでエサを食べるように、兼亮を呑のみ込む。


    「さあて、次は〝ライター〟の番──」


    　と、百六が足を踏み出した次の瞬間、頭上のアロワナが炎上した。


    「へ？」


    　燃えたアロワナの腹部を突き破り、兼亮が現れる。


    　降ってきた火の粉を完全にはかわし切れず、百六の前髪が焦こげた。


    「あっついっ……！」


    〝誰かに変身する能力〟──〝噓つきオオカミライアー・フアング〟のこの力は、あらゆる状況に対応できる。一度攻撃を体感し、自分の想像でその能力を再現することができるのであれば、それをそのまま具現化することができる。なにも姿形を変えなくとも、誰かの能力だけを真ま似ねることも──。


    〝白兎ホワイト・ラビツト〟の〝音を燃やす能力〟。兼亮が両腕に纏う炎の熱で、赤土に張った霜が溶けてゆく。


    「え？　なんで!?　室長！　オオカミが燃えてるよ！」


    　予想外の展開に驚いた百六は、エルモへと振り返った。


    「……〝噓つきオオカミライアー・フアング〟──。見た目だけじゃなく、能力をもパクるってのか……？　そいつは俺も知らない仕様だぜ。戦うたびに真ま似ねする引き出しが増えてくってことは、野郎……。伸びしろハンパねえじゃねえか」


    　エルモの表情から、笑みが消える。


    「百六。難易度を二つ上げるぞ。あれは〝事故死〟だ。死体は俺が回収する」


    「あいあい」


    　再び肉薄する百六に、兼亮は燃えた拳を構えた。


    　急接近した百六の先手をかわした、その直後──。


    　笛吹き男により、『赤ずきん』に添付されたカードが破られたのは、まさにこのときだった。


    「……っ!?」


    　攻撃はかわしたはずなのに、胸を締めつける衝撃があった。鼓動は激しさを増し、早鐘を打つ。迫り来る百ひやく六ろくの顔がぼやけ、目が回る。猛攻を避よけられなくなり、足が縺もつれた。その隙すきを突かれ、兼かね亮すけの胸元に鋭利な掌てのひら形アンカーが食い込む。


    「っつあっ……！」


    　百六の顔面に血飛沫しぶきが散った。


    　兼亮は脱力し、赤土に膝ひざをつく。


    　何かを叫ぶ月つき夜よの声。雨音が、ざわめきが遠くなっていく。


    　視覚や聴覚が薄れていく中、とある獣の臭いが鼻を突いた。


    　初めて『赤ずきん』を借りたときに感じた獣臭。オオカミの生温かな吐息が、耳じ朶だに触れる。


    「くっ、ああ……？」


    「んー？　どうしたの？　急に動きが鈍くなったの」


    　百六は、兼亮を見下ろして小首を傾かしげた。


    「んっぐぅ……があああっ──！」


    「！」


    　雨降る空に咆ほう哮こうを上げ、兼亮はまるでオオカミのように、百六の首筋へと食らいついた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　一いち郎ろうの投げたナイフは、笛吹き男に届く前に崩れ、空中で粉々になってしまう。


    「……？」


    　ボーガンやマスケット銃も、撃ち放った弾だけではなく、銃そのものさえ砂さ塵じんとなって消えていく。ポケットから取り出す全ての武器は、取り出した直後に、砕け散ってしまう。


    「これも、幻覚なのか……？」


    　戸惑う一郎はそれでも、攻撃の手を休めない。


    　笛吹き男の目前へと一気に距離を詰め、ブロードソードを袈け裟さ切りに振り下ろした。やはりその剣もまた、笛吹き男の肩口に到達する前に砕けてしまう。


    「ふふ。自慢の武器の数々がなければ、さすがの一郎くんも手が出ませんか」


    「……今度はどんな魔術を使ったんだ？」


    「さあて。当ててご覧なさい」


    　笛吹き男は、余裕たっぷりに両腕を広げる。


    　二人のやり取りの隙を見て、千ち鳥どりはテーブル上から『赤ずきん』を奪い取った。


    「スノー！　おいで」


    　足元にスノーホワイトを追従させ、千鳥が向かう先はロッカー側の姿見。鏡の中の世界。


    「生い駒こま千鳥、金の卵を捜せ。笠かさ木ぎをオオカミから救いたいなら、貸出カードを──」


    「わかってる！　カードを産ませればいいんでしょ！」


    　千ち鳥どりは一いち郎ろうに乱暴に答え、姿見へと飛び込んだ。


    　何もかもが左右反転した鏡の世界。その部室の中央では、一郎と笛吹き男を模したデッサン人形が対たい峙じしていた。


    　ここでは、人形が服を着て現実世界の人間を真ま似ねる。一郎のデッサン人形も制服を着ているが、全身を衣装で覆おおう笛吹き男に限っては、その見た目は現実世界のものとまんま同じだった。それがかえって、普通の者とは違う、薄気味悪さを感じさせる。


    　千鳥は、一郎人形の両手が黒く塗り潰つぶされていることに気づいた。それはまるで、顔を黒く塗り潰された月つき夜よの人形のように──。


    　──村むら瀬せの奴、何をされたの……？


    　一郎の笛吹き男に対する攻撃が再開されて、千鳥はハッと我に返る。今はきいろを捜す方が先決だ。『赤ずきん』を胸に抱きながら、文芸部部室を見渡した。


    　きいろに貸出カードを産ませる──兼かね亮すけを救うには、新たなカードを手に入れるしかない。


    　自分もかつては、きいろに新しいカードを産んでもらったのだ。〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟に取り憑つかれたときに。心が、悪役ヴイランズに侵おかされたときに。あのときは、兼亮がきいろを連れて助けに来てくれた。


    　だから今度は自分が助ける番だと、そう焦じれる千鳥ははたと動きを止め、足元のスノーホワイトを見下ろした。


    「……あいつ、今、月夜を迎えに行ってるのよね……？」


    　オオカミに取り憑かれた兼亮は、月夜を襲おそうのではないか。それは兼亮にとって、最悪な結末なのではないか。


    　千ち鳥どりは居ても立ってもいられなくなり、部室を飛び出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　日の光の届かない森の奥に、一人の少女を見つけた。


    　鬱うつ蒼そうと茂る深緑に、赤い頭ず巾きんが映える。


    　舌なめずりをひとつして、オオカミは土を搔かき、走り出した。


    　距離を詰めるのは一瞬。オオカミは顎あごを大きく開き、少女の首筋へと嚙かみついた。


    



    「んきゃあああっ」


    　首を嚙みつかれた百ひやく六ろくは、悲鳴を上げると同時に、掌てのひら形アンカーを兼亮の体に突き刺した。吹雪ふぶきを纏まとい、兼亮の体温を奪う。


    　怯ひるんで口を離した兼亮の体に、すかさず無数のピラニアが食らいついた。牙きばを持つ小さな魚の群れは、エルモが描いて召しよう喚かんしたものだ。


    　魚群は兼かね亮すけの肉を千ち切ぎり、食い散らかす。その猛攻は、兼亮が百ひやく六ろくから離れ、赤土へと倒れたあとも容よう赦しやなく続いた。


    「があああっ……！」


    「笠かさ木ぎくんっ！」


    　月つき夜よは傘かさを放って駆け寄るが、暴れるピラニアの群れに、近づけない。


    　百六は首筋に負った傷口を凍らせて止血し、肩で息をしながら兼亮を睨にらみつけた。


    「なんなの……！　急に、凶暴になったの」


    「まさか、取り憑つかれてんじゃねえだろうなあ……？」


    　エルモが舌打ちし、目を見張る。


    　倒れた兼亮の口元で、光の粒子が弾けていた。光は、連続して弾け続ける。


    　自らの血にまみれて立ち上がった兼亮の手には、頭の千切られたピラニア。その鱗うろこが弾け、光の粒子となって消えてゆく。


    「クソが……。食っていやがる」


    　兼亮は朦もう朧ろうとした意識のまま、目の前に立つ二人の敵を見つめていた。アンカーを突き刺された傷口はひどく、全身を食い千切られたダメージは相当なものだったが、二人に対する憎悪が、体の痛みを凌りよう駕がしていた。


    　──何を、見ている。


    「……はっ、はっ」


    　血がたぎり、言いようのない怒りが、兼亮を包んだ。


    　両腕が肥大化し、制服の袖そで口ぐちが破ける。そこから覗のぞく〝オオカミの腕〟は、能力で真ま似ねたものではなかった。取り憑かれたことによる、本物の変化。


    　──殺してやる。強い衝動に突き動かされ、一歩足を踏み出す。


    　と、鋭く研とぎ澄まされたその感覚が、数あま多たの気配を察知した。


    　耳に届くざわめき。エルモと百六の立つ背後から感じる、たくさんの視線。


    　見上げた校舎の窓辺に、騒ぎを聞きつけた多くの生徒たちが集まっていた。これから何が起こるのかと、好奇に満ちた眼まな差ざしを向けている。オオカミの姿を嘲あざ笑わらうかのように、大勢の人間が、兼亮を見下ろしていた。


    　──見るな。俺を、見るな。苛いら立だちはピークへと達した。両腕を地面に垂たらし、戦闘の構えを取る。殺してやる。引き裂さいてやる。必要以上に気が猛たける。じっとなど、していられない。


    「があああああああっ！」


    　咆ほう哮こうを上げた兼亮の背に、抱きつくものがあった。


    「笠木くん」


    　背後から聞こえる月夜の声が、兼亮の意識を繫つなぎ留める。


    「どうしてか、オオカミに取り憑かれている。自分を見失ってはダメ。呑のみ込まれないで」


    「はあっ……はあっ……」


    　兼かね亮すけは息を切らしながら、背中に感じる体温に集中する。


    　──そうだ。この人を、護まもらなきゃいけない。


    　踵きびすを返し、月つき夜よを見下ろした。蒼あお色いろの瞳が、じっと兼亮を見上げていた。取り憑つかれたことによるものなのか、月夜から、えも言われぬ甘い香りを感じる。


    　兼亮は歯を食い縛った。


    「……ここから、離れましょう。摑つかまって」


    「うん」


    　月夜を腕に抱き、走り出した兼亮の姿を見て、百ひやく六ろくが声を上げた。


    「あれっ。戦わないの？」


    「動けるか、百六」


    　エルモが尋ねて、百六は「当然！」と力強く頷うなずいた。


    



    「……なんだ。あたしが心配する必要なんて、なかったんじゃん」


    　千ち鳥どりは、誰にともなく呟つぶやいた。


    　兼亮が月夜を抱いて逃げる姿を、千鳥は鏡の中から見送っていた。


    　顔が黒く塗り潰つぶされた月夜のデッサン人形を、その側そばに立つ別のデッサン人形が抱きかかえ、駆けていった。あれは兼亮だ。間違いなく、絵本の悪役ヴイランズに取り憑かれていた。


    　取り憑かれた兼亮人形の顔は歪ゆがみ、激しい怒りを湛たたえていた。凶暴で、凶悪で、兼亮のものとは思えない残酷な表情。人の心情を包み隠さず映す鏡の世界だからこそ、取り憑かれたことによる衝動を、目の当たりにしてしまった。


    　あまりに恐ろしい、オオカミの姿を。


    　しかし月夜が抱きついたことで、たったそれだけで、兼亮人形の表情は和やわらいだ。


    「……あたしができることなんて、なかったんじゃん……」


    　千鳥は部室から持ってきた『赤ずきん』を、胸にきつく抱き締める。


    　雨降る校内に残されたのは、銀髪で小柄なデッサン人形。瞳が翠みどり色いろであることから、エルモだろうと推測する。現にタブレットを指先で操作し、アロワナを召しよう喚かんしている。


    　瞬間、千鳥はひらめいた。エルモは〝返却用ハンコ〟を奪ったＰＯＭの社員だ。後をつければ、研究所へと侵入できるかもしれない。研究所にはハンコがあるはず。ハンコがあれば、『赤ずきん』を返却できる。兼亮を〝噓うそつきオオカミ〟から救うことができる。


    「……スノー、行こう」


    　千鳥は召喚されたアロワナの口をこじ開け、頭を入れる。


    　まだできることが、あるかもしれない。一いち縷るの望みをかけ、その小さな体を滑り込ませた。


    　それからほどなくして、エルモを背に乗せたアロワナは、雨空へと浮かび上がっていった。

  


  
    第二話　雪降る夜の獅子神神社


    



    「うっそ、それ超やばくない？」


    　コンビニへ入っていく女子高校生たちの会話は、軒下に立つ月つき夜よの耳にも届いた。


    「今、学校にすげーパトカー来てるって」


    「その男の子の手がさ、怪獣みたいになってて！　あの爪つめ痕あとと一致するんだってよ？　ほら、死んだ子の発見された近くの木に残されてたってやつ」


    「え、待って待って？　じゃ〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの笛吹き男〟って、うちらの高校の生徒だったってこと？　やばいじゃん、その青い目の二年の子って、攫さらわれちゃったんでしょ？」


    「そうそう。絶対殺されてるよ！」


    「怖ーっ！」


    　しとしとと、雨は降り続いていた。濡ぬれた制服が肌に張りついて、不快感を覚える。月夜は小さなくしゃみをひとつ。風邪の引き始めか、それとも、噂うわさされたことによるものなのか。


    「……攫われたのかい。君は」


    　一いち郎ろうは雨空を見上げながら、隣の月夜に尋ねた。


    「みたいだね。しかも、殺されてる」


    「あいつもいよいよ、立派な悪者だな」


    　一郎は小さく笑った。それからブレザーのポケットに、手首を忍ばせる。


    「笛吹き男が去ってから、いろいろ試してみたんだが──」


    　言いながら銀のナイフを取り出し、その先端を月夜の眼前に突きつけた。


    　びくりと肩を跳ねさせる月夜。その鼻先で、ナイフはぼろぼろと崩れゆく。


    「拷ごう問もん部屋で作った武器は、こうして部屋から取り出すと壊れてしまう。それ自体は異常ではない。ただ、壊れるまでの時間に余裕があった。それが今は──一秒と保たない」


    　ナイフを突きつけられた月夜は目を細め、ムッと一郎を睨にらみ上げる。


    　それから、ナイフの握られていた一郎の手元へと視線を落とした。その手の平には、砂の塊かたまりが乗っているだけ。両手で触れ、観察する。


    「……文字が化けてぐちゃぐちゃ……」


    「ぐちゃぐちゃ……？」


    「読めない。壊されているみたい」


    「奴に、触れられたからか……？　これもまた幻覚なのか？」


    「……違う。幻覚、じゃない」月夜は一郎の手を見つめたまま、そっと呟つぶやいた。


    「……〝能力を壊す能力〟、だと思う」


    「それは、どの絵本の能力なんだ？」


    「絵本じゃない。私のと同じ、作り手側の能力だよ」


    「……オリジナルの能力か。しかしあの男は、能力者ではないんだろう？」


    　月つき夜よは頷うなずき、自問する。


    「私の記憶にある先生は、確かにそのはずだよ。私たちのクラスの、ただの人間。……どうして先生が、作り手の能力を使えるの……？」


    「考えられる事態はいくつかあるね。この七年で能力を手に入れたのか。それとも、あの男自体が、君の知っている先生ではないのか……」


    　一いち郎ろうと月夜はしばらく会話をやめ、黙もつ考こうした。


    　しかし今あるヒントだけでは、〝笛吹き男〟の正体にたどりつくことはできない。


    「……本当に、幽霊なのかな」


    　月夜が独り言のように呟つぶやいて、一郎がそれを否定する。


    「いや、何かカラクリがあるはずだ。亡霊なら絵本がどうこう関係なく、君に直接取り憑つくだろうしね」


    「はあ……。そんなに私が、恨うらめしいのかな」


    　俯うつむいた月夜を、一郎は横目で見る。感情を表に出さない彼女が溜ため息をつくとは、相当まいっているようだ。


    「ところで、それはなんだ？」


    　一郎は月夜の持つビニール袋を指差し、尋ねた。


    「チョコレート。笠かさ木ぎくんのために」


    「は。そんなもので抑えられるのか？　僕がついていてやろうか」


    「大丈夫。村むら瀬せくんは、萩はぎ原わらきいろを捜して。それから、千ち鳥どりを。返却や延長には、新しいカードと絵本、両方とも必要だから」


    「そうかい。なら念のために、これを渡しておこう」


    　一郎は言って、懐ふところから茶封筒を取り出した。何も書かれていない、新品の封筒。その入り口をなぞり、月夜へと差し出す。


    「ここぞというときに開くといい」


    　月夜は「ありがとう」と頷き、封筒を受け取った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　兼かね亮すけは、建物の陰に身を潜ひそめていた。マンションとマンションの間にある、外付け階段。住民は普段エレベーターを利用するため、この階段はほとんど使われることがない。


    　兼亮は下から数段目に座り、壁に体をもたれさせていた。前髪から垂たれる水滴が、アスファルトに染みを作る。ぽたり、ぽたりと垂たれる雫しずくを見つめて、気持ちを鎮しずめようと努める。


    「笠かさ木ぎくん、食べて」


    　突然聞こえた声に、兼かね亮すけはハッと顔を上げた。


    　いつの間に戻ってきていたのか、月つき夜よが階段下から、板チョコを差し出していた。


    「戻っていたんですね……。おかえりなさい」


    　チョコを受け取ろうとして、自分の手が未いまだオオカミのものであることに気づいた。変身能力による変異ではないため、一一分一一秒を過ぎてもまだ、腕はオオカミのままだった。


    　取り憑つかれたこの姿を、月夜に見られるのは耐えがたい。


    　兼亮が逡しゆん巡じゆんしている理由を、その腕では食べにくいからだろうと誤解した月夜は、板チョコの銀紙を剝はいで、小さく割った欠片かけらを人差し指で摘つまんだ。


    「口を開けて」


    　言われるがままに、兼亮は口を開く。月夜はその口内に、チョコを運ぶ。


    　突然、側そばにある室外機が回り始めた。降り続く雨音に、ブーンと低音が混じる。それ以外に音はない。二人きりで身を隠すマンションの隙すき間まは、とても静かだった。


    　兼亮は深く息を吐いた。チョコレートが口内で溶けて、気持ちは少し落ち着いてきたように感じる。


    「傷は、大丈夫？」


    「……ええ。取り憑かれてるからかもしれません。真ま似ねて変身してるときよりも、治りが早いように感じます。不幸中の幸い、でしょうか」


    「眼鏡めがね、どうしたの」


    「……あ」


    　月夜に言われ、自分が眼鏡をつけていないことに気づいた。戦闘の最中に落としてしまったのだろう。視界は確かに、ぼやけたまま。これは取り憑かれたことによる影響ではないらしい。


    「……眼鏡がないのに、よく俺だって認識できましたね」


    「さすがにわかるよ。君の思考は、今、とても邪悪だもの」


    「……」


    　言われて兼亮は俯うつむき、小さくなる。嫌いやな見分け方だ。


    「私もウサギの傘かさ、置いてきてしまったから、新しいのを買ってきたんだ。つまらないビニール傘だけど。あと、そう、これを」


    　傘を兼亮に見せたあと、月夜は紙袋から、リボンつきの包み物を取り出した。


    　渡されたプレゼントの意図がわからず、兼亮は戸惑う。


    「なんですか、これ。どうして……クリスマスプレゼント？」


    「あ。開ける」


    　月夜は兼亮からプレゼントを取り上げ、自ら包装を解いた。兼亮の前に広げたのは、ポンチョのように裾すその広がった、黒のケープコートだった。


    「服。濡ぬれてるだろうから。包装は、男物だったから、店員さんが『贈り物ですか？』って。贈り物といえば、贈り物かなって思って。『はい』って答えたら、こんな」


    「……ありがとうございます」


    　ただの着替えなら、こんな上等なものでなくていいのに。しかもコートは上から羽は織おるものなので、着替えようがない。どこかずれている月つき夜よらしいと、兼かね亮すけは小さく笑う。しかしその気持ちは、とても嬉うれしかった。


    「……帯おび刀なたさんも、濡れてるでしょう。着替えは？」


    　月夜の制服もまた、雨や兼亮の血液によってひどく汚れてしまっている。


    「あ。私は。……忘れていたよ」


    　答えた拍子に、月夜は階段下から兼亮を見上げた。


    　その蒼あおい瞳が、悪役ヴイランズに取り憑つかれた愚かな読み手の姿を映し出す。


    　オオカミの腕は兼亮の体に不釣つり合いなほど肥大化し、伸びた犬歯はその顔を歪ゆがめていた。首筋から頰ほおにかけては、まだらな紋様さえ浮かび上がっている。


    　変化は、身体的なものだけに留とどまらなかった。月夜は人を読むその能力のせいで、兼亮の内面に起きるオオカミ化までも読み取ってしまう。内面に渦巻く、少女に対する衝動を。


    　月夜のその姿は、あまりに扇情的だった。黒髪は濡れて艶つやを増し、垂たれた雫しずくが細い首筋を滑りゆく。しっとりと張りついたブラウスが透き通り、柔らかな白肌を露あらわにしていた──。


    　兼亮は慌ててコートで顔を隠し、月夜は目を伏せた。


    「……すみません、帯刀さん。できれば……見ないでほしい」


    「ごめん、なさい。隠れとく」


    　月夜は、兼亮の死角に回った。階段とを隔へだてる壁に背を預ける。


    　背後の壁一枚向こうで、ビニールを漁あさる音。兼亮がチョコを取り出しているのだろう。


    「……村むら瀬せくんと会ってきたよ。部室に笛吹き男が現れて、萩はぎ原わらきいろを連れていったんだって。そして彼は去り際に、『赤ずきん』の貸出カードを破いてしまった」


    「……そのときに、取り憑かれたんですね」


    「うん。萩原きいろはまだ見つかっていない。『赤ずきん』は千ち鳥どりが取り返したけれど、鏡の中に入ってからは、連絡が取れない。今もまだ、無事なのかどうかもわからない」


    　村瀬家にあった〝返却用ハンコ〟は、ＰＯＭに奪われている。貸出カードを産めるきいろもまた、笛吹き男に連れていかれてしまった。


    　兼亮に取り憑いたオオカミを、再び絵本に封じる方法が見つからない。状況は切迫していた。


    「……これも笛吹き男の思惑通りなんでしょうか。取り憑かれた俺が、帯刀さんを襲おそって。そんな結末もあいつは、美しい物語だとか言って、喜ぶのかな」


    　月夜は背中に、兼亮の掠かすれた声を聞く。


    「……どうしてあいつは、こんなにも執しつ拗ように、帯おび刀なたさんを苦しませようと……。帯刀さんは、教え子だったんでしょう？」


    「……教え子だった。けれど、もしかして。そもそもあの人は、私の知っている〝先生〟ではないのかもしれない……」


    「〝先生〟じゃない……？　じゃあ、誰ですか」


    「笛吹き男と戦った村むら瀬せくんの能力が、壊されていたんだ。そんなことができるのは、私の知る限り、一人だけ。──あれは、〝編集者エデイター〟の能力」


    「エディター……」


    「あの子は、ずっと先生の側そばにいた。あの子は先生が、大好きだったから」


    　月つき夜よはローファーの爪つま先さきを見下ろしながら、呟つぶやく。


    　思い出すのは、先生の顔。決して怒ど鳴なったりしない、温厚な人だった。そして彼にいつもくっついていたのが、エディター。先生に隠れるようにして、紅あかい瞳で月夜を睨にらみつけていた。


    「……あの子も、生まれつき誰からも愛されない状況に育っていたから、先生の優しさが嬉うれしかったんだと思う。でもね、先生は二一人の子供たちを見ていたんだよ。あの子だけに構ってはいられなかった」


    　先生を独り占めしたいエディターは、時がたつにつれ、その感情を隠さなくなっていった。友だちよりも先生を優先し、先生と接する子供たちへ嫉しつ妬との念さえ浮かべるようになる。


    　そうするとクラスメイトたちからも疎うとまれ、自然と孤立してしまう。


    「先生はね、子供たちが実験から戻ってきたり、成績が上がったりすると、頭をくしゃくしゃに撫なでて褒ほめてくれたんだ。両親と離れて施設で暮らす私たちにとって、それは何よりも嬉しいご褒ほう美びだった。みんなその、くしゃくしゃが欲しくて、頑張ってた」


    　ある時期から、施設内に図書館が設けられた。子供たちだけで運営することを前提にした〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟。その開館式のパーティーで、先生は子供たちを前にして言った。


    　──今日からここがみなさんの、勉強する場所になります。今はまだ空きの多い本棚ですが、少しずつ、埋めていきましょう。足りない部分は、私たちみんなで作ればいい。


    　こうして先生の指導の下もと、本作り教室が始まった。白い壁に、白い本棚。中庭の樹木が見える大きな丸テーブルを囲んで、月夜もエディターも、みな思い思いに物語を紡つむいでいく。


    「お話を考えるのは、楽しかったよ。絵のうまい子がいたり、全然書けないけど、話すのが得意な子がいたりして。私たちは作った本を、見せ合いっこしてた。でも一番初めに読ませるのは、決まって先生。先生が私たちの本を読んで、感想を言ってくれる。面白いと言ってもらえるのが、嬉しかった」


    　──すでにあるお伽とぎ話ばなしを自分流に変えてもいいし、自分たちをモデルにしてもいい。先生は、みなさんの物語が知りたい。あなたたち一人ひとりが主人公です。先生に見せてほしい。みなさんの、美しい物語を。


    「先生に、書いた本を認めてもらうことが、自分を認めてもらうことだった。だから逆に、認めてもらえなければ、それは否定されたことと同じだったんだね」


    　毎月一度、先生は〝優秀作〟を挙げた。完成度の高い本を選び、それを先生が皆の前で読み聞かせる。優秀賞をとった子供を前に立たせて、頭をくしゃくしゃに撫なでるのだった。


    「それは私たちにとって、誇らしい瞬間だった。みんな立派な〝作り手〟になりたくて、毎月いろんな本を作ったんだよ。私は物語作りが得意だったから、何度も頭を撫でてもらった。けど覚えているのは、私を見る、あの子の瞳」


    　真っ赤に燃えた、紅あかい瞳。その目は嫉しつ妬とに満ち、恨うらめしそうに月夜を睨にらみつけていた。


    「優秀賞をとった私の本が、破られたことがあったんだ。破られて、ゴミ箱に捨てられていた。それはすぐに誰の仕し業わざか知れて、あの子は先生に叱しかられ、泣いていた」


    「……ずいぶんと、面倒な子なんですね」


    「きっと感情のやり場が、わからなかったんだよ。私たちはまだ、子供だったから」


    　背後の階段から響く兼かね亮すけの声に、月つき夜よは小さく答えた。


    「それがあったから、優秀作を挙げるシステムはなくなったんだ。その代わりグループを決めて、みんなで作ることになった。共同製作。今思えばそれが、ワーストエンド・シリーズ製作の走りとなっていたんだね」


    　月夜は背を壁に預けたまま、ずるずるとしゃがみ込み、膝ひざを抱かかえる。


    「……私たちの中から、特殊な能力を助長させられた五人の子供たちが選ばれたんだ。それは優秀賞をとるのと同じくらいに、誇らしいことだったんだよ。だって先生に物語の〝作り手〟として選ばれたんだもの。私たちは先生に褒ほめてもらいたくて、懸命に絵本作りに励んだ」


    　初めに、〝絵を具現化する能力〟を持つエルモによって、イラストが描かれた。エルモは図書室にあった童話やお伽とぎ話ばなしの悪役をモデルにして、キャラクターを生み出していった。


    「だからエルモには、〝イラストレーター〟っていう肩書きが与えられた。具現化されたキャラクターを、今度は〝ライター〟である私が読み取って、彼らの物語を文章にしていくの」


    　言葉を持たない悪役ヴイランズたちは、〝人間を文字として読む能力〟を持つ月夜としか、意志の疎そ通つうが叶かなわない。月夜は彼らの話す、彼らに都合のいい物語を、紡つむぎ出していく。


    　こうしてただのイラストに、物語というバックグラウンドが生まれ、設定が作られた。


    「『赤ずきん』の〝噓うそつきオオカミ〟でいえば、おばあちゃんに変身する、っていう設定。この設定が、笠かさ木ぎくんの借りていた〝誰かに変身する能力〟の元になったんだ」


    　次いで〝能力を壊す能力〟を持つ〝エディター〟が、設定の能力値を整える。変身は一日に三度、一回につき一一分一一秒まで、というルールを決める。


    　強すぎる能力を弱く、弱すぎる能力を強く設定し直すのだ。


    「生まれたキャラクターを絵本という媒体に閉じ込めるのは、〝プリンター〟の役目。貸出カードは、悪役ヴイランズを封じる札ふだとして作用している。そこから〝取り憑つく〟部分を司つかさどる〝セラー〟の力を使って、悪役ヴイランズの能力だけを引き出せるように作られたんだ」


    　作り手以外の一六人の子供たちに合わせ、一六冊の絵本が作られた。子供たち一人ひとりが、実験体となるために。


    「私たち作り手は、その絵本が、危険なものだって気づいていなかった。取り憑つかれることのリスクも考えず、仲間たちに絵本を渡して、読み手にした。『君はこれ、君はこの絵本だよ』って、偉そうな顔で、誇らしげに。私たちが、彼らを死へと至らしめたんだ」


    　吹き抜ける風に、月つき夜よは濡ぬれた体を抱き締める。


    「……なのに私は懲こりもせず、君にまで同じようなことを」


    　その細い肩に、ケープコートがかけられた。


    　見上げた月夜の瞳に、蠢うごめく文字の塊かたまりが映る。兼かね亮すけが側そばに立っているのだ。月夜はその心を読み取ってしまわないよう、慌てて目を伏せた。


    「……俺は、死にませんよ」


    　兼亮は掠かすれた声で、それでも確かな意志を持って、言葉を響かせる。


    「……取り憑かれて改めて、瞑つむりを尊敬しました。こんな状態で一週間も平気な振りして学校に通ってたなんて、強ごう情じようにも程がある。……けどおかげで、頑張れば一週間くらいは、耐えられるって先例ができた。……俺は、あいつの親友ですよ。覚えてますか。帯おび刀なたさんが、そう言ってくれたんだ」


    　兼亮は鉤かぎ爪づめを握り締め、震ふるえを隠す。月夜はそれに、気づかないふりをする。


    「……だからあいつにできて、俺にできないわけがない。絶対に、耐えてみせます。その間に、返却か延長かの手段を手に入れましょう」


    「……うん」


    「では、まずは帯刀さんの着替えを、買いに行きますか」


    　ゆっくりと立ち上がった月夜に、兼亮は努めて明るく言った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　走るタクシーの窓から、流れる景色を眺めていた。


    　兼亮はコートのフードを深く被かぶり、ひたすらチョコレートを齧かじり続ける。


    　月夜のくれたケープコートは、人外のものへと変異した両腕を覆おおい隠してくれていた。月夜はそれも見越して、この大きめのコートを選んでくれたのだろうか。


    　隣に座る月夜は兼亮と同じように、窓外に流れる景色を見つめている。


    　赤信号でタクシーが止まり、兼亮は側にそびえるデパートを見上げた。かつてエルモと一戦交えた、開店してまだ間もないデパートだ。


    　以前は〝サンセット・ガーデン〟という名称だったはずなのに、開店直前にしれっと変わった新たな名称を知り、兼かね亮すけは改めてＰＯＭという組織の大きさに驚きよう愕がくした。壁面の垂たれ幕に、その名は描かれている。〝エルモ・ガーデン〟。買い取ったのだろうか。


    『──〝心に安らぎを〟。Peace Of Mindという社名には、我々の強い願いが、込められているんです』


    　エルモ・ガーデンの壁面には、垂れ幕だけでなく、巨大なディスプレイもかけられている。


    　スマートなジャケットを羽は織おった中年男性が、インタビュアーの質問に答えていた。ＰＯＭの創始者、小こ日向ひなた光こう輝き。顎あご髭ひげに長髪、それでいて不思議と清せい潔けつな雰囲気を持つ男だった。


    『新薬研究は元々、病弱な妻を救いたい一心で始めたものでした。愛する人を護まもりたい。その想いを、私は誰よりも知っているつもりです。それが今、形となり、こうして多くの人々の心に安らぎを与えられている。天国の妻も、きっと誇りに思っていることでしょう──』


    「……あいつが愛を語るのかよ……」


    　歯の浮くような台詞せりふに、兼亮は顔を顰しかめる。子供たちを攫さらい、人体実験に投じた人間の言葉とは思えない。ＰＯＭの裏の顔を知る身としては、嫌けん悪おすら感じる空々しさだ。


    　兼亮の呟つぶやきに、隣に座っていた月つき夜よが振り向いた。


    「あぁっと……。すみません。今、小日向が出てて……」


    　月夜は兼亮へと覆い被かぶさるように、ずいと体を乗り出してくる。


    「え。ちょ……っと。なに。ち、近いって……！」


    　体を引いて密着を避け、兼亮はチョコレートの残りを一気に口内へ放った。


    　月夜は全く意に介さず、兼亮側の窓からディスプレイを見上げる。


    『──では、この設立五周年記念の謝恩会を、あえて小日向製薬工場の焼失した日──十二月二十四日の前日になさるのはどうして──』


    『戒いましめです』


    　女性インタビュアーの質問が終わるその前に、小日向は毅き然ぜんとして言い放つ。


    『事故原因が不明と報道され、根拠のない風評にも苦しめられましたが、あれは人災です。つまり私たちで防げたはずの事故でした。あのような悲劇は二度と……もう二度と繰り返してはいけない。五周年という節目を祝うばかりでなく、改めて過去を振り返り、気を引き締めていきたいという、戒めのためなんです』


    「……あのおっさん、俺より噓うそが上う手まそうだな……」


    「そうだね。彼の思考から〝戒め〟なんて言葉、ひとつも読み取れなかったよ」


    　タクシーが発進し、月夜は元の態勢へと戻った。唇くちびるをきつく結び、心なしか不機嫌に見える。


    　ＰＯＭの前身である小日向製薬。その何代目かの社長にあたるのが、小日向光輝その人だ。幼い月夜たちを施設に集め、非人道的な研究を行った本ほん元もと。そんな男が今ものうのうとテレビ出演などしているのだから、月夜が不機嫌になるのも、無理からぬことだった。


    「今もどこかに、七年前のような施設や研究所があるんですよね。それを壊さない限り、悲劇は終わらないんじゃ──」


    「今は、君の体を元に戻すことが先決だよ」


    「……そうですね」


    　タクシーはウインカーを出し、デパートの駐車場へと入っていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……エディターは帯おび刀なたさんをよく思ってはいなかった。だから〝先生〟に化け、帯刀さんを苦しめようとしている、といったところでしょうか……」


    　エルモ・ガーデン内のブティックにて。兼かね亮すけは試着室の外で椅い子すに腰掛けたまま、呟つぶやく。


    「……なんか腑ふに落ちないな。どうして〝先生〟に化ける必要が？　どうして直接じゃなく、読み手を仕向けるような真ま似ねを。なんだか、構ってほしくて意地悪してる子供みたいだ」


    「構って、ほしくて……。ただそれだけのために、絵本を配り歩いているの？」


    　試着室の中から月つき夜よの声が届き、兼亮は慌てて言い直した。


    「いや、ただ俺が感じた印象は、ってだけです。実際はどうかわかりません」


    「……けど、その幼いイメージは、七年前のエディターと一致するかもしれない。気を引くために、何をするかわからないような子だったから」


    「ただ」と月夜は言い淀よどみ、試着室の中から続けた。


    「まだエディターだという確信は持てないよ。あの子も七年前、先生と同じようにあの事故で、死んでしまったはずだから」


    「……亡霊であることには、変わりないんですね」


    　兼亮は深く項うな垂だれる。答えは未いまだ見えない。


    「……亡霊だなんて、一体どこを探せばいいんだ……」


    　すると試着室で「あ」と声が上がり、衣きぬ擦ずれの音がやんだ。


    　シャッと勢いよくカーテンが開き、月夜が姿を現す。


    「いるかもしれない。あの場所に」


    「……帯刀さん、それはダメだ。刺激が、強すぎます……」


    　兼亮が愕がく然ぜんとして頭を振り、月夜は自分の格好を顧かえりみる。


    　濡ぬれて透けた制服のブラウスに、水色の下着。スカートを穿はいていなかった。


    「……あっ」


    　再びシャッとカーテンが閉まり、兼亮は強く目を閉じた。忘れろ忘れろ忘れろ。唱えるその額ひたいに脂汗が浮かぶ。気が昂たかぶれば、オオカミの気配が濃厚になってゆく。もやもやと浮かぶ映像を必死に搔かき消した。ちくしょう水色かよ、白かと思ってたよなんとなく。最高じゃんか。


    　乱暴にポケットを漁あさった。まるで薬物を欲する中毒者のように、取り出した小粒のチョコレートを口内へと放ってゆく。


    　兼かね亮すけの葛かつ藤とうなど露つゆ知らず、月つき夜よは試着室の中から言い直した。


    「……いるかもしれない、あの場所に。エディターはね、〝プリンター〟と一緒に育ったんだ。この、夕ゆう陽ひヶが丘おかの町で」


    「……二人は、兄弟だったんですか……？」


    「違う。血は繫つながっていない」


    「……？　養子？」


    　兼亮の質問に、月夜は言い淀よどむ。


    「……捨て子だったんだって、聞いた。〝プリンター〟の家に捨てられていて、二人揃そろって研究所に預けられるまでは、そこで暮らしていた」


    「じゃあもし、生きていたら。今でも、そこに住んでいる可能性が……？」


    「可能性はあるよ。覚えている？　如月きさらぎシェリーが絵本を手にした場所。彼女が初めて、笛吹き男と出会った場所」


    　兼亮は思い返す。たしかシェリーは、ダイエット祈願に向かった場所で、奇妙な男──笛吹き男と出会い、絵本を借りたのだと言っていた。


    「……獅し子し神がみ神社」


    　と、呟つぶやいた次の瞬間再びカーテンが開き、月夜が現れる。
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    「行こう。エディターの育った、獅し子し神がみ神社へ」


    　スカートに雪の結晶を散らした、ノルディック柄のニットワンピース。スカートから伸びる黒のレギンスがツボにはまって、兼かね亮すけはまたひとつ、チョコを口へと放り込んだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「〝印刷者プリンター〟の力は、その血筋によるものなんだ。私たちのような突然変異ではなくて、先祖代々から受け継がれる伝統的な能力なんだよ」


    　獅子神神社へと続く道のりの最中、月つき夜よは兼亮に説明した。


    「彼女の使う力は、札ふだを使った封ふう印いん術。かつてこの夕ゆう陽ひヶが丘おかの地に、獅子を緘かんしたと伝えられる緘かん獅じ子しの一族、その末まつ裔えいが彼女──緘獅子藤ふじノのなんだ」


    　その声は、いくらか明るくなっているように聞こえた。行き詰まった事態に明光が差したのが、よほど嬉うれしかったのだろう。元気を取り戻した月夜を見て、兼亮もまた、嬉しくなった。


    　しかしその光も、すぐに萎しぼんで消えてしまう。


    



    「はて。存じませんね」


    　巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ中年の女性は、しゃんと背筋を伸ばしたまま、毅き然ぜんとして言い放った。


    　獅子神神社に到着した二人は、社しや務む所しよにある座敷へと案内されていた。


    　開け放たれた障子の向こうには、ガラス戸越しに神しん苑えんが望める。整えられた芝しば生ふに、頭こうべを垂たれる冬ふゆ柳やなぎ。石の足場が点々と浮かぶ池に、どことなく風ふ情ぜいを感じる。


    　兼亮は用意された座ざ布ぶ団とんには座らず、月夜のやや後ろに控えていた。ケープコートは脱がず、フードも被かぶったまま。顔を伏せ、交渉は全て月夜に任せていた。


    「そんな、はずは」


    　女性の顔を見つめて、月夜は呟つぶやいた。その蒼あおい瞳は、噓うそを見抜く。人の心を読めるはずの月夜が戸惑っているのだから、女性は本当に知らないのだろう。


    「月夜様」


    　女性は月夜をどうしてか、様づけで呼んでいた。


    「仰おつしやる通り。確かに、緘獅子藤ノは一〇年前に、小こ日向ひなた製薬へと奉仕させました。そして七年前にあの事故があり、一時はここにいた……。しかしそれは藤ノのお話。月夜様の仰る、〝壊す能力〟を持つ人物など、存じ上げません」


    　女性は月夜の蒼い瞳を見つめながら、言い切った。月夜の能力を知っているのか、それとも知っていてなお、読まれても構わないと踏んでいるのか。


    　兼亮が聞いていてもその強い口調には、噓や誤ご魔ま化かしは感じられない。


    「月夜様。……その男は、何者なのです」


    　月つき夜よが黙った隙すきを突き、女性は逆に質問をする。


    「……笠かさ木ぎくん。大丈夫だから、顔を見せて」


    　月夜の言葉で、兼かね亮すけは息をついた。エディターの育った神社へと乗り込むのだからと、ずっと気を張ってはいたが、月夜が敵でないと判断するなら、今はそれを信じるしかない。


    　コートを脱いだ兼亮の姿を見て、女性は「これは……」と息を呑のんだ。首筋に浮かぶまだら模様に、歪いびつに肥大した腕と、鉤かぎ爪づめ。また所々に、ピラニアに嚙かまれた痛々しい傷跡が残る。


    　女性は胸に手を当てる。兼亮の姿は、よっぽどショックであったようだ。


    「……悪霊憑つきでしょうか」


    　質問があり、月夜がたどたどしくも、事情を説明した。


    「ワーストエンド・シリーズの悪役ヴイランズに、憑かれています。貸出カードが破られてしまい、絵本に封じることができなくなりました」


    「……なんと愚かなことを」


    　カードに名前を書いてしまった兼亮を差して、女性はそう呟つぶやいた。


    「お気の毒に。藤ふじノのであれば、再び封じることもできたかもしれませんが、残念ながらここにはいません」


    「どこにいるのですか」


    「研究所です」


    　ほんの僅わずか、月夜の表情が歪ゆがんだことに、兼亮は気づいた。


    「……また、実験体として協力を？」


    「ええ。私は獅し子し神がみ神社の神主という立場にありますが、正しくは藤ノの代理という形になっております。巫かんなぎに関していえば、選ばれた者の代理には遠く及びません。私に藤ノのような力はない。お力になれなくて残念です。お引き取りください」


    　女性は目を伏せ、会え釈しやくした。


    「……」


    　しかし月夜は、席を立とうとはしない。何か他の言い方はないか、どうすればヒントがもらえるか、考えあぐねているようだった。


    　意い気き消しよう沈ちんした重苦しい雰囲気の中、女性が唐突に、兼亮を見つめて呟いた。


    「しかし……。どういうことでしょう。私はあなたと、お会いしたことが……？」


    　女性は尋ねるが、兼亮の方は彼女に見覚えはない。首を横に振って否定した。


    「……なんでしょう。引っ掛かるものがある。あなたと似たようなものを、私は知っている……？　深い洞どう穴けつの底のような、塗り潰つぶされた、黒い塊かたまりのような……ひんやりとした、感覚を」


    「──？」


    　何を言われているのかよくわからず、兼亮は怪け訝げんそうに顔を顰しかめた。


    　月夜がハッと顔を上げる。


    「いくつか、質問しても……？」


    　女性の返事を待たず、月つき夜よは尋ねた。


    「この獅し子し神がみ神社に、捨てられていた子はいなかった？　あなたはその子を、育てたはずだよ」


    「ですから。先ほども申した通り、この神社に子供は一人。緘かん獅じ子し藤ふじノのだけで──」


    「思い出して。藤ノの側そばにもう一人、いなかった？　彼女の、陰となる存在が。悪魔憑つきと聞いて連想するような、恐ろしい異能を持つ子供が──」


    「……子供……？　藤ノの側に立つあの子……？」


    「そう。黒く塗り潰つぶされた記憶を、思い出して……！」


    　月夜は蒼あおい目を見開き、じっと女性を見つめる。


    　女性は眉まゆ根ねを寄せて、記憶を探った。確かに、いた。藤ノの側にはいつも、もう一人の異能力者が。黒く塗り潰された子供。藤ノに隠れて育つ、禍まが々まがしい力が。


    　──お母様っ。見て見てっ。


    　小さなその子が持ってきたのは、蟬せみの抜け殻がら。ああ、そのとき「あら可愛かわいい」なんて褒ほめたのがいけなかったのだ。女性はそう、後悔する。


    　──お母様っ。見て見てっ。


    　あの子は褒められることが嬉うれしくて、いろいろなものを持ってくるようになった。虫の抜け殻だけでなく、蛇の抜け殻や、鳥の羽。あらゆるものの、皮を剝はいで。


    　──お母様っ！　見て見てっ！


    　血ち塗まみれになった猫の毛皮を掲げて、あの子は笑った。〝壊す能力〟を持つ、おぞましい子。


    　黒く黒く塗り潰されたその顔は、どうしても思い出せない。


    　──お母様、お母様っ、お母様っ！　見て見てっ！


    　ぎょろり。黒い塊かたまりから剝むき出されたのは、真紅に染まる瞳だった。


    「きゃあああああああああ」


    　突然上がった悲鳴に、兼かね亮すけは驚いて立ち上がった。


    　絶叫する女性の肩を、月夜が支える。蒼い瞳は、真まっ直すぐに女性の顔へと向けられている。


    「……だめ、ぐちゃぐちゃ……！」


    　月夜は目を細めて、呟つぶやく。


    　ゴン、と女性は机上に突っ伏し、昏こん倒とうした。倒れた湯呑みから、温ぬるくなったお茶が零こぼれる。


    　目を伏せた月夜の側に、兼亮は屈かがんだ。


    「……大丈夫、ですか…？」


    「……読もうとしたけど、だめだった。彼女は、壊されている。記憶が黒く、塗り潰されている。エディターは自分に関する記憶を、彼女の中から壊してしまったんだ」


    　月夜は肩で息をしながら、酷使した目を手の平で覆おおった。


    「でも、確信したよ、笠かさ木ぎくん。エディターはあの事故のあと、一度ここに戻ってきて、それから彼女の記憶を壊したんだ。……生きてる。エディターは、生きてるよ」


    　廊下から、女性の悲鳴を聞きつけた人たちの足音が響く。


    「……やっと正体が見えてきましたね。お疲れさまです。少し休みましょう」


    　兼かね亮すけは掠かすれた声で囁ささやいて、フードを深く被かぶり直した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    〝緘かん〟という字には、閉じる、封じるといった意味があるという。


    　とある術者が昔、村で暴れる荒あら獅じ子しをその呪じゆ術じゆつを以もつてこの地に封じ、その上に神社を建てた。それが獅し子し神がみ神社の起こりであり、この術者こそ〝緘かん獅じ子し〟一族の祖先であったそうな。


    　かつてはそのように広く伝わっていたから、神社には、物の怪けやら怪異やらの類たぐいに悩む人々が訪れては、熱心に祈き禱とうを捧ささげてきた。


    　悪霊憑つきだとして、赤子を捨てていく者さえあったという。


    「エディターも、その一人だったんだって」


    　月つき夜よは、そびえ立つケヤキの樹皮を指先でなぞりながら、静かに呟つぶやいた。


    　樹皮には刃物で傷つけられた跡がある。子供が二人で、身長を記し合ったのだろう。片方には〝フジノ〟と彫られていたが、もう片方の名前は、歪ゆがんでいて読めなかった。


    「……二人は仲良く、暮らしていたんでしょうか」


    　傷は、兼亮の身長よりもだいぶ低い箇所につけられている。小さな子供が二人してお互いの背を記し合う姿を想像すると、微ほほ笑えましい。


    　兼亮と月夜は、昏こん倒とうしてしまった神主代理の女性を駆けつけた職員に預け、境けい内だいに足を運んでいた。急に倒れてしまった彼女の容態が心配で、というのは表向きの理由。ただ単に、他に行くところがないだけである。


    　笛吹き男の正体が、エディターであるということはわかった。しかし肝心の居所は、まだ知れない。育ての母親の記憶を消すくらいだから、神社に戻る気はもうないのかもしれない。


    　パラパラと傘かさを叩たたいていた雨は、いつの間にか粉雪へと変わっていた。


    　音がやみ、辺りに雪が降り続く。


    「……寒くは、ありませんか」


    　兼亮は、月夜の後ろ姿に尋ねる。


    「大丈夫。君は？」


    「平気です。……毛皮を着ているようなものだから」


    　振り返った月夜に、兼亮は微笑んで見せた。場を明るくしたいがための自じ虐ぎやくネタ、のようなものだったが、月夜はやはり、微笑み返したりなどはしない。


    「……藤ふじノのの力を借りれば、新しくカードを作ることができるかもしれない」


    　月つき夜よは相も変わらず無表情のまま、兼かね亮すけが絵本を返却する方法を模索している。


    「……でも藤ふじノのさんは、ＰＯＭにいるんですよね」


    「乗り込むしか、ないのかな」


    　月夜はケヤキから離れ、賽さい銭せん箱ばこのある拝殿へと足を進めた。兼亮もその後を追う。


    　ＰＯＭに乗り込む。月夜の言葉が本気なのかは、わからなかった。ＰＯＭは巨大な企業だ。乗り込む、と簡単にいっても、その危険は大きい。


    　もう何枚目かもわからない板チョコを齧かじりながら、研究所への侵入方法を考え始める。


    　拝殿の軒下に入り、月夜が傘かさを畳む。お参りでもしようというのか。兼亮も月夜に倣ならい傘を畳もうとしたそのとき、鋭敏となった感覚が、こちらを見つめる気配を察知した。


    　視線を上げた先、緑みどり瓦がわらの屋根の下に、初老の男性が立っていた。姿格好から、この獅し子し神がみ神社に務める職員であることがわかる。男性は兼亮の視線に気づいたのか、そそくさと室内へと入っていった。


    「どうしたの、笠かさ木ぎくん」


    「あの人……。どこかで見たような。眼鏡めがねがないと不便──」


    　ですね、とそう言い切る前に、兼亮は月夜の手首を摑つかみ、引き寄せた。視覚に頼らない分、気配や殺気には敏感になっている。直情的な剝むき出しの殺意には、体が勝手に反応した。


    　月夜のいた場所を通り過ぎて、飛んできた掌てのひら形アンカーは、賽銭箱を鷲わし摑づかみにする。破砕音と共にワイヤーで釣つられ、跳ね上がる賽銭箱。石畳に叩たたきつけられ、砕けたその中から小銭がジャラジャラと散らばった。


    「見ーつけた。もう逃がさないの」


    　石畳に着地した百ひやく六ろくは、ニマニマと笑顔を見せる。その手元に、ワイヤーで繫つながった掌形アンカーが舞い戻った。


    　兼亮は懐ふところに月夜を抱いたまま、尋ねる。


    「怪け我がは……？」


    「……うん。平気」


    　驚き少し硬直している様子だが、見たところ外傷はなさそうだ。


    　兼亮は月夜を立たせ、百六を牽けん制せいしながら告げた。


    「……奴の能力は知れてます。体の傷も動けないほどじゃないし、変身もあと一回残ってる。覚悟は言わずもがなだ。情報、下準備、覚悟の三つが揃そろってるので迎え撃ちます。帯おび刀なたさんはそこにいてください。できれば、隠れていてほしいけど……」


    「ううん。ここで、応援している」


    「……負けられませんね」


    　兼亮は月夜に背を向けて、コートのポケットから新たな板チョコを取り出した。


    　内に潜ひそむオオカミは、今のところまだ落ち着いている。戦闘で気持ちが昂たかぶったときにまた暴れだしてしまわないか、それが目下懸け念ねんすべきところだ。


    　板チョコの銀紙を爪つめ先さきで剝はがしながら、兼かね亮すけは拝殿から境けい内だいを見渡した。


    　ちらちらと雪の降る石畳の上に、百ひやく六ろくはぽつんと立っていた。見たところ一人のようだ。


    「……節操ないな、あんたらは。ここでやるのか？　神社だぞ」


    「だから何？　あのさ、私は今、戦いたいの。たぎっているのさ。室長がいつも言うんだけど、私に足りないのは〝殺意〟らしいの。相手を『殺したい』気持ちなんだって。君にわかる？」


    「……まあ、わかるよ、なんとなくは」


    　よく見れば百六はすでに満まん身しん創そう痍いである。首筋を赤く染める傷もそのままに、前髪は焦こげて短くなってしまっている。


    「私には意味わかんなくて。でもさっき君に嚙かまれたときにさ、思ったよ、超思った！　痛い！　死ぬ！　ふざけんなこいつ、『ぶっ殺してやりてえっ』てさっ！」


    　駆けだした百六に合わせ、兼亮もまたチョコを咥くわえて、拝殿を飛び出した。


    　降り続く雪の下で、二人は本日二度目の戦闘を開始する。


    　兼亮に迫る鋼鉄の掌てのひら形アンカーを、オオカミの鉤かぎ爪づめが弾く。キン、カキンと何度も金属のぶつかる音が、境けい内だいに響き渡った。


    　どちらも武器の形状は似ている。巨大な両腕に、両手合わせて計一〇本の鉤爪。


    　しかし戦い方が違う。兼亮は指先を広げ、その鉤爪を敵に裂傷を与えるために振るうが、百六の掌形アンカーは、相手を切り裂くためのものではない。その目的は、摑つかむことにある。


    　オオカミの鋭い鉤爪をかわした百六は、振るわれたその腕を駆け上がり、兼亮の肩を足場にして宙に跳ねた。そして兼亮の頭上で体を捻ひねり、掌形アンカーを発射する。


    　バシュウ、と放たれた掌は兼亮の手首を上から押さえ、叩たたきつけるようにして石畳へと食い込ませる。兼亮は前へとつんのめり、片膝ひざをつく。


    「さあ、厄やつ介かいな腕は封じたのっ」


    「っ……。アホか、おまえだって腕一本使えないだろ」


    「もう一本、残ってれば充分だよ」


    　着地した百六は、片方の手を広げて襲おそいかかった。しかし、腕が残っているのは兼亮も同じ。百六の手首を兼亮のオオカミの手が摑み、二人の攻防は膠こう着ちやくした。


    　境内は、再び厳おごそかな静けさを取り戻す。


    　一見、拮きつ抗こうした状態には見えるが。さて、と兼亮は次の展開を想定して溜ため息をついた。


    　吐いた息が白く、空気に滲にじんで消えてゆく。気温が急激に下がり、心臓の鼓動が速くなる。


    　──ミシミシ。不穏な音を立て、百六が氷を纏まとってゆく。その黒髪の毛先が白く染まり、接触する兼亮の体の表面にも、霜が降り始めた。


    「……カチコチに凍らされて叩かれ粉砕、ってなるのか、これ」


    「何それ楽しそう。試したことないな。生体実験じゃ、みんなそうなる前に血液も凍って、死んじゃうから」


    　百ひやく六ろくの武器は摑つかむためにある。摑めば、相手を凍らせることができる。初めからこれが狙ねらいだったのか。兼かね亮すけは決断した。


    　──今日最後の変身を、ここで使う。


    　変身する相手は、『かちかち山』の読み手である笹ささ森もり伊い吹ぶき。


    　真ま似ねする能力は〝音を燃やす能力〟──と。脳内にその姿を思い浮かべたそのとき。


    「よ」


    　兼亮の顔を覗のぞき込むように、伊吹本人が登場した。


    「楽しそうだな、オオカミ。苦戦してんのか？」


    「……なんで、おまえがここにいるんだ……」


    「なあっ!?　援軍!?　何!?　やる気!?」


    　百六もまた驚き、声を上げた。


    　取っ組み合ったまま凍る二人を彫刻でも眺めるように、伊吹は四方八方から観察する。


    「ほえー。氷、かあ……。なるほどね。わかったぜ、おまえの悪役ヴイランズ。──カッパだろ」


    「雪女だよっ！　どうして氷からカッパが出てくるの!?」


    　差された人差し指に嚙かみつかんばかりに、百六が声を荒らげる。


    　しかし伊吹の登場は、兼亮にとって僥ぎよう倖こうだった。今まさに変身しようとした相手が、目の前に現れたのだ。残り最後の一回を、まだとっておくことができる。


    「ちょうどよかった、笹森。この氷、炎で溶かしてくれ」


    「いやいや、ここは、『助けてー』だろ、オオカミよう」


    「……は？」


    　しかし伊吹の返事は、つれないもの。動けない兼亮の肩を叩たたき、耳元に囁ささやく。


    「ほら、言ってみ？　『助けてー、ホワイト・ラビットー』って」


    「……くそっ、うぜえっ……！　何しに来たんだおまえは」


    「もちろん助けにだけど？　でもいらないんなら、帰っちゃおうかな。オレも暇じゃねえんだよな。バイトあるしさあ」


    「わかった、わかったっ、早く助けてホワイト・ラビット！」


    「きししっ。──そこまでだっ、妖よう怪かいカッパ女！」


    　言って伊吹はパチン、とひとつ指を鳴らした。生まれた炎は大きくなり、腕捲まくりをした伊吹の細腕を包んでゆく。


    「──っ、熱いっ！」


    　近距離で放たれる熱気に、たまらず百六は兼亮の腕を解放した。


    「なんなの！　あいつ、なんなのっ!?」


    　背後へ跳ねて炎の拳をかわし、掌てのひら形アンカーを飛ばして鳥居の上へと離脱する。


    　伊い吹ぶきは鳥居を見上げ、その言葉を待ってましたとばかりに嬉き々きとして叫んだ。


    「俺か!?　俺は、正義の炎のカッパハンター、ホワイト・ラビットだっ！」


    　ドガーン。見栄を切った伊吹の背後に爆発が起きた、わけではないが、代わりに炎を一層強く吹き上がらせた伊吹は、満足そうに頷うなずいた。


    「うん。完かん璧ぺきだな」


    　その隣で兼かね亮すけは、手首が動くのを確かめながら尋ねる。


    「……あれはやめたのか？　炎に焼かれたウサギがどうこう、っての」


    「ああ。あれな、王妃に言われたんだよ。『ウサギの丸焼きみたいでダサい』ってさ。だから今日から、カッパハンターを名乗ることにしたぜ！　よろしくな」


    「……へえ。まぁあれ、カッパじゃないけどな」


    　鳥居の上に立ち、二人を見下ろす百ひやく六ろくの視線は、凍いてつく冷気を孕はらむよう。


    「……なんなの、おまえら。カッパカッパうるさいの……！」


    　真っ赤な鳥居が百六の足元を中心に、ミシミシと白く凍ってゆく。


    「おお、怖こええ。見ろよあの冷たい目。王妃を思い出すぜ」


    「……笹ささ森もりおまえ、なんでここにいるんだよ」


    「月つきにょんに呼ばれたんだよ。オオカミよう、取り憑つかれたんだって？　けど思ったより、平気そうなのな」


    　答えて伊吹は拝殿へと振り返り、手を振った。軒下に立っている月つき夜よが、それに応えて手を振り返す。すぐに兼亮が、すっと二人の間に割り込んだ。


    「……異常にチョコ食って抑えてるんだよ。なんでおまえが呼ばれるんだ。てか、なんだ〝月にょん〟って、いつの間にそんなあだ名で呼ぶようになってんだよ、もっと可愛かわいいあだ名つけろよ。何、馴なれ馴れしく手振ってんだよ、この野郎」


    「ああ？　オレが誰に手え振ろうが勝手だろうが。オオカミちゃんが頼りないから、オレが呼ばれたんじゃねえの？　実際死にかけてたろ。『助けてー』って泣いてたじゃんなあ」


    「泣いてなんかねえよ……！　『助けてー』もおまえに言わされたんだ。まだ変身残ってたんだ、俺には。こっちは幼よう稚ちなおまえに合わせて──っと！」


    　その言葉を言い切る前に、兼亮と伊吹は左右に分かれて飛び退のく。


    　二人の間にあった石畳に掌てのひら形アンカーが食い込み、手元と繫つながるワイヤーを巻き取って、百六が着地──その衝撃に、踏み割られた石畳が跳ね上がった。


    　宙に浮かぶ欠片かけらの隙すき間まを縫ぬって、百六は伊吹を睨にらみつける。


    「無視、すんなっ！」


    　すかさず百六は、伊吹の追撃に走った。掌形アンカーを伊吹に向け、発射させる。


    　飛んできた鋼鉄のアンカーを、伊吹は駆けながら腕で受け流した。


    「おうっ！　なかなか速えな、カッパ女」


    「カッパじゃないっつってんでしょ!?」


    　空中戦を得意とする百ひやく六ろくだったが、開けた境けい内だいに摑つかまるところはない。アンカーを引っ掛けることができなければ、上下を使っての攻撃がかなわない。しかしそれでも構わなかった。今の百六には両腕の武器だけでなく、〝吹雪ふぶきを纏まとう能力〟がある。


    　摑んでしまえば、こっちのものだ。


    「室長がくれたのはカッパなんかじゃないの！　〝雪女スノー・レデイ〟だよっ」


    　地上戦においても、百六の動きは、速かった。


    　飛ばした掌てのひら形アンカーを石畳へ食い込ませ、ワイヤーを使って体を引き寄せる。そのスピードは駆けるよりも断然速く、すぐに伊い吹ぶきの背後を捕らえる。


    　凍いてつく風が百六の体を纏い、鋼鉄の爪が伊吹の肩口へ振り下ろされた。と、しかしそこにあったのは、宙に散る火の粉だけ。百六の爪は空を搔かく。


    　百六は速かった。ただし伊吹は、それよりもさらに、速かった。


    「冷やっとしたぜ。ほんの、ちょっとだけな」


    　百六の懐ふところへと滑り込んだ伊吹は、体を捻ひねって背中をぶつける。


    「へうっ……！」


    　ドン、と衝撃音と共に百六の体が空を舞い、吹き飛んだ。


    　受け身をとって着地した百六の衣服が、轟ごうと燃え上がる。


    「ひ……っ」


    　百六はすぐに深呼吸を行い、纏った吹雪で炎を搔き消した。


    　立ち上がったその体を纏う衣服が、ぼろぼろに焼け焦こげてしまっている。毛先は熱で縮れ、焼けて短くなったスカートからは太ももが露あらわになっていた。


    　百六は、精一杯の憎悪を込めて、伊吹を睨にらみつける。


    「あいつ、嫌いっ……！　〝保護〟だっけ？　〝事故死〟だっけ……？　知らないっ。ぶっ殺してやるっ！」


    「きししっ」


    　炎に対して氷では、相性が悪い。凍らせることは難しい。


    　凍らせられないのなら、吹き消せばいいのだ。百六は今一度大きく息を吸い、止める。チャージは完了。そのまま、伊吹に向かってアンカーを飛ばした。


    



    「……あいつは目立つから、こっちは楽だな」


    　伊吹と百六が組んず解ほぐれつやり合うのを、兼かね亮すけは距離をとって眺めていた。


    　両腕に炎を纏って戦う伊吹は、まるで花火を振り回して踊っているようだ。吹雪に火の粉を散らす様さまは、どこか幻想的にさえ感じられる。


    　平地での戦闘は、伊吹の独壇場だった。いかに百六が吐息で炎を吹き消しても、伊吹は音そのものを燃やすのだ。腕の炎を消されても声が、足音が、また新たな炎を発生させる。


    　徐々に、百ひやく六ろくは押され始めた。


    　兼かね亮すけは考える。次の展開を。追い詰められた百六の一手を。


    



    「っ──。このっ……くそウサギっ」


    　一度懐ふところに入られてしまった百六は、再び速さで負けることを恐れ、伊い吹ぶきに近づけずにいた。


    　飛ばす掌てのひら形アンカーはことごとく弾かれる。伊吹の機動力に対抗するには、平面上にいてはダメだと判断する。前後左右だけじゃなく、上下を使うしかない。


    　後退するようで面白くないが、不本意ながら空中戦に持ち込む──。


    　伊吹の炎を避けて後退した百六は、鳥居に掌形アンカーを引っ掛け、上空へと飛び上がった。


    「おいっ、逃げんのかよ！」


    　伊吹が百六を見上げて叫ぶ。


    　百六は、両腕を伊吹に構えて呟つぶやいた。


    「逃げないし。本当の戦いはこれから──」


    　そして空から境けい内だいを見渡して、違和感を覚えた。


    　──あれ……？　オオカミがいない。


    　パキ、と板チョコを嚙かみ砕いたその音は、頭上から聞こえた。ぞくり、と怖おぞ気けが走る。


    　恐る恐る振り返った先。自分のさらに上空に、兼亮はいた。


    「……やっぱ逃げてくると思ったよ、空に」


    「なっ……!?　なんで!?」


    　空は自分の絶対領域だ。どんなに敵が素早いとしても、空を飛ぶことのできない読み手が、この場所に来られるはずがない。


    　ただ一人、〝重力を操る能力〟を持つ〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟を除いては──。


    「あ……」──真ま似ねたのか。夏なつ苅かり小こ雨さめの使う、その能力を。


    「歯ぁ食い縛れ。こいつは痛いぞ」


    　言って兼亮は体を捻ひねって前転。百六の肩口に、小雨の必殺技、踵かかと落おとしを降らした。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「二対一なんて卑ひ怯きようなの！」


    　両腕の掌形アンカーを外された百六は、そのワイヤーで手足を巻かれ、拘束されていた。


    　踵落としを食らって落下したにもかかわらず、墜落時に受け身をとってダメージを軽減したのはさすがといえる。自分が小雨から食らったときは気絶したのに……と兼亮は複雑な気持ちで溜ため息をついた。


    「……自分たちだって、学校じゃあ〝イラストレーター〟と二対一だったじゃないか」


    「噓うそつき。〝ライター〟も合わせて二対二だったし」


    「帯おび刀なたさんを数に入れるなよ……」


    　兼かね亮すけはケープコートを脱いで、百ひやく六ろくの頭に被かぶせた。焼け焦こげた服装で半裸状態のまま縛られた少女の姿は、見るに堪たえない。


    　兼亮は百六から離れようとして踵きびすを返し、足を出したところでつんのめる。


    「おい、どうした。どっか痛むのか？」


    　膝ひざをついた兼亮の様子に、伊い吹ぶきは眉まゆ根ねを寄せた。


    「笠かさ木ぎくんっ」


    　駆けてきた月つき夜よが兼亮の側そばに屈かがみ、顔を覗のぞき込む。


    「……大丈夫です。少し、疲れただけ。帯刀さん、チョコあります……？　ポケットに入れてたのは、戦闘中に全部食べてしまって」


    「うん。取ってくる」


    　月夜はすぐに立ち上がり、社しや務む所しよの方へと走ってゆく。


    　その背中を見送ってから、兼亮は石畳に額ひたいを押しつけた。戦闘による興奮が、また能力を使用したことが、兼亮の中のオオカミを、助長させてしまったように感じる。


    「──く……ぐぅ……」


    「……おまえ。その体……」


    　ケープコートを脱いだ兼亮の姿を見て、伊吹は顔を顰しかめた。


    　焦こげ茶色に変化したオオカミの腕は、兼亮の肩口にまで及んでいた。肥大化した腕のせいでシャツは裂さけ、鎖骨から首筋にかけて禍まが々まがしいまだら模様が刻まれている。


    　歯を食い縛り、衝動に耐える兼亮は、目も当てられない状態だった。


    「何が大丈夫だ。ちっとも大丈夫そうに見えねーぞ」


    「……気にするなよ」


    　兼亮は顔を伏せたまま、月夜にはもうないと言ったはずのチョコを取り出し、頰ほお張る。オオカミに侵おかされたこの姿を、月夜に見られるのは嫌いやだった。


    「……おまえに心配されたら、お終しまいだ」


    「それはまあ、違いねーけど」


    　兼亮は朦もう朧ろうとした意識の中で、伊吹の声を聞く。足を引っ張りたくはなかった。深刻な顔をされるより、笑い飛ばしてくれた方がありがたい。


    「んじゃ、わかった」と伊吹は、百六へと向き直る。


    「けどよ、オオカミ。苦しいときは言えよ？　月つきにょんか自分自身か。おまえがどっちかを選ばなくちゃいけなくなったときは、オレがちゃんと、おまえを倒してやっから」


    「……ああ。助かる」


    「よし。じゃ、こいつはどうする？」


    　一息ついて、伊い吹ぶきは百ひやく六ろくを見下ろした。百六は縛られてもなお、三さん白ぱく眼がんで伊吹を睨にらむ。


    「……そいつは……捕虜にしよう。帯おび刀なたさんが読めば、何か情報が得られるかもしれない」


    　兼かね亮すけの提案に、百六は見る見るうちに青ざめた。


    「──んぐっ……！」


    「げ、舌嚙かみやがったこいつ！」


    「死なせてえ！　捕虜だなんて恥なの！　会社に迷惑かけるくらいなら、自決しろと言われているの！　つまり失敗は死を意味するの！　それくらいにやりがいのあるお仕事ですっ」


    「おお、なんだおまえ社畜の鑑かがみだな。錯さく乱らんすんな、しっかりしろ、目を覚ませほら」


    　ぺちぺちと伊吹が百六にビンタしているその光景を、兼亮はぼんやりと眺めていた。


    　靄もやがかかった視界に映る全てが、どこか遠くの出来事に思える。


    　見上げた空から降る雪が、勢いを増していた。


    　深呼吸をひとつ。冷気が肺を満たし、火ほ照てった体を静めてくれる。


    　──大丈夫。まだ、大丈夫。兼亮はそっと目を閉じて、静かに月つき夜よを、待ち続けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　同じ頃、鏡の世界のエルモを尾行した千ち鳥どりは、ＰＯＭの製薬研究所にいた。


    　アロワナの腹の中に潜ひそんでいたため、自分がどの地域に運ばれたのか、正確なことはわからなかった。ただ、アロワナの唇くちびるからスノーと二人、顔だけ出して眺めたそのビルの外観は瀟しよう洒しやなガラス張りで、見下ろした街並みもずいぶんと都会的だった。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかの小こ日向ひなた製薬工場跡地とは違う、より近代的な造りに戸惑う。


    　エルモはビルのバルコニーに降り立ち、アロワナを消滅させた。デッサン人形の翠みどり色いろに染まっていた瞳が、元の青色に戻っていくのを確認する。千鳥はすぐに部屋を出て、鏡の世界の中からビル内を探検した。目指すは研究室。ＰＯＭに奪われた〝返却用ハンコ〟。


    　ガラス張りのエレベーターに乗り、階下へと向かった。


    　天井の高い広大なフロアに、千鳥はいつか見たＳＦ映画の宇宙ステーションを思い浮かべる。磨かれた床板は蛍光灯の光を反射し、その上を、歪いびつなデッサン人形たちが行き交っている。


    　声のない世界で、足音だけが無機質な空間に反響していた。


    『心に安らぎを──Peace Of Mind──』


    　フロアに点々と置かれた広告塔が一斉に動き出し、同じ絵を映し出す。白いワンピースを着た女の子が、手の平に羽の生えたハートを乗せている。子供たちを人体実験に使っていた過去を知る千鳥にとって、そのデザインはひどく空っぽなものに感じられた。


    　千鳥は目を細め、足元のスノーホワイトに「行こう」と声をかける。


    　白衣のデッサン人形を追いかけ、千ち鳥どりは地下へと潜っていった。


    　いくつもの扉を抜けた先で、予あらかじめ日没時間に設定しておいた携帯のアラームが鳴る。


    　鏡の世界では、日が沈むと怪物が現れる。だからここからは鏡の外──現実の世界で探索を行わなくてはならない。


    　ガラス戸を通って千鳥が降り立ったのは、清せい潔けつ感のある無機質なフロアだった。白い壁に緑の床。並ぶ銀色の機械からは、ウィーン、と低音が鳴り続けている。


    「……怖がらないで、スノー。慎重に行けば大丈夫だから」


    　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、肩に乗ったフェレットの首を撫なでる。もう片方の腕にはしっかりと、『赤ずきん』が抱かれていた。


    　ふと、こちらに向かって来る足音を聞き、千鳥は慌ててパイプの陰に身を隠した。通り過ぎてゆく二人の研究員はクリーン服と、マスクを着用していた。これもまた、ＳＦ映画に登場する科学者を連想させる。たいていは、宇宙人を捕まえて解剖しようとするような悪役だ。


    「……〝返却用ハンコ〟は、この研究所のどこかに運び込まれているはず」


    　地下にいるせいか、鏡の外に出ても携帯電話の電波は〝圏外〟だった。仲間と連絡が取れないのには不安があるが、ここまで来たのだから、あとは進むだけだ。


    「……できるわよ。あたし一人だって、やれるんだから」


    　スノーを肩に乗せ立ち上がる千鳥を、天井隅に設置された監視カメラが見つめていた。

  


  
    第三話　心に安らぎを


    



    〝エディター〟は、口数の少ない子供だった。しかしだからといって、鈍感であったり、感性が乏しいというわけではなかった。むしろ欲望を抑えつけられて生きてきた分、外界への興味は人一倍強かった。


    　しかしエディターは、努めて内向的に、自分を殺す。自分は生まれてきてはいけない存在だと、そう理解していた。だから幼くして神社に捨てられたのだろうし、神職に就く大人たちからも、そう教わった。


    　自分は、また自分の持つ奇異なる能力は、陰に潜ひそんで然しかるべきだ。


    　表に出れば厄やくとなる。だから決して、自身の判断で使用してはいけない。エディターは物心ついたときから、自分の感情や能力をコントロールできるようにと育てられた。


    　選ばれた巫かんなぎである緘かん獅じ子し藤ふじノのに付き従い、陰に徹して幼少期を過ごした。それが自分の、唯一許される生き方なのだと思っていた。


    　夜、神社の人々が寝静まったあと、窓から差し込む月明かりで、物語を紡つむいだ。自分を主人公にした冒険劇。誰にも読ませられない、秘密の物語。


    　物語の中では、自分は禍まが々まがしい能力など持ってはいないし、蔑さげすまれたりなどしない。


    　物語の中に限って、エディターは日の当たる場所を歩けた。


    　物語の中にいるときにだけ、心から笑うことができたのだった。


    



    　あれをしてはいけない。これをしてはいけない。様々なことを禁じられる幼少期を過ごしてきた。だから小こ日向ひなた製薬の研究所へ連れてこられ、頭上に手がかざされたとき、エディターは今までの経験から叩たたかれるのかと思い、肩を竦すくませた。


    　しかしその頭に触れた手は、優しく穏やかなものだった。


    「初めまして。私が今日から、このクラスの〝先生〟となります。よろしくお願いしますね」


    　当時六歳であったエディターの頭をくしゃくしゃに撫なで、その優やさ男おとこは言った。


    　エディターは俯うつむいたまま顔を上げることもできず、戸惑った。頭を撫でられたとき、どうすればいいのかわからなかった。言葉の出ない自分を、初めてもどかしく思った。


    　その日から三年間、エディターは先生のあとをついて回った。彼の言いつけは必ず守り、勉強や手伝いは率先して行った。


    　子供たちがよいことをすると、先生は「偉いですね」と頭をくしゃくしゃに撫でてくれる。先生に褒ほめてもらいたくて、エディターは先生を追いかけ、頭を撫でてもらうきっかけを探す。


    　しかし施設には、エディターの他にも先生の褒ほう賞しようを求める子供たちが、二〇人も共に暮らしているのだ。エディターにとっては彼らが、先生を自分から横取りする邪魔者たちのように感じられた。


    　特に一四番。彼女は、厄やつ介かいだ。自分と同じように、強い力を覚醒させた子供。自分と同じように、瞳の色の変わる少女。しかし彼女は自分とは違い、明るく活発でよく笑い、誰からも愛されていた。


    　最も気に入らないのが、あの子の作る物語だ。


    「先生！　見て見てっ、おうちを描いたんだ」


    　あの子に呼ばれて、先生は行ってしまう。


    　クラスで毎月行われる本作りは、時に絵本を制作することもあった。一四番が机上に広げる画用紙を見て、先生は微ほほ笑えむ。


    「上手ですね、月つき夜よ。これはあなたのおうちでしょうか」


    「そう！　お母さんと暮らすおうち。大人になったら、作ってあげるんだ。でもね、今、屋根の色で迷ってる。先生は赤と青、どっちが好き？」


    　掲げられた二色の絵の具を見比べて、先生は顎あごに手を添え考える。


    「先生は、青が好きかな」


    「私も！」


    　少女の持つ蒼あお色いろの瞳は、美しかった。災さい厄やくの象徴として忌いみ嫌われてきた自分の瞳とは、違うものだった。


    　だからきっと先生は、彼女を贔ひい屓きするんだ。頭を撫なでてもらう少女を見て、その嬉うれしそうな表情を見て、エディターは自分の瞳が、紅あか色に滲にじんでいくのを感じていた。


    　自分の机に広げられた画用紙は、まっさらで何も描かれていない。


    　先生は、自分の物語を描けばいいと言った。しかしエディターは作れない。神社にいた頃はいくらでも思い描けた冒険劇が、思い浮かばない。どうすればあの子のように描けるのか、どうすれば「偉いですね」と褒ほめてもらえるのか、わからない。


    　エディターはあの頃と違い、先生のために物語を描こうとしていた。しかし陰として生きてきたエディターには、先生が喜んでくれそうな、楽しい思い出がなかった。


    



    「世界には、たくさんの物語が溢あふれています」


    　先生は子供たちにお話をした。学生の頃、様々な国々を巡ったのだと話す彼の物語は、エディターにとって、この上なく魅力的に感じられた。


    　斜めに傾いて建設されながら何百年も立ち続ける塔や、日本列島を超えるほどの長い長い城壁。先生の話す摩ま訶か不思議な物語を、エディターは誰よりも目を輝かせて聞いていた。


    「僕も……見てみたい、です」


    　ある日零こぼした呟つぶやきに、先生は微ほほ笑えんでくれた。


    「見られるといいですね。いつかきっと。ここから出ることができたなら」


    　そのとき、ずっと模索していた先生の喜びが、わかったような気がした。そしてそれは、奇くしくも神社にいた頃、自分が思い描いていたものと一緒だった。


    　冒険。先生は、胸を躍らせるような冒険劇が読みたいのだ。


    「……先生も、一緒に行こう」


    　エディターは勇気を振り絞って、先生に想いを打ち明けた。


    　大好きな先生と一緒に、世界中を見て回りたい。こんなにも楽しい冒険劇があるだろうか。


    　すると先生は少し困った顔をして、そっと首を横に振る。


    「先生も一緒に行きたい。一緒に行って、いろんな物語が見たいですね。……けれど残念ながら、先生にはあなたを連れ出せるほどの力がない」


    「じゃあ、あの、僕が……！」


    　エディターは先生を見上げ、食い下がる。


    「僕が、壊すから。僕の力で研究所を壊して、先生を外に出してあげるから……！」


    「ふふ。先生のために、ですか？　ありがとう」


    　先生は嬉しそうに、エディターの頭をくしゃくしゃに撫でる。


    「ではいつか、この施設から出ることができたなら、一緒に行きましょうか」


    　エディターは力強く頷うなずいた。先生がそう言ってくれたことが嬉しくて、心臓が強く鼓動した。


    　胸のドキドキに手を当てて、そうだ、とエディターは気づいた。


    　冒険はもう、始まっているのだ。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ブヒッ、ブヒッ！」


    　研究所内のとあるフロアに、動物の鳴き声が反響する。


    「やだっ！　来るな、どうして……!?」


    　千ち鳥どりはフロアを駆けていた。その小さな背に迫るのは、一匹のブタ。それもただのブタではない。丸まると太った体たい軀くは牛のように大きく、またその色は、不自然なほどに緑色だった。


    「どうして、鏡の中の怪物が現実にいるのよ！」


    　緑色の巨大ブタ。それはいつか見た、鏡の中の怪物の一種だ。有り得ない。この現実世界で、鏡の世界の生き物と遭遇するなど──。


    　最早忍んでいる場合ではなかった。千鳥は足元にスノーホワイトを従えたまま、並ぶ機材の間を駆け抜ける。


    　クリーン服で全身を覆おおった研究員が、走ってくる少女にギョッとして目を見開く。そしてあとに続く緑ブタに、悲鳴を上げた。


    　衝突した機材やパイプをへこましながら、ブタは真まっ直すぐ千鳥へと猛もう進しんしてくる。


    「ブヒッ！　ブヒイィィッ！」


    「んあっ……！」


    　千鳥が躓つまずき、倒れたところに、ブタが迫り来る。


    　と、振り返った千鳥とブタとの間を、自動扉が遮さえぎった。


    　ドン、とブタの衝突にドアがひしゃげ、千鳥は肩を竦すくませる。


    　ドアの隙すき間まから、緑色のブタ鼻がちょこんと覗のぞいている。その侵入は一時的に抑えられてはいるが、歪ゆがんだドアは今にも外れてしまいそうだ。


    「い、今のうちに……」


    　千鳥が立ち上がったと同時に、自動ドアが弾け飛んだ。


    「ブヒィィッ！」


    「ひぃぃ!?」


    　鼻先を持ち上げ、駆け出さんばかりのブタに、「待ちなさい、ラース！」と声がかけられる。


    　するとブタは雄お叫たけびをやめ、声の主を捜して鼻をひくひくとさせる。


    「壊しすぎですの、ラース！　怒られるの、私なんだからね！」


    　その女性は、破壊された自動ドアの向こうから現れた。


    　胸下まで伸びた長い黒髪に、動くのには不向きなスーツにタイトスカート。ブタの鼻を撫なでるその横顔には、見覚えがあった。


    　千ち鳥どりは声を上げる。


    「あんた、エルモの手下ね！　確か名前は〝百ひやく六ろく〟……でも、あれ……？　髪、伸びたの？」


    「んあ、違う違う。それは違いますの。私は、村むら瀬せ家襲撃には参加していませんよ？」


    　女性は巨大な緑ブタを背にして、胸元に手を当てた。


    「私は、〝百ひやく七しち〟です。あれとは別物。髪が長いのは、掌てのひら形アンカーを使わないからですの。毛先を巻き込む心配がないから、切る必要ないでしょ」


    　確かにその両腕に、特徴的だった鋼鉄のグローブは装着されていない。百六とは同じ顔、同じ体型であるのに、眼鏡めがねをかけているせいか、百六よりもいくらか知的な雰囲気を感じさせる。


    「……双子？」


    「双子ー……。まあそんなものかな。あなたのことは存じていましてよ、〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟。敵陣に単騎突入とはなかなか勇気がありますの。ただそれも、ここまで。〝保護〟させてもらいますのっ」


    　明かな敵意に、千鳥は『赤ずきん』を抱いて身構える。戦闘はまずい。日が落ちた今、鏡の世界へ逃げることはかなわない。鏡の中には、怪物が──。


    「……ってか、鏡の外にもいるんだけど」


    「さあ、踏み潰つぶせ、ラース！　──はダメ！　ここの機材は高いんだから、これ以上壊されちゃ堪たまりませんの。君は帰って」


    　百七に叱責され、緑ブタはあからさまにしょげかえる。


    「帰って！」


    　百七の指示に従い、ブタはトボトボと尻しりを向けた。


    　千鳥は怪け訝げんに眉まゆを寄せる。百七の指差す先は、百七自身が「壊されちゃ堪らない」と言った機械だった。パイプの繫つながるその大きな機械は銀板に覆おおわれ、鏡のように辺りを映していた。


    「え……」


    　その表面を見て、理解した。緑ブタは、その鏡面に映ってはいなかった。ブタは千鳥が鏡を潜くぐるように、アルミの銀板を通して、鏡の中へと帰っていく。


    「なるほどあんた、ワーストエンドの読み手ってことね……」


    「んふふ、さて。なんの読み手でしょうか？　辺りを破壊せずにあなたを捕まえるには……そうですねえ、〝バンダースナッチ〟なんてどうでしょう？」


    　百七は開いたコンパクトミラーを指先でなぞりながら、呟つぶやいた。


    　その直後、ブタの帰っていった銀板の向こうで、また別の影が動く。


    「……バンダースナッチ……？」


    　その名称には聞き覚えがあった。兼かね亮すけに勧められて読んだ『不思議の国のアリス』、その続編に当たる『鏡の国のアリス』に、名前のみ登場する鏡の中の怪物。とても素早く、獲物を捕らえるための強きよう靱じんな顎あごを持つという。彼らは確か、群れで狩りを行う──。


    　機械の表面から、犬のような鼻先が見えた。それから徐々に姿を現す、剝むき出しの乱らん杙ぐい歯ば。その隙すき間まから滂ぼう沱だと垂たれる涎よだれ──。


    　その全身が露あらわとなる前に、千ち鳥どりは怖おぞ気けを感じ、弾かれたように踵きびすを返す。


    「スノー、逃げるよ！」


    「食い散らかせ、バンダースナッチ！」


    　百七が叫んだその直後、無数の獣が鏡面から飛び出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　研究所内の一角に、不自然なほど自然に溢あふれた部屋がある。


    　部屋を入ってすぐに鳥居があり、その向こう側には、床下から天井に向かって巨木が貫通していた。割れたタイルの隙間からは苔こけや蔦つたが生おい茂り、床一面に薄紫の花を咲かせている。


    　一見して、箱庭のよう。ここは、地下であるはずなのに。


    　巨木の根元にクッションソファーを置き、だらしなく寝そべっている人物がいる。


    「侵入者ぁ？　はて。知らんな」


    　十代後半と見られる女性は仰向けに体を反らし、入り口に立つ百ひやく七しちを逆さに見つめた。


    　ゆったりとした着物の前衿えりははだけ、実りある胸が今にも零こぼれ落ちそう。ずいぶんと尊大な口調だが、その様相は脱力の極みだった。


    　色素の薄い長い髪が、草木の茂る床に垂たれている。


    「して。その賊ぞくとやらは、今もこの施設のどこかに潜ひそんでおるのかや」


    「いえ、いや、はい。……ですが今、全力で捜索しておりますので、すぐにも捕まるかと」


    　百七は鳥居の向こうから、もじもじと答える。その返答には、この女性に対する畏い怖ふが感じられる。しかし女性の方はにやにやと、一切の怒気も見せずに尋ねた。


    「ほうほう。つまり現状、賊はまだ、そこいらにおるかもしれんと。それがあるいはこの部屋を侵おかし、この藤ふじノのを陵りよう辱じよくする可能性もあると。また、あったと」


    「め、滅相もございませんのっ。藤ノ様の安全は第一に考えております。〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟を捕えるまでは、我がシステム管理室の者が二四時間態勢で警護に──」


    「べー」


    　藤ノと呼ばれたその人物は、逆さまのまま舌を出した。


    「警護などいらんわ。そんな暇ひまがあるのなら、より遠くを捜すがよい。仕事をせい、第二システム管理室。おまえたちの仕事は賊を捕らえること。藤ノの監視ではない。違うか？」


    「……では、失礼します。──あの、万が一、侵入者が現れたときは、すぐに私どもを──」


    「ほいほい。頼りにしておるよう」


    　藤ふじノのは気け怠だるげに答え、手を振って百ひやく七しちを送り出した。


    「くふふ……剣けん呑のん、剣呑。ラースが側そばにいなくて幸運であったの。あのブタは鼻がきく」


    　百七が去り、部屋のドアが閉まってから、藤ノは愉快と言わんばかりに笑った。


    　その姿を、鳥居の陰で息を潜める千ち鳥どりが睨にらみつける。


    　千鳥がこの部屋に迷い込んだのは、百七が訪れる直前だった。部屋の主に見つかったときは狼ろう狽ばいしたが、彼女は千鳥を突き出そうとはしなかった。


    「……どうして、匿かくまってくれるの」


    　その意図がわからず、千鳥は警戒心たっぷりに尋ねる。


    　この人は、何者なのか。仕草のひとつひとつを見れば老人のように緩かん慢まんだが、年はまだ若く、着物から覗のぞく肌などはつるりとして、きめ細かい。


    　藤ノは助けた千鳥に構おうとせず、だらだらとテレビを向いたまま、シミュレーションゲームに興じている。今では滅多にお目にかかれない、ブラウン管の厳いかついテレビだ。画面では、二次元の女の子がこちらに向かって微ほほ笑えんでいた。


    　千鳥は戸惑う。自分はどうすればいいのか。


    　足を踏み出した千鳥を、「待った」と藤ノが制した。


    「そこから先はカメラに映る」


    「……？」


    　テレビ画面を向いたまま、藤ノは部屋の片隅を指差した。そこには、監視カメラが設置されていた。なるほど藤ノの座っている場所は大木の陰になり、カメラには映らないようだ。


    「この神木を大きく迂う回かいして来い。そこの鼠ねずみにも言い聞かせておけ」


    　コントローラーを握り直し、藤ノは言う。一切こちらを見ていないのに、どうして千鳥の動きが読めるのか。気配だけで行動を把握されているようだ。


    「……ネズミじゃ、ないわよ」


    　木の枝に潜ひそんでいたスノーホワイトが、慌てて千鳥の肩へと舞い戻った。


    



    「……さて、どうして匿ったか、な。特に理由はないよ。強しいて言えばエルモへの嫌いやがらせ、かの。第二システム管理室は奴の管轄。小娘、おまえの侵入は奴ばらの失態となる。くふふ」


    　側までやってきた千鳥に、藤ノは答える。それからコントローラーのボタンを押し、画面に表示された会話を進めながら、尋ね返した。


    「〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟の力を使うということは、鏡を通して来たのかや？　わざわざ、何しに」


    　得体の知れないこの人物に、事情を説明していいものなのか。彼女は味方なのか。信用できるのか。千鳥が逡しゆん巡じゆんしていると、藤ノは答えを待たずに続けた。


    「待て、藤ノが当ててやろう。仲間を助けに。どうじゃ違うか？　読み手が何人も捕らえられておるようだしの」


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかで発生している連続失しつ踪そうを指しているのだろう。ＰＯＭが、読み手となった少年少女たちを連れ去っている事件。近いが、違う。仲間を救いに来たことに違いはないが、千ち鳥どりの目的は、『赤ずきん』を返却することにある。


    「……〝返却用ハンコ〟は、どこにあるの？」


    　千鳥は絵本を抱き締め、警戒を緩ゆるめることなく、尋ねる。


    「ハンコ？　そんなもの、ないと思うが」


    「惚とぼけたって無駄だわ。ＰＯＭが村むら瀬せ家から奪ってったやつよ。ここに運び込まれたはずでしょ。あたしはそれを、捜しているの」


    　藤ふじノのはコントローラーから手を離して、顎あごに人差し指を添えた。


    「……村瀬家。はあ、あれかの。搬送中に事故って紛失したやつ」


    「……は？」


    「なんでも。村瀬家の帰り道で〝笛吹き男〟に襲おそわれたそうな。ハンコを積んだトラックは橋の上から転落。『浦島太郎』『ピーター・パン』『注文の多い料理店』は別の部署が搬送しておったから、無事だったようじゃが」


    「そんな、噓うそでしょ？　じゃあ、ここにハンコはないわけ？」


    「前述の通り」


    「信じられないっ！　じゃああたし、なんのために──」
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    　千ち鳥どりは驚きよう愕がくし声を上げる。しかし、得体の知れないこの人物の言葉を鵜う呑のみにしていいものか。すぐにその言葉の、粗あらを見つける。


    「……待って。ハンコがないなんて、そんなはずないわ。だってあの人……百ひやく七しちも読み手なんでしょ？　ハンコがなきゃ、あの人だって返却できないじゃない」


    「そうじゃ。だから、この藤ふじノのがいる」


    「……？　どういう意味？」


    「〝返却用ハンコ〟とは、〝プリンター〟の扱う術式を一般的にも使用できるよう量産したものじゃ。何もハンコに頼らんでも、オリジナルがいれば問題なかろう？」


    「……あなた、〝プリンター〟なの？」


    「いかにも」


    　そう言って藤ノは千鳥の足元から、寝転がったまま人差し指を突きつける。


    「この藤ノこそ、緘かん獅じ子しの血を引く選ばれし巫かんなぎ、〝緘獅子藤ノ〟であるぞう！」


    　歯を覗のぞかせて笑うその表情は、まるで子供のようだった。


    　無邪気なドヤ顔を見下ろしたまま、千鳥はぽかんと口を開けた。


    　その薄い反応に、藤ノは「こほん」と咳せき払ばらいをひとつ。再びテレビ画面へと向き直る。


    「そういうことじゃ。藤ノがおれば、本来ハンコは必要ない」


    　千鳥は藤ノの側そばに膝ひざをつき、その肩に縋すがった。


    「……お願い、助けて！　困ってるの」


    「うえぇ？」


    「あなたなら！　返却することができるんでしょ？　あたしの友だちが取り憑つかれちゃったの。だから早くこの絵本を返却してほしいの」


    　藤ノは千鳥の差し出した『赤ずきん』を一いち瞥べつして、答えた。


    「嫌いやじゃ」


    「はあっ!?　なんでよ！」


    「はて。藤ノが手を貸す義理があろうか？　見も知らぬ誰かのために流せるほど、緘獅子の血は安くないわ」


    　毅き然ぜんと突き放してテレビを見つめる藤ノ。千鳥はその前まえ襟えりを摑つかんで、引き寄せる。


    「ふざけないで……！　あんたたちの作った絵本のせいで、今も誰かが苦しんでいるのよ。助けてやる責任があるはずでしょ！」


    「おや、それは心外。あれは悪に魅せられねば使うことはできぬ。カードに名を連ねたのは自らの意志であろ？　我が身を穢けがされるという最悪の結末も呑のんだ上でな。それで取り憑かれたあとにやっぱ返す、というのは、いささか虫がよすぎんかや」


    「……それは」


    　身を引いた千鳥の隙すきをついて、藤ノはごろんとソファーへとまろび、ゲームを再開した。


    「そも、その読み手はすでに取り憑つかれておるのだろ。すでにオオカミに食われていよう」


    「食われてないっ！　兼かね亮すけは、食われてないわ」


    　藤ふじノのは一人ケラケラと笑った。


    「あまり耳元で喚わめくな、小娘。それがそやつにとっての幸せかもしれんぞ？　読み手は悪役ヴイランズに惚ほれておるはずだからな。一体となるのも吝やぶさかではあるまい。そう考えてみれば、カードに名を書いた時点で、心奪われ取り憑かれているようなものじゃ」


    「食われてない。……兼亮は、オオカミになんか……」


    　その言葉尻じりは弱くなってゆく。


    　藤ノはコントローラーを握ったまま、『赤ずきん』を抱いて俯うつむく千ち鳥どりの顔を見上げた。その表情を見て、声色を変える。


    「……どうした。なぜ泣く」


    　千鳥はハッとして目元を擦こすった。


    「泣いてないし。見ないでよ」


    「小娘……。その読み手は本当に、ただの友だちか？」


    「友だちだってば。そう言ったでしょ？」


    　──『ただの友だち！　深い意味なんてないんだから』


    　千鳥が答えたすぐあとに、テレビのスピーカーから流れるキャラクターボイスが被かぶさった。


    「……ずいぶんと、そやつの身を案じておるのだな」


    「別に。ただの人助けよっ」


    　──『勘違いしないでよね。心配なんかしてないんだから……！』


    「……ふむ。惚ほれておるのか？」


    「はあっ!?　そんなわけ──」


    　──『はあっ!?　好きになんか、なるわけないでしょ!?』


    「もうっ！　うるさい！」


    　千鳥は、藤ノの手元からコントローラーを奪い取った。


    「バカにしないでくれる？　別に、そんなんじゃないしっ」


    「バカなものか。人を好きになることが、バカなことであるはずがない」


    「っ……」


    　藤ノの意外な言葉に、千鳥は顔を赤くした。


    「くふ。うい奴よの、小娘。名はなんという」


    　千鳥に興味を持ったのか、体を起こした藤ノは今になってやっと、名前を尋ねた。


    　千鳥は視線を逸そらしたまま、小さく答える。


    「……生い駒こま」


    「藤ノは、名を訊きいたのだ」


    「ち……千ち鳥どり」


    「千鳥。そやつのためにわざわざ、こんな敵陣の中枢にまでやって来たのか？」


    「う……うるさいな」


    　藤ふじノのは美少女の描かれたゲームのパッケージを胸元に携たずさえて、小首を傾かしげた。


    「つんでれ？」


    「もうっ！　違うわよ、なんなの？　やっぱバカにしてるでしょ！」


    「くふふ。〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟の心を奪ったオオカミか。藤ノも少々、興味が湧わいたぞ。会わせてみろ、千鳥。まだ食われていなければ、返却してやってもよい」


    　藤ノは千鳥の耳元に唇くちびるを寄せ、囁ささやいた。


    「ただし千鳥。おまえは藤ノの前で、オオカミに噓うそ偽いつわりない想いを伝えよ。それが協力の条件じゃ。返却するのは、その後」


    「……何言ってんの？　こっちは遊びじゃないんだから」


    「こちらこそ、遊びではない。つんでれの〝でれ〟こそ至高。その発現に立ち会えるのなら、この緘かん獅じ子しの血、惜しくはないっ」


    「……安っ」


    　千鳥は体を離し、苛いら立だち混じりに呟つぶやく。兼かね亮すけとは現在、連絡が取れない。彼が今、どういう状況にあるのかもわからない。


    「あいつは今、この瞬間も苦しんでるかもしれないの。兼亮の友だちは──前の『赤ずきん』の読み手は、取り憑つかれて人を襲おそったわ。あいつだって誰かを襲っちゃうかも……！」


    　例えば、側そばにいるはずの月つき夜よを。


    「襲わぬ。その少年は、オオカミには食われぬ」


    「どうしてわかるの……！」


    「千鳥がそう言ったではないか。自分で自分を否定するな」


    「っ……」


    「それに食われたのであれば、それまでのことじゃ。藤ノの興味を惹ひいた人間ではなかったということ。死んで構わんよーう」


    「あんたねっ……！　人の命をなんだと──」


    「まあ怒るな。座れ千鳥」


    　千鳥の激げき昂こうをさらりと流し、藤ノはクッションソファーをぽむぽむと叩たたいた。


    「文句があるなら、勝負しようぞ！　対戦ものも一通り揃そろっておるぞ。レースに格闘にパズル、シューティング。千鳥は何が得意か？　藤ノは、全部得意じゃっ」


    　はだけた胸元でゲームのパッケージを広げる藤ノは、子供の体をした千鳥以上に、子供のようだ。


    「……あたしが勝ったら、返却して。いい？」


    「うむ。考えてやってもよい」


    　千ち鳥どりは唇くちびるを強く結びながら、不承不承ソファーに座る。


    　藤ふじノのは喜び、満面の笑みを浮かべた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「ウソ言うな、バカうさぎ！」


    　百ひやく六ろくは伊い吹ぶきを見上げ、力一杯罵ば倒とうしていた。


    　伊吹は壁に背をもたれたまま、腕を組んで口を尖とがらせる。


    「マジだって。『雪女』の最後は、溶けて消えて終わり。間違ってねえよ」


    　伊吹と百六は、社しや務む所しよの軒下で雪風を凌しのいでいた。


    　しゃがみ込んだ百六の体には未いまだワイヤーロープが巻きつけられており、その先端となる掌てのひら形アンカーはしっかりと伊吹の手に握られている。


    　オリジナルの『雪女』を知らないという百六のために、伊吹は自分が知る限りの物語を話して聞かせてやったところだった。


    　むかしむかし、あるところに。お馴な染じみの語り口から入る日本昔話。


    　物語の始め、とある雪山にて若者と老人が遭難する。二人は小屋を見つけ、一泊。寝ている間に現れた雪女が、老人に息を吹きかけて凍死させてしまうのだ。


    「けど、若者も凍らせようと顔を近づけたとき、雪女は殺すのをやめるんだ。なんでかは知らねえ。イケメンだったんかな、そいつ」


    「そこはワーストエンドと同じなの！　恋するんだよね、雪女」


    　百六は知ってる、と声を上げた。


    「約束するんだよね。『私のこと、誰にも話さないなら殺さない』って。それで去ってくの」


    　それから数年の時がたち、若者は雪のように美しい娘を嫁にもらう。


    　二人の間には子供ができ、長い間、幸せに暮らした。若者も年をとり、子供も成長していく。しかし不思議なことに、娘の姿は変わらなかった。いつまでも若く、美しいまま。


    「それである日、酒に酔った旦だん那なが、思い出して話しちゃうわけだ。『年をとらないおまえは、いつまでも美しい。まるで昔、雪山で会った、雪女みたいだ』って」


    「バカだねえ！　絶対に誰にも話すなって言ったのに！」


    　──とうとう、話してしまいましたね。


    　その美しい娘は、みるみるうちに雪女へと姿を変えた。秘密を漏らしてしまったからには、この旦那や、彼との間にできた子供たちを殺さなくてはならない。


    　しかし彼女は、そうしなかった。


    「あれ……。なんで殺さなかったんだっけかな」


    「決まってんじゃん、愛だよ！　愛ゆえに、だよ。やっぱ素敵だよう、〝雪女スノー・レデイ〟」


    　百ひやく六ろくは嬉うれしそうに、物語に想いを馳はせる。


    　その表情が一変したのは、伊い吹ぶきによって語られたクライマックスを聞いてからだった。


    「だから殺せないから、溶けて消えちまったんだって。お終しまい」


    「はいっ!?」


    　伊吹の言葉に間違いはない。それが、現在一般的に伝わる昔話『雪女』の物語だ。


    　しかし百六は、その結末を認めなかった。


    「なんでよ！　なんで自分が溶ける必要があるの？　何ルールそれ。妖よう怪かいたちの中ではさ、そんな規約があるの？」


    「いや、知らんけどさ。おまえの持ってるワーストエンドの最後はどうなってんだ？」


    「秘密はバレちゃうけど、そのあと旦だん那なさまを凍らせるの。子供たちもね。凍らせて、ずっと側そばにいる。家族は末永く、それこそ言葉通り永遠に、仲良く暮らしました。めでたし、めでたし」


    「冷凍保存かよ。うわ、胸くそわっる。全然めでたくねーし」


    「溶けてなくなっちゃうよりかはマシだよ！　消えちゃうなんて、可哀かわい相そうだよ……」


    　百六はしょんぼりと、羽は織おったケープコートの襟えりに顔を埋うずめた。『雪女』の読み手である彼女にとっては、雪女が消えてしまう結末の方が、バッドエンドに映るのだろうか。


    　百六が喋しやべらなくなってしまったので、伊吹も黙って降り続く雪を眺める。薄暗くなった空の下、外灯に照らされた細かな雪が、浮かび上がって見える。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかでこうも降り続くのは珍しい。明日の朝には積もっているかもしれない。


    　寒さに伊吹は身震いをひとつ。パチンと小さく指を鳴らし、手の平に炎を発生させ暖をとる。ぽうっと柔らかな灯りが、伊吹の顔を照らした。


    「……しかし珍しいよな。自分の借りてる絵本のオリジナルを知らないなんて」


    「……そーお？　知る必要はないって、室長が言ったから」


    「室長って、あの〝イラストレーター〟か。変な名前のやつ」


    「変って言うな。失礼な奴っ！」


    　伊吹の言葉に、百六は自分のことを言われたかのように、ムッと頰ほおを膨ふくらませる。


    「変じゃないもん。あの名前、エルモって名前、自分でつけたんだよ。室長はストリートチルドレンだったからね。当時好きだった子供番組のキャラクターから、取ったんだって」


    「おお、あの赤いやつか。可愛かわいいとこあんのな」


    「私もいつか、〝百六〟とかじゃなくて、自分で自分の名前をつけるの。いつか、一人前の人間になったら」


    「人間になったらって……本当に妖怪みたいだな、おまえ。ま、頑張れよ、カッパ」


    「〝雪女スノー・レデイ〟だってば！　今までなんの話してたわけ!?」


    　百ひやく六ろくはキッと伊い吹ぶきを睨にらみつける。


    「ホントあんた嫌い！　バカにして。〝雪女スノー・レデイ〟だってさ、人間になれるんだよ。〝赤鬼レツド・オーガー〟だってなれたんだから。きっと私だって」


    「ん？　花はな詠よみのことか？　おまえ、読み手じゃなくて悪役ヴイランズだったのか？」


    「んなわけないでしょ！　例えば、の話だよ。ずっと一緒に過ごしていれば、立場なんて関係なくなるの。だから私もずっと、ずーっと一緒にいるの！　そしたら私もいつかは──」


    　きょとん、と目を丸くする伊吹に気づき、百六はハッと口を噤つぐんだ。


    　事情を呑のみ込み、伊吹はゆるゆると笑みを浮かべる。


    「ははん、なるほど。上司との禁断の恋か。いいねえ」


    「……う」


    　伊吹に冷やかされ、百六は頰ほおを赤くする。


    「お……？　おまえ、首怪け我がしてるじゃねえか」


    　見下ろす伊吹に指摘され、百六は反射的にコートへ顔を埋うずめ、首筋の傷口を隠した。学校での戦闘の際、取り憑つかれた兼かね亮すけに嚙かみつかれた傷跡だ。


    「隠すな。見せてみろ」


    「何！　やだ、やめて」


    　抵抗しようにも、両腕を縛られているためかなわない。


    　伊吹は百六の前に屈かがみ込み、ケープコートの前まえ襟えりをはだけさせる。傷口は、鎖骨から首の後ろにまで広がっていた。血は止まっているものの、赤く滲にじんだ傷口は見るからに痛々しい。


    　伊吹は顔を顰しかめる。


    「おまえこれ、痛いだろう……」


    「ふん。このくらい、なんともないよ。私は強いから、痛くなんかないの」


    　すました顔をする百六の額ひたいに、伊吹は軽くチョップを食らわせた。


    「わうっ」


    「アホか。痛いの我が慢まんすることを、強いなんて言わねーよ」


    　伊吹は立ち上がり、社しや務む所しよへと視線を向けた。


    「化か膿のうしちまうのが心配だな。ここ薬とかあんのかな」


    「いらないっ」


    「ほっとくと、ひどくなるぜ」


    「ならないっ」


    「おまえな……」


    　伊吹は今一度百六の前にしゃがみ込み、言葉に力を込める。


    「何突っ張ってんだ。強がって壊れるくらいなら、弱くたっていーんじゃねーの？」


    「やだ。弱くなんかなりたくないもん。……室長は、弱いの嫌いだし」


    「なんだそりゃ。おまえだって、弱点くらいあるだろう。あいつにだってあるはずだ」


    「室長にはないよ。私にだってない」


    「隠してるだけだろ」


    「違うし」


    　ムスッと唇くちびるを結ぶ百ひやく六ろくに、伊い吹ぶきは尋ねた。


    「ふん……。いいか？　オレはおまえに勝った。つまりオレは強いだろ？」


    「それは……二対一だったからであって……」


    「まあ聞け。けどそんなオレにだって、弱点はある。実はな、膝ひざを壊しているんだ」


    　言って伊吹は、自分の右足の裾すそを捲まくって見せた。その膝にはサポーターが宛あてがわれ、広範囲にわたってテーピングが施されている。


    「体を駆使するバイトしてっからな。けどこの膝じゃ、それもいつまで続けられるか、わかんねえ。オレが素早いのは、戦いを早く終わらせたいからだよ。いつだって焦あせってる。この膝は、長期戦に向かないからな。戦闘になるとすぐ、悲鳴を上げるんだ」


    「……え。戦ってたじゃん。さっきまで」


    「ああ。ぶっちゃけ一杯一杯だった。因ちなみに今は、左腕も使えねえ。ジャージの下は包帯巻いてる。この前、青あお髭ひげさんに撃たれたからな。けどわかんなかったろ？」


    「……だって君、笑ってたし」


    「つらいときこそ笑うんだよ。きししってな」


    　伊吹は歯を見せて、笑ってみせた。


    「生まれつき強い奴なんていねーよ。人ってのは、ボロボロになりながら強くなっていくんだ。だから怪け我がを恥じるな。それは弱さの印じゃねえ。頑張ったって証あかしだろ」


    「……」


    「ま、敵に見せるもんじゃあないけどな」


    「……そうだよ。バカじゃないの？　私に弱点教えてどうすんのさ」


    「じゃ、おまえの弱点も教えろよ。それでおあいこだろ」


    　伊吹は裾を下ろして、百六の隣に腰掛けた。


    「私は──」


    　弱点なんてない、そう言いたいところだったが、ひとつだけ、思いついてしまった。


    「……室長には、内緒ね？」


    「おう。もちろん」


    　百六は俯うつむき、恐る恐る呟つぶやいた。


    「……夜が、怖いの」


    「夜？」


    「夜、目が覚めたとき、なんだか凄すごく、寂しくなるの。とても静かで、独りぼっちになったような、そんな気がして。なんだかちっぽけな、弱っちい自分を、見つけてしまう」


    「へえ。じゃあ次、おまえと戦うときは、夜にすっかな。弱ってんだろーし」


    「ひど。じゃあ私は、膝ひざを狙ねらうの。執しつ拗ように」


    「おい。そっちの方がひどくないか？」


    　敵同士であるはずなのに、伊い吹ぶきと百ひやく六ろくは笑い合った。一ひと頻しきり笑い合って、再び辺りが寂せき寞ばくとした頃、伊吹は呟つぶやく。


    「言えよ。その、室長にさ。夜が怖いって。弱いとこも見てもらえよ。好きなんだろ？」


    「……」


    「弱いおまえも好きになってもらえよ。素直に言ったら、夜も一緒にいてくれるかもしんねぞ？」


    「……ん」


    　百六は小さく返事をして、再び襟えり元もとに顔を隠した。


    



    　音を立てて引き戸が開き、月つき夜よが姿を現す。


    　すかさず伊吹は立ち上がり、尋ねた。


    「どうっスか？　部屋、借りられそう？」


    「うん。一晩くらいなら、社しや務む所しよの客間を使っていいって。布ふ団とんも用意してくれるみたい」


    「よっしゃ。んじゃ早速、買い出し行ってくるっス。月つきにょんはご飯、何がいい？　リクエストがあれば」


    「私は──」


    　月夜は少し考えて、ポケットからがま口財さい布ふを取り出した。大きすぎるウサギのストラップのついたそれを、そのまま伊吹へと差し出す。


    「私は、何でもいい。それより、チョコレートを買ってきてほしいんだ。予想以上に、摂取量が多いから」


    「ああ、オオカミね。オッケ。おまえはご飯、何にする？」


    　伊吹は、百六に向き直って尋ねる。


    「私は……イカ焼き」


    「ねえだろ」


    「っ!?」


    　即答され、困惑する百六。伊吹は、やれやれと頭を搔かいた。


    「おまえも行くか？　行って自分で選べ」


    「え、いいの？」


    「ただし、傷の手当てをしてからだ。いいな？」


    　伊吹に念を押され、百六は不承不承、頷うなずいた。


    　　　×　　　×　　　×


    



    「〝白兎ホワイト・ラビツト〟、見て！　室長がいるっ」


    　コンビニの店内で百ひやく六ろくが声を上げ、伊い吹ぶきは瞬時に買い物カゴを手放した。


    「どこだ……！」


    　しかし拳を構え、周囲を見回すも異変は感じられない。


    「何してんの？」


    　百六が、きょとんと伊吹を見つめていた。


    「……？」


    　百六が視線で示したのは、商品棚の一角に並べられたストラップだった。海外の子供番組に登場する、赤色の可愛かわいいキャラクター。


    「……ま、確かに〝エルモ〟ではあるけどよー……」


    　脱力する伊吹の隣で、百六は目を輝かせる。


    「〝白兎ホワイト・ラビツト〟！　これの後ろも見たい！　見せて」


    　伊吹はストラップを指先に摘つまみ、裏返して百六に見せてやる。


    　コンビニへの同行を許可されているとはいえ、百六は捕虜である。ケープコートの下で後ろ手に回された腕は、今もしっかりと拘こう束そくされていた。


    　にもかかわらず、百六はコンビニでの買い出しを満喫しているようだ。


    「ねえ、これあげたら、室長喜ぶかな？」


    「さあ。喜ぶんじゃねーの。名前パクるくらい好きなんだろ」


    「だよね！　ね！　私もそう思ったの！　買う！　……と言いたいところでしたけども」


    　突然、意い気き消しよう沈ちんした百六に、伊吹は小首を傾かしげる。


    「なんだよ、どうした」


    「財さい布ふ、服と一緒に燃えてしまったの……」


    「……オレか」


    　先の戦闘を思い出し、伊吹は肩を落とした。百六の衣服は、伊吹の体当たりで黒焦こげになってしまっていた。


    「わかった、オレが出すから。これでいいな？」


    　伊吹はエルモのストラップを百六の鼻先で揺らし、レジへと向かう。


    　それからすぐに、背中に「あ」と声を聞く。


    「……待って。もう一個……。青いの。青いのも欲しい」


    「……ちゃっかりしてんなあ。自分のか？　それ、〝エルモ〟じゃないぞ」


    「でも、ほら、ペアっぽいでしょ？」


    　モジモジと頰ほおを赤らめる百ひやく六ろくを横目に、伊い吹ぶきはエルモの隣にある、クッキーモンスターを手に取った。


    「もうないな？　行くぞ」


    「あいあいっ！」


    　百六は嬉うれしそうに返事をして、伊吹の背中を追いかけた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　座敷の隅に、兼かね亮すけはうずくまっていた。暗い室内を、行あん灯どんが淡く照らしている。


    　窓辺の障子にちらちらと、降り続く雪の影を見つめていた。


    　飽きることなく、ただじっと。


    「笠かさ木ぎくん。いる？」


    　襖ふすまが開き、月つき夜よが入ってくる。行あん灯どんの灯あかりが僅わずかに揺れる。


    「部屋、使っててもいいって。笹ささ森もりくんは、百ひやく六ろくを連れて買い出しに行ったよ。チョコレートも買ってきてくれる」


    　声を出すのも億おつ劫くうで、兼亮は頷うなずき、無理に笑みを作った。しかしそれでは、人を文字で認識する月夜には通じないと思い直し、返事する。


    「……ありがとうございます」


    　ひどく掠かすれた声だった。


    「静かだね、ここは」


    　障子の隙すき間まから、中庭が覗のぞく。日の落ちた夕ゆう闇やみに、音もなく細ささめ雪ゆきは降り積もる。


    「座っても、いい？」


    　月夜が尋ねたので、兼亮は「ええ」と答えて、座敷机のチョコレートに手を伸ばした。本日の摂取量などはとうに数えるのをやめてしまった、板状のチョコ。


    　口内に広がる甘さが、まるで薬物のように、憂ゆう鬱うつを抑えてくれる。


    　と、目の前に座った月夜に驚き、顔を上げた。


    　月夜は膝ひざと膝がつき合わさりそうな距離に、ちょこんと腰を下ろした。兼亮は慌てて身を引く。その腕を、月夜が握って引き留める。


    　──この人は、無防備すぎる。


    　兼亮の気持ちを知ってか知らずか、月夜はじっと、オオカミに変異した手を見下ろしていた。


    「痛みは、まだある？」


    「……平気です。だいぶ収まってきました。チョコのおかげかな」


    　兼亮は小さく答える。高鳴る鼓動は食べ過ぎたチョコのせいか。それとも、内に潜ひそむオオカミのせいか。月夜がこの手に、触れているせいなのか。


    　兼かね亮すけは無理に手を離して、湾わん曲きよくした鉤かぎ爪づめを握り締めて隠した。


    「……私は、どうすればいい？」


    　月つき夜よは俯うつむいたまま、そっと尋ねた。


    「……？」


    　どうすれば、とは？　その質問の意図がわからず、兼亮は沈黙を返した。


    「君が絵本を借り続けたいと言ったとき、私は止めるべきだったんだ。誰よりも冷たくあろうなんて気取ってないで、ちゃんと危険性を伝えて、無理にでも──。君の中のオオカミの存在は、徐々に大きくなってきている。君は今、最悪の結末に向かっている」


    　膝ひざの上でぎゅっと手を握り、月夜は言葉に力を込める。


    　息遣いさえも聞き取れる静寂の中、月夜は滔とう々とうと続ける。


    「……その結末を作ったのは、私なんだ。私たち作り手が、悲劇を生み出したんだ。大きすぎる力を持ってしまった私たちは、こうしてまた誰かを、不幸にする」


    　感情が溢あふれ零こぼれるように、閉じた瞼まぶたの端から、一ひと筋すじの涙が滑り落ちた。


    　月夜は両手で顔を覆おおい、自らの力を拒絶した。


    「何も見たくない。何も感じたくないのに、この目は余計なものばかり映してしまう。嫌いだ。大嫌いなんだ。この目は特別であるはずなのに、苦しんでいる君をただ見つめるだけで、救うことすらできない。……私は、どうすればいいの？」


    　月夜は今一度尋ねた。


    「──どうすれば君の想いに、答えることができるの？」


    　蒼あおい瞳が、兼亮を見上げた。


    　涙で濡ぬれた虹こう彩さいが、行あん灯どんの灯あかりに煌きらめいてた。


    「私には、何にもできないよ。だからもし。耐えられなくなったなら、私を食べてもいいよ」


    「……」


    　兼亮は鉤爪を丸めたまま、月夜の濡れた頰ほおに触れた。


    「……心臓の音が、聞こえます」


    　それから、僅わずかに震ふるえる呼吸音。


    　恐れているのだろうか。怯おびえているのだろうか。〝少女嗜し好こう〟のオオカミの前に、無防備に体を投げ出すのには、相当な勇気がいるのだろうな、と思う。


    　どうせ噓うそはつけないのだ。ありのままを言えばいい。


    　自分の気持ちを、包み隠さず。


    「……このオオカミの耳のおかげで、帯おび刀なたさんの声をよく聞くことができるし、このオオカミの目のおかげで、暗がりの中でもこうして、あなたの顔を見ることができる。……それだけでも、この姿になった価値があったと、俺は思いますよ」


    「……」


    　月つき夜よはじっと、兼かね亮すけを見つめていた。


    　伝わっているのか、わからないまま、兼亮は続けた。


    「けど俺はオオカミではないから。だからあなたを、食べはしない。この口はこうして、あなたに気持ちを伝えるためにあるんだ。あなたが俺を、読まなくてもいいように」


    　無駄なことと知りながら、兼亮は静かに笑ってみせた。


    「俺はこうして、帯おび刀なたさんの側そばにいられることが、嬉うれしいんです。だからどうか、謝あやまらないでほしい」


    　表情を変えない月夜は、まるで精巧な人形のように思える。


    　受ける印象は出会った頃のまま。しかし出会った頃とは違って、その心には人一倍の感情が渦巻いていることを知っている。負けず嫌いで強ごう情じようで、悲劇で終わる結末を変えようと奔ほん走そうする姿は、とても人間らしい。だから支えたいと思ったのだろう。


    　だから好きに、なったのだろう。


    「もしも俺が我を失ったら、笹ささ森もりが俺を止めてくれます。悔いはありません。自分で考えて、自分で決めた結末ですから。もちろん、悲劇ではありませんよ。死ぬ間際、俺はきっと今このときを思い出して、にやにやと笑ってる」


    「……君は今、笑っているの」


    「ええ。笑っていますよ」


    「……私には、見えないよ」


    　言って月夜は、兼亮に体を重ねるように、腕を伸ばす。布の擦すれる音がして、白く冷たい手の平が、兼亮の頰ほおに触れた。


    「……君の顔を、見てみたいな」


    　月夜の言葉はチョコレートに勝まさる。


    　兼亮は深い安らぎの中、目を閉じた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「千ち鳥どり。おまえの話を聞いていると、そのオオカミが男前には、とても思えんのだが」


    「……別に、男前だなんて言ってないでしょ」


    　薄紫の花咲く地下室で、千鳥と藤ふじノのは並んでテレビに向かっていた。


    　上下に区切られた画面では、それぞれが選んだキャラクターが車に乗り、レーシングコースを走っている。ただし勢いよく景色が流れていくのは上の画面だけ。千鳥の選んだキャラクターは、のろのろとマイペースに進んでいた。


    　部屋に設置されたスピーカーからは、軽快な音楽とエンジン音が流れている。


    　藤ノはハンドル型コントローラーを握りながら、隣の千鳥を覗のぞき見て尋ねた。


    「へたれで、弱くて、ちょくちょくバカとな。そんな奴がどうして、おまえの心を揺らす」


    「……別に、揺らされてなんか……」


    　千ち鳥どりもまたハンドル型のコントローラーを両手で握ったまま、小さく答えた。


    「……あたしは、自分が嫌いなの」


    「知っておるよう。だから『白雪姫』の読み手なのだろ」


    〝自己嫌けん悪お〟、それが『白雪姫』の悪役ヴイランズ、〝いじわる王妃〟を象徴する属性である。


    「……弱い自分が嫌いだったの。誰にも、弱いところを見せたくなかった。だから強くなるために、意地張ってたんだ、きっと」


    　かつて千鳥は一度、月つき夜よを裏切った。強い自分になるためには、非情にならなくてはいけなかった。しかし自分についたその噓うそは、兼かね亮すけに見透かされていた。


    「〝弱くて嫌いな自分〟になりたくなくて、あたしは結局、〝強くて嫌いな自分〟になってたんだわ。どっちにしたって自分が嫌い。もうどうしようもなくって、何を頑張ればいいのかもわかんなくなって。そんなあたしを……あいつは、それでも好きって、言ってくれたの」


    　ぼんやりとテレビ画面を見つめながら、千鳥は呟つぶやく。


    「……自分自身でさえ認められなかったあたしを、あいつが、認めてくれたのよ」


    「ふうん？」


    　ニマニマとその横顔を見つめる藤ふじノのに気づき、千鳥は「何よ」と睨にらみつけた。


    「いやぁ？　好きと言われて、好きになっちゃった系かなあと思うて」


    　ボッと千鳥の顔が赤く染まる。


    「違うし！　だからつまり、あたしが言いたいのは、あいつは！　へたれだから、誰かの痛みに敏感なのよ。弱いから他人の弱さにも気づいてしまうし、しかもちょくちょくバカだから、それを放っとけないの。取り憑つかれた親友を最後まで護まもろうとしたり、あたしを、鏡の中まで追っかけて来てくれたり──」


    「来て、くれたり？」


    　向けられた好奇の眼まな差ざしに耐えられず、千鳥は俯うつむいた。


    「……だからつまり……恩があるの。あいつは弱いくせに、自分でそれを知ってるくせに、ずっと戦ってる。だから今度はあたしが、あいつを認めてあげたいのよ」


    「なるほど」


    「だからお願い。ゲームなんかやってる場合じゃないの。『赤ずきん』を返却して」


    「それとこれとは話が別じゃ」


    「……っこの、役立たずっ！　ここまで喋しやべらせておいてなんなの!?」


    　千鳥の投げたハンドル型コントローラーが、ぽむ、とクッションソファーに沈む。


    「役立たずとな!?　この緘かん獅じ子しの血を愚ぐ弄ろうするかっ」


    「あんたなんかただの引き籠こもりじゃない！　返却できないんじゃ、普通の血と変わんないわ」


    「できるわっ。けど札ふだがないんじゃあ、仕方ないじゃろう！」


    「……は？　札？」


    　ふん、と子供のようにそっぽを向いて、藤ふじノのは唇くちびるを尖とがらせる。


    「『赤ずきん』の貸出カードは破られてしまったのじゃろ。なら新たなカード──術を施ほどこすための札が必要じゃ。ここにはない」


    「それ……どこにあるの？」


    「研究所のどこかじゃろ。だが藤ノは出歩けん。今すぐに返却するのは無理なのだ」


    「……無理とか言わないでよ。出歩けないって……あなた、監禁されてるの？」


    　千ち鳥どりは改めて部屋を見渡した。地下にあるこの部屋は、当然窓などはない。なぜか異常なほど植物は茂っているが、日の光は届かない。


    「でもドアは、鍵かぎされてるわけじゃないじゃない」


    「そうじゃ。だから監禁ではない。藤ノは自らの意志で、ここに祀まつられてやっておるのだ」


    「祀られて……？」


    　ドアの内側には、真っ赤な鳥居がそびえ立つ。それはまるで、藤ノを封じているかのように。


    「……わかった。じゃあ、テレビを消して。テレビ画面の鏡面を通って、あたしが札を捜してくるから」


    「やめておけ。とうに日は沈んでおる。鏡の中には怪物たちがおるぞ」


    「いたって行くわよ。隠れながらでも」


    「食われにか？　百ひやく七しちの力は見たろう。能力同士には相性というものがある。『鏡の国のアリス』の〝謎かけ屋ハンプテイ・ダンプテイ〟は、鏡を扱う〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟にとって天敵じゃ。あれの率いる怪物は今まさに、おまえを捜しておるぞ。鼻のきくラースが、たんとおる」


    「……じゃあ、どうすればいいわけ？」


    「朝を待て。怪物が消えてから行けばよい」


    「……」


    　そう言われてしまえばどうしようもなくて、千鳥は不承不承、コントローラーを手にする。朝を待つ以外に、方法はないのか。いろいろと模索しながら、その過程でふと疑問が過よぎった。


    「……あなたはここで、何をやってるの？　〝イラストレーター〟みたいに、働いてるわけじゃないんでしょ」


    「働いてるように見えるか？」


    「ニートに見えるわ」


    「傷ついた」


    「じゃ訊きかないでよ」


    　千鳥は容よう赦しやがない。藤ノはしぶしぶ口を開いた。


    「……これは罰じゃ。七年前の火災を引き起こし、みなを焼死させた罰」


    「火災？　小こ日向ひなた製薬の？」


    「そう。藤ふじノのが札ふだの効力を見誤った。本来あれは、一週間で効果が切れるようなものではなかったのだ。〝貸出期間〟という概念など、本来なら存在せん。一度名を記せば、能力を借り続けることができた。返却しない限りな。そういうシステムであったのだ」


    「……思っていたより、あなたの力が弱かったってこと？　でもそれは、事故みたいなものじゃない。あなた一人が罰を受けるなんて……」


    「事故などではないよ。あれは、意図して起こされた災さい厄やく」


    　千鳥の言葉を、藤ノは力なく否定する。


    「一週間にされていたのだ。藤ノの力は、壊されていた」


    「……壊されていたって、誰に？」


    「うむ。〝エディター〟と言えばわかるか？」


    「編集者……？　作り手の一人ね」


    「そう。月つき夜よの瞳のオンオフ機能を壊した能力者じゃ」


    　──〝能力を壊す能力〟。


    　千ち鳥どりは、顔が黒く塗り潰つぶされた月夜のデッサン人形を思い返した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「姉あね様」


    　七年前の小こ日向ひなた製薬工場内。電気の落ちた薄暗い図書室にて。エディターは机上に寝そべる藤ノを見つけ、声をかけた。


    　藤ノは声に反応し、緩かん慢まんに体を起こす。


    「ほう。……珍しいの。おまえが藤ノの側そばに寄るとは。今日はあの男にくっついてなくてよいのかや？」


    「……先生からは、姉様のご様子を見てくるようにと、そう言われました。風か邪ぜを患わずらわれているのに、こんなところで、何をされているのです……」


    　エディターは、蚊の鳴くような声で尋ねる。小さく、弱く、自信なさげに。これが陰に生きてきたエディターの話し方。それは施設に来てからも変わらない。


    　静寂でなければ、その言葉は藤ノへと届くことさえかなわなかっただろう。図書室内に、他の子供たちの姿はなかった。


    「んむぅ？　体が火ほ照てって仕様がなくての。冷たい箇所を探していたら、ここに辿り着いた」


    　言って藤ノは机の表面をなぞり、恍こう惚こつとして訴える。


    「……ひんやりして気持ちいいぞ。頭がぼうっとするわ」


    「……猫ですか、あなたは」


    「それにほら、風ふ情ぜいがあろう」


    　藤ふじノのは中庭へと振り返った。白い壁で囲まれた小さな中庭。そこには樹木が一本だけ植えられており、落ち葉を散らしたその上に、雪が降っていた。この地方に雪は珍しい。


    　音もなく降り続く雪の影が、藤ノの座る机の表面を滑ってゆく。


    「……いよいよ、〝お披ひ露ろ目め〟の日が来るの」


    　藤ノは窓の外を見上げながら、囁ささやくように言った。


    「藤ノたちの力が、世に認められる日が来るのだ」


    　エディターは藤ノの後ろ姿を、じっと見つめる。


    　年の頃一二歳。藤ノはまだ子供であるはずなのに、長い髪を机上に垂たらすその姿は、どこか艶なまめかしい。着崩した羽は織おりからは、白い肩口が覗のぞいていた。


    　エディターは藤ノの背中に尋ねた。


    「……認められれば、僕も外に、出られるでしょうか……」


    　秒針の音に打ち消されてしまいそうな、微かすかな声で。


    　藤ノはエディターへと振り返り、眉まゆ根ねを寄せる。


    「何じゃおまえ、一丁前に、外に出たいのか」


    　エディターは逃げるように、目を伏せた。


    「……外には、たくさんの物語があると聞きました。憧あこがれるのは、罪でしょうか」


    「くふ、影が光を求めるとはの。あの男にほだされたか」


    「……先生は、約束してくださいました。僕を、連れていってくださると。共に旅を──」


    「噓うそじゃな」


    　その言葉を容よう赦しやなく遮さえぎり、藤ノは笑った。


    「のう。あの男が藤ノらをちやほやするのは、藤ノらに特殊な能力があるからじゃ。その力を発揮できるのが、この施設。よく考えてもみろ。あの男に、ここを出てまで、おまえの世話をする義理があろうか」


    　伏せたエディターの瞳が揺れる。


    「……けど、先生は僕と約束を……」


    「聞け。藤ノが思うに、奴は甘かん味みじゃ。子供たちを手て懐なずけ、実験を上う手まく回すための、飴あめ。現におまえは率先して実験に参加しているようではないか。あの男に、褒ほめられたいがために」


    「違います。僕は、そのようなつもりは……」


    「ほう？　じゃあなんのために？　藤ノはごめんじゃ。注射針を刺されたり、強い光を当てられたり、体中を弄いじくり回されるのはな。おまえがそれに耐えられるのは、先生のためではないのかや」


    「……僕は──」


    「あの男の優しさは効こう果か覿てき面めんじゃ。おまえを見ていれば歴然と知れよう。ちょろちょろと軽かる鴨がものように先生のあとばかりついていきよる。何とかならんのか、おまえ。評判悪いぞ？　藤ふじノのは姉として、恥ずかしい」


    「……僕の、勝手では、ありませんか」


    　俯うつむいていたエディターが、そっと藤ノを睨にらみ上げる。


    「僕は〝エディター〟として選ばれたんだ。もう、あなたの影ではないんだ。あなたが恥ずかしがることなんか、一つもないっ」


    　その瞳が、紅色に染まっていた。


    　感情が昂たかぶると発現する〝エディター〟を象徴する色──。


    「ほう……。驚いたのう。おまえが藤ノに逆らうのは、初めてではないか？」


    「……し、失礼しました」


    　エディターはハッとして目を伏せる。


    　藤ノは目を細めて笑った。そうして、くたりと机上に横たわる。


    「構わんよ。確かにおまえの言う通りじゃ。おまえはもう、藤ノの影ではなくなったのだな、のう、〝エディター〟？」


    　机に頰ほおを引っつけたまま、藤ノはニマニマと笑う。その頰は、ほんのりと上気していた。


    「……それに関しては、な。藤ノはおまえを誇らしく思うぞ。空恐ろしいと敬遠されていたとはいえ、ただ暗示にかける程度の力であったおまえが、今や作り手に抜ばつ擢てきされるほどの能力者なのじゃからのう。これもあの男のためか？」


    「……期待に応えたい……とは、思っています」


    「本当に、大切に想っておるのだな」


    　それから藤ノは、そっと目を閉じた。


    「あの男が親切であることは、藤ノも認めておる。風邪薬を飲ませてくれたし、おまえがここに来てくれたのも、先生の計はからいなのだろう？」


    「……姉あね様。もうお部屋でお休みになった方が」


    「失礼します」と断りを入れて、エディターは藤ノの手の平を握った。


    「薬はぽわぽわするばかりでよう効かんが、久しぶりにおまえと話せて嬉うれしかったよ。……おまえの手は冷やっこいなあ。気持ちがよい」


    「……ひどい熱だ」


    　エディターは藤ノの手を握ったまま、その顔を覗のぞき込んだ。


    　そうしてそっと、こう囁ささやく。


    「姉様──。〝この熱は、あなたの能力が一週間以上続くことを、許さない〟」


    「ふふ。いくらなんでも。緘かん獅じ子しの血は、熱で薄くなるほど柔やわではないよ」


    　このとき藤ノの力を壊したのは、熱ではなく、紅あかく灯ともったエディターの瞳だった。


    　藤ノが、自分の能力が壊されていると気づくのは、〝お披ひ露ろ目め〟当日を迎えたときだった。

  


  
    第四話　十二月二十三日──朝


    



    　暖房が作動しているおかげで、部屋の中は暖かい。


    　兼かね亮すけは毛布を肩から羽は織おり、部屋の隅でじっとうずくまっていた。


    　一晩中、じっとしたまま、横にはなっていない。疲労はあったが、眠れる状態ではなかった。何より、意識を手放すことが怖い。


    　床とこの間まにはラジオデッキが置かれ、ニュースキャスターが今日の天気予報を伝えていた。大寒波の襲来による豪雪。今朝になってやんだ雪は、夜にはまた、降り始める恐れがあるという。


    　座敷テーブルがどかされた畳の上に、敷かれた布団は二組。捕虜である百ひやく六ろくと、伊い吹ぶきの分が、それぞれ部屋の隅に敷かれていた。しかし夜遅くまでお喋しやべりに花を咲かせていた二人は、結局座敷の中央で、力尽きた兵士のように眠っている。


    　いびきをかく伊吹の、眠る直前の言葉を思い出す。


    「少しは寝ろ、オオカミ。オレが見張っててやるから」


    　そう宣言した約五分後の就寝だった。あまりにも頼りにならず、不安になる。


    　オオカミの隣で、よくもこう熟睡できるものだと呆あきれた。ずいぶんと神経の図太いウサギだ。


    　月つき夜よだけは、社しや務む所しよの別の部屋で眠っていた。ウサギが頼りにならない今、月夜には自分の側そばにいてほしくはない。きちんと眠れているだろうか、と兼亮は月夜を想い、瞼まぶたを閉じる。


    　と、兼亮の獣じみた鋭い感覚が、人の気配を察知する。


    　音を辿たどれば誰かが廊下を歩き、玄関の扉を開けて出ていったように思う。


    　社務所には、四人の他に人はいないはずだ。ならば出ていったのは月夜だろう。


    　窓際の障子が薄明るく白み始めていた。


    　取り憑つかれて、二日目の朝が来る。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「朝よ。出発するわ」


    　薄紫の花に囲まれて、千ち鳥どりはぱっちりと目を開いた。


    　体の小さな千鳥は、藤ふじノのの胸に埋もれてしまっている。千鳥を抱き枕のように抱き締めたまま、藤ノが寝ぼけ眼まなこを擦こする。


    「んむぅ……。んんー？」


    　ふわあ、とひとつ大きな欠伸あくびをして、藤ノは今一度千鳥を抱き締めた。


    　頰ほおに押しつけられる柔らかな胸を押し返して、千鳥は声を上げる。


    「ほら、朝よ！　鏡の中を通ってここから出るわ。貸出カードを見つけないと」


    「……おお。おお？　千ち鳥どり、おはよう」


    「はい、おはよう！　早く起きて準備してよ。あたしひとりで行っちゃうよっ？」


    　つけっぱなしのテレビ画面からは、朝のニュースが流れていた。今現在の街中の様子を映し出している。人のまばらな交差点に、うっすらと雪が積もっていた。


    



    　研究所内を進んだ先。長い廊下を挟んで、ルームプレートのない部屋のドアが並んでいた。


    　全てを見て回るには時間がかかるだろうし、開かないドアだってあるだろう。これから行う探索の難しさに千鳥は溜ため息をついたが、藤ふじノのの言う札ふだ──貸出カードの元となる和紙は、意外にも簡単に見つかった。


    　藤ノが研究員の一人を捕まえ、脅おどしたからだ。


    「藤ノ様っ！　どうしてここに!?」


    　ひょろ長い研究員の取り乱す様からは、藤ノに対する畏い怖ふが感じられた。この女性の、何がそんなに恐ろしいのだろうと千鳥は眉まゆを寄せる。ともあれ助かった。子供の姿である千鳥では、どんなに怖い顔をして脅そうとも、研究員がカードの場所を案内してくれることはないだろう。


    　貸出カードは、ドアを抜けたさらに先の、開発資材室にあった。


    　やはり白い壁に囲まれた、天井の高い空間。窓はないが、蛍光灯の明かりが眩まぶしかった。


    　──ゴン、ゴン。


    　どこからか、不可解な打撃音が聞こえていた。首に巻いたスノーホワイトが、音を気にして鼻先をひくひくとさせる。


    「……この音は、何？」


    　千鳥が尋ねても、研究員は「さあ」と首を捻ひねるばかり。「ほれ、さっさと案内せい」と藤ノに背を押され、ひぃと悲鳴を上げて足を速める。


    「おお。これじゃ、これこれ」


    　立ち並ぶ棚と棚の間で、藤ノは満足そうに頷うなずいた。その手に乗せた緑色の束は、確かに貸出カードと同じ材質だった。番号の振られた帯で束ねられ、棚に幾つも重ねられている。


    「よかった！　これで返却できるわね」


    『赤ずきん』を胸に抱いた千鳥もまた、喜びの声を上げた。その肩からスノーホワイトが飛び降り、棚の向こうへと駆けてゆく。


    「あ、スノー！　どこ行くの」


    　千鳥は、スノーホワイトを追いかけた。


    　ゴン、ゴンという打撃音は未いまだ鳴り続いている。その音は、足を進めるにつれ、だんだんと大きくなっているような──。


    　スノーホワイトは、とあるアクリルガラスの前で足を止めた。ガラスを見上げ、びくりと毛並みを逆立てて、千ち鳥どりの元へ駆け戻る。


    「どうしたの、スノー……？　中に、何かいるの……？」


    　怯おびえるスノーホワイトに尋ね、千鳥は恐る恐るガラスの中を覗のぞき込む。


    「ひっ」


    　厚いガラスに額ひたいをつけて、鬼の形ぎよう相そうでこちらを睨にらむその巨体の名は、如月きさらぎシェリー。エルモに攫さらわれた『不思議の国のアリス』の読み手だった。


    



    　如月シェリーには、眉まゆ毛げがなかった。


    　千鳥は顔を顰しかめ、憐あわれみを言葉に含ませる。


    「ひどいことするわ……。女の子の眉毛を奪うなんて、許せない……！」


    「うっさいわね、ノーメイクなのよ。知ってて言ってんでしょ、あんた」


    　研究員のパスを使って解放されたシェリーは、清せい潔けつな病衣を着ていた。ムームーのようなゆったりとした服に、その大きな体はすっぽりと包まれている。


    「ああ、そうなの。顔が違うから何事かと思ったわ。まあ、体の大きさですぐわかったけど」


    「はっ。笑っていられるのも今のうちよ、おチビちゃん。言っとくけど、[image: ]やせてきてるって実感があんのよ。ここのご飯めちゃくちゃカロリー低いから」


    「へーえ。なんだ、ダイエット合宿中だったの？　出すんじゃなかった」


    「む。それに関しては礼を言うわよ。クラブもネイルもない監禁生活だなんて、頭おかしくなっちゃうとこだったわ」


    「……あの様子じゃ、もうおかしくなってたっぽいけどね」


    　千鳥は小さく呟つぶやいた。ガラスに打ち続けたシェリーの額は未いまだ、赤味を帯びている。


    　シェリーは気を取り直して腰に手を当て、今はもう巻かれていない金髪を搔かき上げてみせる。


    「さあて、何するの？　読み手たちの救出？　この施設の破壊？　運がいいわね、生い駒こま千鳥。この〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟が味方につけば、恐れるものは何もないわっ」


    「なんじゃ、このデブは」


    　藤ふじノのがさらりと傷つけて、シェリーは膝ひざから崩れ落ちる。


    「『不思議の国のアリス』の読み手よ。ほら」


    　千鳥は、シェリーの足元に落ちていた人形を摘つまみ上げた。「にー、にー」とジタバタ手足を動かして暴れるそれは、二頭身にデフォルメされたマスコットのように見える。顔の表面にはハートが描かれ、〝３〟と番号が振られている。


    「ほう。トランプの兵か」


    　藤ノは顎あごに手を当てて、まじまじと人形を見つめた。トランプの兵は、シェリーの借りた力、〝兵を率いる能力〟によって生まれた私兵だ。一体だけでなく、クイーンを除いたハート柄のトランプと、それにジョーカーを加えた一三枚分、存在する。


    「シェリー、こっちは緘かん獅じ子し藤ふじノの。〝プリンター〟よ」


    　千ち鳥どりはトランプの兵をシェリーの頭に乗せて、藤ノを紹介した。


    「プリンター……？　え？　ウソ、作り手!?」


    　同じ作り手であるエルモに、よほど強い恐怖を植えつけられているのか、シェリーは藤ノの肩書きに怯おびえ、床に尻しりをつけたまま、ずりずりと後退した。


    「……大丈夫、この人は味方よ。たぶん。ねえ？」


    「さて。どうかの」


    　とぼけた笑みを浮かべる藤ノ。


    　その向こうに、千鳥はデスクを発見する。


    「ふ、藤ノ……。電話！　電話があるわっ」


    「なんじゃ、そんなにも珍しいものか？」


    　藤ノが答えたときにはもう、千鳥はデスクへ向かって駆けていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「日本の冬は厳おごそかでいい。降り続く雪を〝しんしん〟と表現するあの感性は好きだぜ。静寂な雰囲気が滲にじんでるよな。擬音語のくせによう」


    　喋しやべるたびに、吐息が白く空気に滲む。エルモは厚手のコートに手袋という格好で、獅し子し神がみ神社の境けい内だいに立っていた。


    「喧やかましいのはごめんだ。おまえもそうだろう？　七年前のクリスマスイブみたいによ、悲鳴と泣き声の響き渡る聖夜なんてのは、うんざりだ」


    「……メリークリスマス。エルモ」


    「まだ早えよ、月つき夜よ」


    　エルモと向かい合って、月夜は立っていた。その首元にはマフラーが巻かれている。


    　冷えた朝の空気のせいで、鼻の頭が、赤く染まっていた。


    　境内は銀世界の中にあった。神社を囲む山々も、昨日の戦闘の跡が残る石畳も、全て雪に覆おおわれている。


    　雲ひとつない真っ青な空の下、赤い鳥居がじっと雪を被かぶって立っていた。


    　平板な月夜の声が、澄み切った空気に触れる。


    「約束は守ってもらう。『赤ずきん』の返却に協力すること。それから、笠かさ木ぎくんと笹ささ森もりくんには手を出さないこと」


    「ああ。目下の目的はおまえを連れて帰ることだ。絵本さえあれば、返却はうちにいる〝プリンター〟にさせる」


    「うん。絵本は千ち鳥どりが持ってる。連絡が取れれば、すぐに渡してもらうようにする」


    　ひとつ頷うなずいたあと、月つき夜よは歩き出した。


    　小さな足跡が、エルモの元へ向かって伸びる。


    　月夜が目の前にまで来たところで、エルモが「お」と声を上げた。


    「確認していいか、月夜。相手が攻撃してきた場合、俺は反撃せざるを得ないよなあ？」


    「……？」


    　振り返った月夜は、視線の先にオオカミを見た。一面、白の世界に浮き立つ、黒のケープコート。


    「……帯おび刀なたさん。どこへ」


    「……笠かさ木ぎくん。もう一日、耐えてほしい。『赤ずきん』は、必ず返却するから」


    「……もちろん、そのつもりですよ。一日と言わず二日でも、三日でも。あなたが耐えろと言うのなら、一週間でも、耐えてやります。なのにどうして、そいつのところに。俺は、耐えられるのに」


    　兼かね亮すけに見つめられ、月夜はその蒼あおい目を伏せた。


    「私は、〝作り手〟なんだ。君をそんなふうにした、張本人なんだよ。私にできることは、巻き込んでしまった君を、元の日常に戻すことだよ」


    「だからそいつに従って、研究所へ……？　また、実験に荷担するんですか？　また悲しい結末の物語を作るんですか？　あんなにも、悲劇を嫌いやがっていたのにっ」


    　兼亮は構える。広げた両腕に、禍まが々まがしいオーラを纏まとう。


    「帯刀さん。あなたを、連れては行かせないっ……！」


    　気が昂たかぶると同時に、内に潜ひそむオオカミが暴れ、強く心臓を締めつけた。


    　──邪魔をするな、オオカミ。


    　兼亮はささめき、歯を食いしばる。


    「笠木くん……！」


    「下がれ、月夜」


    　月夜の肩に手を添えて、エルモが前に出た。


    「あれはオオカミだ。見ろ、おまえを食いたがってる。耳を傾けんなよ。俺が退治してやるぜ」


    　肩掛けの鞄かばんからタブレットを取り出し、指先を嚙かんで手袋を外す。それから液晶画面に人差し指を走らせ、真っ白なアロワナを召しよう喚かんした。人一人を丸呑のみできそうな大きな魚が、長い髭ひげをたなびかせ、透とう徹てつの空に跳ね上がる。


    「待って、エルモ。私が、話をする」


    　月夜は声を上げ、兼亮へと向き直る。


    「仕方がないんだ、笠木くん。あの研究所が、きっと私の居場所だから」


    「……」


    　兼かね亮すけは胸の内のオオカミを静めながら、じっと月つき夜よの声に耳を傾ける。


    「君は、私の前では噓うそをつけないと言ったけれど。私は、君に噓をつくことができる。私は君に、言っていないことがある──」


    　風が吹き、月夜の長い黒髪をなびかせる。


    　風音に搔かき消されないように、月夜は思いきり声を張る。


    「私は、小こ日向ひなた光こう輝きの娘なんだ」


    「……？」


    　突然登場した〝小日向〟の性に戸惑う。小日向光輝。ワーストエンド・シリーズを作った小日向製薬の社長であった男。


    「小日向製薬の〝小日向〟は、一般的なコヒナタを呼び名として使っている。けれど私の家系の場合、本来の読み方は、オビナタなんだ。私の名前は、小お日向びなた月夜。私が、あの男の、超能力研究のきっかけとなった元凶」


    「……小日向、月夜……？」


    　月夜は頷うなずき、兼亮は尋ねる。


    「……初めて会ったあの日、部室で黒板に〝帯おび刀なた〟と書いた。あれは、噓だった……？」


    「噓だった」


    　月夜は真まっ直すぐに兼亮を見つめたまま、滔とう々とうと続けた。


    「『赤ずきん』は、小日向製薬が作ったものだったから。君の親友を貶おとしめた原因が、小日向製薬にあったから。だから咄とつ嗟さに、〝小日向〟の性を隠したんだ。君が敵に回らないように。君を、利用するために」


    　月夜は一度目を伏せ、呼吸を整える。


    　それでもすぐに顔を上げ、その蒼あおい瞳に兼亮を映す。


    「君が絵本集めを手伝いたいと言ってくれたときも、私は名前を明かさなかった。その方が、都合がよかったから。君はずっと、私を優先してくれていた。感謝しているよ。護まもってくれて、嬉うれしかったよ。……でも私は、君の気持ちに応えることはできない」


    



    　──ごめんなさい。


    



    　謝あやまらないでほしいと言った兼亮に、月夜は敢あえて、謝罪した。


    「短い間だったけど、楽しかったよ。絵本集めは、ここで終わりにする。君たちはもう用済み。私たちの物語はお終しまい。だから君はもう、絵本を借り続ける必要はないんだ」


    「さよなら」そう言って踵きびすを返した月夜を、兼亮は今一度引き留めた。


    「帯刀さん！」


    　振り返った月夜に、何を言えばいいのか。この少女をどうすれば救えるのか、兼亮には、わからない。


    「……それは、本当の気持ちですか。これが帯おび刀なたさんの、望んでいた結末ですか」


    「……私は、誰よりも冷たくあろうとしているんだ。ちゃんとそう、なろうとしていた。だからもう、追いかけてこないで。護まもるなんて、言わないで。私の心を揺らさないで。揺さぶらないで。私をもう──苦しめないで」


    「……」


    「そしてどうかこんな私のために、苦しまないで」


    　空に浮かぶアロワナが、月つき夜よを丸呑のみにする。


    　エルモは兼かね亮すけに笑いかけた。


    「読み手でなくなる貴様は、取り敢あえずは、〝保護〟対象から外れるだろうな。月夜に感謝しろよ。もしかすると、日常に戻れるかもしれねえぜ？」


    　しかし兼亮は、応えない。ただじっと、月夜を食べたアロワナを見上げていた。


    「……なんか言えよ、つまんねえな」


    　エルモは笑みを消した。そしてアロワナを側そばに従え、その背に腰掛ける。


    　長い尾をくねらせ浮かび上がっていくアロワナを、兼亮は黙って見送った。


    　　　×　　　×　　　×


    



    　冷風が雪原の表面をさらい、粉雪を舞い上げた。髪に、コートに、禍まが々まがしい腕に、うっすらと雪が張りつき、白みがかる。


    　雪原は日の光を受けて、きらきらと輝いていた。


    「はっ……はあっ……」


    　兼亮は、自分の体を雪の上へと放った。頰ほおに刺すような冷たさを感じながら、オオカミが静まるのを待った。


    　気持ちがだいぶ落ち着いた頃、コートのポケットで着信音が鳴った。


    　見知らぬ番号。聞こえてきたのは、千ち鳥どりの声だった。


    『……もしもし。兼亮……？』


    　声を潜ひそめ、恐る恐るといった様子で、兼亮の名を呼んでいる。


    『もしもし……？　無事なの？　おーい。ちょっと……。え、ウソ、兼亮？　いるの……？』


    　いよいよ声が震ふるえ始めた。


    　兼亮は静かに返事をする。


    「いますよ」


    『もっ……もうっ！　バカ！　いるなら返事しなさいよっ。死んじゃったのかと思ったじゃないの……！』


    　千ち鳥どりの声がどこか懐かしく思え、兼かね亮すけは小さく笑った。


    「死んでたら電話取れないでしょう」


    『取って死んだかもしれないじゃん！　無事なの？　オオカミは？　取り憑つかれてるの治ったの？』


    「いえ。治りません。チョコで必死に抑えてます。生い駒こまさんは、今どこに」


    『ふふ。聞いて驚かないでよね。なんとね？　ＰＯＭの研究施設の中にいるのよ！』


    「ああ。そうですか」


    『ちょっと！　ちゃんと驚け！　どんだけ冒険してここまで来たと──』


    「もしかして、捕まったんですか？　でも元気そうだ」


    『捕まってなんかないわ。鏡の中を通ってエルモをつけたのよ。その……あんたの絵本はあたしが持ってるから。これから返却するよ？　いい？』


    「生駒さん」


    『何？』


    「わざわざ俺のために、そんな危険を……？」


    『べ、別に、あんたのためにってわけじゃないんだから。研究所ってあたしも興味あったから？　ちょっと散策がてらついでに返却するってだけなんだから。調子乗らないでよね？』


    「すみません」


    『別に。……謝あやまることじゃ、ないけど……』


    「ありがとうございます」


    



    「……うん」


    　静まり返った開発資材室にて。スピーカーボタンの光る電話機を見下ろして、千鳥は小さく頷うなずいた。


    　デスクの側そばにしゃがんだ藤ふじノのが、ニヤニヤと千鳥の顔を見上げている。


    　部屋の片隅では、身ぐるみ剝はがされた研究員を、シェリーがコードで縛っていた。その肩には、研究員から奪った白衣を羽は織おっている。


    　兼亮の無事を確認して、千鳥は安あん堵どしていた。取り憑かれてはいるようだが、話すことはできるらしい。やっぱり、負けてない。自分の信じた通りだと、千鳥は嬉うれしくなる。


    　そんな千鳥に藤ノは、デスクに隠れながらジェスチャーを送る。口元に手を添え、〝言え〟と。胸元にハートを作って〝想いを〟と。


    　千鳥は顔を顰しかめる。しかし抵抗することはできない。兼亮に気持ちを伝えることが、『赤ずきん』を返却する条件であるからだ。


    「……とにかく無事で、よかったわ。取り憑かれるって、苦しいでしょう？　わかるもん。あたしも、取り憑かれたし。……あたしは、その、あんたが助けに来てくれたから、よかったけど」


    　スピーカーボタンを見下ろしながら、千ち鳥どりは続ける。電話でよかった。顔を見ればきっと、素直になんてなれやしない。


    　一方的に千鳥は、言葉を続ける。


    「だから今度は、あたしが助けたかったの。あの……あのね？　あのとき、嬉うれしかったの。ずっと独りぼっちだと思ってたあの世界で、あたしを迎えに来てくれたのは、あんただけだった。あのとき、あんたが、その……来てくれて。たぶん、あのときだわ。あのとき、あたしは──」


    　千鳥の顔が真っ赤に染まる。千鳥は声を振り絞った。


    　別に、大したことはない。ただ声に出して、たった数文字の言葉を伝えるだけ。


    「あたしは──。あんたの、ことを」


    　なのに、言えない。


    　この想いは、きっと兼かね亮すけを困らせる。それを知っているからだ、と千鳥はそう、言い訳する。


    　鏡の中を行き来する千鳥は、幾度となく兼亮のデッサン人形を見つめている。鏡の中の人形は、現実世界での素顔を映す。だから兼亮がいくら噓うそつきだろうが、月つき夜よをなんとも想っていないと言おうが、千鳥は知ってしまっているのだ。


    　文芸部部室で、帰り道で、月夜の側そばで誇らしげに笑う兼亮の姿を。


    　オオカミに取り憑つかれながらも、懸命に月夜を護まもろうと敵に牙きばを剝むく姿を。


    　月夜に対する兼亮の想いを。


    　千鳥は鏡の中で、見てきたのだから。


    「……だから、あたしは──」


    　違う。そうじゃない。わかっているのに、止められない。


    　千鳥はスカートの裾すそを、強く握り締めた。言いたいこととは裏腹に、またネガティブな言葉が口をつく。


    「あたしは、嫉しつ妬としてるの。あんたの側にいられる、月夜に」


    　沈黙が訪れた。


    　兼亮は、返事をしなかった。


    　千鳥も藤ふじノのも、シェリーや研究員や、デスク上で戦っていたスノーホワイトとトランプの兵までもが、息を殺して兼亮のリアクションを待った。


    　室内に満ちる時計の音。スピーカーから聞こえる風の音。


    『……嫉妬……？　どうして』


    「……だって。あんた言ったじゃない、月夜の側にいたいって──」


    『帯おび刀なたさんは、いませんよ』


    「……いない？　今、いないの？」


    　予想外の言葉に、千鳥は疑問符を打った。


    『帯おび刀なたさんは、帰っていきました。エルモに連れられて、父親の元へ』


    「……父親？　なんで急に父親が出てくるのよ」


    『帯刀さんのお父さんは、ワーストエンド・シリーズの製作を指揮した人でした。帯刀さんは、ＰＯＭの社長令嬢だったみたいです。エルモが迎えに来て、自ら進んで、研究所へ戻っていきました』


    「……は？　わかんない。月つき夜よは敵になったってこと？　絵本の回収は、どうするの？」


    『もう、終わりだそうです。俺たちは、用済みだと』


    「……何よ、あんたはそれでいいの？　あの子を護まもるんじゃなかったの？」


    『俺は、振られましたよ、盛大に』


    「振らっ……て、え？　告ったの？」


    『告ったって言うか、まあ』


    　兼かね亮すけは言い淀よどむ。


    『けれど……その気持ちには、応えられないと、言われました』


    「そんなことない。そんなこと、ないわっ」


    　淡々と述べる兼亮に、千ち鳥どりは苛いら立だち声を荒らげる。


    「バカじゃないの？　そんなの、考えなくてもわかる。だって月夜が研究所に戻ったのは、あんたの『赤ずきん』を──」


    『返却するため、です』


    　兼亮は続きを言ってしまう。強ごう情じようなあの月夜が、あんなにもワーストエンド・シリーズを憎むあの月夜が、自ら再び研究所へと戻る理由は、それしかない。


    　同じなのだ。千鳥がここへ乗り込んできた理由と同じ。兼亮を、救うため。


    「わかってるじゃない！　じゃあどうして、護ってあげないの」


    『苦しませないでと、そう言われてしまったら、近づくことなんてできません。あの人は護られる存在としてじゃなく、自ら悪役になることを選んだんだ。俺の出る幕はもう、ありません』


    「……じゃあ、どうするの？　読み手をやめるの……？」


    　千鳥は、静かに尋ねた。


    「兼亮が読み手をやめるなら、あたしもやめるわ。月夜がいない状態で、『竹取物語』まで回収するのは難しいもの」


    　言いながら無性に、悔くやしかった。月夜に嫉しつ妬とする理由がなくなり、嬉うれしいはずなのに、諦あきらめてしまった兼亮を見るのはつらかった。


    　けれど兼亮がそれを望むのなら、自分にしてやれることは叱しつ咤たではなく、一緒になって悔しがってやることなのではないかと、そう思う。


    　千鳥は今にも泣きそうな顔をしながら、敢あえて明るい声を出す。


    「あんたが返却を望むなら……あたしは、それでも、いいと思うよ。兼亮は、十分頑張ったよ。弱いくせにさ、読み手同士の戦いにしがみついてさ。……もう、月つき夜よたちからは離れてさ。あたしたちは、日常に戻ろっか……？」


    　恐る恐る、尋ねた。


    　尋ねて、兼かね亮すけの想いを推おし量はかろうとしている自分に気づく。月夜を選ぶのか、自分を選ぶのかを問うている。こんな尋ね方しかできない自分を、嫌けん悪おする。


    「絵本、返却するよ……？　いい？」


    　しばらくの沈黙のあと、スピーカーから、兼亮の掠かすれた声を聞いた。


    『お願いします』


    「……うん。お願いされた」


    『それからもうひとつ』と兼亮の声は続く。


    『お願いがあるんです。絵本を、持って来てほしい』


    「え……。どうして」


    『帯おび刀なたさんは悪役になることを選んだけれど、俺にはどうしても、あの人が悪役には思えない。あの人は、ヒロインです。ヒロインでなきゃあ。少なくとも、俺にとっては。だから俺がもう一度絵本を借りて、あの人の代わりに悪役になります』


    「……でも、月夜はもう、護まもってほしくないって──」


    『ええ──』


    



    　兼亮は体を起こした。バサリと、体に纏まとわりついた雪が零こぼれ落ちる。


    「──だから今度は護るんじゃない。悪役らしく、かっ攫さらうことにします」


    　雪原に照り返す日の光が眩まぶしく、目を細める。兼亮は深く、フードを被かぶり直した。


    　無理やり攫うことを、月夜は許さないかもしれない。もしかして、嫌われるかもしれない。


    　しかし構わないだろう、と兼亮は決めた。


    　嫌われたって諦あきらめない、それが悪役なのだから。


    



    「……ん。わかった」


    　千ち鳥どりは答えて、唇くちびるを結んだ。


    　俯うつむいた千鳥の顔を、机上のスノーホワイトが見上げる。「きゅい」と鳴いて千鳥の肩へと駆け上がろうとしたその次の瞬間、脇から飛び出した藤ふじノのによって、無残にも弾き飛ばされてしまった。


    「千鳥……！　うい奴じゃの、千鳥っ。安心しろ。おまえは、この藤ノが愛してやるぞ」


    「……それはどーも」


    　藤ノに強く抱き締められ、胸の谷間に埋うずまりながら、千鳥は小さな溜ため息をついた。


    『……生い駒こまさん？　誰かいるんですか？』


    　スピーカーからの質問に、千ち鳥どりは藤ふじノのを紹介する。


    「〝プリンター〟がいるわ。ここで知り合ったの」


    『緘かん獅じ子し藤ノ……さん、ですか？』


    「慎つつしめ、この唐とう変へん木ぼくが。千鳥を泣かせるような奴が、〝緘獅子〟の名を容易たやすく口にできると思うな？」


    『え、生い駒こまさん泣いてるんですか？　どうして』


    「泣いてないわよバカ！　どこに泣く理由があるわけ？」


    「そうさ、泣いてなどおらんわっ。おまえなぞこっちから願い下げじゃ、犬っころめが」


    「もうあんた、黙っててくれる!?」


    「ふむ。とはいえ、月つき夜よには藤ノも世話になったからな。あやつを攫さらうというのなら、この藤ノがひとつ、よいことを教えてやろう」


    　藤ノは一度胸を張って、電話機に耳打ちするように声を潜ひそめた。


    「エルモが連れていったと言ったな？　ならば、十中八九、月夜は囮おとりじゃ」


    『囮……？』


    「そう。小こ日向ひなたの狙ねらいは月夜ではなく〝笛吹き男〟。絵本を配り歩いているあの男は、小日向製薬の隠しておきたい過去を吹ふい聴ちようして回っているようなものだからのう。エルモが捕獲に奔ほん走そうしておるようだが、しかしやつは幻術を使う。現れたり消えたりでなかなか捕まらん。そればかりか最近では、メディアへの露出が甚はなはだしい」


    　言いながら藤ノは、キャスター付きの椅い子すへと身を投げ出す。


    「エルモの情報では、奴はなぜか月夜に固こ執しつしているらしい。故ゆえに月夜を〝保護〟し、囮に使って笛吹き男をおびき寄せるつもりじゃ」


    　スノーホワイトを頭に乗せた千鳥が、身を乗り出して尋ねた。


    「罠わなを張るってこと？　それっていつ？」


    「あるじゃろう？　お誂あつらえ向きなイベントが」


    『……創業五周年記念の謝恩会ですね』


    「ほう。頭はまあ回るようじゃの」


    「謝恩会!?　……って、結局いつよ」


    『今夜です』


    「今夜!?」


    　千鳥は声を上げたあと、顎あごに手を添え目を細める。


    「急すぎるわね……。でも囮だなんて……。小日向はホントにそんなことするの？　月夜は実の娘なんでしょう？」


    「くふ。あの男に家族愛などという概念はないよ。そも、蒼あおい瞳を発現させた我が娘を、一いつ攫かく千せん金きんの好機ありと薬漬けにした鬼畜じゃ」


    『生い駒こまさん。会場に向かえますか？』


    「……わかった。絵本も持って行けばいいのね？」


    『ありがとうございます。なんかあれば携帯に連絡を入れます。では、またあとで』


    「うん。またあとで」


    　電話が切られたあとに、資材室に再び静寂が訪れる。


    　取り敢あえず、無事でよかった。安心して、頰ほおを緩ゆるませる。その顔を、藤ふじノのが覗のぞき込んだ。


    「なっ、何よ」


    「よかったの。無事で」


    「ふん。別に？　信じてたし」


    「ほおん。信じてたのか」


    　千ち鳥どりの心を見透かしたように、藤ノは含み笑いを浮かべる。


    「しんっ……信じてたっていうか。もういいっ」


    　千鳥はぷい、と背を向ける。するとそこにもまた、ニマニマ笑うシェリーがいて、千鳥は顔を赤くしたまま、俯うつむいた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　社しや務む所しよに帰る道すがら、兼かね亮すけは体に異変を感じた。


    　前触れもなく筋肉が緊張し、息が詰まる。腹部に感じた熱が徐々に喉のど元もとへとせり上がり、息を吐いたと同時に、濃いオレンジ色の粒子が口内から排出された。煌きらめく粒子は口元からだけではなく、ケープコートの中からも湧き上がり、冬の空に搔かき消える。


    「……っ、はあっ」


    　コートの裾すそから出した両腕が、自分の手に戻っている。兼亮はフードを脱いで、顔に触れてみた。


    「……返却、されたのか……？」


    　千鳥が『赤ずきん』の返却に成功したのだろう。


    　深呼吸をひとつ。澄み切った空気が、肺を満たす。取り憑つかれた体に慣れてしまったのか、踏み出した一歩目でバランスを崩し、転んでしまった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　車窓から見下ろした水面に、朝日が輝いていた。河か川せん敷じきには雪が降り積もっている。


    　電車は、双そう頭ず川がわに架かった橋を滑ってゆく。


    　ちょこんと膝ひざを揃そろえる百ひやく六ろくを挟んで、兼亮と伊い吹ぶきが並んで座っていた。透き通った冬の朝に相反し、沈黙する三人の纏まとう空気は重たい。


    　兼かね亮すけは、足を組み直しながら車両を見渡した。祝日であるにもかかわらず、車内には学生やスーツ姿のサラリーマンがまばらに乗車している。


    　マフラーを巻いた女子高生二人が、車両の出入り口付近に立って笑い合っていた。


    　かつてオオカミに取り憑つかれた瞑つむりも、このような気持ちで自分たちを眺めていたのだろうか。当たり前にあった日常が、どこか遠く感じる。


    　チョコレートを齧かじり、ハッとした。自分はいつの間に、チョコをポケットから取り出したのか……？


    「ほんっと好きなのな、チョコ」


    　百ひやく六ろくの向こうで、伊い吹ぶきが兼亮を揶や揄ゆしてくる。


    「いや……甘い物は苦手だった……はずだけど。クセになってしまったのかな」


    　食べかけのチョコを銀紙に包み、コートのポケットへとしまう。体がチョコの味を覚えてしまったのだろうか。まだオオカミに憑かれているようで、気味が悪い。


    「……ところで笹ささ森もり、おまえ、家に帰らなくてもいいのか」


    「いいのか、じゃねーだろ。逆に問うぜ。俺がいなくなっていいのか？　王妃は別行動、青あお髭ひげさんは戦闘不能、さらにおまえは読み手ですらない。ただの人になっちゃってんじゃんか。そんなんで月つきにょん奪えんのかよ、オオカミ」


    「……いや、まあ頑張るよ。もうオオカミじゃないけど」


    「じゃあ元オオカミ。……元カミ。元カミくんな？　ああ、頑張れ、元カミくん。おまえが頑張って戦ってんのに、オレだけ帰宅って、そんな寂しいことはねーよ」


    「……誰だよ、元カミくんって」


    「おまえこそ大丈夫なのか？」


    　今度は向こうから、質問が返ってきた。


    「オレと違って優等生っぽい感じじゃん？　夜遊びだなんて、元カミママ泣いちまうぜ」


    「……そんな人物は知らないけど、家には昨日連絡してあるよ。『友だちの家に泊まる』って。明日の終業式までには、帰りたいけどな」


    「だな」


    　電車は橋を渡り終え、住宅地を見下ろす区画へと突入する。いつもなら地味な色の屋根が並ぶ景色が、昨日からの雪で一面真っ白に変へん貌ぼうしていた。積雪量の多くないこの土地では、滅多に見られない光景だ。


    　対面の窓に流れる雪景色を、百六はじっと見つめていた。伊吹との戦闘で燃えた服の代わりに、獅し子し神がみ神社で借りたレインコートで全身を覆おおっている。


    　百六は、借りてきた猫のようにおとなしい。


    　伊吹はその横顔を覗のぞき込む。


    「なんか珍しいもんでもあるのか？　あ。おまえまさか、電車も初めてだっていうのか？」


    「……ん。初めて」


    「マジかよ。緊張してんのか？　変わってんな、ホント。『雪女』の読み手になるまで、雪も見たことなかったっていうしさ」


    　伊い吹ぶきは茶化すように言うが、兼かね亮すけは百ひやく六ろくに、強い疑問を覚えていた。


    「……変わりすぎだよ。さすがに」


    　百六には、〝初めて〟が多すぎた。


    　昨夜、社しや務む所しよでコンビニ弁当を食べたときも、手て枷かせをされた百六の口元へ伊吹がおかずを運ぶたび、これは何、と尋ねていた。現代の日本でマッシュポテトを知らずに成長するとは、どういった環境に育てばそうなるのか。


    　外見から覗うかがえる年齢は兼亮と同じくらいだろうが、その中身は、もっと幼いように感じた。


    　年を尋ねても、小首を傾かしげるばかりで話にならない。ＰＯＭや研究所での生活について質問しても、「知らない」「わからない」ばかりで首を横に振り、感情的に拒否されてしまう。


    　最も驚いていたのは、月つき夜よだった。曰いわく、彼女の思考には空白が多すぎるという。


    「……薬物による記憶障害、とか？」


    　兼亮は考え得る可能性を、月夜に投げかけた。研究所で育てられたのなら、充分に有り得ることだろう。


    「……もしそうなら。人道を外れるにも程があるよ」


    　月夜は静かにそう言った。平板な口調の中に込められた怒りを、兼亮は感じ取っていた。


    　百六は、エルモについてだけ、嬉うれしそうに語った。しかしそれは〝イラストレーター〟としての能力や弱点に関してではなかった。教えてくれるのは、エルモの好きな食べ物や、どれだけ絵が上う手まいかなど。まるで父親を自慢する子供のようだ。


    　百六は車窓に流れる雪景色を見つめながら、誰にともなく呟つぶやいた。


    「……質問、してもいい？」


    「……？」


    「あの雪は、溶けて消えてしまうの？」


    　どちらへの質問なのか、兼亮と伊吹は百六の頭上で、目を見合わせる。


    　兼亮が顎あごで促し、回答権を伊吹へ譲った。


    「……そりゃ、溶けるぜ。雪だし」


    「いつ？」


    「いつって……。春が来たらじゃね？」


    「ここは積雪県じゃないんだ。春を待たず溶けるさ」


    　伊吹の回答を、兼亮が補足する。


    「……あんなに綺き麗れいなのに？　かわいそうなの」


    「かわいそうって、雪がか？」


    　伊い吹ぶきが百ひやく六ろくの言葉を笑い飛ばしたそのとき、目を伏せた百六の頰ほおを、一ひと筋すじの涙が流れた。


    「!?」


    　ぎょっとする二人。溶ける雪を想って涙するなど、あまりに感性が鋭すぎる。


    「ど、どうした、元気ないなっ。腹減ってるのか？　元カミくん、チョコ分けてやれよ」


    「……いや、腹じゃないだろ。たぶん、へこんでいるのか……？」


    　思い当たる節はある。百六が元気をなくしたのは、兼かね亮すけが社しや務む所しよに戻ってきてから。月つき夜よがエルモに連れられていったと、そう報告してからだ。


    「……室長はどうして、私を連れていかなかったの？」


    　今にも消え入りそうな声で、百六はやはり誰にともなく、尋ねた。


    「私が負けたから？　たくさん負けたから、怒っちゃったの？　室長はもう、私のこと嫌いになったの……？」


    　伊吹はハッと顔を上げ、「雪……女か」と呟つぶやいた。人間の家族になろうとして、結局なれずに溶けて消えてしまった妖よう怪かい、雪女。彼女に自分を重ねて、センチメンタルになってしまったのかもしれない。


    　伊吹の呟きに「？」を浮かべる兼亮を放って、伊吹は百六を慰なぐさめた。


    「いや、あれじゃないか？　知らなかったんじゃねーか？　おまえが神社にいるって。それか月つきにょん連れてくのに手一杯だったんだろ」


    「……違うの。きっと私、嫌われちゃったの……弱いから」


    　百六の瞳が、うるうると涙で溢あふれる。


    　伊吹は乱暴に頭を搔かいて、兼亮へ助けを求めた。


    「なあ、元カミくん。なんか言ってやれ。おまえ噓うそ、得意なんだろ」　


    「おい、今、それを言うなよ。これから俺のかける言葉、全部噓っぽくなっちゃうだろ。っていうか、なんで敵を慰めてるんだ、おまえは」


    「だって放っとけねーじゃんか。敵にだって泣きたいときはあるだろうしさあ」


    　伊吹は百六の肩を叩たたき、「考えすぎんなよ」と声をかける。


    「元気出せって。あいつにもなんか事情があったんだろ。もし怒ってたとしても、あのストラップあげて許してもらおうぜ？　オレが一緒に行ってやるから。な？」


    「……あいあい」


    　百六が元気なく返事をして、兼亮は脱力し背をもたれる。


    　この二人、昨日は全力で殺し合っていたとは思えない。敵と仲良くなってしまう伊吹の才能には、相変わらず恐ろしいものがある。


    　気け怠だるい車内アナウンスが流れ、電車は駅に到着した。ドアが開き、人々がホームへと流れていく。三人は座ったまま、電車が再び動きだすのを待った。


    　もうしばらくすれば、電車は県境を越えるだろう。ＰＯＭの謝恩会が行われるホテルは、その先にある。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「失礼します」


    　軽くノックをしたあと、エルモは静かにドアを開けた。


    　月つき夜よの通された部屋は広く、そして眩まぶしかった。壁一面を豪快に取り外したかのような窓ガラスから、透き通った冬の青空が見える。広がる街並みを背景に、小こ日向ひなた光こう輝きは社長机でノートパソコンを開いていた。


    　エルモは恭うやうやしく、一礼する。


    「ご息女をお連れしました」


    「ん。お疲れさま、エルモくん。君は下がっていい」


    「はい」


    　背筋を正し、ドアノブへ手を掛けたエルモを、小日向は「あ」と何かを思い出したように呼び止める。


    「エルモくん、ついでで申し訳ないけれど──」


    　小日向はエルモに、いくつか言づけをした。密着取材がどうとか、出席者リストがどうとか。あとは月夜の知らない人物と、知らない部署が話題に上のぼる。小日向は、パソコンの画面に目を向けたままだった。


    　月夜はドアの側そばに立ったまま、手持ち無ぶ沙さ汰たに部屋を観察した。黒と白で構成されたシックな床に、緑の観葉植物がひとつ。部屋の中央には、革張りのソファーが膝ひざ丈たけテーブルを挟んで向かい合っている。


    「──それから、朝食を運ばせてくれ。席は、二人分でね」


    「かしこまりました」


    　エルモは再び礼をして出ていった。すれ違う月夜にはなんの挨あい拶さつもなかった。


    　ドアが閉まり、静まり返った部屋には、小日向の叩たたくキーボードの音だけが響く。タン、と軽快にキーを叩き終え、小日向は立ち上がった。


    「やあ、待たせたね。ようこそ、ピース・オブ・マインドへ」


    　小日向は机を迂う回かいし、両腕を広げて月夜を歓迎する。ウェーブがかった長髪は、熟年の男性とは思えない遊び心を感じさせたし、長身を包むストライプのスリーピース・スーツにノーネクタイといった出で立ちは、彼が形式に囚とらわれない、柔軟な発想の経営者であることを主張していた。


    「会いたかったよ、月夜。何年ぶりの再会だろうか」


    　しかしもちろん月つき夜よに対しては、小こ日向ひなたがそうやって作る印象操作など通用しない。歩み寄る父の悪事を知っている娘は、警戒心たっぷりに、後退ずさりする。


    「私は、会いたくなかった」


    「つれないな、相変わらず」


    　小日向は笑顔のまま、困ったように眉まゆ尻じりを下げた。


    「すまなかったねえ、なかなか会いに行けなくて。おまえが日本に来ていることは知っていたが仕事が、私を拘こう束そくする。──そこ、危ないよ。もう少し脇に寄るといい」


    「……？」


    　ドアの前に立っていた月夜は、小日向の指示に従い、横に移動した。


    　再びドアがノックされ、小日向は「いいよ」と返事をした。


    　入ってきたのは、スーツ姿の若い男たち数人。月夜と小日向の間に割って入り、てきぱきとソファーやテーブルを運び出していく。


    　戸惑う月夜に、小日向は尋ねる。


    「夕ゆう陽ひヶが丘おかでの暮らしはどうだい。もう慣れたかな？　しらたまとは今でも仲良しみたいじゃないか。ときどき彼女からお話を聞くよ。いやしかし、ずいぶんと美人になったな。お母さんそっくりじゃないか」


    　往復する男たちの対岸で、小日向は早口で捲まくし立てる。緩かん急きゆうをつけた独特な話し方は、昔と変わらない。月夜にはその言葉全てが、演出に思える。


    「あなたに、私の母を語る資格なんてない」


    「ははは。彼女は私のことが嫌いだったものなあ。死に際はどんなふうだったか、ぜひ聞かせてほしいよ。まあその辺も含めてね、積もる話もあるさ。まずは朝食をとろう。朝はトースト派だったね？　ちゃんと、覚えているよ」


    「いらない。それより、プリンターに会わせて。返却したい絵本があるんだ」


    「プリンター？　ここにはいないが、研究所にはいる。いや、いた。残念ながら、彼女は脱走したんだ。てっきり君の差し金だと思っていたが、違うのかい？」


    「……脱走？」


    　運び出されたソファーの代わりに、長テーブルが運ばれてくる。そこに今度は給仕服を来た者たちが現れ、テーブルクロスを敷いた。


    「脱走の手引きをしたのはね、一〇歳くらいの女の子だった。驚くだろう？　セキュリティーは七年前のあの工場よりも極めて高い水準であるのに。なんと、読み手だった。全く危険だねえ、あの絵本は。監視カメラに、鏡面に消えてゆく姿が映っていたよ」


    　千ち鳥どりだ、と月夜は確信して息を呑のむ。『赤ずきん』を持っているのは千鳥であるはず。〝プリンター〟と絵本が揃そろったのならばもう、返却は行われたのかもしれない。


    「じゃあ、研究所を見学させて」


    「ダメだ」


    　小こ日向ひなたは有無を言わせない圧力をもって、月つき夜よの要求を拒否する。


    「おまえはこれから、私と朝食を摂るんだ」


    「いらないと言った」


    「それから、与えられた部屋に入り、まずは温かい湯船に浸つかりなさい」


    「必要ない」


    　月夜と小日向の言葉が飛び交う中、二人の間に広げられたテーブルには、次々と料理が運ばれてくる。テーブルクロスの上には、銀のボウルに入れられた色とりどりの果物が並んだ。忙せわしなく行き交う給仕たちによって、部屋の中央には食事テーブルが用意されていた。


    「いいかい、月夜。スタイリストを遣やるからその指示に従い、夜の謝恩会に備えるんだ。いいね」


    「嫌いやだ。私は謝恩会になんて出席するつもりは──」


    　ぱんっ！　小日向が大きく手を打ち鳴らし、月夜はびくりと肩を跳ねさせる。


    　音に反応したのか、部屋にあるコンポが作動し、スピーカーからクラシック音楽が流れ始める。


    「おまえが研究所へ行くのはそのあとだ。不便だろうな、その瞳は。けれど何も心配することはないよ？　七年前以上に、研究技術は上がっているからね。きっと元に戻る。一緒に解決策を探そう。さあ、かけなさい」


    　小日向は紳士的に椅い子すを引き、月夜に着席を促うながした。


    　月夜は仕方なく、椅子に腰掛ける。その細い肩に、大きな手が添えられた。


    「ああ、それから月夜。数年ぶりの再会で忘れているようだからもう一度言うけれど──」


    　名前を呼ばれ顔を上げた月夜に、小日向はにっこりと笑みを浮かべた。


    「二度と、その目で、私を見るな」


    「っ……」


    　反射的に目を伏せた月夜に満足して頷うなずき、小日向は自分の席へと向かった。

  


  
    第五話　憂鬱なヴィランズ（前編）


    



    「〝心に安らぎを〟──ピース・オブ・マインド。私たちのこの理念が、そのまま社名へと変わりました。創業からまだ五年。この願いはまだ、かなれられ……叶かなえ、られ──ああ！　いけない。緊張で舌が回らないよ」


    　小こ日向ひなたはメモから視線を上げて、舌を動かしてみせた。ホテルのエレベーターへと乗り込む小日向を、テレビカメラは追いかける。


    「参ったな。こんなところも撮られちゃうのかい？　練習してる姿なんて隠しておきたいとこなのに。スマートな僕のイメージが壊れてしまうね」


    　小日向がカメラに向かって肩を竦すくめると、エレベーター内に軽い笑いが起こった。


    「何階をご利用でしょうか」


    　エレベーターガールの質問に、小日向は「ご苦労様」と初めに添えて、五周年記念の謝恩会会場となるフロアを告げる。


    　エレベーターが動きだしてから、小柄な番組ディレクターが口を開いた。


    「奇抜なアイディアとその手腕から、〝ミスター・レボリューション〟と称される小日向氏にとっても、やはりこの創業五周年記念は、緊張されるほど、大切なものであるということでしょうか」


    「もちろんだよ。今日、外を見てみたかい？　僕は今朝、起きてすぐに見た。肌に触れる凍いてつく空気。地面にうっすら積もる雪。こうして手の平に乗せてみると、その冷たさに、あの事故を連想した。──七年前に起きた、あの悲劇の日をね」


    　身振り手振りを交えてそう話し、小日向は想いを馳はせるように、目を閉じる。和なごやかだったエレベーター内が一転して、重苦しい空気に変わる。


    「……あの年、夕ゆう陽ひヶが丘おかの積雪は奇跡的だと言われていた。明あ日すであの悲劇から七年目となる。そんな折、またこの空から再び、雪が降り始めた……。浮かれていてはいけないと、亡き妻がそう言ってくれているような気がしてね。あの日を忘れるな、と……」


    　小日向は涙を耐えているかのように上を向き、寂しそうに笑った。


    「あの日、犠牲になってしまった多くの社員たち、研究員たちのためにも、今日の謝恩会を新たな門出として、成功させたい。明日は彼らの命日なんだ。きっとこの会場にも来てくれている。私は彼らに、もう二度と、あのような悲劇を繰り返さないと約束しなくてはいけない。緊張もしてしまうさ」


    「なるほど。……あの日を決して忘れない。そんな強い決意が、小日向氏を奮い立たせているのですね」


    　番組ディレクターが小こ日向ひなたの言葉を要約し、まとめる。


    　沈んでしまった空気を吹き飛ばそうとするかのように、小日向は明るく声を張った。


    「それに今日は、海外から娘も祝いに駆けつけてくれてね。仕事に忙殺されてなかなか会う機会がなくてさ。とても美しいレディーに成長していたんだ。みんなも驚くと思うよ？」


    　エレベーターのドアが開き、小日向はスーツを正す。それから足を踏みだして、カメラに映る角度で振り返り、片目を閉じた。


    「格好悪いとこなんて見せられないからね。愛いとしい娘が会場にいるとなると、父親はどうしても緊張してしまうんだよ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「あら、可愛かわいい髪の留め方をされているのね」


    　椅い子すに座る月つき夜よの背後で、スタイリストはその髪に触れた。一見ロングストレートの黒髪だが、後頭部には髪留めがされており、ふた房の髪の束が垂たれている。


    「……ウサギの耳」


    　月夜は呟つぶやき、ふた房の髪を両手で摘つまんで立たせてみせた。


    「しらたまが毎朝、結ってくれるんだ」


    「しらたま？」


    「私の後見人」


    「ああ。さっき言ってた、一緒に住んでるっていうお手伝いさんのことね」


    　月夜は「うん」と首しゆ肯こうする。


    「だから髪は、そのままで」


    「かしこまりました。けれど櫛くしだけ通していいかしら？　同じ結ゆい方するから」


    「……それなら、いい」


    　ドアが二度、ノックされる。入ってきたのは、タイトなスーツに身を包んだエルモだった。


    「準備は整ってるか。おまえにも挨あい拶さつを──お、これは、すげえな」


    　エルモは途中で、言葉を呑のみ込んだ。その瞳は真まっ直すぐに、月夜へと向けられている。


    　コバルトブルーのカクテルドレスは、座る月夜の足元で、花びらのように広がっていた。滑なめらかな生き地じの、随所に施ほどこされた金の刺し繡しゆう。


    　蒼あおい瞳の色と調和したそのドレス姿は、エルモが息を呑むほどに美しかった。


    「何か用？」


    「ああ。これを渡しに来た。祝いの言葉だ。それを見ながらでもいい。前に出て喋しやべれってさ」


    　エルモは月夜に三つ折りの用紙を渡し、鏡の側そばに背を預ける。


    「……本当に美しくなったな。驚いたぜ」


    　エルモの賛辞は無視し、月つき夜よは渡された文もん言ごんに視線を落とした。


    「……初めから最後まで、出席しなくてはいけないの？」


    「そうだな。人形のようにただじっと、座っていればいい」


    　スタイリストによって髪が結わえられ、グローブと同じ色の髪飾りがつけられた。鏡を見るように促され、月夜は顔を上げる。


    「笛吹き男が、おまえに固こ執しつするのもわかる気がするぜ。おまえは、あまりに魅力的だ」


    　エルモは月夜の全体像を眺め、得心して頷うなずいた。


    「その蒼あおい瞳は、自分の姿は見えるんだろう？」


    「見えるよ」


    　月夜は無表情のまま、鏡に映った自分を見つめる。後ろに立つスタイリストは当然、文字の塊かたまり。鏡の側そばに立つエルモもまた、無機質な文字の羅列でしかない。七年も前からずっと、月夜の見る世界には誰も映らない。


    　その中央に座る笑わない少女は、本当に自分の姿なのかと、わからなくなる。


    「文字だらけの世界で、無意味に着飾られた人形が見えるよ」


    「無意味じゃねえよ。その美しさに誘われて、笛吹き男が顔を出す。時間になったら迎えに来るぜ」


    　言ってエルモは出て行った。パタン、とドアが閉められたあとに、再び静けさが満ちる。
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    　窓の外が暗くなってきている。街灯の煌きらめく街に、再び雪が降り始めていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「はーいほぉーう！」


    　藤ふじノのは助手席の窓から身を乗り出して、雪降る空へ声を上げる。


    「お、お客さん、危険ですのでっ……」


    　タクシーの運転手は藤ノの奇行に狼ろう狽ばいして、チラチラと助手席を覗うかがっていた。高速道路を走行中のため、迂う闊かつにハンドルを手放すこともできない。


    「つーか窓閉めろよ、寒さみぃーよ！」


    　強い風にボサボサの髪をなびかせて、後部座席のシェリーは声を荒らげる。シェリーのすぐ隣には、鎧よろい一式をフル装備した巨大な騎士。その図体の陰から、千ち鳥どりの声。


    「あっついんだけどこっちは！　狭い、狭すぎるわっ」


    　千鳥は、膝ひざを揃そろえて着席している騎士と窓ガラスとの間に、押し潰つぶされていた。


    「もう、こいつ、なんなの!?　あんたね、こんな狭いとこで騎士召しよう喚かんするなんて、常識外れにも程があるわっ！」


    　ただでさえ太り気味で幅をとるシェリーと、無意味に出現した騎士に占領され、千鳥の座る場所はない。しかし『不思議の国のアリス』を小脇に抱かかえるシェリーに、全くもって反省の色は見えなかった。


    「仕方ないでしょ!?　間違ってトランプ兵、潰しちゃったんだから！　この子らは死ぬことによって騎士になんのよ」


    〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟の私兵──トランプ兵たちは、今もシェリーのポケットやその髪に、「にー、にー」としがみついていた。女王は彼らを殺すことで、自分を護まもる騎士へと変える。その大きな尻しりで誤って潰してしまったトランプ兵も、もちろん例外ではない。


    「じゃ早くしまってよ、デブ王女！　やっぱあんたなんか助けるんじゃなかったわ！」


    「無ぅ理ぃ！　一度こうなったらもうしまえないのよ、チビ王妃！　私の能力は使い捨てなんですー！　一度切ったカードは使えないの。当たり前じゃん？」


    「じゃ捨てろー！　狭いのよっ！　車外に放り出してよ。こんなにも無意味な騎士いる!?」


    「はあ!?　あんた正気？　この子、〝エース〟なのよ!?　ここぞってときに大事に取っておくべきカードなんだから！　そう易やす々やすと捨てろなんて言わないでくれる!?」


    「〝エース〟尻で踏み潰してんじゃないわよ、バカ！」


    　狭い車内で千鳥は叫ぶ。その直後に、首を曲げて窮屈そうにしているエースの騎士と目が合った。申し訳なさそうに会え釈しやくするエース。


    「い……いいわよ。あんたは別に悪くないんだろうから……」


    　千ち鳥どりは口ごもった。謝あやまられると困ってしまう。


    「お客さん、この人なんとかしてもらえませんかね！　高速道路だからホント危ないんでっ」


    「あ、すみませんっ。ちょっと、藤ふじノのっ！」


    　運転手の弱った声に、千鳥は体を捻ひねって前の座席へと乗り出す。


    「どいつもこいつも」と千鳥は唇くちびるを尖とがらせた。


    「なんでこんな厄やつ介かい者ばかり集まるの？　藤ノってば！　あんた久しぶりに外出てはしゃいでるのはわかるけど──」


    「おうん……？　追ってきておるな」


    「え……？」


    　車外へと身を乗り出す藤ノは、額ひたいに手の平を添えて後方を眺めていた。


    　千鳥も、藤ノの側そばから顔を出す。高速道路を駆けてくるのは、六羽の目のない巨鳥だった。


    「……うそ。鏡の中の怪物が復活してるわっ」


    　その先頭に跨またがっていたのは、百ひやく七しちだった。眼鏡めがねの代わりにゴーグルと、ヘルメットを被かぶっていた。


    「あいつ……。しつこいな、もう……！」


    　見上げた空は、厚い雲に遮さえぎられ暗い。日が沈んでしまえば、鏡の中に怪物が現れる。百七の〝怪物を率いる能力〟には有利な状況となってしまっていた。


    「おじさん、スピード上げてっ。後ろの鳥、振り切れる？」


    　千鳥が運転手へと振り返ったそのとき、後部座席のシェリーが窓を開けた。


    「追っ手？　はっ。上等だわっ！」


    　その豊満な胸元から摑つかみ取ったのは三匹の小さなトランプ兵たち。「にー、にー」と鳴く彼らの首を、シェリーは三匹同時に、嚙かみ千ち切ぎった。


    「ぐ……ぐろっ……！」


    　青ざめる千鳥を余よ所そに、シェリーは三つの頭をぷっと窓の外へ吐き捨てる。車道に転がった頭は大きく膨ふくらみ始め、それぞれ弾けたその中から、馬に跨った騎士が飛び出した。


    「四番から六番までは、〝遊撃手〟よ。機動力を駆使して敵を翻ほん弄ろうする。そして──」


    　ゴン。車内の騎士が立ち上がり、タクシーの天板をへこませる。それから騎士はすらりと剣を抜き、横一いつ閃せんに振り回した。


    「ぎゃあああっ」


    　千鳥と運転手が悲鳴を上げる中、外れた天板が後方に飛んでいった。巨鳥が散開して板を避よける。


    「──エースはその名の通り〝エース〟。誰より優れたオールラウンダー！」


    　オープンカー状態となったタクシーの座席に片膝ひざをつき、シェリーは追っ手に向けて腕を伸ばした。


    「さあ、遊んでやりなさいっ！　ゆけえぇっ！」


    　シェリーの合図で、エースはタクシーから飛び出した。拍子に、車内が大きく揺れる。


    「め、滅茶苦茶だわ……！」


    　青ざめる千ち鳥どりの側そばで、藤ふじノのだけが手を叩たたいて喜んでいた。


    「くはっ。『不思議の国のアリス』対『鏡の国のアリス』かや。こいつは見物じゃの」


    　謝恩会の行われるホテルを、目前に控えた高速道路上にて。トランプの騎士たちは鏡の怪物を退治すべく、剣を掲げた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　ホテルロビーの天井には、煌きらめく巨大なシャンデリアがぶら下がっていた。


    　辺りを行き交うのは、スーツ姿やドレスアップした華美な服装の人々ばかり。ロビーのソファーに座る伊い吹ぶきと百ひやく六ろくは、まるで学校に迷い込んできた野良犬のようだった。


    「ほえー」とシャンデリアを見上げる伊吹の側で、百六が「やばい」と顔を伏せる。


    「室長がいたのっ……！」


    「まじかっ……！　いや、なんで隠れるんだよ。あいつに会うためにここに来たんだろ」


    「でも、どうしよう。緊張する」


    「頑張れよ。俺も一緒についていくか？」


    「そこまではお世話になれないよ……」


    「早く声かけねーと、どっか行っちまうぜ」


    　伊吹は、足早に去ってゆくエルモを遠くに確認しながら、呟つぶやく。


    「……うん。じゃあ、行ってくるの」


    　百六は立ち上がった。


    「おう。じゃあな」


    　合わせて腰を上げた伊吹に、百六はモジモジと俯うつむく。


    「あの、……これ、あげる」


    「ん？」


    　渡されたのは、小さな袋。それには見覚えがある。なんせ自分が買ったものだ。


    「ストラップ？　なんでオレに」


    「クリスマスプレゼント。いろいろ、ありがと」


    「え、これオレにだったのかよ！」


    　小袋から取り出したストラップを見て、伊吹は声を上げた。エルモの赤と対になるような、青色のクッキーモンスター。


    「……つーか、自分の金で買ったものだけどな……」


    「だからっ、一応カードを添えたよ？」


    　小袋を覗のぞいた伊い吹ぶきの手を、百ひやく六ろくは「ダメッ」と押さえた。


    「今読んじゃダメなの。恥ずかしいでしょ」


    「……おう。じゃあ、帰ってから見るわ」


    「うん。じゃ」


    「ああ。次会ったときは、敵同士だ」


    「ぶっ殺してやるの」


    　百六は笑って、去ってゆく。


    　その背が角を曲がってから、伊吹は小袋を覗いた。中に入っていたのは、カードというよりもメモ帳のようだった。獅し子し神がみ神社の座敷にあったものだ。


    〝めりーくりすます　いたくしてごめんね〟


    「いたく……？」


    　少し考えてから、痛く、だと思い至る。


    　全て平仮名の歪ゆがんだ文字が、メモ用紙一杯に書かれていた。漢字はたった二文字だけ〝百六より〟と書かれた箇所だ。名前の側そばには、にっこりと笑う丸顔の女の子が描かれていた。


    「あいつ、いつの間に書いたんだ、こんなの……」


    　無事、合流できただろうか。一晩面倒を見てきた親心から、少々心配になってしまう。


    　ちょっとだけ様子を見てみよう、と。伊吹は百六の消えた角へ足を運んだ。


    　　　×　　　×　　　×


    



    「室長……」


    　百六は恐る恐るエルモを呼び止めた。二階のフロアへ続く階段の途中。エルモは声に気づき振り返る。


    　階段の手すりはシャンデリアの光で煌きらめき、階下に向かって絨じゆう毯たんが敷かれている。豪ごう華か絢けん爛らんな高級ホテルには場違いな一人の少女が、不安げな表情で、エルモを見上げていた。


    「戻ったのか、百六」


    「うん」


    　一見して満まん身しん創そう痍い。髪は乱れ、レインコートから覗く足も、擦すり傷が目立つ。特有の武器である掌てのひら形アンカーさえ、装着していない様子だった。


    「なぜここに。貴様の仕事は、謝恩会警護ではなかったはずだが？」


    「……うん。あの、怒ってるかな、と思って……」


    　百六はぽつりぽつりと、小さな声で答える。


    　エルモはさり気なく、辺りを一いち瞥べつした。謝恩会はもう始まろうとしている。百六に構っている暇はなかった。


    「あの……。私、また、負けちゃったから。絵本まで、貸してもらったのに……。それで、室長怒っちゃったかな、と思って。謝あやまりたくて。連れてきてもらっちゃった」


    　えへへ、と笑う百ひやく六ろくを、エルモは階段の上から無感情に見下ろしていた。


    「……誰に？」


    「え。〝白兎ホワイト・ラビツト〟」


    「いるのか？　ここに」


    「いたけど……。あ、でも、あいつ結構いいやつなの！　私、実は昨日から捕虜になっちゃってて、けどあいつが、いろいろ面倒見てくれてさ」


    「それで、能力をもってしても敗北し、捕虜となった挙げ句、敵の手から包帯を巻かれ、一晩も共に馴なれ合っていたのか」


    　百六は、ハッと首元の包帯に手を当てる。


    「……さらには敵を引き連れて、俺の仕事を邪魔しに来たんだな」


    　エルモは百六を見下ろしたまま、静かに階段を下り始めた。


    「この場所は〝笛吹き男〟を捕らえる重要なポイントであり、そして今が、その作戦の遂行中。これがいかに大切な仕事であるかは、貴様にもわかっているはずだよな」


    「……え、と」


    「がっかりさせるな、百六。何度も言ったはずだ。〝負けから学べ。強くなれ〟。負けることに関しては責めねえよ。ただそこから学べない奴にはもう、成長の余地はない」


    「……室長？　やっぱ怒ってる？　……ごめん」


    「いいさ、もう謝るな。ところで百六、会社が貴様一人をここまで育て上げるのに、いくら使ったか、わかるか」


    「……？」


    　瞬きをする百六の目前まで来て、エルモは尋ねる。


    「効率の問題だ。成長の期待できない素材に教育費や維持費を割り振るくらいなら、その費用を新しい人間に回した方が、優秀な人材の生まれる可能性は大きい。新しいのを買った方が早い、ってことだな」


    「……え？　じゃ私は、クビ……？」


    「いや。貴様は、削除デリートだ」


    　百六の額ひたいに、エルモは指先を添えた。その瞳が、翠みどり色いろに染まっていた。〝イラストレーター〟としての力を顕現させるときに灯ともる色。


    　百六の額にペケが描かれた、その直後。百六は脱力し、背中から倒れる。


    　エルモは背後に「きゃあっ」と貴婦人の悲鳴を聞き、舌打ちして目を閉じた。


    　インカムのスイッチを入れ、マイクを通して指示を出す。


    「問題が発生した。人を寄こせ──」


    



    　女性の叫び声を聞いて、伊い吹ぶきは駆け出した。階段の下で倒れている百ひやく六ろくを発見する。


    「百六！　どうした」


    　その腕に抱かれて、百六は伊吹を見上げた。


    「……〝白兎ホワイト・ラビツト〟。ダメだった。室長やっぱ、怒ってたよ」


    　その体から、白く輝く粒子が発生していた。


    　伊吹は怪け訝げんに光を見つめる。それには、見覚えがあった。以前、エルモと対たい峙じしたとき。エルモの召しよう喚かんした白鬼を退治したとき。鬼は同じような光の粒子を発生させ、消滅してしまったのではなかったか。


    「ねえ〝白兎ホワイト・ラビツト〟。私、消えちゃうの……？」


    「い、いや……。消え……ん、のか」


    　伊吹は戸惑い、百六のささめきに、答えることさえできない。


    　しかし百六は意外にも、伊吹以上に冷静に、状況を把握していた。百六を中心に急激に室温が下がり、その肌や毛先に、絨じゆう毯たん一面に、ミシミシと霜が降り始める。体を凍らせることが消滅を遅らせることになるのか、そんなもの定かではなかったが──。


    　頰ほおを流れる一ひと筋すじの涙が、伊吹の目の前で、凍ってゆく。
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    　百ひやく六ろくを抱きかかえる伊い吹ぶきの腕も凍りついてしまったが、伊吹は気にもせず話しかける。


    「おい、しっかりしろよ。大丈夫か、どこか、痛むのか……？」


    「……痛いな。胸が痛いの。なんか、キュッとする」


    　痛いとき、つらいときほど笑うのだと、百六はそう、教えてもらった。それが強さだ。百六はずっと、強くありたいと願っていた。弱いところなんて、見せたくなかった。


    「雪女もさ、きっと最期には、笑ったよね」


    　口元を歪ゆがませ、笑みを作る。


    「きしっし」


    　その笑顔を最期に、百六は伊吹の腕の中で、白く輝く光の粒子となって霧散した。


    「……は……？」


    　あまりにも呆あつ気けない終わり方だった。ふわりと一度舞い上がったコートやシャツが、伊吹の腕の中に残る。辺りは凍ったまま。冷たさも指先に残ったまま。なのに百六はもう消えた。


    　伊吹の口元に、白い吐息が滲にじむ。


    「……何したんだ、おまえ。百六は、どこ行った？」


    　階段上から伊吹を見下ろす翠みどり色いろの瞳が、元の水色へと戻っていく。


    「削除デリートしたんだよ。驚くことはねえ。そいつは俺の描いたイラストだ」


    「……イラスト？」


    「ナンバー三桁の実験体は、俺が描いて生み出したものだ。七年前と比べれば、研究所の技術力も向上している。絵本に封じずとも、俺の描いたイラストを一個の生命体として存在維持させることくらいは可能になった。取り憑つくこともできず、能力も持たねえが、その出生はワーストエンド・シリーズに描かれた悪役ヴイランズと同じだ」


    　エルモの背後では、駆けつけた黒服たちにより、目撃者である貴婦人が連れ去られていった。


    　男たちは次に、伊吹を捕らえるべくエルモの前に出る。


    「〝白兎ホワイト・ラビツト〟、貴様の相手をしている暇はないんだ。用が済んだらさっさと消えろ。月つき夜よとの約束もあるしな。今回だけは、見逃してやる」


    「待てよっ！」


    　踵きびすを返したエルモに、伊吹は声を荒らげた。


    「ふざけんな！　イラスト!?　おまえの都合で描いたり消したりすんのか!?　生まれた命の都合は無視かよ！　おまえはっ、神様にでもなったつもりか」


    　伊吹の罵ば倒とうに足を止め、エルモは振り向き酷こく薄はくに笑った。


    「そうなるために俺は、この会社にいる」


    　伊吹の抱くレインコートから、小袋が零こぼれ落ちる。その拍子に、百六の言葉を思い出した。


    　──〝雪女スノー・レデイ〟だってさ、人間になれるんだよ。ずっと一緒に過ごしていれば、立場なんて関係なくなるの。だから私もずっと、ずーっと一緒にいるの！　そしたら私もいつかは──。


    「っざけんな……。これで、さよならかよ。こんな終わり方あるかよ……」


    　渡すつもりでずっと握り締めていたのか、エルモへのプレゼントは、くしゃくしゃに潰つぶれていた。


    　伊い吹ぶきは小袋をポケットにしまった。


    　口元に滲にじんだ吐息に、火の粉が混じる。


    　室温が急激に上昇し、絨じゆう毯たんや手すりに張りついた氷が、伊吹を中心に溶けてゆく。


    「……逃げんな、〝イラストレーター〟。オレは見逃してやんねえよ……！」


    　伊吹が指を鳴らした次の瞬間、大きな炎が、吹き上がった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　夜空に雪は降り続く。ブレーキ音やクラクションに混じって、馬のいななきが轟とどろいた。次いでアスファルトを蹴ける蹄ひづめの音。馬に乗った騎士たちが、高速道路を駆けてゆく。


    　ブロードソードが振り下ろされ、巨鳥の首を切断した。意志をなくした鳥の体は、よれよれと数歩足を進めて崩れ落ちる。


    「くっ……！　ジャブジャブ鳥じゃ、分が悪いですのっ」


    　先頭を駆ける鳥に跨またがりながら、百ひやく七しちは状況把握に努めた。


    　迫り来る遊撃手たちによって、六羽もいた鳥の数は、今や半分にまで減らされていた。しかもそのうちの一羽は、エースの乗り物として奪われている。なんという体ていたらく。


    　百七のターゲットである三人を乗せたタクシーは、いよいよ高速道路を下りようとしている。その先はもう、謝恩会の行われているホテルだ。


    　百七は焦しよう燥そうの表情を浮かべる。


    〝プリンター〟を奪われ、〝ハートの女王クイーン・オブ・ハート〟を奪われ、さらにその手引きをした〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟まで逃がしたとあれば、会社に自分の居場所はない。室長は自分を許してはくれないだろう。


    　百七はポケットからコンパクトミラーを取り出し、その表面をなぞった。召しよう喚かんするモンスターの頭文字〝Ｂ〟を鏡文字にして鏡面に書く。


    「──食い散らかせ、バンダースナッチッ！」


    　百七は叫びながら、料金所を駆け抜ける。そのすぐ後ろに、遊撃手の跨る馬が迫る。


    　と、騎士たちが料金所を通り過ぎるその瞬間、窓ガラスから四本脚の怪物が飛び出した。


    「あぶるぅ！」と奇妙な鳴き声と共に、その獰どう猛もうな生き物は次々とガラス面から登場する。


    　巨鳥に比べれば小型ながらも、次々と馬にかぶりつくその姿は、卑いやしいハイエナを思わせた。


    　馬が倒れれば、次は騎士へと襲おそいかかる。集団で獲物に食らいつく様さまからは、サバンナの一幕を連想させられる。


    　走るタクシーの後部座席からその光景を眺め、千ち鳥どりは頰ほおを引き攣つらせた。


    「あれが、バンダースナッチ……？」


    　その数は一〇を超え、二〇を超え、続々と増えてゆく。


    　シェリーもまた千鳥の側そばで、自分の兵が食べられてゆく様を見届けた。機敏なバンダースナッチの動きに、馬に跨またがった遊撃手たちは翻ほん弄ろうされていった。


    「卑ひ怯きようだわっ。なんて数なの……！」


    　シェリーが忌いま忌ましげに呟つぶやいた直後、タクシーが急ブレーキを掛け、二人はシートに転がった。


    「きゃああっ」


    　雪で濡ぬれたアスファルトに横滑りし、タクシーは信号待ちする車に衝突する。


    　破砕音と共に飛び散る破片。飛び出したエアバッグに押し潰つぶされ、「ぬおっ」と藤ふじノのが悲鳴を上げた。


    「痛いった……。スノー、大丈夫？」


    　シートから顔を出した千鳥の肩に、スノーホワイトが駆け上がる。その無事を確認して、千鳥はタクシーの前方に連なる車の列を眺めた。


    　渋滞でこれ以上進めそうにない。ライトアップされたホテルはもう、目の前に見えているというのに。


    「お、お客さん、お怪け我がは──」


    　今にも泣きそうな顔で振り返った運転手が、迫り来るハイエナの群れに絶叫した。エアバッグから抜け出し、がむしゃらに逃げてゆく。


    「あ、ちょっと！」


    　千鳥の呼び止める声も無視して、運転手は駆けて行ってしまった。


    　高級ホテルの建つ区域だけあって、高速道路を下りたそこは、両脇に瀟しよう洒しやなビルの並ぶ繁華街だった。壁面の広告には、真っ赤なルージュを引いた白人女性。車道の両サイドにはイルミネーションで飾られた木々が連なり、クリスマス直前の街をロマンチックに彩っていた。


    　ただしその浮き立った雰囲気は、天板の剝はがれたタクシーが突っ込んできたことによって壊されてしまった。何事かと振り返った人々は、高速道路の入り口で群れを成すハイエナの姿に悲鳴を上げる。


    　渋滞につかまった車を乗り捨てて、人々もまた次々と逃げ始めた。


    　助手席の藤ふじノのが、他ひ人と事ごとのように大たい笑しようしている。


    「千鳥、藤ノらも逃げるぞ。会場には走って向かえばよい」


    　言うやいなや、藤ノはひょいっとタクシーを飛び出した。


    「待って、絵本、絵本がない──」


    　衝突の衝撃で落としてしまったのか、ずっと胸に抱いていたはずの『赤ずきん』がない。シートの隙すき間まやタクシーの周りをキョロキョロと見渡す千ち鳥どりの首根っこを、シェリーが摑つかんだ。


    「そんなのあとになさい！　逃げるわよ」


    「んあっ──」


    　千鳥はシェリーの肩に担がれて、タクシーを離れる。


    　高速道路の出入り口付近では、エースが剣を振り回していた。彼は押し寄せるバンダースナッチの群れを、たった一体で食い止めていた。しかしあまりの数にまとわりつかれ、徐々に崩れ落ちていく。


    「はっ。……あった、絵本……！」


    　千鳥は、エースよりもいくらか手前のアスファルトに、『赤ずきん』を見つけた。やはり急ブレーキで転んだときに、手放してしまったのだろう。


    　身をよじり、シェリーの腕から抜け出した。


    「こらチビ、あんた、どこ行くのよ……！」


    「先に行ってて！　絵本拾ってくる」


    　シェリーの制止を振り切って、千鳥は逃げる人々と逆行して駆ける。


    　絵本を手に拾い、胸に抱く千鳥。「よかった」と呟つぶやいたその次の瞬間、飛び掛かってきたバンダースナッチが、千鳥の肩口に嚙かみついた。


    「……っあ」


    「あぶるぅっ！　あぶるぅ」


    　倒れた千鳥の体へ、さらに二匹目の獣が襲おそい掛かる。足首やおさげを嚙まれ、千鳥は背中を丸めた。


    「やっ……だっ──」


    　千鳥の胸元から顔を出したスノーホワイトが、牙きばを剝むいてその懐ふところから飛び出そうとした。


    「……ダメっ、スノー。行っちゃダメ」


    　千鳥はスノーホワイトの細い体を無理やり摑んで、絵本と一緒に抱き締める。


    　──しまった。


    　スノーホワイトの身を案じて初めて、千鳥は自分の愚行に気づいた。エースを食い散らかしたバンダースナッチの群れは、次の標的を捜す。最も近い獲物は、すでに嚙まれ倒れている千鳥だ。


    　顔を上げた千鳥の視界に、鋭い牙と鉤かぎ爪づめが映った。涎よだれを垂たらしたバンダースナッチの群れが、徐々に距離を詰めてきている。


    「は、走ってっ！　千鳥！」


    　両手を頰ほおに添え、青ざめたシェリーが叫んだ。その脇を、黒衣の影が走り抜ける。


    　群れの先頭に立った一匹のバンダースナッチが、千鳥の頭上へと飛びかかる。千鳥は体を強こわ張ばらせ、目をきつく閉じた。


    　──きゃぅ！


    　しかし直後に上がった悲鳴は、千ち鳥どりのものではなかった。


    　バンダースナッチのその牙きばは、千鳥の体へは届かなかった。怪物を殴り飛ばしたその人物は、千鳥の服を齧かじる他のバンダースナッチらをも蹴けり飛ばす。


    　ケープコートをなびかせるその姿を、千鳥は恐る恐る見上げた。


    「……ってえ」


    　フードを被かぶった兼かね亮すけが、殴った右手を振って、しかめっ面つらを作っていた。


    「か……兼亮、あんた、遅いわよ、バ──」


    「バカッ！」


    　千鳥の震ふるえた声を遮さえぎって、兼亮は千鳥を叱しかりつける。


    「どうしてあなたはそうやって、自分を犠牲にしようとするんですか」


    「だ……だって──」


    　驚いた千鳥の瞳が、僅わずかに潤うるんだ。


    「これがないと、あんたは変身できないじゃない。そしたら、あんたは月つき夜よを助けられないじゃない──」


    「俺はあなたにだって傷ついてほしくないんだ。そんなこともわからないなら、ホントにバカです」


    「バ、バカとか、言うなあ……」


    「何やってんの、二人とも！　さっさとそこから離れなさいっ！」


    　シェリーの怒号に、兼亮は顔を上げた。


    　群れの先頭が殴り飛ばされたことで怯ひるんではいたが、未いまだ二人を無数のバンダースナッチが取り囲んでいる。兼亮の殴った先頭の一匹もまた、ゆっくりと立ち上がり始めていた。


    「……やっぱ、生身じゃ弱いですね、俺。生い駒こまさん、ペンあります？」


    　頷うなずく千鳥からペンと『赤ずきん』を受け取り、兼亮は〝噓うそつきオオカミ〟と二度目の契約を交わす。ページの最後に新しく付属された貸出カードに、名前を書いた。


    　その隙すきを見て、バンダースナッチたちが一斉に駆け出した。


    「……兼亮、来るっ──」


    　千鳥は言下に、肩を抱き寄せられる。その背後に飛びかかったバンダースナッチは、自身のよりも遥はるかに巨大な鉤かぎ爪づめによって切り裂かれ、血飛沫しぶきを上げた。


    　千鳥を腕に抱いた兼亮が、もう一方の腕に纏まとうのは、禍まが々まがしい妖よう気きを放つ鋭い鉤爪。


    　しかしこれは取り憑つかれたことによる影響ではない。かつて取り憑かれた親友を〝誰かに変身する能力〟で真ま似ねた、〝オオカミの腕〟。今朝まで自身も取り憑かれていたせいか、その物真似クオリティは段違いに上がっていた。


    　フードの陰に隠れる瞳は獣のようにぎらつき、醸かもす雰囲気もまた、オオカミに近しい。


    「っがあああああうっ!!」


    　兼かね亮すけの咆ほう哮こうひとつで、二人を取り囲むバンダースナッチたちは、足を竦すくませた。牙きばも鉤かぎ爪づめもその体たい軀くも、目の前のオオカミに勝てる要素はないと、獣としての本能が警けい鐘しようを鳴らす。


    「……行きましょう。摑つかまって。スノーも」


    　スノーホワイトが、兼亮のケープコートの中へと潜もぐる。それを確認してから、兼亮は『赤ずきん』を千ち鳥どりへ渡した。


    「ちょっと、持っててください」


    　そして千鳥を抱き上げ、その跳躍力をもって、車の天板へとジャンプした。


    「……取り憑つかれてるわけじゃ……ないの？」


    　兼亮の腕に抱かれたまま、千鳥は恐る恐るその顔を見上げた。


    「いいえ。真ま似ねしてるだけですよ」


    　確かに兼亮のその瞳は、千鳥を見下ろすときにだけ温かみを感じさせる。


    　目が合って、千鳥は思わず視線を伏せた。


    　──やばい。何これ。ドキドキする。


    　きっと嚙かまれたことによる出血のせいね。と千鳥は自分へ言い聞かせ、沈黙に耐えかねて質問した。


    「……眼鏡めがねは、どうしたの？」


    「なくしてしまいました」


    「……ない方が、格好、いいかも……？」


    「え。じゃあ、コンタクトにするかな」


    　兼亮は車から車へと飛び移り、ホテルを目指す。


    　ホテルの入り口前には、大理石の敷き詰められた広場がある。そこに続く石段へと近づいたとき、千鳥が「藤ふじノのがいる」と呟つぶやいた。


    「〝プリンター〟？　あの白髪の人ですか？」


    　この繁華街にあっても一ひと際きわ目立つその人は、騒然とした現場にもかかわらず、満面の笑みで手を振っていた。


    　ホテル前の広場へと到着し、兼亮は藤ノの前で千鳥を降ろした。フードの首元からスノーホワイトが顔を出し、「きゅい」と一鳴きして千鳥の頭へとジャンプする。


    「ほう！　おまえが〝噓つきオオカミライアー・フアング〟かや？　なるほど話に聞いていたよりかは、男前であるようじゃ。しかし助け出すのが遅いわ。千鳥が嚙まれる前に助けぬか。阿あ保ほが」


    「え。す、すみません……」


    「阿保が」


    　初っぱなから説教が飛び出し、兼亮は思わず謝あやまった。にもかかわらず、藤ノは「阿保が」を繰り返す。


    「阿あ保ほが。阿保がっ。千ち鳥どり！　こいつ、〝阿保が〟って言いやすいな！」


    「……もう許してあげてよ。助けてくれたんだから」


    　千鳥は藤ふじノのの腕に摑つかまり、溜ため息をついた。


    「兼かね亮すけ……謝恩会はもう始まってる。笛吹き男が現れる前に、早く行ってあげて」


    「え。一緒に行かないんですか？　ここは危険です」


    「私は、行かないわ」


    　兼亮の視線を気にして、千鳥は血の滲にじむ右手と、足首を隠した。そして『赤ずきん』を差し出す。


    「あの怪物たちは、あたしたちを狙ねらってるのよ。だからあたしたちがここで、食い止めなきゃ」


    「まだ、戦うつもりですか……？」


    「当たり前じゃない。あんただって、戦うんでしょう？」


    「けど──」


    　兼亮は千鳥の体を見下ろす。髪は乱れ、衣服もまたところどころ破け、千鳥は隠しているつもりだったが、その血の臭いは、オオカミを真ま似ねる兼亮に隠せるものではなかった。


    　しかしそれでも、千鳥は「バカにしないで」と鼻を鳴らした。


    「……こんなの擦かすり傷だわ。あたしの心配より、自分の心配しなさいよ。できるの？　笛吹き男を倒せる？」


    「わかりません」兼亮は言い淀よどみ、続けた。


    「けど、倒します。そのために、めちゃくちゃ修行したんですから」


    「うん」──知ってる。


    　千鳥は唇くちびるを結んだ。あんたはきっとできる。そのために努力する姿を、あたしはずっと見てきたんだもの。兼亮が弱音を吐いたときのために用意していた言葉を、千鳥は呑のみ込んだ。


    　兼亮は倒すと言った。ならば励ましの言葉なんて、必要ない。


    　代わりに珍しく笑顔を作り、認めてやるのだ。


    「きっとできるわっ！　さっきのあんた。すごくすごく、格好よかったもの！」


    　きょとん、と兼亮は目を丸くした。それからゆるゆると、笑みを浮かべる。


    「な、何よっ」


    「いやあ、褒ほめるなんて、どうしたんですか、一体」


    「あたしだって！　褒めることくらいあるし！」


    　叫んだところに、シェリーが石段を駆け上がってきた。息を切らせて、千鳥の前に立つ。


    「奴らの様子が変よ。ホテルを囲んで、前に出ようとしない。何かに怯おびえているみたい」


    「くふ。この藤ノに怯えておるのじゃ」


    　藤ノはうにゃり、と妖よう艶えんに笑う。


    　シェリーを追って、一匹のバンダースナッチが石段を上がってくる。その怪物に向かって、藤ふじノのが肉薄した。


    「あぶるぅっ！」


    　鋭い牙きばがシェリーの尻しりへと届く前に、藤ふじノのの持つ札ふだが、バンダースナッチの胴へと貼りつけられた。するとバンダースナッチの体が札に向かって凝縮し、ため込んだパワーを弾くように、破裂。びちゃあ、と真っ赤な血飛沫しぶきが跳ね、バンダースナッチの体は粉々に吹き飛んだ。


    　一瞬で起きたあまりの出来事に、三人はぽかんと口を開けたまま硬直した。


    「……な、何、したの？　今」


    　千ち鳥どりの言葉に藤ノは、人差し指を立てた。


    「封ふう印いんに失敗したのだ。敢あえてな。術式を崩して札を作ったんじゃよう。封印対象は封じられようとしながらも、肉体が体積変化に追いつかず凝縮。やがて蓄積された力が解放されて破裂。びちゃあ、な？」


    　ケラケラ笑うその瞳は、能力使用のせいか、澄んだ銀色に染まっていた。


    　千鳥はなんとなく、あのひょろ長い研究員の、藤ノに対する怯おびえた目を思い出した。緘かん獅じ子し藤ノ──監禁されていたのではなく、神として祀まつられていたこの女性。自分が思っていた以上に、恐ろしい人物なのかもしれない。


    「……ま、まあ。立派な戦力になるってことよね」


    「もう逃がすわけにはいきませんのっ！」


    　広場前の車道に、百ひやく七しちの大声が響き渡った。


    　ばんっ、と足を踏みならして、巨鳥から車の天板へと降り立った百七は、ゴーグルとヘルメットを放り捨てる。そして胸ポケットから眼鏡めがねを取り出して、装着した。


    「早くあなたたちを取っ捕まえないと、私は、消されちゃうっ──」


    　百七の立つ車を中心に、バンダースナッチが集まってくる。


    「……どんだけブラックな会社なのよ。心中察するわ」


    　呟つぶやく千鳥の側そばで、シェリーがトランプの兵たちを嚙かみ殺した。


    「あんなとこ、二度と戻るかっつーの。ガリガリになっちゃうわ」


    　膨ふくらんだトランプ兵たちは巨大な騎士へと変へん貌ぼうして、斧おのや剣を打ち鳴らす。


    「藤ノももうしばらくは、千鳥と遊んでいたいのう」


    　藤ノもシェリーに並び立ち、両手の札を扇状に広げた。


    　千鳥は兼かね亮すけへと向き直る。


    「あんたはもう行って。ここは、大丈夫だから」


    「……わかりました」


    「月つき夜よを、よろしく」


    「任せてください」


    　答えてから兼亮は、藤ノの背に声をかけた。


    「緘かん獅じ子しさん。生い駒こまさんをよろしくお願いします」


    「言われるまでもないわ、阿あ保ほが」


    　藤ふじノのはその瞳を銀色に染めたまま、口角を釣つり上げる。


    　兼かね亮すけが去ったあと、側そばに並んだ千ち鳥どりに藤ノは尋ねた。


    「よかったのか？　藤ノの目は誤ご魔ま化かせん。あれは気丈にしておるが、人を傷つけることを恐れる優やさ男おとこじゃろう。嚙かまれた傷を見せて〝側にいて〟と甘えれば、いてくれたろうに」


    「ふん。そんなの、あたしじゃないわ」


    　千鳥は腰に手を当てて、胸を張った。


    「あんたとの約束は、〝気持ちを素直に打ち明けること〟でしょ。ちゃんと守ったわ。あたしはあいつに、大切な人を護まもれるような、格好いいやつになってほしいの。ちゃんと認めて、送り出せた。そんなあたしをあたしは──きっと、好きになれるんだわ」


    　百ひやく七しちが腕を高々と上げ、それから前へと突き出す。それを合図にして、バンダースナッチたちが一斉に走り出した。


    　千鳥が声を上げる。


    「来たっ」


    「千鳥は藤ノの側におれ。護ってやる」


    　シェリーもまた、腕を掲げた。


    「さあ、死んでもこの私に勝利をもたらしなさい！　突撃いぃっ！」


    　腕が振り切られると同時に、騎士たちが一斉に前へ出る。


    〝兵を率いる能力〟対〝怪物を率いる能力〟。その第二戦が、開始された。


    　　　×　　　×　　　×


    



    『〝心に安らぎを〟──ピース・オブ・マインド。私たちのこの理念が、そのまま社名へと変わりました──』


    　謝恩会の始まりを飾る挨あい拶さつの最中。スポットライトの当たる壇上で、小こ日向ひなたは違和感を覚え、言葉を詰まらせた。


    　鼻をつく、香辛料の匂におい。匂いの元を辿たどれば、演台の側に飾られた生け花にあるように思う。生け花がなぜ、このような香りを発する……？　思考は一瞬。すぐに挨あい拶さつを再開する。


    『……失礼しました。ええと、柄にもなく緊張してしまって──。どこまで話しましたかな』


    　小日向が苦笑いを浮かべると、辺りからも和なごやかな笑みが湧き上がる。


    　立食パーティーに参加しているのは、ＰＯＭと関係の深い企業や、得意先の面々。小日向製薬の頃から世話になっている者たちもいた。表だけで繫つながる人物もいれば、裏でこそお互いの手腕を発揮できる相手もいる。


    　咳せき払ばらいをひとつして、小こ日向ひなたは挨あい拶さつを再開する。話しながらも、頭では匂においに関する情報を引き出していた。


    　この匂いはナツメグ──過剰に摂取すると幻覚作用をも引き起こす、強い匂いの香辛料だ。エルモから報告を受けた〝笛吹き男〟の特徴とも一致する。


    　──奴が、いる。小日向はスピーチのリズムを崩さないまま、そう確信した。


    　──どこだ。どこにいる……？


    　笛吹き男は、クチバシの尖とがった鳥の仮面を被かぶっているはずだ。もちろん仮面を外して紛まぎれ込んでいる可能性もあるが、小日向は自然と、会場に鳥の面を捜していた。


    『──これからもピース・オブ・マインドを、どうか宜よろしくお願いします──』


    　挨拶が終わり、一礼。会場内に拍手が起こる。


    　小日向は目尻を下げ、ほっと胸を撫なで下ろす。意図してそんな仕草を見せながら、壇上から会場内を見渡した。


    　鳥の顔。鳥の仮面──。そして奥側のテーブルに、まさに捜していた姿を見つける。


    　──いた。タキシードに例の仮面というふざけた格好をした笛吹き男は、何食わぬ顔で小日向を見つめ、周りと同じように、拍手をしていた。


    　動揺を顔に出すようなことはしない。計画通りだ。笛吹き男は間抜けにも、小日向の撒いたエサに食らいついた。


    　さあ、どうした早く捕まえろ。小日向は、壁際に立つ黒服の男たちに目配せをする。


    　しかしどうしたことか。小日向の用意した精鋭の私兵たちは、ターゲットの出現にもかかわらず直立不動のままだった。


    　──？　何をしている。早く飛びかかれ。騒ぎを起こせ。


    　小日向は笑顔のまま、黒服の男たちに合図を送る。こちらから指を差し、「捕まえろ」と叫ぶわけにはいかないのだ。奴はまだ何もしていない。パーティーを破壊するほど暴れるとか、壇上に座る月つき夜よを襲おそうとか……。月夜に固こ執しつするあの男のために、わざわざこの場を提供してやったのだ。月夜を攻撃するというのなら、それはそれで構わない。しかし傷つけるのならば今、この場であってほしいと願う。


    　その様子がメディアで流れてこそ、〝笛吹き男〟が悪だと証明されてこそ、小日向光こう輝きの悲劇性が高まるのだ。大切なパーティーに現れた怪人。愛する娘を傷つけられた父親。この構図があってこそ、笛吹き男を退治する大義名分が生まれる。


    　悲劇は人々の心を打つ。悲劇と戦い続けるＰＯＭは人々の支持を得て、益ます々ます躍進するだろう。


    　さあ、そのきっかけとして笛吹き男に飛びかかれ。もういっそ殺されてしまえ。しかし小日向がどんなに強く願っても、笛吹き男のすぐ後ろに立つ黒服は、微動だにしなかった。


    　そして次の展開に、小日向は肝を潰つぶした。黒服の男がいつの間にか、鳥の仮面を被っていたのだ。


    　壇上はスポットライトに照らされており、会場は薄暗い。小こ日向ひなたは我が目を疑い、見間違いかと目を凝らす。そうするとまた、別のテーブルに笛吹き男が現れた。こちらは、カクテルドレスに身を包んだ女性だった。


    　これで笛吹き男は三人目。四人目はすぐに別の箇所に現れる。五人目、六人目と鳥の仮面は増えていき、やがて会場を埋め尽くす。


    「──っ。は……!?」


    　小日向はマイクから顔を離し、踵かかとを下げた。今やパーティーの参加者全てが、笛吹き男だった。小首を傾かしげる司会の女性も、舞台袖でカメラを構えているテレビスタッフも、その側そばに立つ番組ディレクターも。会場で手を叩たたく全ての人が、クチバシの生えた仮面を被り、丸い双眼の奥から小日向を見つめていた。


    「はあああっ……！」


    　腰を抜かし壇上に尻しりをつけた小日向の元に、幾人もの笛吹き男が駆け寄ってくる。


    　大丈夫ですか、どうしましたか、そのような声を上げながら、小日向の体へと手を伸ばした。


    「さっ、触るなっ。寄るな！　私に近づくな」


    　自分を取り囲む足の向こうに、壇上の椅い子すに座る月つき夜よの姿を見つける。


    　コバルトブルーのドレスを纏まとい、ちょこんと椅子に腰かける月夜はまるで人形のよう。しかしこちらへ向けられたその顔にもやはり、鳥の面が嵌はめられていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「どうなっていやがる……！」


    　エルモは一つ、舌打ちをした。インカムに流れてくる情報が錯さく綜そうし、現場が乱れている。ホテル外部を警護中の者たちからは、ハイエナや〝プリンター〟の目撃証言。さらにパーティー会場では、小日向が壇上で暴れだしたという。


    「……あぁ？」


    　手すり越しに見下ろした階下に走る黒衣を見つけ、笛吹き男かと警戒した。しかしよく見れば、ケープコートに身を包んだ〝噓つきオオカミライアー・フアング〟である。エルモは今一度、舌を打ち鳴らす。


    「あの野郎も来てんのか……！」


    　現場は益ます々ます混乱を極める。自分も動かなくてはいけないが、とエルモはフロアへと振り返った。


    　その先では、伊い吹ぶきが炎を纏っている。警備のために用意された黒服の男たち数名を相手に、組んず解ほぐれつ暴れ回っていた。


    「おい、卑ひ怯きようだぜっ、〝イラストレーター〟！　来いよっ。オレと、戦えええっ！」


    　体にしがみつく男たちを引き摺ずって、伊吹はエルモへと足を踏み出す。すでに数名がやられていた。絨じゆう毯たんに倒れる男たちを一いち瞥べつして、エルモは呟つぶやく。


    「……〝白兎ホワイト・ラビツト〟──なるほど。その戦闘力は、軽くあしらうことができない程度には、厄やつ介かいだったぜ」


    　エルモは瞳を翠みどり色いろに灯ともしたまま、そっと人差し指を立てた。それを合図に、伊い吹ぶきの足下で絨毯に擬態していた巨大なアンコウが顔を出す。


    「……なっ」


    　アンコウは伊吹を、その体にしがみつく黒服の男たちごと、丸呑のみにした。


    　手早くエルモは液晶タブレットに指先を走らせ、何匹ものアロワナを召しよう喚かんする。


    　アロワナは伊吹を食べたアンコウを飲み込み、また次のアロワナがそれを飲み込む。アロワナを幾十にも被かぶせて、これが簡易的な檻おりとなる。フロアの一角を陣取るそれは、真っ白で巨大な風船のようだった。


    　エルモはすかさず階段の前に立った。


    　駆け上がって来た兼かね亮すけを、何事もなかったかのように見下ろす。


    「動くな、〝噓つきオオカミライアー・フアング〟」


    　足を止めた兼亮は、翠色の瞳を見上げる。


    「……〝イラストレーター〟」


    「こっちは大切な作戦遂行中なんだ。邪魔をするな」


    「……それはこっちの台詞せりふだ。どいてくれないか」


    　会場へ向かうには、目の前の階段を上がらなくてはいけない。しかしエルモの様子を見れば、素直に通してくれるとも思えない。


    「どかねえよ。つーか、何しに来たんだ、弱者が。今朝、散々拒否されたくせに、まだ諦あきらめねえのか？」


    　エルモは心底迷惑そうな表情で、兼亮を責め立てる。


    「もう取り憑つかれてはいねーんだろ？　よかったじゃねえか。おとなしく帰って寝てろ。貴様の絵本は、後日回収しに行ってやるから」


    「……昨日、学校でも言ったはずだ。断るってさ」


    　兼亮はエルモの提案を再び拒絶し、〝オオカミの腕〟を纏まとった右腕を構える。


    「……ちっ。ああ、面倒くせえな……」


    　低く構えた兼亮を見て、エルモは液晶タブレットに指先を添えた。


    　兼亮が階段へ足を踏み出したと同時に、液晶画面から召喚されたのは三体の悪役ヴイランズだった。


    　吹雪ふぶきを纏う雪女に、蓑みのを羽は織おった羽は衣ごろも泥棒、そして鋭い牙きばと爪を誇るオオカミが、液晶画面から飛び出す。全て笛吹き男討伐のために用意した、色つき──能力つきのキャラクターたち。


    「……っ。悪役ヴイランズも使えんのかよ」


    　雪女によって吐かれた息吹いぶきで、絨じゆう毯たんの敷かれた階段が凍る。直撃すれば足を止められることを知っている兼かね亮すけは、手すりを足場に宙へ跳ねていた。


    　と、そこに構えていた羽は衣ごろも泥棒に腕を摑つかまれるが、問題はない。力任せに体を捻ひねり、振り解ほどいて着地、スピードを緩ゆるめず階段を上がる。


    「鬱うつ陶とうしいぜ〝噓つきオオカミライアー・フアング〟……！　まだ月つき夜よを護まもれる気でいるのか？　無力な貴様が行ったところで、なんにもなんねえよ！」


    　エルモの前に立っていたオオカミが咆ほう哮こうを上げ、兼亮の頭上から鉤かぎ爪づめを繰り出す。フードと頰ほおを切り裂かれながらも、兼亮はその切っ先を、ギリギリでかわした。


    　そして、階段一番上のエルモとすれ違う。


    「……別にただ──会いたいんだよ」


    　戦闘をするつもりはない。今は、笛吹き男よりも早く、月夜を奪う。それだけのための、強行突破──。


    「クソがっ……！」兼亮の背を見送りながら、やはり、とエルモは確信した。その動きは、学校での戦闘よりも格段に速くなっている。取り憑つかれたことによる影響なのか、オオカミに変身した体を、自分のものにしている。


    　その能力の特徴上、戦うたびに強くなっていく。あの男──放っておくべきではなかった。


    　フロアを駆ける兼亮を止めるべく、エルモは新たな悪役ヴイランズを召しよう喚かんした。ワーストエンド・シリーズの中で、随一のスピードを誇る悪役ヴイランズ──〝白兎ホワイト・ラビツト〟。


    「ギィエエエエエッ！」


    　ウサギとは思えないその金切り声に火がついて、小さな体を包み込んだ。炎を纏まとったウサギは駆ける兼亮の足元目がけ、弾丸の如く突っ走る。


    　その直後、フロアの一角で激しい炎が吹き上がり、巨大な白風船が、爆発した。


    　炎を纏って飛び出した伊い吹ぶきは、兼亮の背に駆ける。そして猛スピードで突き進むウサギを、踏み潰つぶした。


    「ギィッ……！」


    　伊吹の足元で、ウサギは大きな炎に呑のみ込まれる。


    「……笹ささ森もりっ。なんでおまえ、そんなとこに」


    「……おう。いろいろあってな」


    　伊吹はエルモを睨にらみつけたまま答えた。焦こげつくような鋭い殺気に、兼亮は異変を感じ取る。


    「笹森……？　何かあったのか」


    「……早く行け、オオカミ。おまえは月つきにょんとこに行くんだろ。ここは任せろ」


    「……ああ。任せた」


    　兼亮は伊吹をおいて、会場へ続く廊下を駆けていく。


    「貴様の出る幕じゃあねーよ、……ウサギ野郎」


    「うるせーな。オレの出る幕はオレが決めんだ。おまえじゃねえ」


    　伊い吹ぶきの毛先が跳ね、その殺気が熱を帯びて、じり、と室温が僅わずかに上昇する。


    　パチン、と指をひとつ鳴らしながら、腕を振り下ろした。蓄積されたエネルギーが一気に爆発を起こしたかのように、盛大に炎が吹き上がる。


    「やっとおまえを燃やせる。もう逃がさねえぜ……！」


    「……仕方ねえな。少し、遊んでやるか」


    　雪女、羽は衣ごろも泥棒、オオカミを前に並べて、エルモは翠みどり色いろの瞳を伊吹に向ける。


    　さり気なくインカムに指示を出した。オオカミが行った、警戒しろ。そう告げた直後に、向こうから声が上がる。


    『──現れました。今、会場に！　応援をお願いします！　笛吹き男が、現れましたっ！』


    「……クソが」


    　度重なるトラブルに、エルモは本日何度目かも知れない舌打ちを返した。


    　　　×　　　×　　　×


    



    　笛吹き男はあまりにも堂々と、パーティー会場のメイン扉からその姿を現した。


    　──ふしゅう。


    　独特な香りを巻き散らしながら、登場した男の格好は、黒いハットに黒い外がい套とう。そしてクチバシの生えた異様な仮面。あまりに不気味なその姿に、パーティーの参加者たちは言葉を失い、道を空ける。壇上に向かって割れた道を、笛吹き男は悠々と歩きだした。


    「ターゲット確認。捕獲しろ！　〝笛吹き男〟だ」


    　黒服を着た男が、インカムに向かって叫ぶ。


    　しかし彼ら黒服たちが摑つかんだ相手は、会場に溢あふれるパーティーの参加者たちだった。それぞれが本物とは別の人物を捕まえ、捕まえられた者たちは戸惑い、抵抗する。自身を護まもろうとした客の一人が黒服を殴りつけ、パーティー会場は絶叫の飛び交う修羅場となった。


    　月つき夜よへと歩く笛吹き男の元にも、黒服の男が飛びかかる。笛吹き男は腰に差したサーベルをすらりと引き抜き、躊躇ためらいなく、男の腹部に突き入れた。


    　一度体を跳ねさせて、黒服は笛吹き男にもたれかかるように倒れた。笛吹き男は何事もなかったかのようにサーベルを振り、血を払い落とす。その歩みは止まらない。


    　月夜は壇上に立ち、笛吹き男を見下ろしていた。人の顔や体を文字として認識する月夜の視界に、全身を衣服で覆おおったこの男だけが、実体を成す。


    　月夜の前に立った笛吹き男は、恭うやうやしく一礼した。


    「やっと会えましたね、月夜」


    「彼らに……何が起きてるの」


    　月つき夜よは笛吹き男の言葉を無視し、ただ静かに、疑問を口にした。


    「夢でも、見ているのでしょう」


    　笛吹き男もまた囁ささやくように、そっと答える。


    「──〝幻覚を見せる能力〟。この力は対象を絞れず、また見せる幻覚をコントロールすることも難しい。ですが対多数への無差別攻撃には、このように素晴らしい力を発揮する」


    　笛吹き男は混乱する会場を背に、両腕を広げてみせる。


    「彼らは私の姿を求めるあまり、全ての人が、私に見えているのでしょう。月夜。人を文字として認識するあなたには、効かないようですが……。残念ながらこの力では、あなたを苦しめることはできないようだ」


    「……そんなに、私が憎いの」


    「ええ。憎い」


    「どうして」


    「どうして、などと。月夜、あなたは忘れてしまったのですか。七年前の、あの悲劇を」


    　蒼あおい瞳を見つめながら、笛吹き男は囁き続ける。


    「私たちの、物語を──」


    「噓うそつき」


    　その言葉を、月夜は毅き然ぜんとはねのけた。


    「私たちって、誰？　私と、先生？　それならあなたに、その物語を語る資格はないよ。だってあなたは、〝先生〟ではないから」


    「……」


    「私を憎んでいるのは先生じゃない。先生はあのとき、死んだんだ。七年前の出来事をずっと引き摺ずっているのは、〝エディター〟。あなたでしょう」


    　仮面の奥の瞳が僅わずかに揺れた。笛吹き男は月夜へと伸ばしていた腕をやおら下ろし、今までとは違う口調で呟つぶやいた。


    「……へえ。気づいて、いたんだ」


    　その声は柔らかな〝笛吹き男〟のまま。しかしその口調は、先生を真ま似ねた丁てい寧ねいなものではなかった。


    「僕の正体に気づいているなら、余計に〝どうして〟なんて言えないはずだよ。〝どうして、私を憎むの〟なんて。白々しい」


    「……あなたにとって、七年前の悲劇はまだ、終わっていなかったんだね」


    　鳥の仮面を見下ろす月夜の視線は、どこか憐あわれみを孕はらんでいた。それが、エディターの感情を、逆さか撫なでする。


    「当たり前じゃないか。あんたが先生を悪役呼ばわりして、死なせたんだ。絶対に忘れたりしない。これはあんたと、僕の物語。僕たちの物語は、終わってなんかいない──！」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七年前のクリスマスイブ。その年に降った大雪は、夕ゆう陽ひヶが丘おかを白一色に覆おおい尽くしたが、沿岸に建つ工場の大炎上を消火するには至らなかった。


    　四本の煙突が屹きつ立りつする夜空は、赤く染まっていた。


    「せんせぇ！　せんせぇぇぇえ！」


    　ワーストエンド・シリーズの〝お披ひ露ろ目め〟が行われた工場内の会場にて、エディターは声を上げて辺りを見渡す。この研究所に連れてこられて、いや、生まれてから今まで、これほど声を出したことがあっただろうか。エディターは新たな自分を見つけたような気がして、驚いた。


    　炎を纏まとった少年が暴れていた。あれは『かちかち山』を借り、〝白兎ホワイト・ラビツト〟に取り憑つかれた読み手。


    　裾すその下から茨いばらの茎くきを大量に生はやし、研究員たちを締め上げている、あれは『眠れる森の美女』を借り、〝茨の魔女ソーンズ・ウイツチ〟に取り憑かれた読み手。


    　子供たちはみな次々と、工場を包む炎に焼かれてゆく。


    　高く閉ざされた白い壁が、自分を弄いじくり回した研究所が、燃えてゆく。地獄絵図となってしまったお披露目会場で、ただ一人エディターだけが、笑っていた。


    「せんせぇ！　どこですかあ！　せんせえ」


    　どこかで爆発音が起こった。絶叫や悲鳴に搔かき消されないよう、エディターは声を上げ続ける。早く自分を見つけてほしい。自分は先生の望み通りに、規律を破壊した。この能力で、研究所を壊したのだ。「よくやった」と頭を撫なでて、自分をここから連れ出してほしい。


    「せん──」


    　エディターは燃え盛る炎の中、〝プリンター〟──緘かん獅じ子し藤ふじノのを見つけた。


    　藤ノは研究員の一人に肩を摑つかまれ、罵ば倒とうされているようだった。「説明しろ！」「何が起こっている!?」焦しよう燥そうした研究員に揺さぶられるが、藤ノもまた混乱して唇くちびるを嚙かむ。


    　エディターは足元に転がっていた鉄パイプを拾い、思いっきり振りかぶった。


    　──ゴッ。鈍い音が響いて、後頭部を殴られた研究員は力なく崩れ落ちる。


    「ご無事ですか。姉あね様」


    　頰ほおにはねた血飛沫しぶきもそのままに、エディターはへたり込んだ藤ノを見下ろした。


    「……これは……これは、一体どうしたことだ？　どうして悪役ヴイランズどもの封ふう印いんが解けておる？　藤ノの術式が間違っていたというのか？　藤ノは、藤ノの血は、効力を失っておるのか」


    　藤ノは答えを求めて、縋すがるようにエディターを見上げた。


    　自分の血筋に誇りを持ち、常に自信に満ちていた藤ノの、このような弱気な姿勢を見るのは初めてだった。エディターは湧き上がる身み震ぶるいを隠し、膝ひざをついた。


    　この哀れな選ばれし巫かんなぎに、真実を告げてやるために。


    「姉あね様の血は、その力は、ご健在であられます。ただそのルールが壊され、効力の持続時間が僅わずか一週間にされてしまっている。あなたが影と見下してきたこの、僕の力によって」


    　藤ふじノのは目を見開いて、エディターを見返す。その瞳が、潤んでいた。


    「……なんということを……」


    　エディターの紅あかい目が、三日月を描く。


    「……くっはは」


    　今にも泣き出しそうな藤ノの顔に、笑みを堪こらえることができなかった。エディターは笑った。生まれて初めて、声を上げて笑った。


    「ははははははははっ」


    〝能力を壊す能力〟──今まで忌いみ嫌われてきたこの力が、全てを変えた。自分はこの力のせいで、陰の中で生きていかなくてはいけないと思っていた。この先ずっと、こうして声を上げて笑うことなど、かなわないと思っていた。そう、教えられて生きてきたのだ。


    　しかしそれは間違いだった。自分の周りの大人たちは、恐れていたのだ。だから必死になって隠してきた。自分のこの力を。自分の持つ大きな可能性を。それを教えてくれたのは先生だった。先生が自分を、解放してくれたのだ。


    　笑うエディターの肩に、手が添えられた。


    「よかった。二人共、無事ですね」


    「先生っ！」


    　見上げた彼の顔は、煤すすに汚れていた。子供たちが取り憑つかれた直後から、姿を消した先生。今までどこにいたのか問うと、「ずっと君たちを捜していました」といつもの優しい笑みを浮かべる。


    　その腕には大事そうに、絵本の束が抱かれていた──。


    



    「〝エディター〟と〝先生〟は手を繫つないで走りました。〝プリンター〟が泣きながらついて来ていたような気もするけれど、モブは放っておいてよいでしょう」


    　鳥の面をつけたまま、エディターはまるで語り手のように、七年前の物語を紡つむぐ。


    「〝エディター〟の胸ははち切れんばかりに鼓動していました。工場の炎上は、その子にとって大いなる冒険の序章にすぎなかった。ああ。思い描くのは、これから〝先生〟と共に巡る世界の風景。さあ、外に出よう！」


    　高々とクチバシを持ち上げて、両腕を広げる。


    　しかしすぐに、しょんぼりと俯うつむいた。


    「ところが〝エディター〟の心は、間もなく小さく萎しぼんでしまいます。〝先生〟が手を離してしまったから。月つき夜よ、あなたを見つけてしまったから」


    「……」


    　月つき夜よは黙って、エディターの言葉を聞いていた。


    



    「月夜……！　ああ、よかった」


    　先生は安あん堵どの声を漏らし、月夜の側そばへと駆け寄った。それからしゃがみ込んで、呆ぼう然ぜんとしているその表情を覗のぞき込む。


    「ひどい顔だ。何があったのです？　怪け我がを、しているのですか……？」


    　月夜の頰ほおや白い衣服には、血の痕あとがついていた。その腕には、『ピーター・パン』が抱かれている。ワーストエンド・シリーズではなく、オリジナルの絵本だった。


    　先生は顔を顰しかめ、涙で濡ぬれた月夜の頰に触れる。


    「気を確かに。しっかりしてください、月夜」


    　月夜は蒼あおく灯ともった瞳で、ぼんやりと先生の顔を見返していた。


    「……先生……？」


    「とにかく、無事でよかった。心配して捜していたのですよ。あなたたち作り手まで失ってしまったら私は──。さあ、ここから出ましょう」


    　先生は月夜に向かって、手を差し出す。


    　しかし月夜は手を取るどころか、一歩、二歩と踵かかとを下げる。


    「……月夜？」


    「……あなたは、誰ですか？」


    　月夜は怪け訝げんに表情を歪ゆがませて、先生を見上げる。この騒ぎで感情が高ぶり、自然と発現させてしまったその蒼い瞳は、人の心を文字として読んでしまう。先生の言葉の裏側を、見抜いてしまう。


    　目の前に立つ文字の塊かたまりを恐れ、月夜の表情は歪んでいく。


    「あなたは、先生じゃない……」


    「……混乱しているのでしょうか？　私ですよ。早く脱出しましょう、月夜。あなたのお父さんは先に避難しています。外であなたを待っている。さあ、一緒に、ここから──」


    



    「噓うそだった」


    　エディターの語る物語を遮さえぎって、月夜は言った。


    「あのとき、先生は噓をついていた。私を、父の元に連れていくつもりなんてなかった。先生の目的は、私たち能力者の誘ゆう拐かいだったから」


    「……また、先生を悪役呼ばわりするつもりか？」


    　エディターは仮面の奥から、壇上の月夜を睨にらみつける。


    「だって、私は、読んだんだ。あのときの先生は、私の知っている優しい先生ではなかった……！　私たちを価値ある道具として認識し、私たちを攫さらうためならどんな犠牲をも厭いとわない。そんな、非情な工作員だった」


    「……」


    「あなたを言葉巧みに拐かどわかし、工場を破壊させ、その隙すきに逃げようとしていた。強ごう奪だつ対象である〝作り手〟の私たちと、ワーストエンド・シリーズを持って──」


    



    　幼い月つき夜よは全てを見抜き、先生が大事に抱かかえている絵本の束を指差した。


    「はは。一体どうしたのですか、月夜」


    「……先生、月夜さんの言っていることは、本当？」


    　エディターは先生のスーツを摘つまみ、その顔を見上げた。しかし先生は、エディターを無視して月夜へと話しかけ続ける。


    「冗談を言っているのですか？　そうでなければこの火災で少し、錯さく乱らんしているのかもしれない。そうでしょう？　月夜」


    　先生はいつものように、穏やかな笑みを作る。


    　しかし瞳を蒼あおく灯ともした月夜に、その笑顔を認識することはできない。


    「私は、錯乱なんてしていない！」


    　エディターは言い知れぬ不安に襲おそわれ、先生のスーツを引っ張った。


    「先生、いいよ、もう行こう？　月夜さんなんか放っといて、僕たちだけで……」


    「それはいけません。この子は必ず連れて行かないと。手を離しなさい」


    「だって、行かないって言ってる。このままここにいたら僕たちも──」


    　より強くスーツを引っ張るエディターを、先生は思いきり振り払った。


    「離しなさいっ！」


    　エディターは尻しり餅もちをつき、驚きよう愕がくして先生を見上げる。


    「先、生……？」


    　この人に怒鳴られ、拒絶されるのは初めてだった。


    　戸惑うエディターに月夜は訴えかける。


    「この人はずっと、このときを待っていたんだよ。私たちを騙だまして、味方のふりして、狙ねらっていた。私たち作り手や絵本を奪う機会を──。裏口で待っているのは、この人の連絡を受けてやって来た、この人の仲間たち──」


    「月夜っ！　いい加減にしなさいっ！」


    　激げき昂こうした先生は、月夜の頰ほおを平手で弾いた。


    　エディターは二人の様子を見つめながら、混乱する。どうしていいのかわからなかった。月夜の能力は、人の心を読むことができる。一緒に絵本を作った作り手同士なのだから、その力は疑いようがない。


    　先生が自分たちを利用していたなんて、どうして彼女はそんな噓うそを？


    　幸せに満ちていた気持ちが、急速に萎しぼんでいく。


    「嫌いやだ、離してっ」


    　摑つかまれた月つき夜よは暴れ、その指先が先生の顔を引っ搔かいた。


    　拍子に、先生の抱いていた絵本が床へと散らばる。


    「ああっ……！」


    　辺りに続く爆発音。やがて工場内に人ひと気けはなくなり、肌に触れる熱気と、立ち上る黒煙の量が増してゆく。


    　窓ガラスが割れ、爆風が起こり、先生の頭上に鉄骨が落ちてきたのは、そんなときだった。ハッと顔を上げたときには遅かった。耳をつんざく騒音のあと、土つち埃ぼこりが舞い上がる。


    　起き上がったエディターが見たのは、床に倒れた月夜だった。蒼あおい瞳は、大きく見開かれていた。その視線を追って、エディターは青ざめる。


    「……先生ぇっ！」


    　絵本を拾っていた先生は、敢あえなく鉄骨の下敷きとなっていた。


    　エディターは慌てて、彼を助けようと鉄骨を持ち上げる。しかし先生を潰つぶすその鉄骨は、体の小さなエディターには、到底持ち上げられるようなものではなかった。


    「そんな。先生、しっかりして、先生っ！」


    　その様子を、立ち上がった月夜と、藤ふじノのが呆ぼう然ぜんと眺めていた。


    「何を、見てるのっ。手伝って！　手を貸して、手を貸せよっ！」


    　しかし二人は、動こうとはしなかった。


    「姉あね様、先生を、助けてっ！　月夜さん、お願い先生を──」


    「……もう、助からない」


    「っ……んなわけ、ないっ！」


    　目に涙を溜ためたエディターを見つめて、月夜は無感情に言い放つ。


    「──当然の報いだよ」


    　と、その瞬間。ぱん、とエディターの中で感情が弾けて、せり上がる怒りを抑おさえることができなくなった。


    「何がっ、報いだっ！」


    　月夜の肩を鷲わし摑づかみにし、紅あかく灯ともらせた瞳で睨にらみつける。


    「先生は、僕たちを逃がそうとしてくれていたんだ……！　それなのに、あんたは、そんな先生に向かって、あんたはっ。読め、もう一回、先生を、読めっ。読んで、訂正しろ」


    　強い感情に気け圧おされ、月夜は目を閉じる。


    「……嫌だ。私はもう、読みたくない。何も見たくないっ」


    「……っ、ふっざけるな！　僕を見ろ！」


    　エディターは月夜の頭を両手で摑み、無理やりに顔を上げさせた。


    「見ろっ！　僕を見ろ。僕を見ろおおぉっ！」


    　額ひたいをぶつけ、月つき夜よに迫る。至近距離で目を見開き、その紅あかい瞳をもって、蒼あおい瞳を見返した。


    



    　──〝僕は、その蒼い瞳がもとに戻ることを、許さない……！〟


    



    　紅の虹こう彩さいが一ひと際きわ大きく輝き、その力を発揮する。


    　月夜の目は蒼く輝いたまま壊れ、もとに戻ることが、かなわなくなる。


    　エディターは月夜を、先生の側そばへと座らせた。


    「見ろよ。ちゃんとよく見ろっ。訂正しろ！　先生は噓うそなんかついていないだろう。先生はちゃんと、僕たちを──」


    　月夜の頭を押さえ、エディターは叫ぶ。


    　月夜の視線が、血だまりを作る先生の頭へと注がれた。しかし──。


    「……読めないよ」


    「噓つくなよ、あんたの目は、蒼いままじゃないか！」


    「……目が蒼くたって、死んだ人間の思考は、読めないよ」


    　一瞬の、間があって。エディターの慟どう哭こくが、炎上する工場に響き渡った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「……僕は今でも思い出すんだ。先生の優しかった笑顔や、頭を撫なでてもらったときの心ここ地ちよさ。人を文字でしか理解できないあんたは、覚えていないかもしれないけどさ」


    　じり、とエディターは月夜に詰め寄った。


    「あんたは、悪だ。悪役でなきゃいけないんだ。僕が先生に代わって、あんたを否定してやる」


    　月夜は震ふるえる手を握り締めて隠し、気丈に答えた。


    「無意味だよ。私の死を捧ささげたところで、先生の真実は変わらない──」


    「黙れ。先生に捧げるのはあんたの死じゃない。あんたに復ふく讐しゆうを遂げる、僕の物語だ……！」


    　言下にエディターは外がい套とうを翻ひるがえし、サーベルを振り切った。


    　反射的に踵かかとを下げた月夜の胸元を、横一いつ閃せんが煌きらめく。


    　とん、と月夜の背に演台が当たる。もう後ろには下がれない。


    「私だって、為なされるがままになんてならない……！」


    　用意していたのは、封筒。月夜の隠していた奥の手。


    「出番だよ、村むら瀬せくん」


    　壇上に上がったエディターが、頭上にサーベルを振りかぶった。その刀身がスポットライトに輝いた、次の瞬間──。


    　封筒の口から伸びてきた腕が、銀のナイフをもってサーベルを弾き返した。勢いよく飛び出した一いち郎ろうは、もう片方の手に握ったダガーナイフの切っ先を鳥の面に突き立てる。


    　──ガキン。金属音が響いたあとに、ダガーは粉々に砕け散った。


    「……っ」


    　奇襲に面を打たれたエディターは、壇上で二人と距離をとる。


    「……ああん？　青あお髭ひげぇ……。あんたの力は、僕が壊したはずだろうが……！」


    「壊されたままさ、〝エディター〟。おかげで僕は、未いまだ武器を一秒しか持てない」


    　封筒から全身を登場させた一いち郎ろうは、月つき夜よを護まもるように前に立ち、両手の平を広げて見せる。握っていた銀のナイフも、すでに粉々に砕けて消えてしまった。


    「けど一秒も保ってくれるのなら、充分だよ」


    「……虚勢を張るなよ。可哀かわい相そうに思えちゃうだろ」


    　ヒビ割れた仮面の向こうから、紅あかく灯ともる瞳が一郎を見つめる。


    　その手に握るサーベルの刀身が、いつの間にか血で濡ぬれていた。


    「村むら瀬せくんっ……」


    　異変に気づいた月夜が、一郎の側そばで声を上げた。


    　奇襲の際にカウンターを食らったのか、一郎の腹部が赤黒く滲にじんでいる。
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    「ふむ。……確かに。奴はなかなかの手て練だれであるようだ。情報も下準備も覚悟もまあ、不充分だが、今回ばかりは、逃げるわけにはいかないか」


    　深手を負いながらも笑みを崩さないまま、一いち郎ろうは告げる。


    「……帯おび刀なた月つき夜よ。あいつが再び『赤ずきん』を借りて、君を攫さらいに来る。奪われるべきヒロインがいないんじゃあ、物語がつまらなくなるだろう？　ここにいろ。僕が時間を稼いでやる」


    　一郎はコートの前を開き、ポケットに両手を忍ばせた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　会場のホテルを囲むように、無数のヘリコプターが飛んでいた。


    　続々と集つどう報道陣や警察のライトによって、雪降る夜にそびえるホテルが照らし出される。


    「あぶるぅっ！　あぶっ」


    　ホテル前を横切る大通りでは、バンダースナッチが一匹、また一匹と数を減らしていた。


    　広場から車道を見下ろすようにして、シェリーが騎士に指示を送る。


    　数には数で対抗する。シェリーは残り全てのトランプ兵を惜しみなく動員させ、バンダースナッチの殲せん滅めつに当たっていた。段上に立つシェリーの盾たてとして〝守護手〟が一体。その側そばのオブジェに隠れて〝狙撃手〟たちが弓を放ち、階段下では〝迎撃手〟たちが怪物を迎え撃つ。


    　乗り捨てられた車の脇を走り抜けるようにして、馬に乗った〝ジャック〟が槍やりを振り回し、〝キング〟がステータス強化の魔方陣を描いていた。


    　最もバンダースナッチを倒しているのは、一体だけ黒い騎士。いや、彼は騎士ではなく、道化師。〝ジョーカー〟だった。縦じゆう横おう無む尽じんに車の上を駆け回り、そのあとに、幾つもの死体が転がってゆく。手には何も持っていないように見えるから、千ち鳥どりには何が起こっているのか、わからなかった。藤ふじノのに聞いた話だと、あの道化師は〝暗殺者〟らしい。


    「油断すると女王をも暗殺しようとするからの。本来は、最後の切り札ふだとして残しておくべきカードじゃ」


    　藤ノはバンダースナッチを破裂させながら、説明した。


    　エルモの召しよう喚かんするイラストやシェリーのトランプ兵たちとは違って、鏡の国のモンスターは死んでもその体は粒子とならない。だから藤ノと千鳥の駆けたあとは、ジョーカーに負けず劣らずの血の海となっていた。


    　貸出カードの束は、千鳥が持っていた。カードには藤ノの血で呪じゆ術じゆつが施ほどこされている。そこに他の血が混ざって方式が変わると、封ふう印いんの効果が発揮されなくなる恐れがある。だから、返り血を浴びて戦う藤ノの代わりに、カードは千鳥が貼はりつける。


    「次、あいつ！　でえいっ」


    　バンダースナッチは一個体で見ると、それほど恐れるべきものではなかった。怖いのは群れられること。だからはぐれた一匹に千鳥やスノーがカードを貼りつけ、藤ノに指示を出す。


    　藤ふじノのは嚙かみ千ち切ぎった手首から自分の血液を指先につけ、カードに触れる。ワーストエンド・シリーズで言うところの〝返却〟。しかし敢あえて呪術は崩して描かれているため、バンダースナッチは破裂する。


    　びちゃあ。飛び散る赤色で、前戦に立つ藤ノの衣服や髪は、今や真っ赤に染まっていた。両手を血で染めてケラケラ笑う様さまは、味方の千ち鳥どりが見ても恐ろしい。恍こう惚こつに弧を描く瞳は銀色。一見して、人外の者とすら思える。


    「これはっ……まずいですの……」


    　車の陰に身を隠す百ひやく七しちは、青ざめていた。状況は劣勢。これだけの騒ぎを起こしておきながら、逃走者を捕まえることができず大敗、という結果が目に見えている。


    「それは、避けなければ。それだけはっ」


    　百七はコンパクトミラーを開き、深呼吸をひとつ。最後の手段だ、とエルモには言われている。これを使うときは、相当の覚悟を決めろと。


    「でも使うな、とは言われてませんのっ！」


    　百七は意を決して、鏡面に字を書いた。頭文字〝Ｊ〟の鏡面文字。そして雪降る夜空へ手を伸ばし、高々と叫んだ。


    「──ぶっ壊せ、ジャバウォックッ！」


    　それからしばしの間があって。人が。街が。一斉に騒ぎ始めた。


    　バンダースナッチから逃げ惑っていた人々は皆、一様に空を見上げ、言葉を失う。ある男性は腰を抜かし、またある女性は状況を理解して、あらん限りの悲鳴を上げた。


    　夜空に金属音の擦こすれる音が響き渡り、千鳥たちの頭上に濃い影がかかる。雪降る夜よりもさらに深い闇が、ホテルの正面を覆おおってゆく。


    「……？　何？」


    　千鳥は、異変を感じて空を見上げた。


    　夜空を遮さえぎるそれは、巨大なトカゲの顔──。夜景を映していたガラス張りの壁面から顔を出したのは、レモン色の表皮に、毒々しい赤まだらを塗まぶした、尖とがった鼻の爬は虫ちゆう類るいだった。


    「……は？」


    　千鳥はその姿を、かつて一度だけ見たことがある。鏡の中の映画館にて、その天井を突き破り、取り憑つかれた煮に雪ゆき瞑つむりを呑のみ込んだ怪物。


    「噓うそでしょ……。どうすんのよ、あんなの」


    　勝利目前と思われていた戦況は一気に形勢逆転。一転して、敗戦色が強くなる。


    「ほーう……。何、この無理ゲー、カッコ笑い、じゃな」


    　手の平を額ひたいに添えて、見上げた藤ノの笑顔もさすがに引き攣つっていた。


    　映画の中でしか聞いたことのないような、臓ぞう腑ふに響くドラゴンの咆ほう哮こう。


    　千鳥は両耳を手の平で塞ふさぎ、「うきゃあ」と強く目をつぶった。

  


  
    第六話　憂鬱なヴィランズ（後編）


    



    　煮に雪ゆき日和ひよりは、立腹していた。明日はクリスマスイブだ。聖なる前夜祭にはパーティーをしようと、パーティーに向けてお買い物に行こうと、今夜はそんな約束をしているはずなのに、月つき夜よと千ち鳥どりは昨晩から帰らない。


    「きっと日和に内緒で楽しいことしてるんだよ。連絡も取れないなんてさ！」


    　帯おび刀なた家のリビングを行ったり来たりしながら、日和は髪に櫛くしを通したり、財さい布ふの残金を確認したりしている。出かける準備だけは万端だった。


    「それに、兼かね亮すけさんだって……」


    　日和はムスッと頰ほおを膨ふくらませる。兼亮もまた、昨夜から連絡がつかない状態だった。


    「いいもん。別に、寂しくなんかないし。日和だって明日はクラスのパーティーに誘われてるんだからね。もうそっち行くもん。せっかく！　プレゼントまで！　決めてたのに！」


    「んなあ」


    　アンティークソファーで丸まっている黒猫のシュシュが、面倒臭そうに返事をした。それからふと、大型テレビに映し出された映像に目をやり、頭をもたげる。


    『──繰り返します。これはフィクションではありません。実際に起きている事態です』


    「……ん？　何、事件？」


    　ついさっきまでバラエティ番組がやっていたはずなのに、テレビにはいつの間にか、緊迫した雰囲気を醸かもすニュースが流れている。渋滞した車道を背景に、レポーターが現地の様子を伝えていた。


    『人々は混乱しています。交通規制がかかっているため、これ以上は私たちも進むことができません──』


    　雑踏やクラクション、ヘリの音に邪魔されながらも、レポーターは懸命にマイクに向かって喋しやべり続ける。画面の左上には、〝中継〟のテロップ。薄暗い大通りを、たくさんの人が同じ方向に歩いていた。


    「何事……？」


    　ただならぬ雰囲気に、日和ひよりはリモコンを操作し音量を上げて、ソファーに座った。


    『ではもう一度、寄せられた映像をご覧ください。ショッキングな映像ですので、心臓の弱い方は視聴を控えていただきますよう、ご注意ください──』


    　スタジオのアナウンサーが言って、画面が切り替わる。


    　テレビに映った映像は、信号待ちをしている車の後部座席から撮られていた。


    『やばいやばい、来てる来てる──』と切迫する撮影者の焦あせる声と同時に、カメラがフロントガラス越しに上を向く。


    　しかしそこに空はなく、まだら模様の表皮が映った。それが動き出してはじめて、空を覆おおう巨大生物の存在に気づく。トカゲを巨大化させたようなそれは、まるで──。


    「──恐竜……？」


    　振り下ろされた足は、撮影者の目の前にあった車をぺしゃんこに踏み潰つぶした。


    『やばいやばいやばい、やばい。よし、出ろ出ろ出ろ──』


    　危険を感じた撮影者一行は、車を出て恐竜から離れる。大きく揺れるカメラ。まるで耳元で聞こえるかのような息切れ。撮影者は走りながらも、カメラを後方に向けていた。


    　ただ撮影者の位置はまだ近すぎて、恐竜の全体像を映せてはいない。次々と車を踏み潰す足の一部と、大きく降られる尾っぽ。そしてほんの一瞬だけ、馬が映った。


    　日和ひよりは目を見開いた。ぶれていたからよくわからなかったが、馬は確かに、何かを乗せていた。恐らく人。前に一人、後ろに一人。そして前の人物の肩にしがみつく千ち鳥どりの姿が──。


    「……あれ？　今の」


    　日和はテーブルを飛び越えて、テレビ画面に鼻先を近づけた。しかし映像はすぐに、スタジオへと戻ってしまう。


    「ちーちゃん、だった。今、ちーちゃんだったよね!?」


    　日和はシュシュへと振り返って尋ねた。もちろん猫は答えない。


    　日和はスマートフォンを取り出し、ネットで動画を検索する。早くも誰かが、映像をアップしているかもしれない。


    「……あった」


    　目的の映像は程なくして見つかった。テレビとは違い、自分で早送りや巻き戻し、そして一時停止ができる。問題の箇所まで飛ばして、映像を止めた。


    　画質が悪く、だいぶぼやけてしまっているが、日和は確信する。


    「やっぱり……。ちーちゃんだ」


    　表情までは見えないが、赤いジャケットを着た千ち鳥どりは騎士のような男の肩にしがみつき、恐竜の足元で腕を伸ばしていた。日和は顔を上げて、誰にともなく呟つぶやいた。


    「え？　何してんの？　みんな……」


    



    「ぎゃああああああっ」


    　千鳥は馬上の〝ジャック〟にしがみついて、あまり可愛かわいくない悲鳴を上げていた。


    　馬はジャバウォックの足の下を潜くぐり抜ける。


    「スノー、しっかり摑つかまっててね!?　落ちたらもう助けに行けないからね!?」


    「きゅいっ！」


    　千鳥の懐ふところで、スノーホワイトが勇ましい鳴き声を上げる。


    〝ジャック〟は騎士を束ねるリーダーだけあって、馬の扱いに長たけていた。柄えの長い槍やりを左手に持ちながらも、もう一方で手た綱づなを操あやつる。馬はジャンプや急旋回を駆使して、ジャバウォックの踏みつけや嚙かみつきをかわしていた。


    　ただし、馬上はあまりに揺れる。千ち鳥どりはしがみつくので精一杯。藤ふじノのの札ふだをジャバウォックの足元に貼りつける作戦だったが、そもそも、千鳥の手が届かなかった。


    「これはっ、さすがに、無理でしょ!?　倒せないわっ。戦闘機レベルよ、こんなの」


    「だから逃げようと言ったのに。藤ノはもう、眠くなってきたわ」


    　馬の臀でん部ぶで反対向きに座る藤ノが、大きな欠伸あくびをしながら言った。ジャックの背にだらしなくもたれるようなそんな姿勢で、どうして振り落とされないのかと、千鳥は呆あきれる。


    　千鳥の足は、藤ノの両肩に乗っている。藤ノは顎あごを上げ、じゅるり、と涎よだれを拭ふき取る仕草。


    「ところで千鳥、可愛いパンツ履はいとるのう」


    「はあっ!?　ドラゴンの股また下したでよくそんな悠長なこと言ってられるわ！」


    「藤ノは千鳥の股下におるがな」


    「緊張感を持って!?　お願いだから」


    　すぐ近くで車が踏み潰つぶされ、ジャックは馬を跳ねさせる。飛び散ったフロントガラスが飛沫しぶきとなって降りかかり、千鳥は再び悲鳴を上げる。


    　このままでは埒らちが明かない。食われてしまうのも時間の問題だった。何か策は──。千鳥が眉まゆを寄せたそのとき、藤ノが声を上げる。


    「仕方ない。ジャックよ、その槍をよこせ」


    「何する気？」


    　ジャックから槍を受け取った藤ノは、その刃先を素手で覆おおった。


    「え？　ちょっと……」


    「千鳥、五枚重ねでいこう。札を用意しておれ」


    　そして強く握り締める。先の戦闘ですでに血ち塗まみれであった藤ノの手の平は、さらなる出血によって真っ赤に染まった。


    「あんた、何してんの!?」


    「ほれ、札！」


    　千鳥が慌てて取り出した幾枚もの札を藤ノは奪い取り、血みどろとなった槍の先端に構える。


    「ジャック、聞こえるな？　次近づいたタイミングで槍を返す。手早く突き刺せ」


    　前を向き続けるジャックは返事をしない。ただその代わり、右手を後方へ差し出した。


    　馬が、ジャバウォックの股下を潜くぐる──。


    「それ、今じゃ」


    　藤ノは札の束を槍の先端に突き刺し、ジャックに手渡した。


    　千鳥の短い腕では届かないが、槍であれば届く。ジャックの伸ばした槍の先は、ジャバウォックのふくらはぎに食い込んだ。と、その直後、札ふだが怪物の表皮をねじり、破裂させる。


    　──ぱんっ、と弾けた音と同時に、ジャバウォックがバランスを崩した。


    「やった！　倒した！」


    　千ち鳥どりははしゃいで声を上げた。しかし、次の瞬間──。


    　ジャバウォックは足を踏ん張り、持ち直した。踏まれた車が破砕音を上げ引き摺ずられる。


    「うそ、倒れない!?」


    　ジャバウォックは態勢を立て直すや否や、勝利を確信し、油断した千鳥たちの頭上に、その大きな口を開いた。


    「──あ」


    　千鳥の眼前に、仄ほの暗ぐらい咽いん喉こうの穴が広がり、生温かい空気が肌を撫なでる。


    「ちぃっ！」


    　藤ふじノのの声を聞いたその直後、千鳥は襟えり首くびを摑つかまれ、放り投げられていた。車にぶつかり、アスファルトを転がる。慌てて見上げた先で、藤ノとジャックはその馬ごと、ジャバウォックの前歯に挟まれ持ち上げられる。


    「ちょ、……え!?　藤ノっ！」


    　そして呆あつ気けなく、呑のみ込まれてしまった。


    　──同じだ。また。目の前で……！


    　千鳥は青ざめた。いつかスノーが巨鳥に食べられた時の光景が、フラッシュバックする。


    　藤ノを呑み込んだジャバウォックは、次の獲物を探して、千鳥を見つけた。


    　そのあまりに恐ろしい脅きよう威いを、千鳥は愕がく然ぜんと見上げていた。


    　あの日のように対たい峙じする鏡の怪物は、あの日の鳥なんかよりも、遥はるかに大きかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「とーちゃん、いちろーだ！」


    　村むら瀬せ花はな詠よみは父の膝ひざの上で、日和ひよりが見ていたのとは別のチャンネルを見ていた。


    　映し出されているのは、とある高級ホテルのパーティー会場。ただしその参加者のほとんどは会場から脱出し、カメラに映っているのは僅わずか数名のみだった。


    　ＰＯＭの社長、小こ日向ひなた光こう輝きの密着取材をしていたカメラクルーは偶然にも、パーティーを強襲した〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの笛吹き男〟の姿を映像に収めることに成功していた。


    　数分ほど前から、緊迫した生中継が続いている。


    『──先ほど〝笛吹き男〟の手から小日向氏のご息女を護まもるように、一人の少年が立ちはだかりました。二人は見合ったまま、膠こう着ちやく状態が続いております』


    　倒された丸テーブルに身を屈かがめながら、番組ディレクターが声を潜ひそめてレポートする。


    　まるで盗撮しているかのようなアングル。カメラはテーブルの裏に隠れて、会場の様子をこっそり映していた。


    　参加者たちが逃げ去った会場は荒れ果て、絨じゆう毯たんの上には料理が散乱している。その向こうの壇上に、長身の少年と黒髪の少女、そして黒い外がい套とうを羽は織おった〝夕ゆう陽ひヶが丘おかの笛吹き男〟が向かい合って立っていた。


    「きたこれ！　いちろーだ！　なんでか？　さっき家にいたのに」


    　花はな詠よみは画面に映った一いち郎ろうの姿に興奮し、車椅い子すの貴き吉よしの膝ひざから降りる。そして一直線に、テレビの前に駆け寄った。


    「花。君がテレビの前に立つと、とーちゃんが見ることができない。こっちへ来なさい」


    「おう」


    　花詠は素直に頷うなずき、とてとて駆けて貴吉の膝の上に戻る。


    「いよいよ、絵本を配り歩く元凶との対決。決着のときだね。僕まで緊張してきたよ」


    「とーちゃん、はなよみはどうする？　助けにいく？」


    　花詠は円つぶらな瞳で貴吉を見上げ、尋ねる。貴吉は微ほほ笑えみながらそっと、首を横に振った。


    「花、君がもう戦わなくていいように、一郎が戦っている。僕たちは応援しよう。君の応援は、一郎の何よりの力になるはずだよ」


    「おう！　はなよみは、応援する！　いちろー、がんばれー！」


    　花詠の声が届くはずはないが、まるでその声援を合図にしたかのように、一いち郎ろうと仮面の男は、同時に動き出した。


    



    　一郎の放ったナイフが、エディターの眼前に迫る。サーベルによって弾き落とされたナイフは、一秒の存在許容時間を過ぎ、粉々に砕け散る。


    「舐なめてんじゃねえよ。壊れた能力で僕を止められるとでも？」


    「投げる分には、問題ない。一秒以内に、君の体に刺さればいい」


    　キン、カキンと弾かれたナイフの後に、一郎が取り出したのは二メートルを超える大鎌。出したと同時に振り回し投とう擲てきしたそれを、エディターは身を屈かがめて避よけた。


    　すかさずハットに手を添えながら、前進する。


    「あ、そ。じゃ接近戦なら、どうかなっ！」


    　エディターの肉薄に合わせ、一郎はポケットから手て斧おのを抜き取り、振り下ろした。


    　エディターの振るサーベルと接触すると同時にやはりそれも、崩壊。しかし逆手にはすでに、マインゴーシュが握られている。


    「舐めてるのは、君の方じゃないのか。エディター……！」


    「……ん、だよっ！」


    　カウンターの一撃。エディターは体を捻ひねって身を引いた。その黒い外套が胸元で、横一いつ閃せんに切り裂かれる。


    　小さく散った血飛沫しぶきを見て、一いち郎ろうは笑みを浮かべた。


    「体裁の剝はがれていく様さまは面白いね。亡霊を気取ったところで、やはり君も血の通う、人間じゃあないか」


    　壇上から降りたエディターに、一郎は追撃を決める。


    　飛び跳ねながら宙で取り出したのは、巨大な鉄球にトゲのついたモーニングスター。その重量から繰り出される衝撃は、サーベルではとても防げるものではない。


    　エディターは寸でのところで身を引き、攻撃をかわした。その足元が大打撃を受けて粉砕し、絨じゆう毯たんが跳ね上がる。


    「……っ」


    「やけに必死じゃないか……エディター。がっかりだな。幻術や壊す能力は使わないのか？　それとも、ほいほいと簡単に使えるものではないのかな？」


    　絨毯の上に着地する一郎の足元で、モーニングスターは粉々に崩れ、消えてゆく。


    「……はんっ。誰が能力の情報を言うか。おまえの誘ゆう導どう尋じん問もんにはかからねえよ」


    「おや。それは残念」


    　──ふしゅう。


    　強く香る白煙を巻き散らしながら、エディターは腰に差す、もう一本のサーベルを抜き取り、逆手に構える。サーベルを二本使った、二刀流の構え。


    「……いい加減、邪魔だな、村むら瀬せ一郎。月つき夜よの周りには、必ずおまえがいた。今までずいぶんと邪魔してくれたじゃないか。僕が直じき々じきにお礼してやるよ……！」


    「それはそれは、恐ろしいな。それが君の素の性格かい。昨日とはずいぶん、印象が違うなあ」


    「うるさい、死ねっ」


    　言いながら足を踏み出す。同時に飛んできた四本のナイフを全て叩たたき落とし、エディターは一郎へと接近する。


    　サーベルによる突きはダガーナイフでいなされ、二撃目の横一いつ閃せんは盾たてで防がれる。パアン、と金属音の響いたあとに、盾は粉々に砕け散る。


    　手数を増やしたエディターの猛攻を、一郎は防ぐだけで精一杯だった。取り出すたびに武器は砕ける。そのたびにまた、ポケットに手を入れる。この手間が、一郎の踵かかとを下げさせる。


    　エディターは、速かった。


    　──ふしゅう。


    　吹き散らかされる白煙が、一郎の視界を奪う。


    「──ほら、村瀬一郎、きちんと見ていろ。僕を見失うな。見えているのか？　そんなところに僕はいない」


    　隙すきを見つけて振るった一郎の刃は、難なくかわされていた。白煙の向こうに翻ひるがえる外がい套とうを、見失いそうになる。


    「……っ」


    　距離がある。靄もやがかかった視界の中、踏み込むことを恐れた一いち郎ろうは、古式銃を取り出し発砲する。ズダン、ズダンと両手に二挺ちようずつ。そのたった一秒後、古式銃は崩壊して消えた。


    　発砲によって霧散した白煙の向こうでは、エディターが立ち尽くしていた。


    　──当たったか……？


    　目を凝らした一郎の耳元で、歌うような声が聞こえた。


    「──僕は夢。おまえの悪夢。どこにでもいて、どこにもいない」


    　白煙の向こうのエディターは、ぐにゃりと歪ゆがんで外がい套とうだけとなる。


    　外套を外した本物は一郎のすぐ後ろ。しかしエディターは追撃せず、ただ、一郎の耳じ朶だに囁ささやき続ける。


    「──ほら、そんなとろけた腕で武器が握れるものか。──骨が、見えているじゃないか」


    　言われて見下ろした右手の皮膚が、液状になって溶け出していた。


    「……な……」


    　しかしそこに痛みはない。幻覚だ。ダメージではない。一郎は冷静に分析し、エディターと距離を取って両手をポケットに入れる。しかし──。


    「……これは、なるほど」


    　骨を剝むき出しにされた右手の触覚が消えていた。これでは、右手で武器が取り出せない。


    　左手で抜き出したレイピアは、すぐにエディターに弾かれる。


    「跪ひざまずけ、村むら瀬せ一郎──」


    「くあ……」


    　膝ひざにサーベルを突き立てられ、一郎は膝をついた。その首元に、ぴた、とサーベルの刃先が添えられる。


    　紅あかい瞳で一郎を見下ろして、エディターは静かに囁ささやき続けた。


    「さあ。僕の悪夢は、痛みで覚めるほど生易しくないよ。その傷口からは何が生まれるかな？　憎しみか、悔しさか。おまえの内側に潜ひそむのは──」


    「言葉か」


    　一郎は刺された腹部や膝に鋭い痛みを覚えながらも、エディターを見上げて、笑った。


    「帯刀月夜が人を読むやり方と似ているね。この香辛料の強い匂においと、言葉で幻覚を誘導する。陶酔させ、混乱させ、夢物語に誘うんだな。人の思考を具現化させて見せる。それが、〝笛吹き男パイド・パイパー〟としての君の能力──」


    　一郎は首筋に当てられたサーベルの刀身を握った。


    「悪夢だって？　やめてくれ。ネタの知れたマジックほど、白々しいものはない──」


    　ゆっくりと立ち上がった一郎は、骨となった右手で、エディターの胸ぐらを摑つかんだ。


    「──寒いよ、おまえ」


    「……っ！」


    　エディターは、サーベルで一いち郎ろうの太ももを今一度、突き刺した。


    　血が溢あふれ、がくん、と一郎の体が崩れる。


    「能力を解したところで、おまえはもう終わりだ。さあ、拍手を。幕が下りるときが来た」


    「……終わらないさ。聞こえなかったかな。僕は、時間稼ぎだ」


    　再び笑みを浮かべた一郎の顔に、影がかかる。


    　エディターは迫る気配を察知し、ハッと後ろを振り返った。頭上から、足元へ。振り下ろされたそれは、巨大で禍まが々まがしい、〝オオカミの腕〟。


    　ギィィィイイッ──。


    　爪つめ先さきが仮面を引っ搔かいたその音はまるで、エディターの悲鳴のようにも聞こえた。露あらわになった顔を手で覆おおいながら、エディターは一郎を捨て後あと退ずさる。


    「村むら瀬せさんっ！　血がっ」


    　兼かね亮すけは倒れた一郎の側そばに屈かがみ、その傷口を見て声を上げた。


    「血が……。流れすぎだろ、これ。大丈夫ですか……？」


    「大おお袈げ裟さだ。あまりベタベタするな、気き色しよく悪い」


    「……す、すみません」


    　兼亮が手を引き、一郎は倒れた丸テーブルを背に、自分の力で上半身を起こす。


    「それよりも笠かさ木ぎ。この僕がここまでお膳立てしてやったんだ。負けたら、殺すぞ」


    「……はい」答えて兼亮は立ち上がる。


    　壇上には、コバルトブルーのドレスに身を包んだ月つき夜よの姿。こちらを見つめるその表情から感情は読み取れないが、その姿をひと目見て、兼亮は安あん堵どした。


    　──無事でよかった。


    「お呼びじゃないよ、〝噓つきオオカミライアー・フアング〟……！」


    　エディターは兼亮を睨にらみつける。つばの広いハットが、絨じゆう毯たんに落ちた。帽子から解放された頭を振り、エディターは前髪を搔かき上げた。


    　仮面の外れたその声は、兼亮の聞き慣れた女の子の声。


    「わざわざ殺されに来たのか？　へたれのくせにさ」


    「……帯おび刀なたさんは、渡さない。俺が相手だ、〝エディター〟──いや、萩はぎ原わらさん、と呼ぶべきか？」


    　最低な結末の絵本を配り歩く元凶、〝エディター〟のその正体は──


    「やん。だから〝きいろ〟って、名前で呼んでってば。──兼亮くん」


    　萩原きいろは紅あかく灯ともった瞳を細め、とろけるように笑った。
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    　　　×　　　×　　　×


    



    　──〝僕は、絶対に月つき夜よを、許さない〟。


    



    　工場を包む炎は大きくなり、爆発の間隔が短くなっていた。あちらこちらで焼けた鉄骨が崩れ、火の粉を巻き散らす。


    　月夜は藤ふじノのに手を引かれ、会場をあとにした。


    　フロアに残るのはエディターと、鉄骨の下に俯うつぶせる先生だけ。


    　エディターは先生の周りに散らばる絵本を集め、重ねて先生に差し出した。


    「……先生。僕が、集めました。先生」


    　しかし先生は黙ったまま動かない。「よくやりました」「偉いね」「ありがとう」なんて言って、頭をくしゃくしゃに撫なでてくれることはない。


    「……先生。僕が、壊してやったんだ。先生と外に出るために。ねえ、行こう？　約束したじゃないか。僕を連れていってくれるって。先生──？」


    　エディターは先生の答えを待った。


    　たっぷり間を開けても、先生の言葉はもう、返ってくることはなかった。


    「うぅ……」


    　エディターは涙を堪こらえて、絵本を抱いたまま先生の懐ふところに潜もぐり込む。その腕を持ち上げ、胸に抱かれるように。冷たくはなかった。炎上する工場の中、先生の体はまだ、温かかった。


    　大きな手の平を摑つかみ、自分の頰ほおに添える。温かなその手に、「よしよし」と言ってもらえているような気がする。「よくやったね」と、褒ほめてもらっているような気がする。


    「うん。頑張ったよ？　僕、先生のために」


    　エディターは幸福の中で、瞳を閉じた。


    「先生、大好き。愛してる──」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「いつから気づいてたの？　兼かね亮すけくん」


    　きいろはぴょん、と一歩前にジャンプして、ブーツを脱ぐ。それからベルトを外し、ダボダボのズボンを足元へ落とした。黒のスカートから覗のぞく、白い太ももが露あらわになる。


    「……昨日、獅し子し神がみ神社に行ったんだ。神主代理という人に会ったよ。あの人、おまえと藤ふじノのさんの育ての親なんだろ？」


    「ええ？　お母様の記憶は、ちゃんと壊したはずだけどなあ……」


    「ああ。壊されてたよ。帯おび刀なたさんが読んだのは、神社にいたおじいさん。おまえの、お目付役だ。カフェ『ハンプティ・ダンプティ』のマスターがあんなとこにいたのには、驚いたよ」


    「……ちぇ。あいつの記憶も壊しておけばよかった」


    　きいろはふざけたように言いながら、背中に下げていたパンプスを放り、ブーツの代わりに履はき直した。


    　大柄に見えた〝笛吹き男〟は、今や小柄な一人の女の子となった。首元を留めるヒモを解きコルセットを下げると、前まえ襟えりからふくよかな胸が弾ける。


    「そんなこと言うなよ。あの人の支援を受けて、おまえは暮らしてたんだろ。双そう頭ず川がわ沿いのあのマンションで。たった一人で」


    「そうだよ。名前を変えて過去を変えて、僕は〝萩はぎ原わらきいろ〟として普通に生活していたんだ。七年前、僕は先生と一緒に死のうとしたけど、死ねなかった。先生がね、炎から護まもってくれたから。生きろって、そう言ってくれたから」


    　きいろは笑う。愛あい嬌きようのあったその笑顔は、紅あかすぎる瞳によって、禍まが々まがしい印象となる。


    「上う手まくいってたよ。隣の席の兼亮くんにもわかるでしょ？　僕はちゃんと〝萩原きいろ〟だった。帯刀月つき夜よが、夕ゆう陽ひヶが丘おかに戻ってくるまでは」


    　そう言ってきいろは、壇上の月夜へ視線を滑らせた。


    「先生を否定したあいつが、どうして日常に溶け込み、僕の側そばで生活しているのさ？　だってあの学園生活は、先生に生かされた僕に与えられたものだ。彼女のものじゃない。先生を死に追いやったくせに、のうのうと生きてるあいつが許せなかったから、あいつの日常を絵本で、壊すことにしたんだ」


    「………全部、演技だったのか？　夏なつ苅かり小こ雨さめや、円えん城じよう色いろ葉はと仲良くしてたのも……？」


    「当たり前じゃん。印いん南なみ玄げん紀きにはもっと、頑張ってほしかったけどなあ。楽しんでくれた？　僕の描いた物語。その中には〝きいろ〟である僕がいて、〝先生〟がいて。月つき夜よは苦しみ、先生を否定したことを後悔して、訂正して、命尽きる、ハズだったんだけど」


    「いろんな人を演じてたんだな。〝先生〟〝笛吹き男〟〝エディター〟。〝萩はぎ原わらきいろ〟まで作られたキャラだったなんて。じゃあおまえは一体、誰なんだ？」


    「……僕は、誰でもない。僕は物語だよ。先生の求める、美しい物語」


    　きいろは呟つぶやくように言いながら、絨じゆう毯たんに突き刺していたサーベルを抜いた。


    「萩原さん……。やっぱ意味わかんねえよ、俺には」


    　きいろの動きに反応して、兼かね亮すけもまた、〝オオカミの腕〟を構えた。


    　瞬間、きいろが駆け出す。


    「おまえにわかってもらおうとは思わねえよっ」


    　兼亮は右腕だけでなく、左腕にも同じようなオオカミの腕を纏まとった。


    　紅い瞳のきいろは、兼亮の知っているきいろの、何倍も速かった。軽快なステップとフェイントを織り交ぜ、鉤かぎ爪づめの軌道をかい潜くぐってくる。卓越した身体能力だけでなく、戦闘技術をも持っている。


    　攻撃をかわされるたびにサーベルで体が切り裂かれ、兼亮の体から血飛沫しぶきが上がった。


    「っ……。おまえ、そんなに強かったのか……？」


    　動きにくい〝笛吹き男〟の衣装を纏ったときでさえ一いち郎ろうを翻ほん弄ろうし、深手を負わせた相手だ。ただ腕を振っただけでは、兼亮の攻撃は掠かすりもしない。


    「ここだよ。ここ、ここっ」


    　右と思えば左、懐ふところに入られたかと思えば背後から切り裂かれ、兼亮はよろめく。致命傷を避けるだけで精一杯だ。勝まさっているのは、オオカミに変身したことによる耐久性だけ。


    　──せめて、摑つかまえることができれば。


    　伸びてきたサーベルの切っ先に、兼亮は敢あえて腕を差し出した。手の平を貫通した刀身を、強く握り締める。厄やつ介かいなその動きを、止める──。


    「っ！」


    　足を止めたきいろの顔面を、もう片方の手で鷲わし摑づかみに──した、と確信した次の瞬間、きいろの体は霧散し、兼亮の手は、宙を搔かいた。


    「な……。幻覚？」


    　手の平に刺さったサーベルは本物だ。これではただ、肉を切らせただけ。


    「──犬の嗅覚は人間の一億倍もあるっていうじゃないか。オオカミのは知らないけどさあ」


    　きいろは、驚きよう愕がくする兼かね亮すけのすぐ側そばに立っていた。


    　兼亮の手の平に刺さったサーベルを悠々と抜き取り、その頭上に構える。


    「うあっ──」


    　切り裂かれた顔面に熱を感じた。


    　だらだらと頰ほおを伝う血液が、膝ひざをついた絨じゆう毯たんの上に垂たれる。


    　右目が開かない。視界が半分失われてしまった。


    「……今のが、〝笛吹き男パイド・パイパー〟の能力か。卵はどうしたんだよ。もう返却したのか？」


    「僕は〝エディター〟だ。悪役ヴイランズの、〝取り憑つく〟って設定を壊すことはできても、返却はできないよ」


    　言いながらきいろは、スカートのポケットから付ふ箋せんを取り出した。


    「今でもちゃあんと、『金の卵を産むガチョウ』の読み手でもあるよ？　見せてやろうか」


    「二冊同時に借りてるのか……？　そんな、卑ひ怯きようだろ、それ」


    「二冊借りちゃいけないって誰が言ったよ。さあて、どれにしようかなあ」


    　付箋をぺらぺらと捲めくりながら、きいろは楽しそうに呟つぶやく。「これに決めた」そう言って千ち切ぎった付箋を、指先で挟んで兼亮に見せる。


    「『望みのものを書いて？』そう言って付箋を渡すと〝世界の混こん沌とん〟とか書くバカがいるんだよ、クラスメイトの中にはさ。面白いよねえ。何考えて生きてんだろ。そういうときは、『やん、そんなの、産めないよう』って答える。まあ、実は、産めるんだけどね」


    　言ってきいろは、付箋をその唇くちびるで挟む。


    　そしてもぐもぐと時間をかけ、飲み込んだ。頰を上気させ、自らの太ももをなぞり、スカートに手を忍ばせる。これが兼亮の知るきいろの、〝誰かの望みを産む能力〟。


    「……っあ。ん、はあ──」


    　産み出した卵をスカートの裾すそで拭ふいて、きいろは満足そうにそれを眺めた。


    「ふいー。これ疲れるからヤなんだよね、ホントは。ほら、あんたにあげるよ。ゆけ──」


    　出し抜けにきいろは、卵を兼亮へと投げつけた。


    「──〝世界の混沌〟ちゃん！」


    「ちょっ……何──」


    　兼亮はオオカミの腕を盾たてにして身を護まもる。ぐしゃりと不快な音を立て、卵が割れた。


    　硫い黄おうの臭いと共に溢あふれ出たのは、桃色の肉塊だった。小さな卵から産まれたはずなのに、それは卵の体積を超え、兼亮の腕で急速に大きくなってゆく。


    「なんだ、これっ──」


    「言ったろ。あんたの精神を蝕むしばむ、混沌ちゃんだよ」


    　粘着質のある肉の塊は足元に零こぼれ、兼亮の体を呑のみ込んでゆく。


    　鉤かぎ爪づめを振り下ろすも、その切っ先は肉塊に沈み、手応えを感じさせなかった。ぐちゃり、ぐちゃりと泥をこねるような不快さを覚えるだけ。見れば肉塊の表面には、上下揃そろった人間の歯があった。それが兼かね亮すけの腕に嚙かみつき、拘こう束そくする。


    　桃色のドロドロは兼亮の首元にまで這はい上がり、その口元を塞ふさいだ。


    　息が詰まる。目が覆おおわれ、視界が奪われる。


    「……っ！」


    　兼亮は、混沌に溺おぼれた。


    「うーえ」


    　きいろは肉塊に呑のみ込まれた兼亮を眺めながら、苦い顔をする。目玉や歯、毛などを有するその塊かたまりは、出来損ないの生命のようだ。加えて硫黄のように臭いのだから、かなわない。


    「やだやだ。自分の体から生まれたとは思いたくないね」


    　きいろは携帯する匂におい袋をパンパンと叩たたき、ナツメグの香りで硫黄を上塗りした。


    　肉塊から伸びた兼亮の手が、がむしゃらに宙を搔かく。


    　もうそろそろ死ぬかな。そう思ったきいろの脇を、コバルトブルーのドレスが駆け抜けた。


    「笠かさ木ぎくんっ！」


    　月つき夜よはオオカミの腕を握り締め、肉塊から兼亮を引っ張りだそうとした。


    「笠木くん、しっかりして。笠木くんっ」


    　オオカミの鉤かぎ爪づめで切り傷を作り、異臭を放つ肉片に汚されながらも、月夜は必死になって兼亮を掘り出そうとする。兼亮の手が、月夜の手を握り返した。体を起こし、激しく咽むせる兼亮の口内から、ぼたぼたと肉塊が零こぼれる。


    「……帯おび刀なた、さん……。近くに。息を止めて。摑つかまって」


    　兼亮はケープコートで月夜を包み込み、息を吸った。


    　──ミシミシ、とその髪の毛先やケープコートの表面が結露し、白くなってゆく。


    　それから大きく息を吐き、足元や体に纏まとわりつく肉塊を凍らせてゆく。


    〝オオカミの腕〟を捨て〝吹雪ふぶきを纏う能力〟を真ま似ねた兼亮は、白んだ絨じゆう毯たんの中心で、月夜を抱いて立っていた。


    「……溺おぼれ死ぬとこでした。帯刀さん、怪け我がは？　寒くないですか」


    「……大丈夫。大丈夫だよ、笠木くん」


    　その様子を、きいろはぽつん、と突っ立って眺めている。


    「はあ？　……なんだよ、それさ」


    　呟つぶやいたのは、月夜の身を挺ていした行動に対してだ。何をそんなに必死になっている。七年前、あんたは先生を、助けてくれなかったくせに。「当然の報いだ」と、そう言い捨てたくせに。


    「……苛いらつくんだけど。すごく」


    　きいろはサーベルを手に、兼亮の背後へと駆けた。


    〝雪女スノー・レデイ〟は〝噓つきオオカミライアー・フアング〟ほどの耐久力はない。変身対象を変えたのは失策だろう。あいつは今、殺しやすい。きいろは口角を吊り上げる。それでも念には念を入れて──。


    「……っ」


    　兼かね亮すけの腰元から肩口へ掛けて、きいろは突き上げるように、サーベルを刺し入れた。


    「あ……」


    　小さく呻うめいた兼亮の耳元で、きいろが微ほほ笑えむ。


    「……あばらを避よけて刺してみたよ。この刃はあんたの内臓をずたずたに裂いて、心臓を貫通した。さすがにもう、立てないよねえ？」


    　サーベルが抜かれたと当時に、兼亮の体は月夜の手をすり抜けて、絨じゆう毯たんに沈む。


    「え……？」


    　月夜は屈かがみ込み、兼亮の頭を腕に抱いた。蒼あおい目に映る文字列が、潰つぶれて滲にじんでゆく。


    「か、笠かさ木ぎくんっ。笠木くんっ？」


    　サーベルについた兼亮の血を振り払い、きいろはその姿を見下ろす。


    　月夜の悲鳴にくすぐられ、自然と口元が綻ほころんだ。


    　　　×　　　×　　　×


    



    　エルモによって描かれた羽は衣ごろも泥棒は、伊い吹ぶきの炎に焼かれ光の粒子となって搔かき消える。


    「……遅えな」


    　絨毯を焦こがして、伊吹は着地。敢あえて翠みどり色いろの瞳を見据えて言った。


    「あいつの方が……百ひやく六ろくの方が、まだ強かった」


    「当然だ。それ相応の金を使った」


    　答えたエルモを護まもるように、オオカミと雪女が立ちはだかる。伊吹の戦闘行為によって、フロアのあちこちからは火の手が上がり始めていた。伊吹が両腕に纏まとう炎が、絨毯やソファーに飛び火している。


    「金？　なんだそりゃ。金かければ、人間ってのは強くなんのか？」


    「おい……まだ理解していなかったか？　言ったはずだが。百六は俺の描いた絵だ」


    「聞いたよ。おまえの描いた〝人間〟だろうがっ」


    「……ああ。なるほど」


    　伊吹の言葉に、エルモは失笑する。


    　それがよほど気に食わなかったのか、伊吹はギリ、と歯を食い縛った。


    「おまえは、人間を生み出したくせに、弱いってだけで消したんだ。弱いってのがそんなに、悪いことなのかよ」


    「悪い。これもまた、当然だ。強さを求められて生まれた存在は、強くなければ価値はない。間違っていることを言っているつもりはないがな」


    「間違ってるよ、バカが。おまえはロボットを描けばよかったんだ。生まれたばかりの人間が、強いわけねーだろ……！」


    「ああ、そうだな。駄作だった。だから消した」


    「くそっ、通じねえな！　その弱さを認めてやれっつーんだ！」


    　伊い吹ぶきの怒りに呼応して、両腕の炎が一層激しく燃え上がる。


    「おまえにはないのか？　夜中にふと目が覚めてなんとなく寂しいとか、溶けてく雪を見て悲しいとか。つらいとか。理由もなく泣きたくなったりはしねーのかよ」


    「……〝白兎ホワイト・ラビツト〟。貴様も能力を借りているだけの人間だろう？　自分で自分を弱いと言っているようなもんだぜ」


    「ったりめーだろ。弱えから悪役ヴイランズなんかに憧あこがれて、そこつけ込まれて、絵本借りちゃうんだろ。ワーストエンドの読み手ってのは、弱いやつにしかなれねーよ！」


    　言下に足を踏み出した伊吹は、一直線にエルモへと駆ける。


    「けどそのまま取り憑つかれるのも癪しやくじゃねーか。だからオレたちはこうして、強くあろうと頑張ってんだろーがっ！」


    　前に出た雪女の吐息をもろに食らい、両腕の炎が吹き消される。それでも伊吹は止まらない。凍りつく絨じゆう毯たんを避よけて跳ね、雪女の懐ふところに着地する。


    　雪女のみぞおちに、伊吹の掌底が当てられたその瞬間、轟ごう、と炎は再び吹き上がった。


    「……あいつだって、頑張ってたのに。おまえの期待に応えようと。あいつは、本物の人間になりたがってた。おまえの部下なんかじゃなく、一人のレディーとして──」


    　その背後に、オオカミの爪が伸びてくる。


    　伊吹はそれを搦からめ取り、一本背負いの要領で床の上へと叩たたきつけた。


    　エルモはその動きを観察しながら、伊吹の言葉に応える。


    「理解できんな。人間以上の力を持つはずの百ひやく六ろくが、どうして人間になど」


    　伊吹は絨毯の上に倒れたオオカミへ、拳を降らせた。


    　──ドン、とオオカミの体が跳ねると同時に、大きな火柱が吹き上がる。


    「決まってんだろ、愛だよ」


    　いよいよエルモは笑い出す。理解を超えていた。このウサギは、何に憤ふん慨がいしているのか。


    「わからねえなっ。愛？　それは一体、どんな形してんだ？　描えがきようがないぜ！　なあ」


    　エルモは液晶タブレットに指先を走らせた。


    　召しよう喚かんしたのは、『眠れる森の美女』に登場する〝茨の魔女ソーンズ・ウイツチ〟。ケープのように纏まとった黒衣の裾すそから、大量の茎を発生させる。


    　向かってきた茨いばらの全てを避さけ、エルモへと肉薄する伊吹。


    　エルモもまた、燃えた拳をかわして距離を取った。


    　伊吹の追撃は、茨が許さない。駆けるその姿を追って、四方八方から襲おそいかかる茨の群れを、伊い吹ぶきは避さけ続けた。


    「……うぜぇなっ！」


    　茨いばらは伊吹を拘こう束そくしようと伸びるが、摑つかまえたところでどうせ燃える。エルモは液晶画面に指先を添える。茨は所詮、目くらましの弾幕。


    　──泣き所は、右足だな。


    　先ほどの戦闘からずっと、エルモは伊吹の動きを観察していた。伊吹の着地は必ず左。右の膝ひざを庇かばって動いている。


    　エルモの召しよう喚かんした大量のピラニアが、茨の間を縫ぬって伊吹へと泳いだ。狙ねらうは右足の膝、それから、動きの悪い左肩──。


    「ぐあっ……！」


    　ピラニアの鋭い牙きばが皮膚を突き破り、伊吹の口元で悲鳴が燃える。


    　──奴の脅きよう威いはその機動力。足を止めてしまえば、あとは──。


    　勝利を確信するエルモ。しかし次の瞬間、目を見張った。


    　伊吹は止まらなかった。


    　足を負傷し、ピラニアが食らいついたままの体で、止まるどころか、加速したのだ。


    　茨はいよいよその影さえ追うことができなくなり、次々と燃やされてゆく。


    　エルモは目を凝こらした。茨の群れと、それが燃やされ発生する煙で、伊吹の姿を見失う。


    　轟ごう、と炎の音に振り向いた先で、茨の魔女が燃えていた。


    「ぎぃいいいいっ！」


    　耳をつんざく悲鳴と共に、茨が一斉に枯れ、萎しおれてゆく。


    　開けた視界の中に、伊吹を捜した。いない。見回した先に、その姿はない。


    「……？」


    　伊吹は、エルモの足元にいた。


    「──遅えよ」


    「何──!?」


    　一ひと際きわ大きな打撃音と共に、エルモの腹部に拳が突き刺さる。


    　エルモの体は吹き飛び、壁にかけられた絵画へと背を打ちつけた。


    　伊吹はすかさず追撃に走る。燃えた拳を振りかぶり、エルモの顔面へと叩たたきつける──。


    「焼けて死ねっ──！」


    　と、その直前で、思い出すのは、百ひやく六ろくの顔。この最低な男を、まるで自分の誇りのように話す、無邪気な笑顔。見捨てられたと知り、頰ほおを伝わせた氷の涙。


    「……どうした。チャンスだぜ……」


    　鼻先で拳を止めた伊吹に、エルモは囁ささやいた。


    「……やっぱ、殺さねえ。オレはおまえに、復ふく讐しゆうしねえ」


    　突然けたたましいベルが鳴り、スプリンクラーが作動する。炎に包まれていたフロアに、冷たいシャワーが降り注いだ。


    「……おまえを殴れば、あいつが泣く」


    　炎の消えたその手で、伊い吹ぶきがジャージのポケットから取りだしたのは、小さな袋だった。百ひやく六ろくの用意した、クリスマスプレゼント。


    　壁に背をもたれたまま、ずりずりと崩れ落ちたエルモへ、それを放った。


    「あいつからだ。……あと、オレからもひとつ、忠告しておいてやる」


    　伊吹は静かに言い捨てる。


    「愛も描けないんなら、絵描きなんてやめちまえ。向いてねえぜ、おまえ」


    　焼け焦こげた絵画を背景に、エルモは項うな垂だれたまま。返事はなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「戻ってきなさい、千ち鳥どり！　早くこっちへ！」


    　ホテル前の広場に、シェリーの怒ど鳴なり声が響き渡る。


    　その眼下で、千鳥は車の間を縫ぬって駆けていた。しかし一向に、広場へと続く石段を上がろうとはしない。左手に札ふだの束を、右手にジャックの槍やりを持って、千鳥は勇ましくジャバウォックを見上げている。


    「何してんの、千鳥！　逃げなさいっ！」


    「嫌いやよ。このあたしに、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうしろって言うの？　はっ！　王妃の名が廃すたるわっ！」


    「何言ってんの……あの子」


    　シェリーは怒りを通り越して、心から呆あきれた。ついさっきまで無理と喚わめいていたくせに、藤ふじノのが食べられてからは、俄が然ぜんやる気だ。


    　しかし傍はた目めから見てもあまりに無謀。千鳥とジャバウォック、その体格差は数百倍もあるだろう。爪つま楊よう枝じを構えた米粒が、巨大なワニに喧けん嘩かを売っているようなものだ。どう考えても、食べられてしまう結末が見える。


    「バカ言ってないで撤退なさいっ。勝機もないのに戦える相手じゃないでしょ!?」


    「勝機ならあるものっ」


    「えぇ……？」


    　疑問符を浮かべるシェリーに、千鳥は声を荒らげた。


    「目よっ！　小さいのが大きいのと戦う物語ってのは、だいたい目を狙ねらえば勝てるの！」


    「……どこから湧いてくるの、あの自信は……。ああもうっ、どうなっても知らないから！」


    　シェリーは一度大きく溜ため息をつき、手を突き出して声を張った。


    「生き残ってる全トランプ兵に告ぐ。ハイエナとの戦闘を中断し、〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟を援護なさい！」


    　その合図で、散らばっていた騎士たちがそれぞれの武器を掲げる。


    　千ち鳥どりはジャックの槍やりを握り締める。その先端にはまだ、藤ふじノのの血液がべっとりと付着している。藤ノから預かった札ふだを刺し、硬質な皮膚ではなく目玉を狙ねらえば、まだ勝機はあるはずだ。


    「……スノー。あんたは念のため、シェリーのとこに行ってて」


    　千鳥は、頭の上のスノーホワイトへ声をかける。しかしスノーは「きゅ」と一鳴きし、千鳥の頭にしがみついた。


    「一緒に行くの？　……じゃあ、死んでも離しちゃダメだからね」


    　まずは、ジャバウォックから距離を取った。目を狙うには、頭を下げてもらわなければいけない。自分を狙ってくるその牙きばをかわし、カウンターを狙う作戦──。


    　と、駆ける千鳥に並走してきた〝迎撃手〟が、武器を捨てて千鳥を小脇に抱かかえた。


    「わ、わっ」と戸惑う千鳥の足が宙に浮く。体の小さな千鳥よりも、歩幅の大きい騎士によって、機動力が増した。


    「あ、ありがと」


    　千鳥が見上げ呟つぶやくと、騎士はビシッと親指を立てる。


    「待っててね、藤ノ。……スノー、覚悟はいい？」


    　千鳥の頭の上で、スノーホワイトが「きゅい」と鳴いて応える。


    　──ゴオオオオオォォッ！


    　その背後で、洞穴に風が吹き抜けるような咆ほう哮こう。


    　襲おそいかかってくるジャバウォックの顎あごに反応し、迎撃手は千鳥を放り投げる。パスした先に構えていたのは〝守護手〟。大きな盾たてを右手に千鳥を受け取り、走り出した。


    「ああっ……！」


    　千鳥の視線の先で、迎撃手が齧かじられ、呑のみ込まれる。


    　ジャバウォックはすかさず千鳥へと首を向けた。再び、生臭い吐息と咆哮。


    　危機を察した守護手は千鳥を車の上へと放り、踵きびすを返した。


    　そうして、大口を開けて襲いかかってきたジャバウォックに向かって、その大おお盾たてを構えた。


    「……ごめんっ。でも、あなたたちの死は無駄にしないっ」


    　守護手へと嚙かみついたジャバウォックの側そばで、千鳥は札を槍の先端に突き通し、両手に構えた。車の天板の上から、その円つぶらな目玉へとジャンプする。


    「いっけええっ！」


    　ぐちゃり、と確かな手応えのあと、目玉が破裂する──と同時に、ジャバウォックは槍を眼がん窩かに突き刺したまま、頭を持ち上げた。


    「ひっ……き、きゃああああっ──」


    「ちょ、千鳥っ！」


    　シェリーは思わず声を上げた。槍やりの柄を手放すタイミングを失ってしまった千ち鳥どりは、ジャバウォックの頭に振られ、遥はるか上空へと舞い上がった。


    「──へっ……」


    　気づいたときには、千鳥は雪降る夜空に浮かんでいた。肌を刺す冷気と、刹せつ那なの浮遊感。眼下に煌きらめく夜の街とホテル。さっきまでいた場所があんなにも遠い。


    　心臓の持ち上がる感覚に鳥肌を立たせ、千鳥は、真っ逆さまに急降下してゆく。


    　真下でジャバウォックが大口を開けていた。


    　千鳥は必死に宙を搔かくが、空中でできることなど何もなかった。ポケットから、無数の札ふだが零こぼれ落ちていく。


    　──やばい、食われる。


    　と、ジャバウォックの体を駆け上がる者がいた。怪物の鼻先を蹴けって、呑のみ込まれる前に千鳥をキャッチした黒い影──。


    「ジョーカー……!?」


    　漆黒の道化師は体を捻ひねり、ジャバウォックの肩や背を足場にして、地上へと千鳥を運ぶ。


    「千鳥！　あんた、大丈夫なの!?」


    　アスファルトの上へと着地したジョーカーの元に、シェリーが慌てて駆け寄ってきた。


    　ジョーカーの腕から地面へと降り立った千鳥は、へなへなと座り込んだ。


    「死……死ぬかと思った、本当にっ……！」


    　顔がん面めん蒼そう白はくになって歯を鳴らし、言葉を震ふるわせる。その頭にはスノーホワイトがしがみつき、千鳥と同じように震えていた。


    　しかし脅きよう威いはまだ、目の前にいる。千鳥を食べ損ねたジャバウォックは、残った方の目で千鳥を見下ろしていた。息を荒らげ、喉のどを鳴らす。


    「……ちょっと、どうすんのよ。怒ってるじゃない……！」


    「……残りの札で、もう一回、逆の目を……」


    　千鳥はシェリーに応え、ジャケットのポケットに手を入れた。そして「はっ」と声を上げる。ない。カードは全て、上空で散らせてしまった。


    　──ゴオオオオオオオォッ！


    　ジャバウォックが雄お叫たけびを上げ、口を開く。生温かな吐息が千鳥とシェリーの顔を撫なでた、次の瞬間──。


    　ぼんっ、と爆発音を上げ、その巨大な体が破裂した。


    　四肢が血飛沫しぶきと共に飛び散り、落下した頭部がトラックの天板をひしゃげさせる。


    　全身に怪物の血液を浴びた千鳥とシェリーは、愕がく然ぜんとして目を見開いた。


    　ジャバウォックの立っていた場所に、薄紫の花が咲き乱れていた。降り続く雪を受けて、小さく花開く月見草。その茎くきは広範囲にわたって茎を伸ばし、アスファルトを覆おおい尽くす。


    　幻想的な光景の中心に、藤ふじノのが立っていた。その長い髪や白い着物を赤に染め、それでも瞳は、銀色に輝いている。


    「……」


    　あまりに突然の出来事に、千ち鳥どりとシェリーは目を丸くしたまま硬直する。


    　そんな二人を見つけ、藤ノは嬉うれしそうに駆けてくる。


    「はーいほーう！　おん？　どうした二人とも、血ち塗まみれではないか。なぜ動かん？　死んだか？」


    「……生きてるわよ。かろうじて」


    　千鳥が、顔を怪物の血で真っ赤に染めたまま答えた。


    「……なんで？　なんで、爆発したの？」


    「うむ。藤ノがきゃつの腹の中で月見草を栽培しておったところ、札が大量に降ってきおった。これは僥ぎよう倖こう、と藤ノの血で弾けさせたのだ」


    「札……？　あたしが空で散らしたやつ……？」


    「おお！　やはり千鳥が食わせてくれたのか!?　千鳥は命の恩人じゃ」


    　藤ノは千鳥を力強く抱き締めて、袖そで口ぐちで千鳥の顔を拭ふいてやる。


    「シェリーには謝あやまらねばならん。ジャックやその他の食われた騎士も、巻き込まれて死んでしまった。あと馬も」


    「……ああ、そう。仕方ないわ」


    　シェリーが呆ぼう然ぜんと答えたあとに、藤ノは千ち切ぎった月見草の花びらを嚙かんだ。


    　そうして「助けてくれた礼に」と言葉を添えて、出し抜けに千鳥へと口づけをする。


    「んっ……なっ!?」


    　千鳥は慌てて藤ノを突き飛ばした。およよ、と月見草の上に倒れる藤ノ。


    「な、なな何、なんでチューすんの？　信じらんないっ！　あたしのっ、初めてのっ……！」


    　手の甲を唇くちびるに添えて、千鳥は顔を真っ赤に染める。


    　藤ノは「ひどい」と泣く真ま似ねをした。


    「藤ノはよかれと思うて、傷を治してやったのに」


    「へ……？　傷？」


    　言われて自分の体を顧かえりみれば、確かに異変が起きていた。キラキラと輝く金の粒子に体が包まれ、バンダースナッチによる嚙み傷も、あちこちにできた擦すり傷も、痛みと共に消えてゆく。


    「……何、これ……？」


    　藤ノは、傍かたわらに咲いた月見草の花びらをそっと弾いた。


    「〝かぐや姫ムーン・チヤイルド〟の能力を使えば、植物は異様によく育つ。そうやって育てられた植物のエキスは、不死の霊薬じゃ。ほれ、藤ノの体の傷も治っておろう？」


    　言って藤ノは袖口を捲まくり、手の平を千鳥に見せる。槍やりの刀身を握ったはずのその手には、血を拭ふいた跡はあれど、傷跡はひとつも見えなかった。


    　──〝体の傷を治す能力〟。これは千ち鳥どりの求める、治ち癒ゆの力だ。


    　千鳥は思い返す。藤ふじノのが祀まつられていた、研究所の部屋を。不自然なほど緑に覆おおわれた、地下の箱庭を。


    「……藤ノあんた、『竹取物語』の読み手だったの!?」


    「いかにも。うん？　言ってなかったか？」


    「聞いてないわ……」


    　千鳥は、大怪け我がを負った自分の体を、年齢ごと煙状にして保存してある。その傷を治し、元の一七歳に戻るために『竹取物語』を捜していた。


    　まさか一晩一緒に過ごしたこの作り手が、読み手でもあったとは──。


    　千鳥は藤ノに抱きついた。


    「ありがとうっ。藤ノ！　あんたの力を借りれば、元に戻れる！　年齢を取り戻して、それからすぐにそのエキスを飲めば……。ん……？　エキス？　エキスを飲むことで、治るの？」


    「うむ。千鳥、話はよく聞いておけ。藤ノはそう言った」


    「じゃ、なんでチューしたの？　その必要なくない？」


    「……うむ？　それは……あれじゃ。口移しすることで……。その、効果が増すのだ」


    「うそでしょ」


    　千鳥はキッと睨にらみつけ、藤ノの頰ほおを引っ張った。


    



    　突如現れた鏡の国の怪物は、これまた突然、弾けて消えた。


    　それはまるでアリスの見た夢のように。しかし割れたアスファルトが、ひっくり返った車が、またその全てを赤く染めた大量の血が、一連の事件が夢でなかったことを物語る。


    　雑踏が聞こえ、男たちが駆けてきた。千鳥は彼らに見覚えがあった。印いん南なみとシュシュによる学校占拠の騒動で、校内になだれ込んでいった機動部隊だ。


    　ホテルへと入ってゆく彼らは、フルフェイスのヘルメットと銃を装備していた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「──嫌いやだ、死なないで。笠かさ木ぎくん」


    　月つき夜よは、兼かね亮すけの傷口から吹き出す血液を手で押さえる。ただ押さえたところで、流血は止まらない。どうすればいいのかわからず、名前を呼び続けた。


    「笠木くん、笠木くんっ……！」


    「無理だよ。もう死んだ」


    「死んでないっ。笠木くんは、まだ──」


    「死んだんだっ。あんたは、どうして泣くのさ。先生には、簡単に死んだと言ったくせに！」


    　月つき夜よは顔を上げる。その濡ぬれた瞳に、きいろの姿が映った。


    「七年前のときとは全く逆の立場だね、月夜さん。覚えてる？　読み手たちが一斉に取り憑つかれて、暴れ出して。〝お披ひ露ろ目め〟は台無し。会場は炎に包まれた」


    　きいろは紅あかい瞳で月夜を見据え、ゆっくりと、歌うように言葉を紡つむぐ。


    「あちらこちらから聞こえる悲鳴。どこかで起きた爆発音。肌を焼く熱気と、鼻をつく焦こげた臭い──。ああ。僕たちを助けようとした先生を振り切って、あんたはあの人を、悪だと言った」


    「……」


    「あれからあんたは去ったけれど、僕は先生と残ったろう？　死ぬつもりだった。先生と行けないのなら、意味がなかった。どんなに綺き麗れいな風景も、胸躍らせる冒険も、独りぼっちだとつまらないから」


    　きいろは言いながら、兼かね亮すけを抱く月夜へと、歩み寄る。


    「あんたは先生が死んだと言ったね。噓うそつきとも言った。けど、噓つきはあんただ。先生は、死んでいなかった。あのときまだ、生きていたんだよ」


    「……そんな、はずはないよ。私は見たんだ。先生の意識が、消えていくのを」


    　今の兼亮と、同じように──。


    「思い違いさ。先生は生きてたんだ。僕は先生の腕の中で、先生の言葉を聞いたんだもの。ほら、あんたにも、聞かせてあげる」


    　きいろは月夜の瞳を見つめながら、その涙で濡ぬれた頰ほおに触れる。


    「──〝僕は、その蒼あおい瞳が元に戻ることを、許そう〟」


    　きいろの紅い瞳が、一層輝いた。


    　月夜の蒼い瞳が、鮮やかさを失っていく。色が静かに抜けてゆき、元の黒い瞳へと変わった。それと同時に。月夜の目に、七年前の状況が映し出される。


    　月夜ときいろを中心に絨じゆう毯たんが白いタイルへと変わり、倒れたテーブルが、パイプを繫つないだ機械へと変わる。天井が、壁が、赤い炎に包まれてゆく。


    　幻覚によって作り出された炎上する工場の様子が、月夜の目にも再現された。至るところから悲鳴が聞こえ、爆発音と共に爆風が吹き込む。肌を焼く熱気に、鼻をつく焦こげた臭い──。


    　月夜は戸惑い、辺りを見回した。


    「ほら、鉄骨の下敷きになってしまった先生が見える。僕はあの人の腕の中で、静かに死を待っていたんだ」


    　きいろの指差した先に、言われた通りの映像が浮かんでいた。


    　七年前の幼いきいろは、先生の懐ふところで、静かに泣いていた。


    「……」


    　──どうか泣かないで。


    　月つき夜よの耳にも聞こえたそれは、柔らかな先生の声だった。


    　──先生？


    　先生に抱かれたままきいろは驚き、顔を上げる。生きていた。先生はまだ、生きていたのだ。


    　──先生、先生！　僕はやったよ。先生の期待通りに、工場を壊したよ。


    　きいろが叫ぶと、先生はその大きな手できいろの頭に触れ、くしゃくしゃに撫なでた。


    　そうしてきいろが欲しかった言葉をくれる。


    　──ああ。ありがとう、いい子ですね。


    　きいろは頰ほおを赤くして、はにかんだ。


    　焼け崩れる天井。終わらない爆発音。燃え盛る炎に囲まれ、最も早はや逃げることはかなわない。悲鳴や絶叫は、聞こえてはこなかった。そこはもう、二人きりの空間だった。


    　きいろは先生の腕の中に身を寄せて、終わりのときを待った。


    　──ごめんなさい。


    　先生は呟つぶやき、一筋の涙を流した。


    　──君を苦しませてしまいましたね。先生失格です。


    　──そんなこと、ない。僕は先生に会えて幸せだったよ。死ぬことも、怖くないよ。だって、先生と一緒なんだから。


    　──君は死なせない。大切な私の、生徒なのだから。君よどうか、生きていて。


    　直後に大きな爆発が起こった。たくさんの瓦が礫れきが降ってきて、先生はきいろを強く抱き寄せる。潰つぶれた二人の影を、炎が容よう赦しやなく包み込んでいった。


    「……夜明け前、僕は先生の腕の中で目を覚ました。僕は生きてた。あの炎の中で、傷一つ負わず。先生は、黒く焼けていたのにさ」


    　きいろは、呆ぼう然ぜんと瓦礫を見つめ続ける月夜へと、囁ささやいた。


    「先生は生きてたんだ。生きて、僕を護まもってくれた。あのとき、月夜さんが『死んだ』と言ったとき。まだ、生きてたんだよ。もしかしたら、助けられたかもしれなかった」


    「……そんな、はずは……」


    　僅わずかに首を横に振る月夜に、きいろは苛いら立だちを募らせる。


    「まだ信じられないの？」


    　辺りは未いまだ炎に包まれていた。きいろの怒号に合わせて、再び大きく燃え上がる。


    「見えているんでしょう？　これが見えているのに、そうやってまた、先生を否定するの!?」


    「……だって、私は──」


    「うるさいっ！　あんたは昔からそうっ。強ごう情じようで、わからず屋で！　どうして認めないの!?　こうして、真実が目の前に──」


    



    　──いや、だって幻覚だろ、それ。


    　その声は、きいろの足元から聞こえた。


    「……？」


    　ゆっくりと、静かに兼かね亮すけは起き上がる。右目は未だ潰つぶれ、ぼろぼろのケープコートの至るところに血を滲にじませながら、それでも地に足をつけて、兼亮は立ち上がった。


    「な、なんで──」


    　予想外の展開に、きいろは驚きよう愕がくして踵かかとを下げた。


    「ちゃんと、心臓を突いたはずなのに──？」


    「笠かさ木ぎくん……？」


    　月つき夜よも戸惑い、その姿を見上げる。


    　黒に戻った瞳が兼亮を映す。その額ひたいには、二本のツノが反り返っていた。


    　きいろはサーベルを構えた。


    「バカな……。〝赤鬼レツド・オーガー〟を真ま似ねたのか……？」


    　──〝力を強化する能力〟。かつて〝赤鬼〟が、その力で花はな詠よみの心臓を動かしたように。


    「はあ!?　噓うそだろ!?　〝赤鬼レツド・オーガー〟を真似て、心臓を動かしたってのか……！」


    「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ！」


    　花詠のものと似た喊かん声せいを上げ、兼亮はきいろへと駆け出した。
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    　その動きは、〝噓つきオオカミ〟に勝って機敏となっていた。機動力を上げ前進し、攻撃力を上げ拳を振るう。


    　だがそれでも、体の使い方は素人だ。きいろはバックステップで間合いを作りながら、サーベルを突き出した。その刀身は兼かね亮すけの体を貫く。が、しかし、兼亮は止まらない。


    　耐久力を上げダメージを軽減し、回復力を上げ体を休めない。


    「なっ……んだよっ！」


    　勢いそのままに突っ込んでくる兼亮に推され、きいろは下がり続けた。サーベルが折れ、壁に背がつく。──しまった。そう思った次の瞬間、兼亮の拳がきいろの頰ほおを掠かすめる。


    　──ドンッ！


    　臓ぞう腑ふに響く衝突音のあと、きいろの背後にある壁にヒビが入り、そして、崩壊した。


    「……っくぅ！」


    　きいろと兼亮の頭上に無数の瓦が礫れきが降りかかり、埃ほこりが風に舞い上がる。


    　壁にあいた穴からは、夜の街が見渡せた。眼下に高速道路が横切り、空にはヘリコプターが飛んでいる。そこから吹き込んだ冷たい風が、幻覚によって生まれた炎を消してゆく。


    　匂においが薄れ、パーティー会場が元の姿に戻ってゆく。


    　肩で息をする兼亮の右手を、きいろが握っていた。紅あかい瞳が、兼亮の顔を見上げる。


    「笠かさ木ぎ兼亮っ──〝僕は、おまえが変身するのを、許さない〟！」


    　きいろの瞳が煌きらめくと同時に、兼亮の額ひたいのツノが搔かき消えた。その体を包む殺気が、散らされてゆく。


    「……能力を壊したっ！　おまえはもう、変身できないよ」


    　言ってきいろは、兼亮の肩に折れ刺さって刀身だけとなったサーベルを引き抜いた。そうしてそれを改めて、兼亮の腹部に突き刺した。


    「……っ」


    　脱力し、肩へともたれかかった兼亮の耳元に、きいろはそっと囁ささやく。


    「物語はもう、お終しまいだよ。おやすみ、兼亮くん」


    　兼亮は膝ひざから崩れ落ちた。


    　きいろは兼亮がもう動かないのを確認し、会場の中央を見み遣やる。その頰やスカートは返り血で汚れ、刀身だけを握った手袋もまた、血に濡ぬれていた。


    　鮮やかな紅色の瞳が、月つき夜よを見つめる。


    　そうだ、もう、お終いだ。この刃で月夜を殺して、自分の復ふく讐しゆう劇げきは幕を閉じる。きいろは足を進める。瞳の色をなくした、月夜の元へ──。


    　と、立ち上がった月夜が、目を見開いているのに気づく。自分を見ているのではない。その視線は、自分の背後に注がれている。


    「──まだだ、まだ、終わらない」


    　振り返ったきいろの視線の先で、兼亮が立ち上がっていた。


    「なんで、……どうして？　おまえはもう、能力は使えないはずなのに……！」


    　生身の体であれだけの傷を受け、どうして立ち上がることができる……？


    「いや……取り憑つかれてる、のか──？」


    　兼かね亮すけの体を、禍まが々まがしい空気が覆おおう。その半身は醜く歪ゆがみ、獣のそれとなっていた。左腕には邪気を纏まとう〝オオカミの腕〟が──。


    「……なんなんだ、なんで死んでくれないんだ、おまえはあああっ！」


    「がああああっ！」


    　オオカミの咆ほう哮こうに空気が震ふるえた。


    　二人は同時に走り出し、衝突。お互いが渾こん身しんの一撃を放ち、硬直した。


    「うぅ……く……っ」


    　悔しさにきいろは、嗚お咽えつを漏らした。握り締めたサーベルの刀身は、兼亮の肩に突き刺さっている。しかしそもそもが折れた刃。素手で握るその一撃が、致命傷になることはなかった。


    「……どうして、どうして？　どうして僕の物語は、ハッピーエンドにならない」


    　きいろは兼亮と組み合ったまま、何度も刃を振り下ろす。


    「先生を拒絶した悪を倒して終わり。そうなるはずだったのに、どうしておまえは、邪魔をするんだ。どうしておまえは……倒れてくれないんだ……！」


    「……なあ」


    　肩に鋭い痛みを感じながら、兼亮は尋ねた。


    「……なんでそんなに、帯おび刀なたさんにこだわるんだ。先生はもう、死んじゃったんだろ？　おまえが復ふく讐しゆう劇げきを演じきったとしても、先生は生き返ったりはしないだろ。……どうして先生に扮ふんしてまでさ、そう頑かたくなに、帯刀さんを否定し続けるんだよ」


    「だって……！」


    　兼亮の耳じ朶だに、きいろの吐息が触れる。


    「だって、あいつを否定し続けないと……！　僕が先生に愛されてなかったって、認めることになるじゃないか……！」


    　震ふるえるその声は、泣きじゃくる女の子のものだった。


    「だから僕は、許さない。絶対に月つき夜よを、許さないんだ──！」


    　肩に刺さる痛烈な痛みに、兼亮は顔を顰しかめる。


    　それでも静かに、語りかけた。


    「……そうやって自分で自分に暗示をかけて、ずっと自分を、壊してきたんだな……」


    　言ってきいろの腹部に突き刺さる鉤かぎ爪づめを、引き抜いた。


    「……んあっ」


    　きいろは一度呻うめき声を上げ、流れる血液と共に膝ひざをつく。


    「〝能力を壊す能力〟か。そんなの俺が、壊してやるよ──」


    　力を失ったきいろは、背中から倒れゆく。伸ばされたその手を、兼かね亮すけは取り憑つかれていない方の手で、握った。


    「──〝俺は、きいろが自分を壊すことを、許さない〟」


    　変身能力を壊された兼亮にはもう、すでに〝エディター〟の能力を真ま似ねする力は残っていない。しかしその言葉は、きいろの紅あかい瞳を色いろ褪あせさせる。


    「死んだ人間の愛ばっか求めるなよ。物語は続くんだ。おまえを愛してくれる人なんて、これから一杯見つかるぜ──」


    　兼亮は握った手を引っ張って、きいろの肩をそっと抱き寄せた。


    「先生も言ってたんだろ。世界はおまえが思ってる以上に、広いんだから」


    「……ぐ……うぐぅ……」


    　きいろは何も答えなかった。ただ歪ゆがませた顔を隠して、泣き続けた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　荒々しい足音と共に、武装した機動隊の面々が会場に侵入してきた。入り口付近から兼亮たちを囲むように散開し、銃を構える。


    　その登場に安心したのか、隠れていたテレビクルーの番組ディレクターが顔を出した。


    「たった今、機動隊が到着しました！　怪物へと変へん貌ぼうした少年を取り囲み、緊迫した状況の中、交渉が開始されております──」


    　その傍かたわらで構えられたカメラは、フードを被かぶり直し、会場を横切る兼亮を捉とらえていた。


    　兼亮は機動隊員の何やら叫ぶ声を無視し、歩き続ける。向かう先は、倒れたテーブルを背に横たわる一いち郎ろう。その側そばに屈かがんで、礼を言った。


    「ありがとうございました。村むら瀬せさんがカードを破いてくれなかったら、やばかったかも」


    　きいろに変身能力を壊された直後、一郎が貸出カードを破かなければ、あのまま人として死んでいたかもしれない。あのタイミングで破いてくれたからこそ、取り憑つかれた兼亮はまた立ち上がることができた。


    「……本当にしぶといな、君は」


    　肩で息をする一郎は、『赤ずきん』を手渡し、静かに笑う。


    「村瀬さんこそ」


    　兼亮もまたつられて頰ほおを緩ゆるませ、それから一郎の視線を追って、振り返った。


    「……笠かさ木ぎくん……？」


    　月つき夜よはじっと、兼亮の姿を見つめていた。


    　兼亮は立ち上がり、足を踏み出す。と、周囲を取り囲む機動隊が、ガチャガチャ、と銃を鳴らす。「動かないでっ！」「手を挙げなさいっ！」


    　緊迫した状況の中、兼かね亮すけは足を止めた。


    　自身を顧かえりみれば、左半身を取り憑つかれた血みどろの怪人。すり切れたケープから覗のぞく腕には、鋭い鉤かぎ爪づめがついている。月つき夜よへの接触を、機動隊が阻止しようとするのも無理はない。


    「……」


    　兼亮は踵きびすを返す。入り口は塞ふさがれている。向かう先は、壁にあいた大穴。


    「待って」


    　その背に、月夜の声がかかった。


    「……私も、連れていって」


    　兼亮は月夜へと振り返った。


    「私を、奪いに来たんじゃないの……？」


    　兼亮は僅わずかに逡しゆん巡じゆんして、答える。


    「……出直します」


    　やはり、ひどく掠かすれた声だった。


    「……今すぐ攫さらってしまいたいけど、俺はあなたを食べたいわけじゃない。……この体を治してから。こんな力に頼らず、あなたの側そばにいられるようになってから。必ずまた、攫いに行きます」


    　兼亮の言葉に、月夜はきゅっと唇くちびるを結ぶ。


    　コバルトブルーのドレスに身を纏まとい、佇たたずむその姿は半壊したパーティー会場にあってもなお、美しい。瞳の色の戻った月夜は、決して人形などではなかった。


    「帯おび刀なたさん」


    　その姿を改めて見つめ、兼亮は微ほほ笑えんだ。


    「すっごく、綺き麗れいです」


    　月夜は一度目を見開き、初めて見る兼亮の笑顔に戸惑って目を伏せた。


    　そうして兼亮を見返すことができないまま、答える。


    「……待ってる。ちゃんと、待ってるから」


    　兼亮は踵を返して駆け出した。その動きを見て、機動隊員が前進する。


    「止まりなさいっ！　これは警告だ！」


    　声を無視して走り続ける。その途中、うずくまるきいろを拾って──。


    「きいろ、行くぞ」


    「……うぇ、ええ……？」


    　大穴へと向かう兼亮に対して、機動隊員の一人が威い嚇かく射しや撃げきを行った。


    　タタタン、と渇かわいた音が耳に刺さり、月夜は思わず目を閉じる。


    　再びその瞼まぶたを開いたときには、兼亮ときいろの姿は、もうなくなっている。


    　あいた大穴の向こうには、雪降る夜空だけが覗のぞいていた。

  


  
    エピローグ　オオカミと月の夜


    



    「おめーはいっつも入院してんなあ。弱えんじゃねーの？　ホントは」


    　病室に入って来た夏なつ苅かり小こ雨さめは、挨あい拶さつもそこそこに憎まれ口を叩たたいた。


    「自分を強いと言ったことはないけどね」


    　窓際のベッドで横になる一いち郎ろうは、静かに小雨を見返した。小雨の体に纏まとわりつくように、花はな詠よみが声を上げている。


    「こさめっ！　こさめだ！　よく来たな！　かんげいしてやるっ」


    「おうおう、あんま興奮すんなチビスケ。ほれ、ツノ生はえてるぞ」


    「はっ」


    　慌てて額ひたいを押さえる花詠に、小雨は「噓うそだよ」と意地悪な笑みを浮かべた。


    　ベッドの側そばの丸椅い子すに腰かけた小雨に、花詠は大皿を差し出す。


    「こさめ、たべれ。これな？　元気になる。だれが切ったとおもう？」


    「お、リンゴか。なんだこれ、小っちぇなあ」


    　大皿一杯に盛りつけられた欠片かけらをひとつ摘つまみ、小雨は口に放った。


    「うまいか？」


    「んん。うまい」


    「な？　だれが切ったとおもう？」


    「誰かな。おまえのとーちゃんか？」


    「ちがうよ！　こさめ、それはちがう！」


    　花詠が憤ふん慨がいするのを笑って眺め、小雨は紙袋から弁当箱を取り出した。一郎の枕元の架台へと置いてやる。


    「リンゴばっか食ってるおまえに朗報だ。この小雨様が直じき々じきに弁当作ってきてやったぜ。うちのじーちゃんが入院したとき、病院のご飯は薄味だって文句言ってたからさ。それとこれは……リンゴだ」


    　弁当のあとに取り出された赤い果実を見て、花詠が目を輝かせた。


    「いちろー……！」


    「……ああ。切っておくれ」


    　一郎は溜ため息を隠し、架台の上に置かれたまな板とナイフを手渡した。


    　静かな病室に、トン、トンとまな板を叩く音が響く。夢む中ちゆうでリンゴを切る花詠を眺めながら、一郎は小雨に尋ねた。


    「〝笛吹き男〟と連つるむのはやめたのか？」


    「んあ？」


    「正体だってもう、知っているんだろう？　全国に流されていたようだし」


    　一いち郎ろうの視線が、小こ雨さめの足下に向けられる。そのワインレッドのブーツには、特徴的だった鉄板が宛あてがわれていない。


    「……ああ、あの放送な。見たよ。〝先生〟はきいろだった。へえ、って。別にそれだけだ。あいつの過去や絵本配る動機なんて、興味ねーよ。きいろは、きいろだろ」


    　その正体を知ってなお、小雨は笑ってみせた。


    「寂しんぼーで甘えんぼー。変わんねーじゃん。その正体がぶっ飛んだ作り手だったところで、あの乳が小っちゃくなるわけじゃねーだろうさ」


    「んなことより」と続けて、小雨はしかめっ面を作る。


    「『天女の羽は衣ごろも』はな、あいつに奪われたんだ。卑ひ怯きようだろ、あれ」


    　小雨は溜たまった鬱うつ憤ぷんをぶつけるように、一郎へと詰め寄った。


    「空を飛ぶのは〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟の専売特許のはずだろ？　なのにあいつ、真ま似ねて空中まで追って来やがる。しかもそれだけじゃねえぜ。頭にツノまで生はやすんだ」


    　人差し指を額ひたいに添えて怒る小雨を、一郎は笑った。


    「なんだよ、バカにしやがって。言っとくけどなあ、オレが弱くなったわけじゃねーぞ」


    「してないさ。君も奪われたんだな、と思って」


    「君、も？」


    　目を細める小雨に、一郎は説明する。


    「僕は別に、警察の用意した特別病棟から、この一般病棟へ移されたわけじゃない。特別病棟を退院したところで、襲おそわれたんだ」


    「襲われた……？」


    「『青あお髭ひげ』と『桃太郞』も奪われた。まあ『桃太郞』は空からだけどね」


    　一郎が布団から出した足には、ギプスが装着されている。その足を持ち上げて、一郎は続けた。


    「これは、彼にやられたんだ」


    「……マジで？」


    　その意外な事実に、小雨はゆるゆると頰ほおを緩ゆるませる。


    「おまえが、あいつに!?　やっぱ弱えな、おまえ」


    「……おい。負けた君が言える立場か。補足しておくが、僕の能力は壊されていてだな──」


    　初めて見る一郎の不機嫌な表情に、小雨はいよいよ堪こらえきれず、笑い出した。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　通された獅し子し神がみ神社の客間には、えも言われぬ緊張感が漂っていた。日和ひよりはごくり、と喉のどを鳴らし、膝ひざの上の黒猫を撫なでて気持ちを落ち着かせる。


    　──この人、なんだかよくわからないけど、怖い……！


    　シェリーは座敷机の一辺で、スマートフォンを弄いじっている。綺き麗れいに巻かれた巻き髪に、パーフェクトな化粧を施ほどこしたその威圧感は、無駄に日和を萎い縮しゆくさせていた。


    　何よりも、でかい。主に、顔が。


    　ちら、と視線を上げた日和に、シェリーがぎろり、と睨にらみ返す。


    　途端、日和の抱いていた黒猫シュシュがびよん、と飛び跳ね、毛を逆立てた。


    「ふしゃあああっ」


    「あ!?　何!?　見ただけで何!?　このデブ猫」


    　──デブ猫!?　あなたがそれを言うの!?


    　言い返そうにも気迫で負けている日和は、シェリーの向かいでせんべいを齧かじっている伊い吹ぶきに助けを求めた。


    「ん？　ああ悪ぃ、フォローできねえよ。オレそのぽっちゃりクイーン、よく知らねーんだ」


    「おいコラ！　よく知らないわりに言ってくれるじゃないの！　その、ぽっちゃりコンテストの優勝者みたいな言い方やめてくれる!?　は？　何？　ぽっちゃりコンテストって」


    「あ、あ、あなただって、うちのシュシュに、デブって──」


    「あ？」ぎろり。


    「ふしゃあああっ」びよん。


    　騒々しくなり始めた客間の襖ふすまが、勢いよく開かれた。


    「ちょっと、喧けん嘩かしないでよ！」


    　座敷机を囲む三人は、登場した千ち鳥どりを見上げ、息を呑のんだ。


    　その身長は伸び、すとん、と棒のように平坦だった幼児体型も、今や成長した女性のものとなっていた。一七歳の体を取り戻した千鳥の肩に、スノーホワイトが駆け上がる。


    「誰……ですか？」


    　その姿を初めて見た日和が、恐る恐る尋ねる。友人が自分を置いて急に成長してしまったような、妙な感覚。


    「いや、あたしなんだけど……」


    　そのリアクションに、千鳥は気恥ずかしさを覚え視線を逸そらした。


    「おぉ、でっかいバージョン久しぶりだなあ、王妃！　でもなんで巫み女こ服？」


    　伊吹が尋ね、千鳥は顔を赤くする。


    「だって、藤ふじノのがこれしか用意してなくて……。小っちゃい服は入んないしさ。何？　変……？」


    「藤ノとお揃そろいじゃな、千鳥！　似合っておるよう」


    　戸惑う千鳥に、藤ノが抱きついた。


    「もう、くっつかないで。変じゃなくったってこれじゃ、帰れないじゃない……！」


    「ちーちゃん、もう帰っちゃうの？」


    　日和ひよりも立ち上がり、千ち鳥どりへとしがみつく。


    「せっかくシュシュとも仲良くなってきたのに？　帯おび刀なたさん家から出てっちゃうの？」


    「居い候そうろうする理由がなくなったんだから、いつまでもお世話にはなれないわ」


    「うぅ。寂しい、かもぉ」


    「そんな泣かないでよ。遠くに行っちゃうわけじゃないんだし。ときどき遊びに行くから、さ」


    　日和の顔を見下ろして、千鳥は困ったように言った。


    



    「さて。改めて、みな、すまなかった」


    　藤ふじノのは座敷机に向かって座る千鳥たちを前に、膝ひざをついて深々と頭を下げる。


    　机上には、藤ノの用意させた様々な料理が並んでいる。千鳥の復活を記念した祝賀会だ。


    　千鳥は箸はしを置いて、藤ノへと向き直った。


    「別に……藤ノが謝あやまることじゃないじゃない。絵本を配ってたのはきいろなんだし……」


    　しかし藤ノは、首を横に振る。


    「……七年前、小こ日向ひなた製薬工場が炎上してから数日後、先生と共に死を選んだはずのあれは、一度この獅し子し神がみ神社へと戻ってきた。腕に、『桃太郞』を除く一五冊のワーストエンド・シーズを抱いてな」


    　──返却してあげてください。


    　幼ききいろは、母屋で寝込んでいた藤ノの枕元で、そう囁ささやいた。


    「……絵本を借りた者たちに罪はない。冥めい土どに行ってまで取り憑つかれておるのは不ふ憫びんであろ。藤ノは返却に応じた。全て返却の施された絵本を持って、あれは再び、中庭へ出た。藤ノは追いかけて、尋ねたんじゃ。その絵本を、どうするつもりか」


    　縁台に立つ藤ノへと振り返り、きいろは答えた。


    　──これは先生の大切なものですから、僕が守り続けます。先生が、いつ取りに来てもいいように。


    「月明かりに煌きらめく紅あかい瞳を、藤ノは恐れた。今思えば、あのときすでにあれは、壊れておったのかもしれん。しかしそれでも、返却に来た。藤ノはそれを、信じてやるべきだった。あのとき恐れず、側そばにいてやれば。このような真ま似ねはせんかったのかもしれん」


    　藤ノは今一度、頭を下げる。


    「愚ぐ妹まいに代わって、謝らせてくれ。申し訳ない」


    「……あんたもちゃんと、お姉ちゃんなのね」


    「ずいぶんと歪ゆがんではおるが、あれでも可愛かわいい妹だからの。次見つけたときには、首根っこを引っ捕まえてでも、側にいてやらねばならん」


    　伊い吹ぶきが机上の三枚肉に箸はしを伸ばしながら、藤ふじノのに尋ねる。


    「帰って来ねーんスか？　尻しりたまご。あいつのホントの家は、ここなんでしょ？」


    「うむ。オオカミはたまに来るが、あれは来ん。やっぱ避けられておるのかなあ……」


    　呟つぶやく藤ノに、今度は千ち鳥どりが声を上げた。


    「え!?　兼かね亮すけ、来るの？　ここに？」


    「おうん？　来るよ。千鳥は会っておらんのか？」


    「最後に会ったのは、あのホテルでの騒ぎのちょっと後よ。絵本回収してるって言うから『白雪姫』渡したけど。月つき夜よを奪いに行ったのに、よりによってきいろ攫さらって消えるなんて！　って説教したからか、すぐに、逃げてっちゃった……」


    　言葉尻を小さくして、千鳥は肩を落とす。


    「……やっぱまずかったかな……？」


    「くふ。千鳥はもうちょっときゃつに優しくしてやるとよい。その回収したワーストエンド・シリーズを返却しにな、ちょくちょく顔を出す。この間は、『不思議の国のアリス』を持ってきよったぞ？」


    　藤ノの視線を受けて、シェリーは忌いま忌ましげに眉まゆ根ねを寄せた。


    「奪われたのよ。あいつの戦い方、知ってる？　卑ひ劣れつ極まりないわ」


    「真ま似ねされたの？　トランプの兵」


    「〝兵を率いる能力〟自体をパクられたわけじゃないの。あいつ自分で言ってたけど、〝誰かに変身できる能力〟には、真似できる能力と真似できない能力があるんだって。自分自身を変化させることはできても、他のものを変えたりはできないのよ。〝青あお髭ひげ〟の拷ごう問もん部屋とかね。私のトランプ兵たちもそう」


    　藤ノの説明に、日和ひよりが箸の先を咥くわえながら、小首を傾かしげた。


    「じゃあ、別の誰かに変身して戦ったんですか？　兼亮さん。なんかヒーローみたい」


    「別の誰かっつーか。まあ、トランプ兵。あいつ、〝ジョーカー〟に変身しやがったのよ」


    　ジョーカー。あの漆しつ黒こくの道化師だ。千鳥はジョーカーの、脅きよう威い的な暗殺能力を思い出す。


    「気づいたら〝ジョーカー〟が二体いんのよ、信じられる？　どっちが本物かわからないしさっ。本当、腹立つわ、あいつ」


    　憤ふん慨がいするシェリーの顔を見て、日和はこっそりとにやけた。先ほどの仕返しを、兼亮がしてくれたようで気味がいい。


    「ありゃ勝てねえよ。もう化け物だもん」


    　シェリーの意見に、伊吹もまた乗っかった。その様子に、千鳥が反応する。


    「え！　あんたもまさか、『かちかち山』を……？」


    　答えたのは、藤ノだった。


    「『かちかち山』なら返却したぞ？　『不思議の国のアリス』よりも前にな」


    「うっそ、負けたの？　あの、超しぶといあんたが？」


    「うるせえッスよ。だってあいつ、いろんな能力同時に真ま似ねするんだぜ？　右手に炎、左手に氷って。その状態で飛ぶんだから、もう、ＣＧかよこいつって、引いたね！　オレは」


    「……飛ぶの？」


    　啞あ然ぜんとする千ち鳥どりとは逆に、日和ひよりは目を輝かせた。


    「すごいな、兼かね亮すけさん。ますますヒーローみたいだよ！」


    「……なんか、兼亮のやつ、どんどん遠くに行っちゃうような……」


    　千鳥はそっと呟つぶやいた。聞けば聞くほど、兼亮の印象が自分の持つものと一致しない。


    　その独り言を聞いたスノーホワイトが、千鳥の肩によじ登り、頰ほおを舐なめる。慰なぐさめてくれているのか。大丈夫だよ、と千鳥はその鼻先をつついた。


    　伊い吹ぶきは続ける。


    「ヒーローか……。かもしれねーな。あいつ今度、悪の秘密結社に乗り込むっつってたし」


    「……秘密結社？」


    　その言葉に、千鳥は嫌いやな予感を覚えた。千鳥の知る限り、悪の秘密結社なるものは、ひとつしかない。


    「ああ。ＰＯＭの研究所に」


    「ええっ!?」


    　それはあまりに遠くに行きすぎだ。


    「そんな、無茶だわ！　たった一人で敵の組織に乗り込むなんて、無謀にも程がある」


    　心配して声を上げる千鳥を余よ所そに、藤ふじノのは「まあ、大丈夫じゃろ」と楽観的な意見を述べる。


    　その危険度がわからず判断できない日和の隣で、シェリーもまた「大丈夫よね」と串揚げに手を伸ばした。


    「なんでそんな薄情なのよ!?　祝賀会とかしてる場合じゃないでしょ！　助けに行かなきゃ」


    「大丈夫だって。だってあいつ、一人じゃねーッスもん」


    「……え？」


    　素すっ頓とん狂きような声を上げた千鳥に、伊吹は「きしし」と笑みを浮かべた。


    「一緒なんスよ。能力の制限を壊す、超強力な相棒がさ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「クソがっ……。冗談じゃねえぞ」


    　エルモは銀板に背をもたれ、一人悪態をついた。そのスーツは破れ、黒焦こげている。体中が軋きしみ、動かすことさえかなわない。その側そばには、液晶の割れたタブレットが捨て置かれていた。


    　鳴り響くサイレンに、炎上する機械の数々。


    　ＰＯＭの地下研究所は、今や崩壊の危機にあった。


    「室長……！」


    　フロアに訪れた百ひやく七しちが、エルモの姿を見つけ駆けてくる。


    「室長、ごめんなさい！　『鏡の国のアリス』も、奪われてしまいましたの……！」


    　傍かたわらに屈かがんだ百七の報告を聞き、エルモは舌打ちをひとつ。


    「ちっ……。これで全部奪われたってことか……」


    　侵入者の目的は明白だった。すなわち、ＰＯＭの保持するワーストエンド・シリーズの奪取。


    　村むら瀬せ家から回収した『浦島太郎』『ピーター・パン』『注文の多い料理店』の三冊に、エルモが夕ゆう陽ひヶが丘おかの読み手たちから回収した『眠れる森の美女』『雪女』。それに加えて『鏡の国のアリス』までもが、奪われてしまった。


    「あの、犬野郎……。完全に盲点だったぜ。真ま似ねするだけのモブかと捨て置けばこの様ざまだ。さっさと〝事故死〟させるべきだったか」


    　能力を真ま似ねるその力は、最も早はや、手のつけられない有り様となっていた。〝白兎ホワイト・ラビツト〟の機動力に〝赤鬼レツド・オーガー〟の耐久力を持ち、かろうじて致命傷を与えても、容た易やすく回復される。


    　エルモは、フロア全体に咲き乱れる月見草を、憎々しげに睨にらみつけた。その薄紫の花は、全て兼かね亮すけが咲かせたものだ。


    〝誰かに変身する能力〟──その力はあまりにも、強すぎる。


    「強すぎる能力を弱く、か……」


    　一日の変身回数は三回。一度に一一分一一秒まで。元々あったオオカミの能力を、そう壊して編集したのは〝エディター〟だった。


    　その制限が今や、外されてしまっている。


    「……あいつが向こうについている限り、勝ち方すらわからねえ。〝編集者エデイター〟は読み手にとって、最強の相棒だったってことか」


    「ごめんなさい、ですの……。私も室長の相棒なのに、弱かったから……」


    　エルモの側そばで、百七が目を伏せる。


    「貴様を責めてるわけじゃねえよ。俺の戦略ミスだ。見通しが甘かった」


    　エルモは吐き捨てるように言って、炎に包まれる研究所を見渡す。


    「俺たちはクビだな。つーか、この会社自体がもう終わりだ」


    　ホテルでの事件のあと、調査対象としてまず挙げられたのが、ＰＯＭだった。小こ日向ひなたはすでに海外へ逃亡。指導者を失い、地盤の緩ゆるんだタイミングで、この研究所炎上。


    　もう隠しきれるものではない。違法な臨床実験が露見するのも、時間の問題だろう。


    「室長。これから、どうするんですの……？」


    　百七は、恐る恐る尋ねた。


    「……そうだな。どうするかな」


    　ぼんやりと眺める火の海の向こうで、幾つかの爆発音が連なる。肌を焼く熱気と、真っ赤な炎。揺らめく火を見て連想する事柄はいくつかあるが、そのときエルモの脳裏を過よぎったのは、七年前の工場火災や、〝白兎ホワイト・ラビツト〟の纏まとう炎ではなかった。


    　耳に蘇よみがえるのは歓声。明るい夜空に響き渡る、バグパイプの音色。


    「……〝ホグマネイ〟っつってな。スコットランドには、夜通し炎を焚たいて騒ぎまくる祭りがあるんだ」


    「……？」


    　エルモの言葉の意図がわからず、百ひやく七しちは戸惑う。


    「一晩中喧やかましく騒ぎ立てるあの祭りが、俺は嫌いだった。踊りには参加せず、離れたとこからスケッチしていたんだ。誰もかれもが笑っていたからその通りに描えがいたが、何が面白いのか俺にはわからなかった。けど例えばあの輪の中に入ることができていたなら。奴らが笑ってた理由も、理解できていたのかね」


    　自じ虐ぎやく的に失笑し、誰にともなく呟つぶやく。


    「……もう一度、描いてみるのも悪くねえかな」


    「室長、帰っちゃうんですか……？」


    「ああ」とエルモは小さく頷うなずく。


    「そうですか……」


    　見るからに意い気き消しよう沈ちんした百七へ、エルモは尋ねた。


    「……貴様も来るか？」


    「え。いいんですか？」


    　ハッと顔を上げる百七。眼鏡めがねの奥のその瞳は、キラキラと輝いている。


    「……どうせ行くところもないだろう。ついてこい」


    「あいあい！　ですの」


    　途端に百七は元気を取り戻し、勢いづいて立ち上がる。それから動けないエルモへと、両手を差し出した。


    　エルモは僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたが、割れたタブレットを拾って右手を伸ばす。


    　引っ張り起こされたその拍子に、タブレットにぶら下がる真っ赤なキャラクターが揺れた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　白い吐息が、冷たい空気に滲にじんで消える。


    　月つき夜よはマフラーに顔を埋うずめ、学校の並木道を正門に向かって歩いていた。


    　冬の夕方は短い。さっきまで明るかった空は薄暗くなり、空にはぼんやりと月が浮かんでいた。


    　月つき夜よの足音だけが響く寂せき寞ばくの中、唐突に声をかけられる。


    「はーい、ほー」


    　いつもよりおとなしめなその声に振り向けば、きいろが歩道脇の並木に背をもたれていた。ファーの付いたコートのポケットに手を入れたまま、きいろは歩道に足を踏み出して、近づいてくる。


    「冬休みなのに登校してるんですかー？　どうして？」


    「……補習」


    　月夜はきいろの動きを警戒しながらも、端的に答えた。


    「まー。それはご苦労さまです」


    「……」


    　黒に戻った月夜の瞳が、さり気なく周囲を見渡したのを、きいろは見逃さなかった。


    「おやおやあ？　もしかして、兼かね亮すけくん捜してる？」


    　きいろは、ニマニマと悪いた戯ずらっ子のような笑みを浮かべた。


    「残念ながら、ここにはいませんよーう」


    「……別に。捜してない」


    「むっふふー。噓うそつき」


    「……」


    　からかうきいろを無視し、月夜はムッとして歩き出した。きいろがすぐその後を追う。


    「やん。無視しないでよう。あ、もしかして、〝きいろちゃん〟は嫌いだった？」


    　月夜の前に回り込み、その顔を覗のぞき込む。


    「──それじゃあ、僕、〝エディター〟の方が話しやすいかい？」


    　前髪を上げたきいろの瞳が、紅色に染まる。たったそれだけで、その笑みは邪悪なもののように見えてくる。


    「……私に何か用？　声に出して答える必要はないけど」


    　紅を見つめ返す月夜の瞳もまた、蒼あおに染まってゆく。


    「……う。読まないでよ……」


    　きいろは顔を顰しかめて、月夜の視線から逃げるように踵かかとを下げた。


    「まだ私を、否定したいの？」


    「……違うよ。もういいんだ。だって僕は、兼亮くんに壊されちゃったんだから」


    　きいろが瞳の色を元に戻し、月夜もそれに倣ならった。二人は一定の距離を保ちながら、お互い能力を使用せず見つめ合った。もうずいぶん前から再会していたのに、こうしてお互いの姿を晒さらし合うのは、初めてのことだった。


    「……けど僕は、謝あやまらない。悪いことをしたとは思っていない。あんたは悪役で、僕は先生の名誉のために戦った。負けちゃったけどさ──それが僕の、物語だから」


    「……そう。先生は、喜んでくれた？」


    「うん。たぶんね」


    　きいろは答えて、無邪気な笑みを浮かべる。


    「謝あやまりはしないけど、代わりにひとつだけ、いいことを教えてあげるよ」


    「……？」


    「兼かね亮すけくんは、今、学校にいるよ。理事長に会いに行ってる。あんたも知ってるでしょ？　ここの理事長はＰＯＭと繫つながってる。だから兼亮くんの事情も知って──って、おぉい」


    　月つき夜よはきいろの話の途中で、踵きびすを返して駆け出していった。


    「……興味のあることだけに無む我が夢む中ちゆう。人の話を聞きもしない。表情を失ったって、変わんないなあ、そんなとこはさ──」


    　きいろは溜ため息をついて、その背を見送る。


    　満月が高度を上げて、輝き始めていた。


    



    　向かう先は理事長室のある新校舎──と、四階の教室でたったひとつ、電気の灯ともる教室を発見し、月夜は急ブレーキをかけた。


    「うー……」


    　あれは、文芸部部室のある位置。月夜は方向を変え、再び走り出す。


    



    　部長机の表面に、兼亮は手の平を添えた。懐かしむように、その木目をなぞる。


    　ここを離れたのはほんの数週間前であるはずなのに、当たり前にあった日常が、ひどく遠くに感じられる。結局、終業式には参加できなかったし、それどころか今、自分は失しつ踪そう中の身だ。


    　廊下を走る足音が聞こえ、顔を上げた。


    　勢いよくドアを開いて登場したのは、月夜だった。


    「……帯おび刀なたさん……？」


    「はあ、はあ……」


    　乱れた黒い髪を手の平で撫なでつけ、肩で息をしながら、兼亮を睨にらみつける。その瞳は、兼亮のよく知る蒼あお色いろではなかった。


    「……どうしたんですか？」


    　ただならぬ雰囲気に、開口一番、兼亮は尋ねた。しかし月夜は答えず、ただじっと兼亮を見据えるだけ。


    　フードを被かぶった黒のケープコートはあの日のまま。眼鏡めがねはしていなかったが、月夜には彼が、笠かさ木ぎ兼亮だという認識はできた。その顔はあの日、去り際に「攫さらいに行く」と約束した人物と同じものだ。


    　それなのに。と月夜は唇くちびるを結ぶ。


    「……言ったのに」


    「……？」


    「攫さらいに来るって、言ってたのに。……来ないから」


    「……帯おび刀なたさん。もしかして、怒ってます？」


    　兼かね亮すけの言葉に、月つき夜よは拗すねた子供のように視線を落とした。


    「……待てなかった」


    「すみません……。あの……あのですね、絵本を、集めてたんです。見てください、これ」


    　兼亮は、肩にかけた鞄かばんから絵本の束を取り出した。一冊一冊は軽くとも、全て束ねるとなかなかに重たい。


    　それらを、会議テーブルにずらりと並べる。一六種類もの絵本が並ぶ様さまは、なかなかに壮観だった。


    　悪役たちが表紙を飾る、最低な結末の絵本、ワーストエンド・シリーズ。読み手たちに能力を貸し与える元凶であり、月夜と兼亮が出会った原因でもある、読んではいけない絵本。


    「これを、渡したかった。俺が絵本を借りたのは、このシリーズを全部回収するためでもあったから。これを全部回収したとき、きっと帯刀さんは笑ってくれ──は、しないみたいですけれども……」


    　嬉き々きとして語る兼亮とは違って、月夜はやはり無表情のまま、並べられた絵本を見下ろしていた。オオカミの描えがかれた『赤ずきん』を手に取り、静かにそのページを捲めくる。


    「『桃太郎』以外は全て返却済みです。藤ふじノのさんの力を借りました。これでもう、夕ゆう陽ひヶが丘おかに悪役ヴイランズが現れることはありません」


    　一番最後の見返し部分には、小袋に入った貸出カードが。〝笠かさ木ぎ兼亮〟の名前の側そばに、返却印が押されている。


    「……ありがとう」


    　月夜は小さく、礼を言った。


    「それで君は、これからどうするの。絵本を全部集めて、もう、変身する必要はなくなって」


    「きいろには、世界を見て回ろうと誘われました。この日本に、今の俺やあいつの居場所はありません。生身のままで逃げ続けるのは難しいけど、きいろの能力があればきっと、できないことはない」


    「……君の物語は、まだ続くんだね」


    「まあ、そうですね」


    　月夜は目を伏せる。そしてそっと、『赤ずきん』をテーブルの上に戻した。


    「続くといっても、夕陽ヶ丘で、ですけどね」


    「……？」


    「誘いは、断ったんです。俺は日常に戻る努力をします。ここに来たのも、学校に戻れないか相談をするため。俺の物語は、ここにある。だって帯おび刀なたさんは、ここにいるから」


    　顔を上げた月つき夜よに、兼かね亮すけは言った。


    「約束したじゃないですか。攫さらいに行くって。ちゃんと守りますよ。俺は帯刀さんの前じゃ、噓うそがつけないんですから」


    「……知ってる」


    　そんなこと、読まなくったって。


    　私たちの物語は続く。その喜びが月夜の心をくすぐり、口元を綻ほころばせる。


    「……っ。帯刀さん、今──」


    　驚いた兼亮の言葉を遮さえぎって、月夜はその腕の中に、飛び込んだ。
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